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ImageKit6  Copyright(C) 2003 Newtone Corp.

Copyright(C) 2004-2011

その他 、 記載されている会社名 、 製品名は 、 各社の登録商標または商標です 。

株式会社 　 構造システム

株式会社 　 建築ピボ ッ ト

CLas s ic -CAD をご購入いただき 、 誠にあ りがと う ございます 。このたびは 、

Ⅰ．　コマンドマニュアル （Ⅰ－１～Ⅰ－１６１）

Ⅱ．　トレーニングマニュアル （Ⅱ－１～Ⅱ－９９）

Ⅲ．　プログラミングマニュアル （Ⅲ－１～Ⅲ－１０５）

「 CLas s ic -CAD

単純な操作の組み合わせと素早いレスポンスで 、 図面を描 く こ と にス ト レスを与えません 。

最初に紹介する 「 これだけ覚えよ う ！ 」 の約 ２ ０ 個弱のコ マン ド を覚えていただけるだけで 、 全ての

図面は描けます 。 後は少しずつ使いながら覚えて く だ さ い 。

このＣ Ａ Ｄは整数系のＣ Ａ Ｄ であるため 、 作図の精度は近 く で も遠 く で も同じ になる利点がある一方で 、

スケールの考え方がやや複雑にな りがちです 。 最後に紹介する 「 CLas s ic -CAD

ある程度理解し て く だ さ い 。 よ く わから な く て も 、 こ う い う 事がある と い う こ と で 、 いつかは理解でき る

と思います 。 精度のこ とは考えな く て も 、 通常の業務では差し障りはあ り ません 。

「 CLas s ic -CAD

」 は 、 なにかを考えながら で も使える道具に徹するために 、 飾り を捨てたプロ仕様の

」 は 「 DRA-CAD2-V2」 のコ マン ド 体系を採用し ています 。

の精度と縮尺について 」 で

Ｃ Ａ Ｄ です 。

CLas s ic -CAD 」 を使いこ なすための基本知識と コ マン ド の解説書で 、

次のよ う に構成されています 。

本書は ２ 次元製図 Ｃ Ａ Ｄ 「



CLas s ic -CAD

最新の技術

変えない

簡単 、 速い 、 単純

古 く て新し い Ｃ Ａ Ｄ

高速な処理

小さなシステム

多彩なデータフォーマット

ラスターデータの作成

日本語オペレーティングシステム

メモリ

ハードディスク

ディスプレイ

ディスク装置

その他

コンセプト

ポップアップメニュー

簡単な操作

インタラクティブな指定法

DRA - CAD2  V2

まわない 。 終点を決める前ならいつでも手すきの時に指定可能 。 何かを し ている と きに 、 割り込

んで処理できる コマン ドが多数 。

遅 く なる処理を省いてあるので 、全体の操作に一貫したスピー ド感が得られます 。特に速い部分

だけを強調し たＣ Ａ Ｄに比べれば、 遅い場面でのイ ラ イ ラ 、 ス ト レスから開放されます 。 ただし 、

Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 固有の遅い処理は少しあり ます 。

本体と基本システムだけなら 、 約１ ４ メ ガバイ ト のハー ドデ ィ スク容量があればインス ト ールで

きます 。 使わない機能を削除し ていけば 、 最小３ メ ガバイ ト で構成可能 。

 DRA系の MPP / MPW / MPZ の

 Microsoft Windows Xp / Vista / Windows7(32,64bit)

 

Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 標準のＢＭ Ｐ形式に加え 、 デジタルカ メ ラ等で一般的な Ｊ Ｐ Ｇ 、 図面管理に使わ

れる Ｔ Ｉ Ｆ 方式のラス ターデータ 、 Ｉ Ｔ 系でよ く 使われる Ｐ Ｎ Ｇ形式の読み込みと作成が可能 。

プログラム用に約 １ ０ メ ガバイ ト が必要です 。

●本体のインス ト ールには 、 ３ ０ ＭＢ以上の空き容量が必要 。 ●オプシ ョ ンやサンプルプログラム

のインス ト ールには 、 数ＭＢから数十ＭＢ以上の空き容量が必要 。●イ メ ージ機能をインス ト ー

ルする場合 、 ブー ト ド ラ イブに １ ０ メ ガ程度の空き容量が必要にな り ます 。 （ 上記の数値は標準

インス ト ールの場合です 。 デ ィ スクの空き容量はお使いのシステムの環境 、 およびインス ト ール

するハードの種類によ って異な り ます 。 ）

Ｖ Ｇ Ａ 　 以上の高解像度デ ィ スプレイ 　

CD-ROM ド ラ イブ 　 も し く は DVD-ROM ド ラ イブ 、 も し く はこれら を利用できるネッ ト が組み

込まれている こ と 。

●

●

●

WINTAB に対応した ド ラ イバを持つデジタ イザも利用可能

音声やその他のマルチ メデ ィ ア効果を利用する場合はマルチ メデ ィ ア対応コンピ ュータ

から 、 標準の DXF、 さ らに AutoCAD の 、 JW-CAD DWG

マウスホイール対応

版の建築製図Ｃ Ａ Ｄ 、

そのコンセプ ト は 、

ユーザイン ターフ ェ イスまで 、

ルチ メ デ ィ ア 、 Ｉ Ｔ などの

生です 。 あらゆる図面 ・ ド キュ メ ン ト 作成シーンでジ ョ ブをサポー ト する強力なプラ ッ ト フ ォー

ムと な り ます 。

２ ０ コのアイ コンの収められた 、 ポッ プア ッ プ メ ニューは 、 使いたい場所に飛んで く る 、 可動式 。

最大 ３ ２ ページのブ ッ ク形式で 、自由にレイアウ ト 可能 。

約 １ ０ ０個のコマン ド で 、 どんな図面にも対応 。 コマン ドの組み合わせや手順を考えて作図する 、

無手順作図法は、 コマン ド で全てを管理する Ｃ Ａ Ｄに比べ 、 作図方法は自由自在です 。

たと えば 、 引 く 線の色を決めるのは 、 今 、 始点を決めるので頭がいっぱいなら 、 今でな く てもか

MS-DOS

の誕

Windows

こ と を基本理念と し て作られています 。 その上で 、 マ

への対応を標準装備する 、

を 上で進化させた 、 復刻版のＣ Ａ Ｄ 。

とい う ３ つのコンセプ ト をあ く まで堅持し 、 データから

 JWW/JWC にも対応 。

硬い仕事から 　 Ｄ Ｔ Ｐ まで 、 幅広 く 使えます 。



Ⅰ
コマンドマニュアル



● メ ニ ューシー ト ６ の中のコ マン ド

● メ ニ ューシー ト ７ の中のコ マン ド

● メ ニ ューシー ト ８ の中のコ マン ド

● メ ニ ューシー ト １ ６ の中のコ マン ド

目次

● メ ニ ューシー ト ２ の中のコ マン ド

● メ ニ ューシー ト ３ の中のコ マン ド

● メ ニ ューシー ト ４ の中のコ マン ド

● メ ニ ューシー ト ５ の中のコ マン ド

● メ ニ ューシー ト １ の中のコ マン ド

■CLas s ic -CADコマンド一覧表 ～

～基本コマンド■

～CLas s ic -CADこれだけ覚えよう！■

ＣＬａｓｓｉｃ－ＣＡＤの基本的な操作方法を理解しましょう！
初めてＣＬａｓｓｉｃ－ＣＡＤを操作する方必見！

1 1 0

1 5 3 6

1 1 4

3 7

● Ｐ ．塗り潰し について 1 4 5

■

■問題回避の方法例

～1 5 6 1 6 0

1 6 1

CLassic-CADの精度と縮尺について

Ｐ ．

Ｐ ．

Ｐ ．

Ｐ ．

Ｐ ．

Ｐ ．

Ｐ ．

Ｐ ．

Ｐ ．

8 3
9 2

1 0 1
1 0 9

6 4

4 5
4 8
5 7

4 2

～ユーティリティ・追加コマンド■ 1 1 1 1 5 5

●

●

●

Ｐ ．

Ｐ ．

Ｐ ．

選択範囲の確認

切替ボ タ ン ・ ミ ニボタ ン ・ 参照ボ タ ン

絞り込み選択 ・ メ モ リ ーボ タ ン ・ 切り取り モー ド

●

●

Ｐ ．

Ｐ ．

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ － Ｃ Ａ Ｄ標準割付 ・ その他

メ ニ ューバーの機能

4 3
5 9
6 0

4 0
4 1

●

●

●

Ｐ ．

Ｐ ．

Ｐ ．

電卓機能

対応フ ァ イル拡張子一覧

縦書き文字の書き方

● Ｐ ．Ｄ Ｒ Ａ 文字 （ フ ォ ン ト ） の表現について

6 1
7 1
8 5
8 6

● Ｐ ．特殊キーの機能 ・ フ ァ ン ク シ ョ ンキーの機能 3 9

その他の機能・詳細



任意点

端点

垂直点

線上点

水平垂直点

交点

線分中心点

円中心点

直線と円の交点

円交点

接線

交点（直線・円）

交点・端点

線削除

キャンセル

ブロック削除

改頁

SNE

SNP

SNL

SNILL

SNM

SNC

SNILC

SNI

SNN

DELA

DEL

CANCEL

SNH

LINE

PLINE

SNF

PAGE

SNICC

SNT

M1,J6

M2,J7

M3,J8

M5,J5

M6,J83

M7,J93

M8,J122

M9,J123

M10,J121

M11,J178

M12,J179

J61

J11

J16

M4,J9

J1

J3

J2

M0,J10

アイコン コード ページキー・コマンドコマンド名

● メ ニ ューシー ト １

線分

折れ線

42

42

42

42

42

42

42

42

42

42

42

43

43

43

43

44

43

42

42

CLas s ic -CAD

Ⅰ

CLas s ic -CAD コマンド一覧表
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CLas s ic -CAD

Ⅰ

アイコン コード ページキー・コマンドコマンド名

現画面表示（青）

全図面（赤）

メッシュピッチの指定

メッシュの表示 GRID

GRIDP

EXTENTS

REDRAW

MM,J102

J103

J24

J22

● メ ニ ューシー ト ２

45

45

45

45

全レイヤ表示

レイヤロック

非表示レイヤ２

非表示レイヤ１

全レイヤ非表示

LALLON

LOFFKEY

LOFF

LALLOFF

LLOCK

J18

J180

J86

J20

J4

46

46

46

47

46

前画面（黒）

拡大

ズームアップ

パンニング

ズームダウン

表示レイヤ２

表示レイヤ１

PREVIOUS

ZOOMW

ZOOMIN

ZOOMOUT

LONKEY

LON

PAN

J27

J25

J76

J77

J85

J19

J31

45

45

45

45

46

46

46

-2-



アイコン コード ページキー・コマンドコマンド名

半径指定円２

３点指定円１

中心指定円１

円弧１

１／４円弧１

３点指定円２

中心指定円２

円弧２

１／４円弧２

線分延長カット

線分中抜き

単線化

連続延長カット

連続中抜き

半径指定円１

線分連結

新・中抜き

ARC3

ARC

CIRCLE3P

ARC3P

ARCP

CUT

BREAK

UNIFY

CUTM

BREAKM

CIRCLEP

CIRLECP

CIRCLE3

CIRCLE

CIRCLEC

JOIN

BREAK2

J15

J12

J129

J130

J127

J51

J59

J26

J113

J181

J128

J84

J131

J14

J13

J32

● メ ニ ューシー ト ３

48

48

49

49

50

50

51

51

52

52

53

53

53

54

55

55

56

CLas s ic -CAD
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アイコン コード ページキー・コマンドコマンド名

書き込みレイヤ番号

属性変更

属性指定

緑

水色

黄色

実践

青

赤

紫

一点鎖線

二点鎖線

作図原点

作図スケール

点線

破線

ASET

ACHANGE

AACTIVE

C4

C5

C6

T1

C1

C2

C3

UNIT

T4

T5

ORIGIN

T3

T2

J63

J79

J35

J48

J49

J50

J53

J45

J46

J47

J34

J55

J56

J126

J33

J54

● メ ニ ューシー ト ４

レイヤ状態保存 LSTORE J125

57

57

57

58

63

62

62

63

62

62

62

62

62

62

62

62

62

CLas s ic -CAD
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アイコン コード ページキー・コマンドコマンド名

ヘルプ機能

ファンクションキー

データの橋渡し機能

データ整理

用紙作成

ファイル管理

プロッタ・プリンタ出力

作図情報表示１

作図情報表示２

環境設定

全消去

仕事終了

入力装置追加

INFO

HELP

MOVEPOP

FKEY

DXF

DIST

PACK

PAPERFORM

FILE

PLOT , PRINT

SNINFO

SETENV

ZAP

END

DIGITIZE

（スナップアイコン）

（作図情報シート）

ポップアップメニューの

距離・面積・角度の測定

（デジタイズ）

移動

J17

J69

J94

J107

J100

J114

J101

J67

J37

J38

J28

J96

J39

J40

J30

● メ ニ ューシー ト ５

64

65

65

65

66

68

68

68

69

69

72

74

75

82

82

CLas s ic -CAD

Ⅰ-5-



アイコン コード ページキー・コマンドコマンド名

文字サイズ変更

ジャンプ

コピー＆ペースト

クリップボードペースト

クリップボードコピー

コード文字の線分化

コード型文字２

コード型文字１

TMODIFY

TEXTK , KANJI

JUMP

PASTE

ECP

EPT

TEXTL , ANK

T2LINE

（筆文字）

（ペン文字）

J108

J98

J78

J119

J201

J202

J36

J133

● メ ニ ューシー ト ６

83

83

84

85

88

89

90

91

CLas s ic -CAD

Ⅰ-6-



アイコン コード ページキー・コマンドコマンド名

ボックス１

ダブル線

矢印

ハッチング

ボックス２

内外法線

引き出し線

丸面取り

開き扉

引き違い戸

階段

角面取り

雲型定規

BOX

WALL

ARROW

HATCH

SHIFTP

ANGLEP

CHAMFERC

RECT

DOOR

DOORSL

STEP

CHAMFERL

CURVE

J60

J58

J89

J104

J118

J115

J65

J82

J120

J117

J105

J81

J68

● メ ニ ューシー ト ７

96

96

96

97

97

97

98

99

100

92

92

94

95

CLas s ic -CAD

Ⅰ

（スプライン曲線）
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アイコン コード ページキー・コマンドコマンド名

平行複写

ミラー

ブロック複写１

ブロック複写２

等分割

図形拡大縮小

パラメトリック１

パラメトリック２

パーツ

回転

寸法文字作成編集

ブロック移動１

ブロック移動２

線分編集

MOVE

MOVEXY

MIRROR

COPY

COPYXY

DIVIDE

SCALE

STRETCH

STRETCHXY

PARTS

PARALLEL

ROTATE

DIMST

PINCETTE

J70

J72

J66

J73

J75

J29

J95

J92

J80

J90

J42

J91

J251

J106

● メ ニ ューシー ト ８

101

101

101

102

102

102

103

104

105

105

106

107

107

108

CLas s ic -CAD
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アイコン コード ページキー・コマンドコマンド名

OPTION 

SETUNDO

オプションコマンド管理

アンドゥＯＮ／ＯＦＦ設定

（ヒコーキコマンド）

アンドゥ実行 UNDO

ＧＯＴＯ　第１６ページ

ＧＯＴＯ　第１５ページ

ＧＯＴＯ　第１４ページ

ＧＯＴＯ　第１３ページ

ＧＯＴＯ　第１２ページ

ＧＯＴＯ　第１１ページ

ＧＯＴＯ　第１０ページ

ＧＯＴＯ　第９ページ

ＧＯＴＯ　第８ページ

ＧＯＴＯ　第１ページ

ＧＯＴＯ　第２ページ

ＧＯＴＯ　第３ページ

ＧＯＴＯ　第４ページ

ＧＯＴＯ　第５ページ

ＧＯＴＯ　第６ページ

ＧＯＴＯ　第７ページ

J134

J112

J111,J203

J135

J150

J136

J137

J138

J139

J140

J141

J142

J143

J144

J145

J146

J147

J148

J149

● メ ニ ューシー ト １ ６

109

110

110

110

CLas s ic -CAD
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アイコン ページコマンド名

Ｈ形鋼材断面 HKOU

コマンドの場所

DO_04.DLL

キー・コマンド

Ｈ形鋼継ぎ手

ハイパーリンク

重複する線の削除

オブジェクトの確認

ＡＮＫ＜＝＞漢字変換

縮尺・精度の変更

いっきに色変換

エンボス表現

新・引き出し線

色でレイヤ一括変更

HTUGITE

HIPERLINK

DELRAP

CHKOBJ

ANKKANJI

CHSCALE

EMBOSS

CHCOLP

HIKIDASI

LAY2COL

STRCT_H2.DLL

●追加コ マン ド （ Ｓ Ｔ Ｄ＿ Ｃ Ｏ Ｍ内 ）

113

114

115

116

116

116

117

117

118

118

119

CLas s ic -CAD

Ⅰ

V3_BETA1.DLL

V3_BETA1.DLL

V3_BETA1.DLL

V3_BETA1.DLL

V3_BETA1.DLL

V3_BETA1.DLL

V3_BETA1.DLL

V3_BETA1.DLL

V3_BETA1.DLL

-10-



アイコン ページコマンド名 コマンドの場所キー・コマンド

宛名シール印刷 ATENA

●追加コ マン ド （ Ｓ Ｔ Ｄ＿ Ｃ Ｏ Ｍ内 ）

イメージの作成

PAGEING

イメージの貼り付け BMP

イメージの常駐指定 BMPJOUTYUU

ファイル書き出し

ページ作成

PAGEH

FINDTEXT

PAGEINDEX

同じ図形検索

文字列検索

FINDOBJ

割り込み改ページ

目次の作成

サブメニューの

コマンドアイコンの

SAVESUB

SAVEICON

ファイル書き出し

120

121

124

125

130

131

132

133

133

134

134

CLas s ic -CAD

Ⅰ

V3_SHEET.DLL

V3_SHEET.DLL

V3_SHEET.DLL

V3_SHEET.DLL

V3_SHEET.DLL

V3_SHEET.DLL

V3_SHEET.DLL

V3_SHEET.DLL

V3_SHEET.DLL

V3_SHEET.DLL

V3_SHEET.DLL

MAKEBMP
BMAKE
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アイコン ページコマンド名 コマンドの場所キー・コマンド

文字列変換

合計計算

文字列集計

文字列編集

文字列書換

文章の整形

CHGT

SUM

COUNT

MOJIEDI

MOJIHEN

BUNEDI

寸法線

半径の一律変更

精度変更

円柱・地盤

仕上げ線

建具作図

通り芯の作成

UTL_SMT1

JIBAN

SIAGE

TATEGUI

DIM

LAY1

UTL_ARCS

TOORISIN

●追加コ マン ド （ Ｓ Ｔ Ｄ＿ Ｃ Ｏ Ｍ内 ）

属性管理

135

136

138

137

138

139

139

140

141

141

142

142

143

143

CLas s ic -CAD

Ⅰ

V3_UTL1.DLL

V3_UTL1.DLL

V3_UTL1.DLL

V3_UTL1.DLL

V3_UTL1.DLL

V3_UTL1.DLL

V3_UTL1.DLL

V3_UTL1.DLL

V3_UTL1.DLL

V3_UTL1.DLL

V3_UTL1.DLL

V3_UTL1.DLL

V3_UTL1.DLL

V3_UTL1.DLL
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アイコン ページコマンド名 コマンドの場所キー・コマンド

新・面取り

塗りつぶし（ＢＯＵ）

新・連続カット

増加変数

図形均等配置

MENTORI

CUTA

INCRE

FIGDIV

●追加コ マン ド （ Ｓ Ｔ Ｄ＿ Ｃ Ｏ Ｍ内 ）

144

144

145

149

150

CLas s ic -CAD

Ⅰ

V3_UTL2.DLL

V3_UTL2.DLL

V3_UTL2.DLL

V3_UTL2.DLL

V3_UTL2.DLL

V3PAINT
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アイコン ページコマンド名 コマンドの場所キー・コマンド

連続印刷

●追加コ マン ド （ Ｏ Ｔ Ａ Ｍ Ｅ Ｓ Ｈ Ｉ 内 ）

PRINT.DLL
RENZOKU_

PRINT.DLL
RENZOKU_

さざなみ線作成 RIPPLE RIPPLE.DLL

スラブ配筋 SURABU SURABU.DLL

連続ファイル変換 FILECONVERT

RENZOKUPRINT

畳の部屋

枠の作成 WAKU

NOBASHI

MIRU

TATAMI TATAMI.DLL

TATAMI.DLL

TATAMI.DLL

TATAMI.DLL

図面ファイルを見る

引き連れて平行移動

151

153

152

154

155

155

155

155

CLas s ic -CAD
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ＩＮＤＥＸ

いろんな名称

ポップアップメニュー

色や線種を決める

線を引く

円を描く

文字を書く

描いた線を消す

用紙枠を描く

印刷する

図面を登録する

図面を呼び出す

チョット

　最初から １ ０ ０以上ある全部のコマンドを覚えるのは大変な事です。

「 とにかく これだけ 」 とい う コマンドを厳選しました。

メニューの大きさを変える

線の太さを変えて印刷

グループを活用する

レイヤを活用する

図形を回転させる

図形を複写する

図形を移動する

図形をまとめて削除する

線を伸ばす・縮める

平行線を引く1 6

1 8

1 9

2 0

2 1

2 2

2 5

2 6

1 7

2 4

2 3

2 7

2 8

2 9

3 0

3 1

3 2

3 3

3 4

3 5

3 6

Ⅰ

これだけ覚えよう！

CLas s ic -CAD
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聞きなれない名称

マウスカーソル

●その他

デスクトップ ： 画面全体を机の上と見たてている 。

ウインドウ

タイトルバー
メニューバー

画面

●スナップする

ラバーバンド

ド ラ ッ ギング

ク リ ッ ク

マウス

： 図形を表示しながら移動させるさま 。

「引き回し 」みたいな様子。

： マウスのボタンを位置を動かさずに

押して離す事。

： キーボードの横に置いてある 、

ケーブルの付いた持ち易そうなもの。

　図面を正確に書くために、すでに書かれた図形の、端や中心や交点を参照する事。

目検討で書いてしま う と後で困り ます。次の４つをまず覚えてください。

他に

これは、ヘアーカーソル

ク ロス カーソル （ 十字カーソル ）

指カーソル 、 Ｙ Ｅ Ｓ ・ Ｎ Ｏ カーソル

です。

などがあ り ます。

フ リ ースナ ッ プ ： スナップしない
モード 。但し 、 メ ッシュポイン ト
にはスナップします。

：線の両端、円の
上下左右と中心、文字の原点に
スナップします。

：ベース点から指定され
た線分へ、垂線を下ろした所に
スナップします。

：端点、交点のどちらか近い全点

垂線の足

端点スナ ッ プ

方にスナップします。

各部の名称

いろんな名称
CLas s ic -CAD

これだけ覚えよう！

できない名称もあり ます。 まずは 「 こんな呼び方をするんだな 」 と思って、覚えて ください。

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤで使う名称には一般的なものもあ り ますが、なんと もイ メージ

Ⅰ

スナップシート

サブメニュー

ポップアップメニュー

アイコン

この絵の一枚
一枚を「アイコン」

と呼びます。

情報シート
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ポップアップメニュー
POPUP

このポップアップメニューは、画面上でマウス右をク リ ッ クする と 、

どうやって動かす？

CLas s ic -CAD
これだけ覚えよう！

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤでまず目に付くのが、絵の詰まったＢＯＸです。

操作に邪魔な時は、 ［ Ｔ Ａ Ｂ ］ キー を押して ください。上下に逃げます。

左上の改ページのアイコンをク リ ッ クする と 、次のページが出てきます。

ページは標準で１ ６ページ、表示Ｏ Ｆ Ｆのページがあるので、普通は１ ０ページ分を

く る く るまわせます。マウス左で先に進み、右で戻り ます。

このマウスの左が 「前進 」 ・ 「 Ｙ Ｅ Ｓ 」 など肯定的な意味を表し 、

右が 「後退 」 ・ 「 ＮＯ 」 などの否定的な意味を表すのは、全体共通です。

［ Ｔ Ａ Ｂ ］ で上下
マウス右で引き寄せる

頭の回転が停止するのを防止できる？

マウスを動かしながら 、あっちこっちにポップアップメニューを動かしている と 、

手の動きを最小にして、疲れを防ぎます。

Ｄ ＲＡ系のポップアップメニューは絵を使ったアイコン メニューで視覚認識性に優れ、

ページを変える

表示を制御する

これがＤＲＡファミリーの共通点

全レ イヤ非表示

全レ イヤ表示

ひと つ前の表示

再表示

全画面表示

ズーム

改ページア イ コ ン

指定レ イヤ非表示

ズームダウン
ズームア ッ プ ・ パン ・

マウスの位置に移動してきます。

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤは 「 Ｄ ＲＡ－ＣＡＤ ２ Ｖ ２ 」 の操作系を忠実に再現しています。
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色と線種
Color&Style こ こで指定した色などの属性はアクティブ属性と

呼びます。個別には、

アクティブレイヤ、アクティブグループ

アクティブカラー、

やはり 、最後のペン （ 番号１ ５ ） を幅 「 ０ 」 に設定して、印刷しないのが良いでし ょ う 。

７番ペンは伝統的にＶ ２で印刷しない色と して使われていたので、同じよ うに使ってもよいのですが、

８～１ ０は、 ［ Ｄ Ｒ Ａ－ＣＡＤα ］ で使えます。

１～７は、 ［ Ｄ Ｒ Ａ－ＣＡＤ ２ Ｖ ２ ］ のＭＰ Ｐファ イルで使えます。

色は番号で管理されています。使える番号は１～１ ５の１ ５種類。

「デスク ト ップ 」 上でマウスを右ク リ ッ ク し 、 メニューから 「 プロパティ 」 を選ぶと変更できます。

実際には識別が困難なので、使う色は自然と決まってしまいます。

色は理論的には１ ６ ０ ０万色の中から選んで１ ５種類使えますが、

の色の設定を にして下さい。

連動します。印刷時の線の色の初期値は黒になっています。

色がペン番号と連動するよ うに、線の幅や文字のスタイル 「 フォン ト名称 」 も番号と

いつでもＯＫ 。 （ 一部コマンドではコマンドに入る前に変更する必要があ り ます。 ）

色は ［ Ｃ ］ に続けて １～１ ５の数字を入れて 「 リ ターン 」 して入力する 。

線種は ［ Ｔ ］ に続けて １～８の数字を入れて 「 リ ターン 」する 。

色はこ こで選択

線種はこ こで選択

Ｃ １
Ｃ ２
Ｃ ３
Ｃ ４
Ｃ ５
Ｃ ６
Ｃ ７
Ｃ ８

青
赤
紫
緑
水色
黄色
白
灰

Ｔ １ 実線
Ｔ ２ 破線
Ｔ ３ 点線
Ｔ ４ 一点鎖線
Ｔ ５ 二点鎖線
Ｔ ６ 三点鎖線
Ｔ ７ 短い長破線
Ｔ ８ 長い長破線

これ以外の色は、

キーボードから

等と入力

細かい設定の色を使う と きには

Ｔ６，Ｔ８等と入力

キーボードから

これ以外の線種は、

色を色々変える

色が印刷の線幅や文字スタイルを決定

いつ指定する？

●情報シートで指定する

●キーボードから指示する

キーボードからの指定コード

色の指定

Ｃ７，Ｃ１５

●アイコンから指定する
線種の指定

色は全部で１５種類

CLas s ic -CAD
これだけ覚えよう！

１ １～１ ５はＣ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤ専用になり ます。

Ⅰ

等です。

（設定方法は後で ）

ＴｒｕｅＣｏｌｏｒＷｉｎｄｏｗｓ
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線を引く
Line

CLas s ic -CAD
これだけ覚えよう！

次の 「 Ａ Ｒ Ｃ 」 ページを参照してください。

この計算機能は、全てのコマンドの入力に使えます。

４ ０ ０ ０ ＊ ３ と入力すれば、計算して１ ２ ０ ０ ０ ｍｍの線を引いてくれます。

このキーボードで線を引く利点は、 も うひとつ、計算ができる点です。

　同じよ うに縦線なら

これで、長さ ４ ０ ０ ０ ｍｍの横線が引けます。

　 Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤはベースポイン ト という 、見えませんが、いつも基点と して参照する

ポイン ト を持っています。 このポイン トは最初の点や最後の点を決めた時に、その点に移り ます。

　 このポイン トが重要なのは、 Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤには、キー入力で位置を決められる機能が

あって、 これが、 このベースポイン トからのオフセッ トで機能するからなのです。

次にキーボードから 、

　例えば、長さ ４ ０ ０ ０ ｍｍ

４ ０ ０ ０

の線を引きたいと します。 まず、始点をマウスで決めます。

と打ち込んで、キーボードの右矢印 ［ → ］ キーを押します。

を押してください。［ ↑ ］ キー

削除のしかた

計算もできて超便利

キーボードから長さを入力

ラバーバンド と呼んでいるゴムのよ うな線がマウス と一緒に動き出します。

次に終点を選んでク リ ッ クする と線がひけます。 ラバーバンドは

押せば消えます。つま り 、最初の状態に戻るわけです。

適当な長さで、縦横の線を引く場合は、

［ Ｅ Ｓ Ｃ ］ キーを

［ Ｓ Ｈ Ｉ Ｆ Ｔ ］ キーを押しながら 、マウスを使います。

ラバーバン ド

［ Ｓ Ｈ Ｉ Ｆ Ｔ ］ キーを押し ながら引 く

［ＳＨＩＦＴ］と一緒に縦線・横線

［ＥＳＣ］キーで最初から

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤは普通の状態で線を引く事ができます。線を引くのにコマンドを実行する

必要はあ り ません。画面のどこかをク リ ッ クする と 、線の始点が決ま り ます。

線を引くコマンドがない
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中心指定、開始位置と
終了位置を 、図面上で

指定

円周３点指定の円弧

円 円弧

　円の書き方は方法がたく さんあって、チ ョ ッ ト迷う と思います。

とにかく選んで実行してみてください。

　アイコンには同じ絵柄で線が白と赤の２種類あ り ます。白が本当の円で

赤は線分の連続で作る擬似円です。

　大別する と 「 円 」 と 「 円弧 」 、 さ らに 「 中心を指定するもの 」 と 「 しないもの 」 に

大別されます。円は一周しますが、円弧は円の一部です。

これは、線の修正にも使えます。

のに使います。
ひとつひとつ消す

範囲を指定した り 、

グループ単位で消
すのに使います。

また、割り込み可能ですから 、円を書いている最中でも使えます。

割り付けてあ り ますから 、キーを押すだけで使えます。

　 これは、全ての図形に使えます。水色の消しゴムは、キーボードの ［ Ｄ Ｅ Ｌ ］ キーに

中抜き

半径決め打ち
中心指定、

円周３点指定の円

中心指定、

円周１点指定の円

延長と カ ッ ト

円を描く
Arc

描き方は５通り

白いのが本当の円

削除するには（詳しくは後述）

修正するには

赤は擬似円

通称 ： 赤消し ゴム

CLas s ic -CAD
これだけ覚えよう！
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文字を書く
CLas s ic -CAD

これだけ覚えよう！

TEXT
J98

文字のタイプは２種類
　データ と して扱える文字には、英数字だけの ［ ＡＮＫ ］ タイプと 、

日本特有の ［漢字 ］ タイプの２種類があ り ます。

ひとつの文字列で混在させる事はできません。

ペンが［ＡＮＫ］だけど
　 Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤではどちらのコマンドを選んでも ［ ＡＮＫ ］ と ［ 漢字 ］ を書き込めます。

文字サイズを 、それぞれ独立して記録できるだけの違いです。

文字のサイズを指定する

印刷時のサイズで指定できます。

書き込む必要があ り ます。印刷サイズボタンを押しておけば、

文字にしたい場合、縮尺が　

　文字の大きさを 、実寸で指定する場合。例えば、印刷時に　

１ ／ １ ０ ０ の図面であれば、 　３ ０ ０ ｍｍのサイズの文字を

３ ｍｍの大きさの

「ペン 」 で数値を 、 「 筆 」 で漢字をいれる方法は意外に便利です。

なってしまいました。サイズは別々に記録できるので、従来通り

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤではサブメニューで文字タイプを選べるので、同じコマンドに

Ｖ ２の場合ＡＮＫ文字と漢字文字を書く コマンドは別々でしたが、

漢字だけの文字列英数字だけの文字列

通称 ： ペン文字 通称 ： 筆文字

“ ０ ” にしたいなら “ × ” にする

印刷サイズで指定できます。

文字サイズを ８種類記録できる 、 メモ リ スイ ッチ。

書くだけじゃなく 、文字列の編集もできる 。

J36
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描いた線を消す
Delete

CLas s ic -CAD
これだけ覚えよう！

　 この 「青消しゴム 」 はプリ ミ テ ィブをひとつずつ削除するコマンドです。

図形を構成する一番下位レベルの要素です。

これらを 「 プ リ ミ ティブ 」 とか 「 図形要素 」 とか呼びます。

「拡張図形 」 の５種類あ り ます。

　 Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤのデータは、 「 線 」 「 円 ・ 円弧 」 「 ＡＮＫ文字 」 「漢字文字 」

消しゴムのよ うに一部分をゴシゴシとは消せません。

　アイコンは 「 消しゴム 」 でも 、機能的には 「削除 」 です。

　 どの位傍なら消せるかという と 、画面のド ッ ト数で３ ２ ド ッ トの距離です。

　カーソルを消したい図形要素の傍に持っていってマウス左で消します。

最後に消した線が戻ってきます。

　 もし間違って消してしまったら 、マウス右をク リ ッ ク します。

　終了の方法は２つあ り ます。

　ひとつは、近くに図形の無い場所で左ク リ ッ ク して、消すのを失敗させる方法です。

　 も うひとつは、消したくないものをわざと消して、直後に右ク リ ッ クで元に戻し 、

続けて右ク リ ッ ク しコマンドを終了させる方法です。

消しゴムとは違います。

いらない線を消す

消し終わったら

間違って消したら
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用紙枠を描く
J67

　必ず必要な作業ではあ り ませんが、図面を書き出す前に用紙枠を

設定する と 、便利な事がたく さんあ り ます。

　○印刷のスケールが設定できる 。

　○印刷の原点が指定できる 。

　○用紙に入る作図ができるのでイ メージを作りやすい。

設定する

印刷の縮尺

定型用紙の指定 自由サイズの場合は

この数値を書き換える

なんで？

印刷時の縮尺をこ こで

変更させます。

指定した縮尺に

縦横の指定

印刷原点を用紙左上に

設定します。

用紙の範囲の大きさの

線を引きます。

　 レイヤ ・ 色 ・ 線種は

アクティブ属性を参照

します。

　グループは常に新規

になり ます。
他のコマンド と連動させます。

作図原点 ・ 印刷原点を

バリバリ図面を書く人に勧めます

俗に言う 「 テンプレート 」 機能の手作業版です。

最初に呼び出した直後に、名前を変えて保存して、図面を書き出すと便利です。

　普段使う用紙枠は、色や文字の設定をして、ファ イルに保存して

CLas s ic -CAD
これだけ覚えよう！
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印刷する
J38

CLas s ic -CAD
これだけ覚えよう！

　印刷する紙の左上に印刷原点を設定します。 Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤはこの他に、

出力機器の印刷可能範囲の左上に印刷原点を取る方法と 、

図面の中心に印刷原点を取る方法があ り ます。適時使い分けしてください。

縮尺の欄に 「 １ ０ ０分の１ 」 なら １ ０ ０ を書きいれます。

「 ２ ０ ０分の１ 」 なら ２ ０ ０ を書き込みます。

ドライバーってなんだ？

機器別にハード メーカーから提供されています。

　印刷機器と 　Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ をつなぐ 、パイプ役のプログラムで、

その機器のド ライバーがインス トールされているこ とを確かめてください。

　あなたのマシンにプリ ンタかプロッ タが接続されていてＷ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ に、

このボタンで印刷する。 文字の字体を変える。

線の太さを変える。

印刷の縮尺を決める

※印刷する前に必ず必要なこと

印刷原点を決める

※

用紙

Ｖ ２ で指定し ていた原点
プロ ッ タがよ く 使っ た原点位置

指定した原点位置によって、印刷の原点方式を変えてください。

Ⅰ

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ － Ｃ Ａ Ｄ原点
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図面を登録する
J37

CLas s ic -CAD
これだけ覚えよう！

メニューバーの 「 ファイル 」 を押してプルダウンメニューから

名前を付けて保存 」 を選びます。後は保存したい場所を選んで、

名前を書いて 「 ＯＫ 」 すれば、保存できます。拡張子は 「ＭＰＷ 」

がいいでし ょ う 。

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤのスタイルはＶ ２ を継承していて、チ ョ ッ ト変わっています。

「呼び出し 」 と 「 登録 」 を最後に決める と ころが、

また 「 小さなファ イル管理 」 と 「 大きなファイル管理 」 があって、

最初は戸惑うかもしれませんが、慣れる と便利なコマンドです。

Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 風の指定が
できます。

ド ライブを指定します。 ディ レク ト リ （ フォルダ ） を １ ２個記録できます。

「大きなファ イル管理 」へ

ディ レク ト リ を選びます。

一つ上のディレク ト リに

戻り ます。

行きます。

Ｗｉｎｄｏｗｓ風

ＤＲＡ風

ＤＲＡ風「小さなファイル管理」

ファイルを選択します。
ファイルが選択されている と 、

＜大＞を押さない限り 、
「大きなファ イル管理 」 に

行きません。

ファイルの種類を選びます。

を表示できます。

図面のプレビューが

できます。

「任意 」 で任意のファイル
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図面を呼び出す

メニューバーの 「 ファイル 」 を押してプルダウンメニューから 「 開く 」 を

選びます。後は呼び出したい場所を選んで、名前を選んで 「 ＯＫ 」

すれば、保存できます。

拡張子は 「 ＭＰ Ｐ 」 「 ＭＰＷ 」 「 Ｄ Ｘ Ｆ 」 どれでもＯＫです。

ファイルを選択します。 「 呼出 」 「 登録 」 をするファイルになり ます。

現在作業中のファ イルの位置が示されます。

図面のプレビューができます。

J37

Ｗｉｎｄｏｗｓ風

ＤＲＡ風「大きなファイル管理」

図面に 「線の色や文字のスタイルなどの情報 」 を書き込んで、 「 登録 」 します。

呼び出した図面の 「線の色や文字のスタイルなどの情報 」 を使います。

CLas s ic -CAD
これだけ覚えよう！
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平行線を引く
J42

15

15

①基準線を選ぶ

②方向を決める

③複写する元図形を選ぶ

②方向を決める

①基準線を選ぶ

③出来上がり

　図面の中に頻繁に現れるのが、平行線。それも距離のわかって

いる場合がほとんどです。だから最初に覚えてほしいコマンドです。

　基準線のを指して、方向を示すだけで、その線から指定した

距離だけはなれた所に、平行な線を作成できます。

　 「 サブメニュー 」 の 「基準線の指定 」 は、 「 しない 」 で使います。

作られる線はアクティブな色と線種で作られます。

建築図面には平行な線が多い

基準線と平行な線を作成する

CLas s ic -CAD

指定した線とは違う方向に

平行複写する場合に使います。
私は使った事があ り ません。

普通は 「 複写 」 で使います 。

指定し た線そのもが平行に移動し ます 。

（ 指定された距離だけ

離れて作られていきます ）

距離の指定

作成する線の数

こ こが指定距離になる 。

こ こが指定距離になる 。普通の使い方

④出来上がり

これだけ覚えよう！
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J51

　鉛筆で書く図面では、下書きの線は後で消し易いよ うにする とか、

　 ＣＡＤのデータは消しても消し後は残らないし 、実線を
線は一気に引く とか、いろいろな工夫が必要です。

破線締め切り直前まで、プランをひねるこ とができるので
設計に余裕が生まれるはずです。 （締め切りを前倒ししたら同じですが ）

「 この線 」 の 「 こ こから 」 「 こっち側 」 をカッ トする 。

ＣＡＤの清書は手直しだけ

口調で覚える

「 こ っ ち側 」 を カ ッ ト

「 この線 」 の

④出来上がり

「 こ こから 」

③カッ トの方向を指定

①カッ トする線を選ぶ

②カッ トするの位置を指定

④

③

①

②

CLas s ic -CAD
これだけ覚えよう！

Ⅰ

線を伸ばす・縮める
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J61

図形をまとめて削除する

　指示した線分 ・ 円 ・ コード型文字を １つずつ、 またはまとめて削除する 。

手順
　①アイコンを ヒ ッ ト します。

　②サブメニューを設定します。

　③コマンドを実行します。

　④対象要素を指示します。

　⑤コマンドを解除します。

　 （ なにもないと ころで左ク リ ッ ク 。サブメニュー表示時に右ク リ ッ ク 。 ）

間違って消したら
④の後に右ク リ ッ クする と 、直前に消去した要素が復活します。

　 （ グループ番号、 レイヤ番号を指定して消去したものは復活出来ません。

　アンド ゥ実行 （ ＵＮＤＯ ） で復活して下さい。 ）

ブロ ッ ク削除

（ Ｄ Ｅ Ｌ Ａ ）

　 Ｌ ｉ ｎ ｅ

　 Ａ ｒ ｅ ａ 　

　 Ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ

　 Ｃ Ｌ ｉ ｎ ｅ

　 Ｃ Ａ ｒ ｅ ａ ： ク ロスエ リ ア （ 基準範囲 ） と交差する全ての要素を削除します。

： ク ロスライン （ 基準線 ） と交差する全ての要素を削除します。

：指定した線分と同グループ番号の要素を全て削除します。

：指定した範囲を削除します。

：指定した線分を削除します。

機能

赤消しゴム

CLas s ic -CAD

これで消す方法を指定する

これだけ覚えよう！

Ⅰ

　 Ｇ ： 指定したグループ番号の要素を全て削除します。

　 Ｌ ａ ｙ ｅ ｒ ： 指定した線分と同レイヤ番号の要素を全て削除します。

　 Ｌ ： 指定したレイヤ番号の要素を全て削除します。

　 切取 ： Ⅰ－６ ０ページをご参照下さい。
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図形を移動する
J70

　図形を選ぶ方法には３つの基本的な選びかたがあ り ます。

　一つは 「 最小図形 」 単位で選ぶ方法、次に 「指定範囲 」 に

入っている図形を全て選ぶ方法です。

　 も う一つは、同じ 「 グループ番号 」 を持っている図形を全て選ぶ方法です。

　その時その時の状況に合わせて使い分けします。

　選択した後に、移動の基準点を指定します。 この基準点は、適当に指示する

場合もあれば、厳密に指示しなければならない場合があ り ます。

　例えば１ ０ ｍｍ右に移動させたい場合なら 、適当に指定しても 、

その後でキーボードから 「 １ ０ 」 と右矢印 「 → 」 を入力すればよいので、大丈夫です。

　次に 「移動先 」 を指示します。 「移動先 」 は 「 移動基点 」 の 「 移動先 」 であって、

「図形の中心 」 の 「移動先 」 ではあ り ません。

Ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ

図形を選ぶ方法

移動の手順

Ｌ ａ ｙ ｅ ｒ

： 指示した線分と同一グループを

一括移動します。

一括移動します。

：指示した線分と同一レイヤーを

回転 ： 回転させながら移動します。

ド ラ ッ グ ： ド ラ ッギングさせながら

移動します。

：指定した線分を移動します。Ｌ ｉ ｎ ｅ

Ａ ｒ ｅ ａ

移動します。

：指示した範囲内の図形を

CLas s ic -CAD
これだけ覚えよう！
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図形を複写する

　基本操作は 「 移動 」 コマンド と同じです。違う点は、

レイヤとグループ属性を変えられる点と 、拡大縮小ができる点です。

： そのままコピーする場合、

設定は全て “

： １回のみレイヤ ・ グループ番号を変更した り 、

回転 ・ 拡大した りする時の設定です。

” にしておきまし ょ う 。×

： 連続してレイヤ ・ グループ番号を変更した り 、

回転 ・ 拡大した りする時の設定です。

J73

基本は移動と同じ

CLas s ic -CAD
これだけ覚えよう！
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図形を回転させる
J91

　回転させる方法には。

　①角度を直接指定する方法。

　②図面の２点を選んで角度を決める方法。

　③図面の２本の線を選んで角度を決める方法。

　④適当に回転させながら決める方法。

（実は２点を選ぶ方法にド ラ ッグが付いただけ ）

　の、 ４通りがあ り ます。

角度 ： 指定した角度で回転します。

図面から点で指定

： 図面から ２点を指定して回転します。

図面から線で指定

： 図面上の線分と平行になるよ うに

回転させながら

： ド ラ ッギングしながら回転します。

回転します。

図面から線で指定 ・ の場合

図面から点で指定 ・ の場合

４つの方法

CLas s ic -CAD
これだけ覚えよう！
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レイヤを活用する
Layer

　 レイヤは図形が個々に持っている番号で、同じレイヤ番号の

図形を 、表示したり隠したりできます。壁とか家具とか、

分野の違う ものを分類しておくのが基本です。

　図形を生成するコマンドの多くは、自動的にレイヤの更新をしてくれません、

アクティブレイヤを参照するコマンドが多いので、図形を作る前に、

アクティブレイヤを新し く しておく と良いでし ょ う 。

後から 、 レイヤを統合した り 、番号を変えるのは、比較的簡単です。

　同じレイヤの図形を 、分類し直すのは、面倒です。

　キーボードで、 ［ Ｌ＊ ］ リ ターンと打てば、アクティブレイヤは、

その図面に無い、新しい番号に変わり ます。

ファンクシ ョ ンキー ［ Ｆ ・ ９ ］ に割り振られています。

分類が決まっていれば、 ［ Ｌ ７ ５ ］ のよ うに、直接指定します。

情報シートの ［ Ｌ＊ ］ ボタンを押しても指定できます。

レイヤは学年

レイヤを分けて描く

どうやって指定する

どこで指定する

CLas s ic -CAD
これだけ覚えよう！

Ⅰ

　ハッキ リいって、 レイヤ分けされていない図面は、 ２度と使う気にな り ません。

　いつでもＯＫ 。 （一部コマンドではコマンドに入る前に変更する必要があ り ます。 ）

いつ指定する

どうしてレイヤを分けるのか

レ イヤを新し く する レ イヤ番号を直接入力する
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グループを活用する
Group

　グループは図形が個々に持っている番号で、同じ番号の図形を

移動などで指定して、

図面を学校とすれば、学生が線や円といった図形要素、

まとめて動かすのに便利なものです。

学年がレイヤで、部活動がグループに相当します。

　図形を生成するコマンドの多くは、自動的にグループの更新をしてくれますが、

アクティブグループを参照するコマンド も多いので、図形を作る前に、

アクティブグループを新し く しておく と良いでし ょ う 。

　ちょ くちょ く押す癖をつけておく と 、後々便利です。

　情報シートの ［ Ｇ＊ ］ ボタンを押しても指定できます。

ファンクシ ョ ンキー ［ Ｆ ・ １ ０ ］ に割り振られています。

その図面に無い新しい番号に変わり ます。

　キーボードで ［ Ｇ＊ ］ リ ターンと打てば、アクティブグループは、

　いつでもＯＫ 。 （一部コマンドではコマンドに入る前に変更する必要があ り ます。 ）

グループはｘｘ部

グループを分けて描く

どこで指定する

どうやって指定する

いつ指定する

CLas s ic -CAD
これだけ覚えよう！

Ⅰ

グループを新し く する グループ番号を直接入力する

-34-



J96 J38

線の太さを変えて印刷

　線の幅は、線の色と対応しています。 この２つのコマンドの

「 線の設定 」 ページを開いて、太さを変えて ください。

この欄に

印刷機器の最小単位がわからないと きは、

する と記入欄が切り替わり ます。

印刷する と きは、 こ こをＯ Ｎに

太さを 「 ミ リ単位 」 で指定して

図面にメリハリをつける

ミリで指定したい

CLas s ic -CAD

の倍数 」 を入れます。

この欄に 「 印刷機器の最小太さ

数値を減らします。

数値を増やし 、 「 右ク リ ッ ク 」 で

この上下ボタンは 「 左ク リ ッ ク 」 で

「 ミ リ単位 」 で太さを入力します。

これだけ覚えよう！
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メニューの大きさを変える

J96

CLas s ic -CAD
これだけ覚えよう！

　 メニューサイズや色などを自由に設定できるよ うになっています。

設定した状態は、ファイルに保存して持って行けば、 どこでも再現できます。

自分風の画面

文字の背景を塗りつぶすボールド （ 太い文字 ） 指定

文字の高さ 文字の色

いつでも 「 自分風 」 の画面で

そのファ イルを持ち歩けば、

記録しておきまし ょ う 。

画面設定を変えたら 、

作業できます。

作業図面の

バッ クの色

絵が若干汚くな り

整数倍でないと 、

にな り ます。

サイズが１ ６ ド ッ ト

１倍でアイコンの

ます。

文字のフォン ト名称

文字の背景の色

サブメニューの
ハイライ ト カラー

ベースの色影の色

ゼロボタンなど

指カーソルの大きさ

貼り付けた 「 ＢＭＰ 」 ファ イル

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤの塗りつぶし

方式による塗りつぶし 。

Ｖ ２ と方式が異なり ます。

のこ と
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●フ ァ ン ク シ ョ ンキーの機能

●特殊キーの機能

（ 例 ： 赤消し ゴムを実行したい場合…J61 または、DELA です。 ）

※コ マン ド ラ イ ンは、キーボード入力した時、画面左下に表示される入力文字のこ とです。

キーの種類

ESC

TAB

HOMEHOME
CLR

Ｑ

ENTER

SHIFT

機 　 能

レ イヤのＯ Ｎ ・ Ｏ Ｆ Ｆ 　 反転表示

ズームア ッ プ （ コー ド ・ Ｊ １ ７ ５ ）

ズームダウン （ コー ド ・ Ｊ １ ７ ６ ）

パンニング

コ マン ド ラ イ ン （ ※ ） 入力文字のク リ ア

ポ ッ プア ッ プ メ ニ ューの移動

図面表示の中止

コ マン ド ラ イ ンの決定
前コ マン ド ラ イ ンの再設定

線分のラバーバン ド を切る

押し ながら線を描 く と 、 水平垂直モー ド になる

押し ながら

パンニングモー ド が切り替わる

SHIFT

ｆ・１０ｆ・９ｆ・８ｆ・７ｆ・６ｆ．５ｆ・４ｆ・３ｆ・２ｆ・１

Ｇ＊Ｌ＊

UP
PAGEROLL

DOWN

ROLL
UP

PAGE
DOWN

でパンニングする と 、

CLas s ic -CAD
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＋ 　 数字キー （ １ ， ２ ， ・ ・ ・ ， ９ ）

＋ 　 数字キー （ １ ， ２ ， ・ ・ ・ ， ９ ）

Ｓ

Ａ

■画面範囲の メ モ リ ー （ ＳキーとＡキーの便利な使い方 ）

※Ｓキー （ Ａキー ） を押したまま 、数字キーを押して下さい。

１～９ まで記憶させるこ とが出来ます。

で画面範囲の記憶が出来ます。

で記憶済みの画面範囲が呼び出せます。

コー ド名／コ マン ド名／機 　 能

Ｑ／レ イヤのＯ Ｎ ・ Ｏ Ｆ Ｆ 　 反転表示

●Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －Ｃ Ａ Ｄ標準割付

【 標準割付 】

＋

＋

ＣＴＲＬ Ｚ

ＡＣＴＲＬ

Ｊ ２ ０ ２ ／ク リ ッ プボー ド ペース ト

Ｊ １ １ １ ・ Ｊ ２ ０ ３ ／アン ド ゥ実行／元に戻す

Ｊ ２ ０ ４ ／リ ド ゥ実行／作業のやり直し

Ｊ ２ ０ １ ／ク リ ッ プボー ド コ ピー

＋ ＶＣＴＲＬ

＋ＣＴＲＬ Ｃ

＋ＣＴＲＬ Ｑ

●便利な機能 【 標準割付 】

Ｊ ２ ７ ・ Ｊ ２ ６ ０ ／前画面表示

Ｊ ２ ６ ４ ／拡張ポ ッ プア ッ プのＯ Ｎ ・ Ｏ Ｆ Ｆ

Ｊ ２ ６ ６ ／拡張ポ ッ プア ッ プのサイズ拡張

Ｊ ２ ６ １ ／次画面表示

Ｊ ２ ６ ２ ／ポ ッ プア ッ プ メ ニ ューの表示 ・ 非表示

Ｊ ２ ６ ７ ／拡張ポ ッ プア ッ プのサイズ縮小

Ｊ ２ ５ ８ ／上書き保存

Ｊ ２ ５ ７ ／マウス範囲限定のＯ Ｎ ・ Ｏ Ｆ Ｆ ／

マウスを画面の範囲から出ないよ う にする

＋

＋

＋

ＢＳ

ＩＮＳ

ｖｆ・４

ＣＴＲＬ ＊

ＣＴＲＬ ＋

ＣＴＲＬ －

＋

＋ ＷＣＴＲＬ

ＣＴＲＬ Ｓ

Ｊ ２ ５ ９ 　 　 名前を変えて保存

Ｊ ２ ５ ５ 　 　 ペイ ン ト 表示／ Ｖ ２ のペイ ン ト デー タ を画面に表示 （ 印刷不可 ）

Ｊ ２ ０ ８ 　 　 パンニングモー ド 反転

Ｊ ２ ０ ７ 　 　 全レ イヤを ロ ッ ク レ イヤに設定

（ 環境設定のその他設定のパンニング設定 ）

Ｊ ２ ０ ５ 　 　 ロ ッ ク レ イヤの反転

●その他の Ｊ コ マン ド
Ｊ ２ ０ ６ 　 　 全ロ ッ ク レ イヤの解除

Ｊ １ ９ ９ 　 　 ユーザー情報入力

＋ＣＴＲＬ Ｄ Ｊ ２ ５ ６ ／塗り潰しの表示 ・ 非表示

＋ＣＴＲＬ Ｅ Ｊ ２ ８ １ ／印刷予想図／図面上でのプ レ ビ ュー
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■ メ ニ ューバーの機能

●フ ァ イル （ Ｆ ）

名前を付けて保存 （ Ａ ）

上書き保存 （ Ｓ ）

開 く （ Ｏ ）

新規作成 （ Ｎ ）

Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 既存機能。現ファイルに名前を付けて保存。

Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 既存機能。現ファイルを上書き保存。

Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 既存機能。既存ファ イルを開く 。

全消去と同機能。新規ファ イルの作成。

●

●

環境設定の文字設定でフォン ト を選択する と きは、 ＡＮＫフォン ト と

漢字フォン ト 、 どちら も共通に選ぶこ とが出来ますが、 フォン トによっては

ＡＮＫしか書けないものもあ り ます。気を付けて選択しまし ょ う 。

文字入力後に、バッ クが真っ黒になるこ とを防ぐには、漢字 （文字 ）入力バーを

ステータスバー、 または、 メニューバー上に移動しておく と良いでし ょ う 。

●編集 （ Ｅ ）

●表示 （ Ｖ ）

●ヘルプ （ Ｈ ）

ポ ッ プ固定／解除

ステー タ スバー （ Ｓ ）

ツールバー （ Ｔ ）

スナ ッ プ Ｉ Ｃ Ｏ Ｎ

ポ ッ プア ッ プ メ ニ ュー

貼り付け （ Ｐ ）

コ ピー （ Ｃ ）

やり直し （ Ａ ）

元に戻す （ Ｕ ）

アプ リ ケーシ ョ ンの終了

プ リ ン タの設定 （ Ｒ ）

印刷 （ Ｐ ）

ユーザ情報

Ctrl+Z
Ctrl+A
Ctrl+C
Ctrl+V

J 2 7 4 ポップアップメニューの継続的表示 ・ 非表示切替。

ク リ ッ プボー ド ペース ト と同機能。

ク リ ッ プボー ド コ ピーと同機能。

アン ド ゥ実行と同機能。

リ ド ゥ実行。アンド ゥで元に戻した作業のやり直し 。

仕事終了と同機能。

プリ ンターの設定が出来ます。

プレビュー画面を終了する時は、閉じる （ Ｃ ） をク リ ッ ク 。

なるべく プロ ッ タ－出力コ マン ド をご使用下さい。

J 2 7 5 ポップアップメニューを同位置に固定する機能。

ステータスバー （ Ｓ ） 表示 ・非表示切替。

ツールバー （ Ｔ ） の表示 ・ 非表示切替。

J 2 8 作図情報表示 ２ と同機能。 （表示 ・非表示切替 ）

J 1 9 9 ユーザー情報シート 。各自で登録して下さい。

（株 ） 構造システムについての情報。Ｋ Ｏ Ｚ Ｏ ， Ｓ Ｙ Ｓ Ｔ Ｅ Ｍ （ Ａ ）

●右ダブルク リ ッ ク

■その他の機能

■その他の補足＆注意

ラバーバンドをカッ ト します。

［ Ｅ Ｓ Ｃ ］ キーの代わりに、使ってみまし ょ う 。

情報シー ト J 1 7 作図情報表示 １ と同機能。 （表示 ・非表示切替 ）

環境設定 J 9 6 と同機能。環境設定コ マン ド

印刷プ レ ビ ュー （ Ｖ ）
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【 機能 】 　 メ ニ ューシー ト のページをめ く り ます 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １

【 機能 】 　 連続し て線分を描 く 。 　 　

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ２

【 機能 】 　 １ 本づつ線分を描 く 。 　 　

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ３

【 機能 】 　 線分と線分の交点にスナ ッ プする 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｍ ５ ， Ｊ ５

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｍ ３ ， Ｊ ８

【 機能 】 　 指示し た線分上の任意の点にスナ ッ プする 。

【 機能 】 　 指定点から水平 、 または垂直に伸びる線を描 く 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｍ ４ ， Ｊ ９

【 機能 】 　 指示し た線分の中心点にスナ ッ プする 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｍ ６ ， Ｊ ８ ３

【 機能 】 　 指示し た線分に対し て垂直に下ろ し た点に

スナ ッ プする 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｍ ２ ， Ｊ ７

【 機能 】 　 線分 、 または円弧の端点にスナ ッ プする 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｍ １ ， Ｊ ６

【 機能 】 　 任意の点または メ ッ シ ュにスナ ッ プする 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｍ ０ ， Ｊ １ ０

【 機能 】 　 指示し た円 、 または円弧の中心点に

スナ ッ プする 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｍ ７ ， Ｊ ９ ３

【 機能 】 　 線分と円の交点にスナ ッ プする 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｍ ８ ， Ｊ １ ２ ２

【 機能 】 　 円と円の交点にスナ ッ プする 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｍ ９ ， Ｊ １ ２ ３

円交点

（ Ｓ Ｎ Ｉ Ｃ Ｃ ）

直線と円の交点

（ Ｓ Ｎ Ｉ Ｌ Ｃ ）

線分中心点
（ Ｓ ＮＭ ）

交点 （ Ｓ Ｎ Ｉ Ｌ Ｌ ）

水平垂直点
（ Ｓ Ｎ Ｈ ）

線上点 （ Ｓ Ｎ Ｌ ）

垂直点 （ Ｓ Ｎ Ｐ ）

端点 （ Ｓ Ｎ Ｅ ）

任意点 （ Ｓ Ｎ Ｆ ）

折れ線

（ Ｐ Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ ）

線分 （ Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ ）

改頁 （ Ｐ Ａ Ｇ Ｅ ）

円中心点
（ Ｓ Ｎ Ｃ ）

左ク リ ッ ク→次の頁に進む。右ク リ ッ ク→前の頁に戻る 。【操作方法 】
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【 機能 】 　 円に接する点にスナ ッ プする 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｍ １ ０ ， Ｊ １ ２ １

【 機能 】 　 全ての組み合わせによる交点にスナ ッ プする 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｍ １ １ ， Ｊ １ ７ ８

【 機能 】 　 全ての組み合わせによる交点と端点に

スナ ッ プする 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｍ １ ２ ， Ｊ １ ７ ９

【 機能 】 　 最後に指示し た指定点 、 又は線分を取り消す 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ ６

折れ線 （ Ｐ Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ ） キャ ンセル

【 機能 】 　 線分 ・ 円 ・ コー ド 型文字を １ つずつ削除する 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ １

十字カーソルで消去する対象を ヒ ッ ト します。

直前に削除した線分が復活します。

左ク リ ッ クする と操作完了＋コ マン ド 解除です。

削除する線分を間違えた場合は右ク リ ッ ク します。

接線 （ Ｓ Ｎ Ｔ ）

交点 （ 直線 ・ 円 ）
（ Ｓ Ｎ Ｉ ）

交点 ・ 端点
（ Ｓ Ｎ Ｎ ）

キャ ンセル
（ Ｃ Ａ Ｎ Ｃ Ｅ Ｌ ）

線削除 （ Ｄ Ｅ Ｌ ）

【 操作方法 】 で連続線を描いている場合、 を

ヒ ッ トする と 、その直前の線分を取り消すこ とが出来ます。

【操作方法 】 何も描かれていない部分で

【訂正方法 】

水色消しゴム

■
参考コ マン ド ： 赤消し ゴム

※選択範囲指定ボタン

□

中

外

残□

○

▲

Ｇ

Ｌ

層

色

線

Ｌ ｙ （ Ｌ ａ ｙ ｅ ｒ ）

Ｇ ｐ （ Ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ ）

Ａ ａ （ Ａ ｒ ｅ ａ ）

Ｌ ｎ （ Ｌ ｉ ｎ ｅ ）

Ｃ Ｌ （ Ｃ Ｌ ｉ ｎ ｅ ）

Ｃ Ａ （ Ｃ Ａ ｒ ｅ ａ ）

￥ と打ち込んで下さい。

選択した図面 （ 図形 ） の 選択範囲を確認したい場合は、キーボードで

￥ ３

図形確認 （ Ｙ ／Ｎ ） と 、聞いてく るよ うになり ます。

【解除方法 】

【注意 】 この設定は、選択範囲指定ボタンのある 、全てのコマンドに影響します。

と打ち込んで下さい。選択した範囲が白く表示され、

と打ち込むと 、選択した中身だけ白く表示されます。

￥ １ と打ち込むと選択枠だけ白く表示され、

￥ ２

【 設定方法 】

選択範囲の確認
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【 機能 】 　 指示し た線分 ・ 円 ・ コー ド 型文字を １ つずつ 、

またはま とめて削除する 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ６ １

ブロ ッ ク削除

アン ド ゥ実行 （ Ｕ Ｎ Ｄ Ｏ ）

【 訂正方法 】③の後に右ク リ ッ クする と 、直前に削除した要素が復活します。

（ グループ番号、 レイヤ番号を指定して削除したものは復活出来ません。

で復活して下さい。 ）

Ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ ： 指定した線分と同グループ番号

の要素を全て削除します。

Ｌ ｉ ｎ ｅ ： 指定した線分を削除します。

Ａ ｒ ｅ ａ ： 指定した範囲を削除します。

Ｌ ａ ｙ ｅ ｒ

要素を全て削除します。

：指定した線分と同レイヤ番号の

全ての要素を削除します。

Ｃ Ａ ｒ ｅ ａ ： ク ロスエ リ ア （ 基準範囲 ） と交差

する全ての要素を削除します。

Ｃ Ｌ ｉ ｎ ｅ ： ク ロスライン （ 基準線 ） と交差する

Ｇ ： 指定したグループ番号の要素を全て削除します。

：指定したレイヤ番号の要素を全て削除します。Ｌ

【 サブメニュー 】

赤消しゴム

（ 他のボ タ ン と複合し て使用出来ます 。 ）

上記の指定方法を も っ と絞り込んで指定するボ タ ン

： 切り取りながら消去するモードです。

□ ： ２点で指定されたボッ クス形で消去します。

：中心位置と円周位置で指定した円形で消去します。○

▲ ： 円、 または円弧、あるいはグループ化された

四角形 （多角形 ） を選び、それを基準に消去範囲を決めます。

切取

： 指定範囲の中を消去します。中

外 ： 指定範囲の外を消去します。

残□ ： 切り取った残りの図形に、□や○の形を書き入れます。

【手順 】 ①　サブメニューを設定します。

②　 コマンドを実行します。

③　処理対象を指示します。

④　 コマンドを解除します。

（何もないと ころで左ク リ ッ ク 。サブメニュー表示時に右ク リ ッ ク 。 ）

層

色

線

： 絞り込みするレイヤだけ消去します。

：絞り込みするカラーだけ消去します。

：絞り込みする線種だけ消去します。

（ Ｄ Ｅ Ｌ Ａ ）
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【 機能 】 　 メ ッ シ ュ を表示 、 または非表示にする 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 ＭＭ ， Ｊ １ ０ ２

任意点 （ Ｓ Ｎ Ｆ ）

環境設定 その他の設定

環境設定 その他の設定

メ ッ シュの表示
（ Ｇ Ｒ Ｉ Ｄ ）

メ ッ シュ ピ ッ チの指定
（ Ｇ Ｒ Ｉ Ｄ Ｐ ）

【 機能 】 　 メ ッ シ ュ ピ ッ チ （ Ｘ ・ Ｙ の最小距離 、

原点位置 ） の指定 。

前画面 （ 黒 ）
（ Ｐ Ｒ Ｅ Ｖ Ｉ Ｏ Ｕ Ｓ ）

【 機能 】 　 ひと つ前の画面を表示する 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ２ ７

ズームア ッ プ
（ Ｚ Ｏ ＯＭ Ｉ Ｎ ）

拡大 （ Ｚ Ｏ ＯＭＷ ）

パンニング
（ Ｐ Ａ Ｎ ）

【 機能 】 　 指定し た位置を画面の中心に移動する 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ３ １

【 機能 】 　 指定し た範囲を画面いっぱいに拡大する 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ２ ５

【 機能 】 　 画面のまん中を中心に 、 一定の比率で

画面を拡大する 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ７ ６

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ ０ ３

【 特徴 】 は、近くのメ ッシュポイン トにスナップします。

の設定は、ズーム比率 の にあ り ます。

（ ＲＯ Ｌ Ｌ 　 Ｕ Ｐキーでズームアップする時も反映されます。 ）

※十字カーソルでパンニングしたい位置をク リ ッ ク します。

の にあるパン比率 ・ パン距離の設定は、

これには反映されません。 （矢印キーでパンニングする と きの設定です。 ）

※

【 サブメニュー 】

ピ ッ チ ｘ

　 　 　 ｙ

： メ ッシュの表示色を設定します。

メ ッ シ ュ原点指定 ： メ ッシュ原点を設定します。

： Ｙ軸のピッチを設定します。

色

： Ｘ軸のピッチを設定します。

全図面 （ 赤 ）
（ Ｅ Ｘ Ｔ Ｅ Ｎ Ｔ Ｓ ）

【 機能 】 　 全体画面を表示し ます 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ２ ４

現画面再表示 （ 青 ）
（ Ｒ Ｅ Ｄ Ｒ Ａ Ｗ ）

【 機能 】 　 修正 ・ 訂正を行っ た後の残像で汚れた

表示画面を再表示 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ２ ２

メ モ リ ーボ タ ン

： １～７番まで設定を記憶させておく こ とが

出来ます。 （ ０番はアクティブ設定を表示 ）
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【 機能 】 　 表示する レ イヤをキーボー ド から指定する 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ８ ５

表示レ イヤ ［ － ］ ［ ， ］

［ － ］

［ ， ］

表示レ イヤ １
（ Ｌ Ｏ Ｎ ）

【 機能 】 　 表示する レ イヤを画面から指定する 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ ９

（ Ｌ Ａ Ｌ Ｌ Ｏ Ｎ ）
全レ イヤ表示 【 機能 】 　 全てのレ イヤを表示する 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ ８

ズームダウン
（ Ｚ Ｏ ＯＭＯ Ｕ Ｔ ）

表示レ イヤ ２
（ Ｌ Ｏ Ｎ Ｋ Ｅ Ｙ ）

【 機能 】 　 画面のまん中を中心に 、 一定の比率で

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ７ ７

画面を縮小する 。

（ Ｌ Ｌ Ｏ Ｃ Ｋ ）
レ イヤロ ッ ク 【 機能 】 　 レ イヤを ロ ッ クする 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ ８ ０

（ ＲＯ Ｌ Ｌ 　 ＤＯＷＮキーでズームダウンする時も反映されます。 ）

【 手順 】①

－ｎ 　 　…この場合、 ｎ番のレイヤは非表示の指定とな り ます。

と メ ッセージが表示されます。

ｎ－ｍ 　…ｎ番からｍ番までのレイヤを指示します。

， 　で区切れば、複数のレイヤを指示できます。

②　キーボードから表示するレイヤを指示します。

入力例 ：－１ １ ２ ， ３ ０－４ ０ ， ５ ０

（ この場合１ １ ２番は非表示、 ３ ０～４ ０番は表示、 ５ ０番も表示とな り ます ）

③　 コマンドを解除します。 （ 何も入力しないで、 キーを押します。 ）

【 手順 】①　画面から表示するレイヤの要素を指示します。

②　 コマンドを解除します。 （ なにもないと ころで左ク リ ッ ク 。 ）

（ 十字カーソルで該当する線分を ヒ ッ ト します。 ）

環境設定 その他の設定※ズーム比率の設定は、 の にあ り ます。

【 機能 】 　 非表示にする レ イヤを画面から指定する 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ２ ０

非表示レ イヤ １
（ Ｌ Ｏ Ｆ Ｆ ）

表示レ イヤ ２【 手順 】 の手順をご参照下さい。 （ ＋，－を逆に考えます。 ）

【 機能 】 　 非表示にする レ イヤをキーボー ド から指定 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ８ ６

非表示レ イヤ ２
（ Ｌ Ｏ Ｆ Ｆ Ｋ Ｅ Ｙ ）

※ロッ クレイヤの色設定は、 環境設定 画面デザイ ンの にあ り ます。

Ｏ Ｎ

解除

反転

： 全レイヤをロッ ク します。

：全レイヤのロッ クを解除します。

： ロ ッ クレイヤを反転します。

①　サブメニューの外で左ク リ ッ ク します。

②　 ロ ッ クするレイヤを指示します。

（十字カーソルで該当する線分を ヒ ッ ト ）

③　 も う一度指示する と 、解除されます。

【手順 】
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全レ イヤ非表示
（ Ｌ Ａ Ｌ Ｌ Ｏ Ｆ Ｆ ）

【 機能 】 　 全てのレ イヤを非表示にする 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ４
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【 機能 】 　 半径を指定し て円を描 く 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ８ ４

半径指定円 １
（ Ｃ Ｉ Ｒ Ｃ Ｌ Ｅ Ｃ ）

中心点

中心点

円の配置

偏心

Ｘ＝０

Ｙ＝０

Ｘ＝－半径

Ｙ＝０

Ｘ＝０

Ｙ＝半径

半径指定円 ２
（ Ｃ Ｉ Ｒ Ｃ Ｌ Ｅ Ｃ Ｐ ）

【 機能 】 　 半径を指定し て多角形疑似円 ・ 楕円を描 く 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ ３ １

②一辺長

①角度

円の配置

中心点

中心点

③分割数

縦倍率

横軸９ ０ ゜

中心点

偏心 Ｙ ： Ｙ軸の円の偏心距離を設定します。

： Ｘ軸の円の偏心距離を設定します。偏心 Ｘ

： 円の半径を設定します。

【解除 】 まず右ク リ ッ ク 。サブメニュー表示時に右ク リ ッ ク 。

半径

偏心 Ｘ

偏心 Ｙ

角度

縦倍率

分割数

１ 辺長

③ ： 全周画数を設定して円を作図

② ： 一辺の長さを設定して円を作図

： Ｘ軸の円の偏心距離を設定します。

： Ｙ軸の円の偏心距離を設定します。

：円の半径を設定します。

① ： 中心角度を設定して円を作図

：楕円にする と きの縦倍率を設定します。

回転角 ： 楕円にする と きの横軸の回転角度

【注意 】 この円は、線分が集合した疑似円です。多用する と 、線本数が多くなり ます。

なお、 この円の中心を 円中心点でつかむこ とは出来ません。

を設定します。

半径

←書き込み原点
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３ 点指定円 １
（ Ｃ Ｉ Ｒ Ｃ Ｌ Ｅ ３ ）

【 機能 】 　 円周上の ３ 点を指定し て円を描 く 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ ４

” 半径固定 ” の場合 （ 数値入力 ）

第１点

第１点

第２点

第２点

” 直径指示 ” の場合
円周開始位置 （ 第１点 ）円周終了位置 （ 第２点 ）円周開始位置 （ 第１点 ）

円周終了位置 （ 第２点 ） 円周 （ 最終点 ）円周開始位置 （ 第１点 ）

第１点

” ３ 点指定 ” の場合

第２点

最終点

円周開始位置 （ 第１点 ） 円周終了位置 （ 第２点 ） 円周 （ 最終点 ）

中心指定円 １
（ Ｃ Ｉ Ｒ Ｃ Ｌ Ｅ ）

【 機能 】 　 円の中心と円周上の点を指定し て円を描 く 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ ３

中心半径中心

中心 第２点

３ 点指定 ： ３点を通過する円を描きます。

半径固定 ： 半径を優先して円を描きます。

直径指示 ： 初めの２点を直径と して円を描きます。

半径 ： 半径固定モードの時に有効です。

【補足 】円の切れ目は、指示した位置にかかわらず、円の右側になり ます。

【補足 】円の切れ目は、指示した位置にかかわらず、円の右側になり ます。
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円弧 １
（ Ａ Ｒ Ｃ ３ ）

【 機能 】 　 円周上の ３ 点を指定し て円弧を描 く 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ ５

１ ／ ４ 円弧 １
（ Ａ Ｒ Ｃ ）

【 機能 】 　 中心を指定し て円弧を描 く 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ ２

” ３ 点指定 ” の場合

第１点

” 半径固定 ” の場合 （ 数値入力 ）

” 半円 ” の場合

中心

中心

開始角

開始角

終了角

第２点

円周終了位置 （ 第２点 ） 円周 （ 最終点 ）円周開始位置 （ 第１点 ）

第１点

円周開始位置 （ 第１点 ） 円周終了位置 （ 第２点 ） 円周 （ 最終点 ）

第２点第１点

円周開始位置 （ 第１点 ） 円周終了位置 （ 第２点 ） 円周 （ 最終点 ）

第２点

最終点

３ 点指定

半径固定 ： 設定した半径を優先して円弧を描きます。

： ３点を通過する円弧を描きます。

半円 ： ２点を通過する半円を描きます。

半径 ： 半径固定モードの時に有効です。

【補足 】終了点をどのよ う な位置に取ろ う と 、中心と開始角を結んだ距離を半径とする

円弧を描きます。終了角のほぼ延長線上まで、円弧が描かれます。
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３ 点指定円 ２
（ Ｃ Ｉ Ｒ Ｃ Ｌ Ｅ ３ Ｐ ）

【 機能 】 　 円周上の ３ 点を指定し て多角形疑似円 ・

楕円を描 く 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ ２ ９

（ Ｃ Ｉ Ｒ Ｃ Ｌ Ｅ Ｐ ）
中心指定円 ２ 【 機能 】 　 円の中心と円周上の点を指定し て疑似円 ・

楕円を描 く 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ ２ ８

①角度
中心点

②一辺長

③分割数

縦倍率

横軸９ ０ ゜

３ 点指定

半径固定

直径指示

半径

角度

： ３点を通過する円を描きます。

① ： 中心角度を設定して疑似円を作図します。

② ： 一辺の長さを設定して疑似円を作図します。１ 辺長

分割数

縦倍率

回転角 ： 疑似楕円にする と きの横軸の回転角度を

：疑似楕円にする と きの縦倍率を設定します。

③ ： 全周画数を設定して疑似円を作図します。

：半径固定モードの時に有効です。

：初めの２点を直径と して円を描きます。

：半径を優先して円を描きます。

設定します。

【注意 】 この円は、線分が集合した疑似円です。多用する と 、線本数が多くなり ます。

なお、 この円の中心を でつかむこ とは出来ません。円中心点

角度

１ 辺長

分割数

縦倍率

回転角

① ： 中心角度を設定して疑似円を作図します。

② ： 一辺の長さを設定して疑似円を作図します。

③ ： 全周画数を設定して疑似円を作図します。

：疑似楕円にする と きの横軸の回転角度を設定

：疑似楕円にする と きの縦倍率を設定します。

【手順 】 ３ 点指定円 １

と同じです。

【注意 】 この円は、線分が集合した疑似円です。多用する と 、線本数が多くなり ます。

なお、 この円の中心を 円中心点でつかむこ とは出来ません。

【手順 】 中心指定円 １ と同じです。
します。
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円弧 ２
（ Ａ Ｒ Ｃ ３ Ｐ ）

【 機能 】 　 円周上の ３ 点を指定し て多角形疑似円弧 ・

楕円弧を描 く 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ ３ ０

１ ／ ４ 円弧 ２
（ Ａ Ｒ Ｃ Ｐ ）

③分割数

縦倍率

横軸９ ０ ゜②一辺長

①角度
中心点

【 機能 】 　 中心を指定し て １ ／ ４ 多角形疑似円弧 ・

楕円弧を描 く 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ ２ ７

３ 点指定 ： ３点を通過する疑似円弧を描く 。

半径固定 ： 半径を優先して疑似円弧を描く

半円 ： 初めの２点を直径と して疑似半円弧を描く 。

半径 ： 半径固定モードの時に有効です。

角度 ① ： 中心角度を設定して疑似円弧を作図します。

１ 辺長 ② ： 一辺の長さを設定して疑似円弧を

分割数 ③ ： 全周画数を設定して疑似円弧を作図します。

縦倍率 ： 疑似楕円にする と きの縦倍率を設定します。

回転角 ： 疑似楕円にする と きの横軸の回転角度を設定

作図します。

【注意 】 この円は、線分が集合した疑似円です。多用する と 、線本数が多くなり ます。

なお、 この円の中心を 円中心点でつかむこ とは出来ません。

角度 ① ： 中心角度を設定して疑似円弧を作図します。

１ 辺長 ② ： 一辺の長さを設定して疑似円弧を

分割数 ③ ： 全周画数を設定して疑似円弧を作図します。

作図します。

縦倍率 ： 疑似楕円にする と きの縦倍率を設定します。

回転角 ： 疑似楕円にする と きの横軸の回転角度を設定

します。

【注意 】 この円は、線分が集合した疑似円です。多用する と 、線本数が多くなり ます。

なお、 この円の中心を 円中心点でつかむこ とは出来ません。

【手順 】 円弧 １ と同じです。

【手順 】 １ ／ ４ 円弧 １

と同じです。
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線分延長カ ッ ト
（ Ｃ Ｕ Ｔ ）

【 機能 】 　 線分または円 ・ 円弧を カ ッ ト ・ 延長する 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ５ １

” 線分カ ッ ト ” の場合

” 円 ・ 円弧カ ッ ト ” の場合

延長カッ ト位置

カッ ト位置 カッ ト方向

” 線分延長 ” の場合

延長カッ ト位置 延長カッ ト方向 延長カッ ト ラ イン

延長カッ ト ラ イン延長カッ ト方向

延長される

延長カッ ト ラ イン

カッ ト される

線分中抜き
（ Ｂ Ｒ Ｅ Ａ Ｋ ）

【 機能 】 　 一本の線分の間を抜 く 。

または円 ・ 円弧の中抜き をする 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ５ ９

単線化
（ Ｕ Ｎ Ｉ Ｆ Ｙ ）

【 機能 】 　 ２ 本の線分を １ 本の線分に編集する 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ２ ６

” 線分中抜き ” の場合
どこから どこまで

中抜きされる

中抜き

線分一本化どの線と どの線を一本に 線分一本化どの線と

【 補足 】円の切れ目は、円の右側になり ます。

円のカッ トの場合は、円の切れ目からカッ ト されます。

【補足 】中抜きの両端点を同一位置に指定する と 、その位置から ２本の線分に分かれます。

【補足 】線の属性は、先に選択した方の属性になり ます。
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連続延長カ ッ ト
（ Ｃ Ｕ Ｔ Ｍ ）

【 機能 】 　 数本の線分を同一線上まで連続的に

延長またはカ ッ ト する 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ １ ３

連続カッ ト方向 ク ロスラ イン終点

” Ｌ ｉ ｎ ｅ Ｃ ｒ ｏ ｓ ｓ モー ド ” で “ 基準線指定する ” 場合

Ｌ ｉ ｎ ｅ ： 指示した線分を処理します。

Ｌ ｉ ｎ ｅ Ｃ ｒ ｏ ｓ ｓ ： ラバーバンドに交差する線分を全て処理します。

Ａ ｕ ｔ ｏ ： 基準線に交差する線分を全て処理します。

確認する

確認する

基準線指定する

基準線指定する

カ ッ ト 線残す

カ ッ ト 線残す

： カッ ト した線分を残します。

：基準線を自動的に選択します。

：基準線を画面から指定します。

： カッ ト した線分を消します。

：確認せずに自動的に処理します。

：処理する前に確認します。

【補足 】

便利な機能ですので、使い道を研究してみまし ょ う 。

何通り も操作方法があ り ますので、一番あった方法を選んで実行して下さい。
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連続中抜き
（ Ｂ Ｒ Ｅ Ａ Ｋ Ｍ ）

【 機能 】 　 数本の線分を連続的に中抜きする 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ ８ １

” Ｌ ｉ ｎ ｅ Ｃ ｒ ｏ ｓ ｓ モー ド ” で “ 基準線指定する ” 場合
連続中抜き基準線 （ ２ ） ク ロスラ イン終点

線分連結
（ Ｊ Ｏ Ｉ Ｎ ）

【 機能 】 　 ２ 本の線分を連結する 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ３ ２

線分連結　 どの線と どの線を結ぶ 線分連結　 どの線と

【 補足 】 「 自動選択 」 の場合は、対象要素に交差している線分を自動的に基準線と

みなします。

また 「 Ａ ｕ ｔ ｏ 」 の場合は、基準線から離れている線は対象外になり ます。

の場合は、 “ 基準線を指定する ” のみ有効です。「 Ａ ｕ ｔ ｏ 」

【 補足 】連結しても 、線の属性は変わり ません。

Ｌ ｉ ｎ ｅ ： 指示した線分を処理します。

Ｌ ｉ ｎ ｅ Ｃ ｒ ｏ ｓ ｓ ： ラバーバンドに交差する線分を全て処理します。

Ａ ｕ ｔ ｏ ： 基準線に交差する線分を全て処理します。

確認する ： 処理する前に確認します。

確認する ： 確認せずに自動的に処理します。

基準線指定する

基準線指定する

カ ッ ト 線残す

カ ッ ト 線残す ： カッ ト した線分を消します。

： カッ ト した線分を残します。

：基準線を自動的に選択します。

：基準線を画面から指定します。
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新中抜き
（ Ｂ Ｒ Ｅ Ａ Ｋ ２ ）

【 機能 】 　 円を使っ た中抜きや 、 こ まか く 指定し た

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し

中抜きが出来ます 。

自動

中抜き

外抜き

消す

残す

： 基準線を自動的に選択します。

： カッ ト した線分を残します。

： カッ ト した線分を消します。

：基準線を画面から指定します。

： Ｌ ｉ ｎ ｅ のみ有効。簡単に中抜きできます。

：処理する前に確認します。マニ ュ アル

自動でオブジェク ト指定 自動でオブジェク ト指定 自動でオブジェク ト指定

自動でオブジェク ト指定 自動でオブジェク ト指定 自動でオブジェク ト指定

作図例 １

作図例 ２
自動でオブジェク ト指定 自動でオブジェク ト指定 自動でオブジェク ト指定

【 補足 】

※上のよ う に設定し た場合

円と線が混在している図の中抜きも出来ます。

CLas s ic -CAD

Ⅰ-56-



属性変更
（ Ａ Ｃ Ｈ Ａ Ｎ Ｇ Ｅ ） 変更し ます 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ７ ９

Ａ ｒ ｅ ａ

Ｌ ｉ ｎ ｅ

： 指示した範囲を処理します。

：指示した線分を処理します。

④　 コマンドを解除します。

③　処理対象を指示します。

②　 コマンドを実行します。

【手順 】

①　サブメニューを設定します。

【 機能 】 　 既に描いてある図形要素および文字の属性を
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Ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ

全て処理します。

：指示した線分と同一グループ番号の要素を

Ｌ ａ ｙ ｅ ｒ

全て処理します。

：指示した線分と同一レイヤ番号の要素を

図面参照 ： 属性を画面上の要素から参照します。

ア ク テ ィ ブで変更 ： アクティブ属性に変更します。

次にこの設定を使用する ： 現設定継続

ペイ ン ト ： ペイン トマーカー番号の設定

線 ： 線種を設定します。 （実線，破線，点線，

一点鎖線，二点差線， ・ ・ ・ 他 ）

色 ： 色を設定します。 （ 水，黄，青， ・ ・ ・ 他 ）

グループ ： グループ番号を設定します。

レ イヤ ： レイヤ番号を設定します。

切替ボ タ ン ミ ニボ タ ン

属性指定
（ Ａ Ａ Ｃ Ｔ Ｉ Ｖ Ｅ ）

ア ク テ ィ ブプ リ ミ テ ィ ブ指定

【 機能 】 　 これから描 く 線分 ・ 円 ・ 文字の属性 （ レ イヤ番号

・ グループ番号 ・ 色 ・ 線種 ） を画面から指定する 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ３ ５

※ 等の や については等の

別ページ （ Ⅰ－５ ９ ） で詳し く紹介しています。

※　別名

すでに図面で使用している属性に、現在の属性を合わせたいと き便利です。

書き込みレ イヤ番号
（ Ａ Ｓ Ｅ Ｔ ）

【 機能 】 　 これから描 く 線分 ・ 円 ・ 文字の属性

（ レ イヤ番号 ・ グループ ・ 番号 ・ 色 ・ 線種 ）

をキーボー ド から指定する 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ６ ３

作図情報表示 １

ア ク テ ィ ブ属性 ： これから使用する属性の事

レ イヤ ： レイヤ番号を設定します。

グループ ： グループ番号を設定します。

色 ： 色を設定します。 （ 水，黄，青，赤 ・ ・ ・ 他 ）

： 線種を設定します。 （実線，破線，点線，線

※ に、 これに近い簡易の機能があ り ます。

一点鎖線，二点差線， ・ ・ ・ 他 ）
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レ イヤ状態保存 【 機能 】 レ イヤのＯ Ｎ ・ Ｏ Ｆ Ｆ の状態を記録し ます 。

【 割込 】 不可 【 コー ド 】 Ｊ １ ２ ５

０ から ７ の ８ 種類の記録が出来ます 。

全てのレイヤをＯＮまたはＯ Ｆ Ｆにします。

（ Ｌ Ｓ Ｔ Ｏ Ｒ Ｅ ）

ボタンの押されているレイヤ （ またはロッ クレイヤ ） がＯＮの状態です。
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■

黄まる ・ ・ ・ Ｏ Ｎ （ 有効 ）

まる ・ ・ ・ ・ ・ Ｏ Ｎ （ 有効 ）

二重丸 ・ ・ ・ 連続設定

ばつ ・ ・ ・ ・ ・ Ｏ Ｆ Ｆ （ 無効 ）

例 ：

とんが り ・ ・ ・ 個別グループ連続設定

例 ：

属性を変更する度に、未使用の若い番号に自動変更

されます。 （ レイヤとグループのみ ）

レイヤ １～８ ，グループ１～３ を使用済みの場合

グループ１～３ ０ を使用済みの場合

レイヤ ５ グループ１

レイヤ ８ グループ３

レイヤ ９ グループ４

レイヤ ９ グループ４

レイヤ １ ０ グループ５

レイヤ １ ０ グループ５

レイヤ １ １ グループ６

レイヤ １ １ グループ６

グループ３ ７

グループ３ ８

グループ３ ９

グループ３ ４

グループ３ ５

グループ３ ６

グループ３ １

グループ３ ２

グループ３ ３

グループ５

グループ７

グループ９

指示した範囲内のグループ別に、未使用の一番若い番号
に連続的に設定されます。 （ グループのみ設定可能 ）

■参照ボ タ ン

ス ラ ッ シ ュ…参照ボ タ ン
円の半径を図面上の円から参照する と きに使うボタンです。

数値入力欄で “ ／ ” を手入力する と 、何でも参照出来ます。

上下 ・ ・ ・ 数値変更ボ タ ン

１ ピ ッ チ ０ ． １ ピ ッ チ

１ ５ ピ ッ チ １ ピ ッ チ

項目名を ク リ ッ ク １ ピ ッ チ

１ ０ ピ ッ チ

※注

ゼロ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 数値ク リ アボ タ ン

プ ラ スマイナス ・ ・ ・ 正負ボ タ ン

イ コール ・ ・ ・ イ コールボ タ ン

“ 項目名 ” 「 レ イヤ 」 「 グループ 」 「 色 」 「 幅 」 「 移動 ｘ 」 「 倍率 ｘ 」 「 角度 」 …

■ ミ ニボ タ ン

はな ・ ・ ・ 自動選択ボ タ ン

右ク リ ッ ク
左ク リ ッ ク＝数値を増加します。

＝数値を減少します。

拡大倍率の場合は で増加，減少します。 （※項目名では、 ）

回転角度の場合は で増加，減少します。 （※項目名では、 ）

（ ※ する と で変更するこ とが出来ます ）

距離，高さ ，幅， レイヤ，グループ等の数値を で増加，減少します。

数値を ０ （ または１ ） にする 。

数値はそのままで、正負を変更する 。

先に入力した数値に合わせる 。
（ 「 移動ｘ 」 「 　 ｙ 」 や、 「文字高さ 」 「 　幅 」 等で有効 ）

は、

等の項目名を指しています。

未使用の一番若い番号を自動選択
（ レイヤとグループのみ ）

切替ボタ ン
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参考コ マン ド ： ク リ ッ プボー ド コ ピー

□…………

○…………

▲…………

中…………

外…………

残□………

ク リ ッ プ□ 切り取ったク リ ップボードのデータに、□や○を書き入れます。

切り取った残りの図形に、□や○の形を書き入れます。

２点で指定されたボッ クス形で抜きます。

中心位置と円周位置で指定した円形で抜きます。

円、 または円弧、あるいはグループ化された四角形の図形を

選ぶこ とで選択出来ます。

指定範囲の中を選択します。

指定範囲の外を選択します。

【 注意 】 コピーと切り取り を間違えない

よ うに選択しまし ょ う 。

■メ モ リ ーボ タ ン

参考コ マン ド ： 平行複写

０ ～ ７ まで、数値 （設定 ） を メモ リーさせておく こ とが

できる便利な機能です。

参考コ マン ド ： 赤消し ゴム

Ａ ａ と色をチェ ッ ク して実行。

範囲指定をした後、絞り込みカラー

（水色の線，文字 ） を選択。

例 ： 指定エ リ ア内の水色を選択

※下の ３ つは 、 絞 り込み用のボ タ ンです 。

層 ： レイヤ

色 ： カラー

線 ： 線種

Ｇ

Ｌ

： 指定したグループ番号で選択

：指定したレイヤ番号で選択

Ｌ ｙ （ Ｌ ａ ｙ ｅ ｒ ） ： レイヤで選択

Ｇ ｐ （ Ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ ） ： グループで選択

Ａ ａ （ Ａ ｒ ｅ ａ ） ： エ リ アで選択

Ｌ ｎ （ Ｌ ｉ ｎ ｅ ） ： ラ インで選択

Ｃ Ｌ （ Ｃ ｒ ｏ ｓ ｓ Ｌ ｉ ｎ ｅ ） ： ク ロスラインで選択

Ｃ Ａ （ Ｃ ｒ ｏ ｓ ｓ Ａ ｒ ｅ ａ ） ： ク ロスエ リ アで選択

■

■切り取り モー ド

絞り込み選択
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ボタンを押すと絞り込み選択ボタンが出てきます。
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■

入力後，電卓からマウスをはずして，マウス左右ボタンで

［ Ｙ Ｅ Ｓ ］ ［ ＣＡＮＣ Ｅ Ｌ ］ は普通のサブメニューと同じです。

また，計算終了後または演算子 「 ＋－＊／ 」 が入力に含まれていない状態で

［＝ ］ を押すと ，確定します。

最初は何も数値が表示されていません。

この状態で ［＝ ］ ボタンを押すと ，元の数値を呼び出すこ とができます。

計算順位は常に左からで， ［＊／ ］ の優先演算はできません。

電卓のサイズはサブメニューのサイズと連動します。

色や形は， ［ Ｓ Ｔ Ｄ＿Ｓ Ｙ Ｓ ］ のなかの ［ Ｄ ＥＮＴ ＡＫＵ ．ＭＰＷ ］ で

定義してあ り ますから ，自由に好みの形に変える事ができます。

但し以下の点に注意してください。

１～１ ９ ０のレイヤを自由に使ってデザインをお楽しみください。

電卓が機能しなくな り ます。

属性 「 レイヤ 」 と 「 グループ 」 は絶対に変更しないでください。

この二つのレイヤと １ ９ １以上レイヤの図形は，変形は自由ですが，

レイヤ １ ９ ９はボタンの機能を決定する図形です。

レイヤ ２ ０ ０は電卓全体の大きさを決める図形です。

参考コ マン ド ： 図形移動 Ｘ Ｙ

右ク リ ッ ク！

サブメニューの数値入力の欄をマウス右でク リ ッ クする と ，

下のよ うな電卓が出てきます。

使い方は普通の電卓と同じですが，計算は ［ ＝ ］ ボタンを押すまで行いません。

電卓機能
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青 （ Ｃ １ ）
【 機能 】 　 これから描 く 線分 ・ 円 ・ 文字の色を青にする 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ４ ５

赤 （ Ｃ ２ ）
【 機能 】 　 これから描 く 線分 ・ 円 ・ 文字の色を赤にする 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ４ ６

紫 （ Ｃ ３ ）
【 機能 】 　 これから描 く 線分 ・ 円 ・ 文字の色を紫にする 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ４ ７

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ５ ０

【 機能 】 　 これから描 く 線分 ・ 円 ・ 文字の色を黄色にする

【 機能 】 　 これから描 く 線分 ・ 円 ・ 文字の色を緑にする 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ４ ８
緑 （ Ｃ ４ ）

水色 （ Ｃ ５ ）
【 機能 】 　 これから描 く 線分 ・ 円 ・ 文字の色を水色にする

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ４ ９

黄色 （ Ｃ ６ ）

実践 （ Ｔ １ ）
【 機能 】 　 これから描 く 線の種類を実線にする 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ５ ３

破線 （ Ｔ ２ ）
【 機能 】 　 これから描 く 線の種類を破線にする 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ５ ４

点線 （ Ｔ ３ ）
【 機能 】 　 これから描 く 線の種類を点線にする 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ５ ５

一点鎖線 （ Ｔ ４ ）
【 機能 】 　 これから描 く 線の種類を一点鎖線にする 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ５ ６

二点鎖線 （ Ｔ ５ ）
【 機能 】 　 これから描 く 線の種類を二点鎖線にする 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ ２ ６

作図情報シー ト※ に、色 ・ 線種を選択できる機能があ り ます。
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作図原点
（ Ｏ Ｒ Ｉ Ｇ Ｉ Ｎ ）

【 機能 】 　 図面の原点を設定する 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ３ ３

（ Ｕ Ｎ Ｉ Ｔ ）
作図スケール 【 機能 】 　 画面上の図形と実物との寸法関係を

設定する 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ３ ４

作図情報シー ト

作図原点を規定位置に戻す ： 作図原点のリセッ ト 。

作図原点表示 （ 指定 ） ： 作図原点を設定します。

プロ ッ タ原点表示 （ 指定 ）

ペース ト 原点指示 （ 指定 ）： ペース ト原点を設定します。

： プロ ッ タ原点を設定します。

Ｏ Ｆ Ｆ ： 原点を図面に表示しない。

プロ ッ ター出力 で印刷関連の設定時に変更可能です。

精度

作図スケール

作図範囲

図面から指定 ： 画面の２点間の距離によ り精度を

：最大作図範囲を設定します。

：精度を設定します。

設定します。

（作図スケールと作図範囲は連動しています。 ）

【 参考 】デフォルト （ システム既定値 ） ＝０ ． ０ ０ １

【 補足 】作図スケール （ 精度 ） は、作図する一番最初に設定します。

※ で、精度を確認出来ます。

※精度を上げる と 、作図出来る範囲が狭くな り ます。

０ ． ０ ０ ０ １＝１／１ ０ ０ ０ ０ 　 （ ４ ０ ０ ｍ×４ ０ ０ ｍ ）

０ ． ０ ０ １＝１／１ ０ ０ ０ 　 （ ４㎞×４㎞ ）

【 補足 】 プロ ッ タ原点は、

【注意 】作図スケールは、作図した後にこのコマンドで変更しないよ うにして下さい。

途中で変更する と きは、 「 縮尺 ・ 精度の変更 」 コマンドをご使用下さい。

：原点を図面に表示する 。Ｏ Ｎ ： 原点を図面に表示する 。Ｏ Ｎ
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作図情報表示 １
（ Ｉ Ｎ Ｆ Ｏ ）

【 機能 】 　 作図情報シー ト の表示 ・ 非表示

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ ７

作図情報シート

【 ア ク テ ィ ブ属性表示＆セ ッ ト シー ト 】

右ク リ ッ ク ・左ク リ ッ クでモード変更

【 モー ド 切替ボ タ ン 】

書き込みレ イヤ番号 の簡易機能です。

ア ク テ ィ ブプ リ ミ テ ィ ブ指定

現在の属性 （ レイヤ ・ グループ ・ 色 ・ 線種 ） と スナップモードを

設定出来ます。

既に図面にある線の属性に合わせる機能

【 ミ ニア ク テ ィ ブシー ト 】

【 アクティブ属性表示＆セッ ト シート 】 の ミニ版

【 座標表示シー ト 】

最終指定点のＸＹ座標

現カーソル位置のＸ Ｙ座標

ラバーバンドの長さ

現図面のファ イル名

現図面の線分総本数

現図面の精度 （ 作図スケール ）

現図面の縮尺

【 デー タ表示シー ト 】

※この情報シートは、使いこなすと便利です。

【補足１ 】

シートサイズは、サブメニューの大きさ設定に影響されます。
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“ＣＬａｓｓｉｃ” をク リ ッ クする と 、シート を移動出来ます。

【補足２ 】 メニューバーの表示 （ Ｖ ） に “ 情報シート ” 欄があ り ます。

チェッ クする と表示、チェッ クを消すと非表示です。

（ サブメニューの設定は、 「環境設定 」 の 「 画面デザイン 」 内にあ り ます。 ）
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作図情報表示 ２
（ Ｓ Ｎ Ｉ Ｎ Ｆ Ｏ ）

【 機能 】 　 スナ ッ プア イ コ ンの表示 ・ 非表示

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ２ ８

スナップアイコン 右ク リ ッ ク ・左ク リ ッ クで、モード変更

【補足１ 】

ヘルプ機能
（ Ｈ Ｅ Ｌ Ｐ ） 【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ６ ９

【 機能 】 　 画面左上にコ マン ド の名称を表示する 。

ヘルプ機能を

右ク リ ッ ク したと き 、 コード名と コマンド名が画面左上に表示されます。

“ Ｏ Ｎ ”

ヘルプ機能を

ポ ッ プア ッ プ メ ニ ューの移動
（ ＭＯ Ｖ Ｅ Ｐ Ｏ Ｐ ）

ポップアップメニューを非表示に出来ます。

右ク リ ッ ク したと き 、 コマンドは通常通り実行されますが、

“ Ｏ Ｆ Ｆ ” にしておく と 、ポップアップメニュー上のアイコンを

にしておく と 、ポップアップメニュー上のアイコンを

【 機能 】 　 画面上のポ ッ プア ッ プ メ ニ ューを移動する 。

【 割込 】 　 可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ９ ４

ポップアップメニューを移動出来ます。

その場合、 ク リ ッ ク した位置に移動します。

コマンドを実行していないと き 、画面上で右ク リ ッ クする と 、

コマンドを実行中にポップアップメニューを移動させたい場合は、

【操作 】 ク リ ッ クする と 、 と訪ねてきます。ヘルプ機能 　 Ｏ Ｎ＜－ 〔 Ｙ ／Ｎ 〕 －＞Ｏ Ｆ Ｆ

左ク リ ッ クで “ Ｏ Ｎ ” “ Ｏ Ｆ Ｆ ” とな り ます。右ク リ ッ クで

【特徴 】

【 同類１ 】

【 同類２ 】

Ｓ Ｈ Ｉ Ｆ Ｔ キーを押しながら ク リ ッ クする と 、アイコンを移動出来ます。

アイコンサイズはポップアップメニューの大きさ設定に影響されます。

【補足２ 】 メニューバーの表示 （ Ｖ ） に “ スナップ Ｉ ＣＯＮ ”欄があ り ます。

チェッ クする と表示、チェッ クを消すと非表示です。
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Ｔ Ａ Ｂ キーを押すと移動出来ます。

ただし 、数値や文字の入力中は移動出来ません。

その場合、十字カーソル （ 指カーソル ） に最も近い画面上下に移動します。

【補足 】 メニューバーの表示 （ Ｖ ） に “ ポップアップメニュー ” 欄があ り ます。

チェッ クする と表示、チェッ クを消すと非表示です。
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フ ァ ン ク シ ョ ンキー①
（ Ｆ Ｋ Ｅ Ｙ ）

【 フ ァ ン ク シ ョ ンキー割付 】

： ファンクシ ョ ンキーの割り付け設定フ ァ ン ク シ ョ ンキー割付

初期設定は左のよ うになっていますが、変更する

こ と もできます。

使いやすいよ うに設定しまし ょ う 。

【 キーボー ド 割付 】

キーボー ド 割付： 文字キーへの割り付けを行います。

： ク リ ッ クする と 、 ２ ５ページまでスクロールします。

直接 ： 直接キーボードから 、割り付けるキーを指示出来ます。

①　割り付けたいキーを押します。

②　キーボード コマンド名、又は、 コード名 （短縮コマンド名 ）

③　サブメニューの外で左ク リ ッ クする と登録終了です。

　 　 と 「 ＿ 」 （ アンダーバー ） を英数半角で入力します。

【項目一覧 】

１ １ →１ → ６ → ｆ ・ ６ｆ ・ １

１ ２ →２ → ７ →ｆ ・ ２ ｆ ・ ７

１ ３ →３ → ８ →ｆ ・ ３ ｆ ・ ８

１ ４ →４ → ９ →ｆ ・ ４ ｆ ・ ９

１ ５ →５ → ｆ ・ １ ０

ｖ ｆ ・ １

ｖ ｆ ・ ２

ｖ ｆ ・ ３

ｖ ｆ ・ ４

ｖ ｆ ・ ５

【 機能 】 　 使用頻度の高いコ マン ド を

フ ァ ン ク シ ョ ンキーや 、 キーに設定する 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ ０ ７

（ ※こ こでの 「 ＿ 」 は、 コマンド実行の意味になり ます。 ）

Ｏ ＮＯ Ｎ

キーボード割付では

【登録方法 】

【削除方法 】

項目欄を

項目欄を

■キーボー ド 割付でのタ ブー

【 標準割付 】や、 コードナンバーとバッティングする と 、使いにく くな り ます。

※フ ァ ン ク シ ョ ンキー割付の記憶場所

「

左ク リ ッ クする と

右ク リ ッ クする と登録を

新規登録、又は登録変更出来ます。

削除出来ます。

：割付を有効にします。

１ ０ →

「

ｆ ． ５

ＱＡＳＣＪ Ｉ Ｎ Ｓ に割り付けないで下さい。
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Ｄｒａ＿ｖ３．ｉｎｉ

ＣＬａｓｓｉｃ－ＣＡＤ」 → 「 STD_SYS」 内の 「 Ｄｒａ＿ｖ３．ｉｎｉ」 に記憶されます。

」 をコピーする と 、他のマシンと割付を同じに出来ます。
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フ ァ ン ク シ ョ ンキー②
（ Ｆ Ｋ Ｅ Ｙ ）

【 Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ キー割付 】

連動させた割り付けを行います。

Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ キー割付 ： （ コン ト ロールキー ） と文字キーを

直接 ： 直接キーボードから 、割り付けるキーを指示出来ます。

： ク リ ッ クする と 、 ２ ５ページまでスクロールします。

②　キーボード コマンド名、又は、 コード名 （短縮コマンド名 ）

①

③　サブメニューの外で左ク リ ッ クする と登録終了です。

（※こ こでの 「 ＿ 」 は、 コマンド実行の意味になり ます。 ）

　 　 と 「 ＿ 」 （ アンダーバー ） を英数半角で入力します。

キーボード割付は、ダイレク ト なので割り付けられないキーがあ り ますが、

■Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ キー割付の特色

※Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ キー割付基本 【 標準割付 】 例

ただし 、基本の 【 標準割付 】 は変更しないよ うおすすめします。

Ｃ Ｔ Ｒ Ｌキー割付は、

動作させるので、 ワンク ッシ ョ ンある分あま り規制があ り ません。

キーを押しながら割り付けたいキーを押します。

キーを押しながら 、割り付けたキーを押して

＋ ＡＣＴＲＬ ＋ＣＴＲＬ Ｄ

Ｊ２０４／やり直し

Ｇボ タ ン割付

をＯＮにする と下のボタンが表れます。

ファンクシ ョ ンキーの割り付けと同じ要領で

設定し 、ご使用下さい。他のキー割付同様に、

連続的コマンド割付が可能です。

（例 ： Ｊ ２ ４＿ Ｊ ２ ５＿ ）

【 Ｇ ボ タ ン （ ツールバー ） 割付 】

【 イ ンテ リ マウス割付 】

イ ンテ リ マウス割付

： メニューバーの表示 （ Ｖ ） でツールバー （ Ｔ ）

： インテ リマウスの真ん中のボタンに

【登録と削除 】 項目欄を左ク リ ッ クする と新規登録、又は登録変更出来ます。

項目欄を右ク リ ッ クする と登録を削除出来ます。

動作を割り付けるこ とが出来ます。

※普通のマウスの動作には関係あ り ません。

ＣＴＲＬ

ＣＴＲＬ

ＣＴＲＬ

Ｊ２５６／塗り潰しの表示・非表示

＋ＣＴＲＬ Ｚ

Ｊ２０３／元に戻す
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デー タ整理
（ Ｐ Ａ Ｃ Ｋ ）

【 機能 】 　 図面データ をチ ェ ッ ク し適正でないデータ を

削除する 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ ０ １

距離 ・ 面積 ・ 角度の測定
（ Ｄ Ｉ Ｓ Ｔ ）

デー タの橋渡し機能
（ Ｄ Ｘ Ｆ ）

【 機能 】 　 現画面のＤ Ｘ Ｆ フ ァ イルを作成する 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ ０ ０

バ ッ ク ア ッ プ ： 同時にバッ クアップファイルを

（ のバ ッ ク ア ッ プ と連動 ）

図面に記入 ： 図面に測定値を記入

※図面に記入は、寸法線に寸法値を記入する と き便利です。

文字サイズ ： 記入する文字サイズ指定

（距離のＬ ｉ ｎ ｅ 、 または、 Ｎ点を指定 ）

読み込み

書き込み

： Ｄ Ｘ Ｆファ イルを読み込みます。

： ＤＸ Ｆファ イルを作成します。

作成します。

フ ァ イル管理

※ フ ァ イル （ Ｆ ）

と同様に操作して下さい。

の 「 開 く 」 「 名前を付けて保存 」

※文字サイズは 文字コ マン ド と同じサブメニューが表示されます。

同様に設定して下さい。

少数下

カ ンマ

単位 ： 測定値の単位を選択 （切り替え ）

０ 取 ： 小数点以下桁の数値から ０ を取って表示

： カンマを付ける 。 ３桁ごとに “ ，” を付ける 。

：小数点以下桁の表示を設定 （ 数値入力，最大値は５ ０桁 ）

座標 ： 座標値の測定。

距離 ： ２点間の距離測定。

Ｎ点 ： 指示点間の連続距離測定。

Ｌ ｉ ｎ ｅ ： １線分の長さ測定。

Ａ ｒ ｅ ａ ： 囲った範囲内の線分の長さ測定。

Ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ ： 同一グループ線分の長さ測定。

面積 ： 指示点に囲まれた面の面積測定。

Ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ ： 同一グループ面の面積測定。

Ａ ｒ ｅ ａ ： 囲った面の面積測定。

線線 ： ２線分間の角度測定。 （ ２ ク リ ッ ク ）

挟角 ： ２線分間の角度測定。 （ １ ク リ ッ ク ）

Ｌ ｉ ｎ ｅ ： １線分の角度測定。

角度 ： 指示点間の角度測定。

半径 ： 円の半径の測定。

円周 ： 円周の長さ測定。

CLas s ic -CAD

Ⅰ

【 機能 】 　 指定し た ２ 点間の距離を測定する 。

【 割込 】 　 不可 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ １ ４
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用紙作成
（ Ｐ Ａ Ｐ Ｅ Ｒ Ｆ Ｏ Ｒ Ｍ ）

リ ス ト コ ピー ： ファ イル管理 （ 大 ） 表内の文字列のみ、 ク リ ップボードにコピーします。

※図面設定とは、 環境設定中の線の設定と文字設定のこ とです。

削除

バ ッ ク ア ッ プ ： バッ クアップファ イルを作成。

図面設定埋込 ： 現図面の図面設定を図面自身に記憶させる 。

埋込設定使 う ： 既に図面に埋め込んである

フ ァ イル管理
（ Ｆ Ｉ Ｌ Ｅ ）

【 機能 】 　 図面フ ァ イルの呼び出し ・ 登録をする 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ３ ７

：原点連動 作図原点コ マン ド と連動した用紙枠を描きます。

縮尺連動

用紙枠を描きます。

線を書 く ： ただ普通に用紙枠を書きます。

プロ ッ タ原点 ： 出力原点を設定します。

配置原点 ： 用紙枠を配置する原点を設定します。

終了 ： ファ イル管理の終了：図面ファイルの削除

登録 ： 現図面の登録 （ ファイル名を登録 ）

図面設定を使う 。

【注意 】配置する用紙枠よ り画面の作図範囲が小さいと用紙枠は表示されません。

スケールで用紙枠が入るよ うに、画面スケールを変更します。

フ ァ イル管理 （ 小 ）

フ ァ イル管理 （ 大 ）

呼出 ： 選択した図面の呼び出し 。

： プロ ッ ターコ マン ドの印刷関係と連動した

優先 ： ファ イル管理 （ 大 ） を優先する 。

＜小＞ ： ファ イル管理 （ 小 ） へ切替

コ メ ン ト ： ファ イルにコ メン ト を付ける 。

●呼出時表示の設定…フ ァ イル管理＜小＞と連動。

［ 最 ］ ［ 現 ］ ［ 図 ］ ［ Ｍ Ｐ Ｗ ］

環境設定の画面デザイ ンの中にもあ り ます。

ボタンは

Ｖ Ｉ Ｅ Ｗ ： 選択した図面のプレビュー

＊ ． ＊ ： 自分の好きな拡張子を指定出来ます。

任意 ＊ ． ＊： 任意 （

全て ： 全てのファ イルを表示します。

） の拡張子を表示します。

． Ｍ Ｐ Ｗ ： ＭＰＷファ イルを表示します。

． Ｍ Ｐ Ｐ ： ＭＰ Ｐ ファ イルを表示します。

． ． 　： 一つ上のディレク ト リへ戻る 。

＜大＞ ： ファ イル管理 （ 大 ） へ切替

Ｄ ｒ ｉ ｖ ： ド ラ イブ指定をします。

参照 ： Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 形式での指定が出来ます。

＜Ｍ＞ ： メモ リー＝ディレク ト リ を １ ２個記憶します。
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【 機能 】 　 画面上に入力寸法に応じ た縮尺での

用紙枠が表示される 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ６ ７
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フ
ァ
イ
ル
管
理
コ
マ
ン
ド

→←

［ 最 ］

［ 現 ］

［ 図 ］

呼び出す直前の現在のビ ューの位置を変えずに呼び出し ます 。

その図面が登録された と きの表示範囲を再現し ます 。

１階平面図と ２階平面図を交互に呼び出す場合に有効。

いったん終了して，後日，続きの作業をする と きなどに有効。

（登録終了を忘れずに ）

外で左ク リ ッ ク
する と出現！ 拡張子ボ タ ン右側の表示 ・ 非表示

※このボタ ンについては下の枠内を参照！

「 拡張Ｄ Ｘ Ｆ 」 は最新Ｄ Ｘ Ｆ バージ ョ ンまで対応し た変換機能です 。

【 呼び出し 】 　

【 書き出し 】 　相手方がＡ ｕ ｔ ｏ－ＣＡＤ以外の場合、 ＯＮにする と相手方が

「読み込み 」 に失敗するケースが多くなり ます。

通常はＯ Ｆ Ｆ で使用。呼び出せない場合にＯＮにして下さい。

一つ上のフ ォルダへ

ド ラ イ ブ指定
現在開いているフォルダを

記憶させる機能

メ モ リ ー

新しいフォルダを作る

メ イ ク フ ォルダ

表示欄変更ボタ ン

表示欄を増やす場合は

左ク リ ッ ク

減らす場合は

右ク リ ッ ク
拡張Ｄ Ｘ Ｆ です。

通常はＯ Ｆ Ｆ

にして下さい。

大きいシー ト へ

従来の状態。図面が全て見える範囲を計算して表示。最大表示 。

※

ファイル管理コマンド

の画面デザイ ンの中にも ［ 最 ］ ［ 現 ］ ［ 図 ］ ［ Ｍ Ｐ Ｗ ］環境設定 ボタンがあ り ます。

「 Ｍ Ｐ Ｗ 」 ボタ ン を Ｏ Ｎ （ 押した状態 ） にする と ，呼び出したファ イルの

種類に関わらず，作業図面は 「 Ｍ Ｐ Ｗ 」 にな り ます 。

「 Ｍ Ｐ Ｗ 」 ボタ ン を Ｏ Ｆ Ｆ （ 持ち上がった状態 ） にする と ，

呼び出し たフ ァ イルの種類のまま 、作業する事ができます。
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対応ファイル拡張子一覧

フ ァ イル管理コ マン ド【 補足 】 以外でもファ イルの呼び出し ・ 保存は出来ます。

のフ ァ イル （ Ｆ ） の 「 開 く 」 と 、 「 名前を付けて保存 」 です。メ ニ ューバー

全てのフ ァ イル形式を

選べます 。

※ 「 フ ァ イルの種類 」 で

標準フ ァ イル

標準フ ァ イル

標準外部フ ァ イル

標準外部フ ァ イル

α 標準フ ァ イル

標準フ ァ イル

標準フ ァ イル

標準フ ァ イル

標準外部フ ァ イル

その他のＣ Ａ Ｄの

その他のＣ Ａ Ｄの
標準外部フ ァ イル
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拡張ＤＸＦ

JWC

DWG

DXF

MPX

MPZ

MPW

MPP DRA-CAD V2

DRA-CAD

DRA-CAD for Windows

Auto CAD

Auto CAD

Auto CAD

JW-CAD

DRA-CAD for Windows

標準複合ファイル（Ｗｉｎｄｏｗｓ専用）

標準自前ファイル（汎用）
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プロ ッ タ ・ プ リ ン タ出力①
（ Ｐ Ｌ Ｏ Ｔ ， Ｐ Ｒ Ｉ Ｎ Ｔ ）

・ ジ ャ ン プ コ マン ド ）

印刷実行 ： 出力開始ボタンです。 （ この後、印刷シートが表示されます。 ）

印刷関連 ： 出力時の設定をします。

線の設定 ： 環境設定コマンドの

線の設定と連動。

文字設定 ： 環境設定コマンドの

文字設定と連動。

連続印刷 ： ジャンプリ ス トで管理している図面の連続印刷をします。あらかじめ、

］ マークを付けておきまし ょ う 。 （ジャンプリ ス トに ［

予想図 （ 横 ・ 縦 ） ： 図面出力の参考にして下さい。

９ ０ 度回転印刷 ： 出力原点を基点に、図面を ９ ０度回転させて出力する 。

円を線で ： 円を線の状態で出力します。

縮尺通 り ： 下記の縮尺通り出力します。

倍率指定 ： 設定した用紙枠よ り 、小さいサイズの用紙に出力したいと き便利です。

または数値での倍率設定が可能です。

Ｂ ０ サイズ→ Ａ ９ サイズまで選べます。 Ｆ Ｒ Ｅ Ｅ サイズからも設定可能。

自動フ ィ ッ ト ： 出力予定用紙に合わせて全図面を出力します。

縮尺 ： 出力する時の縮尺設定 （ 用紙枠と連動 ）

出力予定用紙 ： 出力する用紙サイズを設定します。予想図で確認する と きにも有効です。

原点変更 ： 出力原点 （ プロ ッ タ原点 ） を変更します。

原点方式指定位置に合わせて用紙左上 ・ 左上内側 ・ 用紙中心の３つの中から

出力原点を選んで下さい。

※ 　 出力で特に気を付けるのは 、 「 縮尺 」 と 「 出力原点 」 です 。

その点をチ ェ ッ クするため 、 必ずこのコ マン ド から出力させま し ょ う 。
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プロ ッ タ ・ プ リ ン タ出力②
（ Ｐ Ｌ Ｏ Ｔ ， Ｐ Ｒ Ｉ Ｎ Ｔ ）

＋ ＤＣ Ｔ Ｒ Ｌ

フ ァ イル名称印刷 ： 図面にファ イル名を印刷します。

名前印刷 ： 図面に名前を印刷します。名前はユーザー情報 （ Ｊ １ ９ ９ ） と連動しています。

日付印刷 ： 図面に日付を印刷します。

★左上～右下 ： それぞれの印刷する位置を指定出来ます。

： それぞれの文字サイズ （ 高さのみ ） の設定をします。サイズ★

使用フ ォ ン ト ： 日付，ファ イル名，名前のフォン ト を設定します。

ペン ［ ０ ］ フ ォ ン ト ： 「 文字設定 」 のペン番号０に設定したフォン ト を使う 。

既定値ゴシ ッ ク ： 従来のフォン ト ［ ゴシッ ク ］ を使う 。

塗り潰し印刷

【 標準割付 】

：塗り潰し領域の出力 ・ ＯＮ／Ｏ Ｆ Ｆ 　 （

縁取り をする ： 塗り潰し部分のまわりを縁取り して出力します。

イ メ ージ印刷 ： Ｂ Ｍ Ｐ イ メ ージ貼付の出力 ・ ＯＮ／Ｏ Ｆ Ｆ 　 （ 環境設定と連動 ）

モ ノ ク ロプ リ ン タ ： 白黒 （ モノ ク ロ ）出力機の時だけ有効な設定です。

【補足 】設定を実行する と きは、サブメニューの外で左ク リ ッ ク して下さい。

キャンセルの場合は右ク リ ッ クです。

【注意 】ペン ・ プロ ッ タの場合は、 「線の設定 」 で表示色と出力色を同じにして下さい。

色でペン番号が決ま り ます。

※ 　 プ リ ン タやプロ ッ タの ド ラ イバがマシ ンにイ ンス ト ールされていて 、

Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 上で出力可能であれば 、 どのプ リ ン タやプロ ッ タ で も

ほぼ出力可能です 。

※ペン・プロッターの場合の設定

フ ァ イル （ Ｆ ） →
印刷プ レ ビ ュー （ Ｖ ）

の で、

また、

を

と同じにして下さい。

で、

と

設定をして下さい。

の

ペン番号が決ま り ます。

や

ペン ・ プロ ッ ターは、印刷色で

色 （ 印刷色 ）

プロ ッ タ側の ド ラ イバ

ペン番号

表示色

「 環境設定 」 「 プロ ッ タ出力 」

印刷色「 線の設定 」

＊この予想図以外のプレビュー

環境設定と連動 ）
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Ｊ ２ ８ １ ／印刷予想図 （ 画面上 ）
＋ＣＴＲＬ Ｅ
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デジ タ イズ

ウ ィンド ウズにインス トールしてください。

タブレッ トが使えます。 ［ ウ ィ ンタブ ］ という規格のタブレッ トに対応しました。

通常１→０→０→０→３の手順で操作する と一周できます。

続けて ０→０→０→３ と操作する と効率的です。

線を途切れ途切れに書く場合は１→０→１→０の順になる と思います。

ボ タ ン １

ラインを開始します。

［ Ｆ Ｒ Ｅ Ｅ ］ モードで開始点を決めます。

ボタ ン ２

ラインを継続して作成します。

［ アキシスロ ッ ク ］ （ 水平垂直 ） モードで

作図します。

ボタ ン ３

［ 端点 ］ モードで作図します。

ボ タ ン ０

［ Ｆ Ｒ Ｅ Ｅ ］ モードで作図します。

ラインを継続して作成します。

始めに基準点の入力をします。以降、 Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤは基準線同士が一致する

タブレッ ト メーカーから 、 この仕様のド ラ イバを出していますので，手元の

よ うに座表計算して、 タブレッ トの位置を取り込みます。

ＣＡＤ側のスナップモードを無視して、

ラインを作成して、いったん切り ます。

ＣＡＤ側のスナップモードを無視して、

ＣＡＤ側のスナップモードを無視して、ＣＡＤ側のスナップモードを無視して、

① ②

コ ンピ ュー タ画面

③

④

タ ブ レ ッ ト 板

画面上の基準線

タ ブ レ ッ ト 上の基準線

【 機能 】 　 タ ブ レ ッ ト を使っ て地図や図面を

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ３ ０

デジ タ イズ し ます 。（ Ｄ Ｉ Ｇ Ｉ Ｔ Ｉ Ｚ Ｅ ）

CLas s ic -CAD

Ⅰ-74-



環境設定
（ Ｓ Ｅ Ｔ Ｅ Ｎ Ｖ ）

① 【 機能 】 　 画面デザイ ン ・ 線 ・ 文字 ・ パンニング比率等

の環境設定 （ 出力環境の設定も含む ）

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ９ ６

画面デザイ ンシー ト

＋ ＤＣ Ｔ Ｒ Ｌ

【 注意 】色の設定を全て同じ色にしないで下さい。字色とバッ クが同色になる と 、

どのコマンドを指示したのかわからなくなってしまいます。

【補足 】設定を実行する と きは、サブメニューの外で左ク リ ッ ク して下さい。

キャンセルの場合は右ク リ ッ クです。

設定データを残しておきまし ょ う 。呼出ボタンで設定データを呼び出せます。

現在の画面デザイン設定をも う一度設定し直すのは大変です。

【画面設定について 】

記録ボタンで

※画面設定に名前を付けて記録 （ 例 ： ＧＡＭＥＮ １ ． ｇ ｍ ｎ ）

記録 ： 現在の画面デザイン設定 （画面設定／ＧＭＮ ） を記録する 。

呼出 ： 記録しておいた画面デザイン設定 （ 画面設定／ＧＭＮ ） を呼び出す。

システム既定値に戻す ： 出荷時の画面デザイン設定に戻す

：表示画面のデザイン設定

メ ッ セージ

コ マン ド ： 左下に表示される

コ メン トの文字設定

：左上に表示される

コマンドの文字設定

サブ メ ニ ュー ： サブメニューシート

の文字設定

左から 、文字の大き さ ・ 文字の太さ

文字バ ッ ク色 ・ フ ォ ン ト ス タ イル

・ 文字の色 ・ 文字バ ッ ク塗る ・

： サブメニューシートの

字色 ： サブメニューで選択した

： サブメニューで選択した

色設定

ボタンの色設定

ボタンの字色設定

選択色

と 、それぞれ設定出来ます。

イ メ ージ表示

塗り潰し表示 ： 塗り潰し領域の表示 （

： Ｂ Ｍ Ｐ イ メ ージ貼付の表示　 （ プロ ッ ターと連動 ）

ミ ニボ タ ン幅 ： ミ ニボタン幅のサイズ設定 （ 小 ・大 ）

Ｗ ｉ ｎ カーソル表示 ： Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 風カーソルの表示

指倍率 ： 指カーソルのサイズ設定

画面 ： 表示画面の背景色の設定

ロ ッ ク レ イヤ ： ロ ッ クレイヤにした時の色設定

ポ ッ プア ッ プ ： ポップアップメニューのサイズ設定

【標準割付 】

（※注 ：塗り潰しは、 Ｖ ２のペイン ト とは違います。 ）

縮尺表示 ： タイ トルバーのファイル名の横に縮尺を表示します。

呼出時表示 ： 次のページを参照。

プロ ッ ターと連動 ）
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画
面

情報シー ト

④ポ ッ プア ッ プ

① メ ッ セージ ス
ナ
ッ
プ
ア
イ
コ
ン
（

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
と
同
サ
イ
ズ
）

（ サブメニューと同サイズ ）

⑤指カーソル

画面デザイ ンについて

④

【 補足 】 名前を付けて保存しておく と 、後で現在の画面設定を呼び出せます。

例 ： 「 記録 」 ボタン→ 「 ＧＡＭＥＮ－０ １ ． ｇ ｍ ｎ 」 → 「保存 （ Ｓ ） 」

②コ マン ド

現 ： 現在のビューの位置を変えずに呼び出す。

：図面が全て見える範囲で最大表示で呼び出す。最

図 ： 図面が登録されたと きの表示範囲で呼び出す。

Ｍ Ｐ Ｗ ： 立ち上げた図面が全て 「 ＭＰＷ 」 になる 。

⑦呼出時表示の設定… フ ァ イル管理コ マン ド と連動。

⑥ ミ ニボタ ン

③サブ メ ニ ュー

⑥

⑤

③
②
①

⑦

環
境
コ
マ
ン
ド
（

画
面
デ
ザ
イ
ン
）

デフ ォル ト に
戻すボ タ ン

画面デザイ ン を

サブ メ ニ ューの
地色を決める

「 Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ ＿ＣＡＤ 」 の 「 Ｓ Ｔ Ｄ＿ ｓ ｙ ｓ 」 内に保存します。
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図に設定を埋込 ： 現図面の図面設定を

埋込設定を使 う ： 既に図面に埋め込んである

環境設定
（ Ｓ Ｅ Ｔ Ｅ Ｎ Ｖ ）

②

線の設定シー ト

システム色 ： 出荷時の既定色に戻す。

【補足 】設定を実行する と きは、サブメニューの外で左ク リ ッ ク して下さい。

キャンセルの場合は右ク リ ッ クです。

（例 ： Ｓ Ｅ Ｔ １ ． ｚ ｍ ｎ ）

記録 ： 現在の線の設定と文字設定 （ 図面設定／ＺＭＮ ） を記録する 。

呼出 ： 記録しておいた線の設定と文字設定 （ 図面設定／ＺＭＮ ） を呼び出す。

システム値に戻す ： 出荷時の線の設定と文字設定に戻す

新作記録 ： 現在の状態を新規作成時の図面属性とする 。

新作呼出 ： 新規作成時の図面属性の呼び出し 。

図面自身に記憶させる 。

図面設定を使う 。

ラ イ ンス タ イル設定 ： 破線 ・点線等のピッチを ミ リ単位で設定します。

一色で表示 ： 右の一色で全線分を表示

設定色表示 ： ２ 行目の設定色で表示

設定幅表示 ： １ 行目で設定した線幅で画面に表示

単線で表示 ： 線幅を全て １ ド ッ トで画面に表示

詳細表示 ： ラ イ ンス タ イル設定のピッチを使って画面に表示

簡易表示 ： ラ インスタイルをＷ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ のシステムにまかせて画面に表示

：一気に左側の色を上の行の色に揃える 。

（表示色と印刷色を一気に揃えたいと きに有効な機能です。 ）

： 一気に右側の色を左の色に揃える 。 （印刷色が１色になり ます。 ）

（ Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 標準の色設定が出来ます。 ）

印刷色 ： 出力時の色設定。紙に印刷される色の設定です。

：一気に右側の色を左の色に揃える 。 （表示色が１色になり ます。 ）

表示色 ： 表示画面上の色設定 （ Ｃ １～Ｃ １ ５ ） 。見かけの色設定です。

：出力時の線の設定

※線の設定と文字設定に名前を付けて記録

※この ２ つはなるべ く Ｏ Ｎ

に し てご使用下さ い 。

ド ッ ト 幅 ： 印刷機器の最小ド ッ ト を

ミ リ幅 ： ミ リ単位で線の幅を設定。

１ 行目 ： ペンの幅を設定する 。

基準に設定する 。

数値に揃える 。

※ペンの幅設定について

数値を “ ” にする と 、その色は０

” にする と 、その色は－ １“

出力されません。

非表示とな り ます。

：一気に右側の数値を左の
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線の設定について

例 ： 二点鎖線の場合

ＡＡ Ｂ Ｃ Ｂ Ｃ Ｂ

Ａ ライン １本目の長さを設定。 （ 印刷サイズで設定します。 ）

ラ イン １本目と ２本目の間隔を設定。 （ ２本目と ３本目の間隔も同じ値。 ）

ラ イン ２本目の長さを設定。

Ｂ

Ｃ

【 補足 】名前を付けて保存しておく と 、後で現在の図面設定を呼び出せます。

例 ： 「 記録 」 ボタン→ 「 Ｐ Ｌ ＡＮ－０ １ ． ｚ ｍ ｎ 」 → 「 保存 （ Ｓ ） 」

※ラインスタイル７ ， ８については、 もっ と細かく設定出来ます。

※ 「 ｚ ｍ ｎ ファイル 」 は、 「線の設定 」 「 文字設定 」 共通の記録ファ イルです。

Ｂ ＣＡ⑤

表示色を
デフ ォル ト に
戻すボ タ ン

②
③
④

①白抜き線幅

②埋込設定を使 う ：

③図に設定を埋込 ：

④新作呼出 ：

⑤ラ イ ンス タ イル名 ：

新作記録 ：

図面に埋め込まれている 「 線の設定 」 「文字設定 」 を使用する 。

今現在の 「 線の設定 」 「文字設定 」 を登録時に図面に埋め込む。

「新作記録 」 で記録した設定を呼び出す。

今現在の 「 線の設定 」 「文字の設定 」 を 「 新規作成 」 時にも使用する 。

現在、直線以外のラインスタイルが８種類あ り ます。

①白抜き線幅 ：

指定した色の線の下を指定した幅で

白く抜きます。 また、 「白抜き線幅 」 が

指定されている線同志 （白抜き幅が “ ０ ”

１ ㎜の幅で下の線が

白 く 抜かれます 。

色 １ は白抜き幅 “ ０ ”

色 １ ４ に白抜き幅 １ ㎜を指定【 実行例 】

ではない線 ） は、白抜きされません。

白抜きしたい線は、白抜き幅を “ ０ ”

にしておきまし ょ う 。

環
境
コ
マ
ン
ド
（

線
の
設
定
）

現設定を記録

「 Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ ＿ＣＡＤ 」 の 「 Ｓ Ｔ Ｄ＿ ｓ ｙ ｓ 」 内に保存します。
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環境設定
（ Ｓ Ｅ Ｔ Ｅ Ｎ Ｖ ）

③

文字設定シー ト

※ＡＮＫフォン ト と漢字フォン トの違いと 、

Ｗ ｉ ｎ幅と Ｄ ＲＡ幅の違いを確認してみまし ょ う 。

： 出力時の文字の設定

Ｂ ： ボールド （太字 ）

㎜幅 ： ミ リ単位で出力時の線幅を設定

ド ッ ト ： ド ッ ト単位で出力時の線幅を設定

番号 ： Ｃ １～Ｃ １ ５ までの色番号

Ｗ ｉ ｎ 幅

Ｏ Ｎ ： 高さの設定のみ有効な文字になり ます。

（文字配列が左に詰ま り ます。 ）

塗 ： 図面上で文字が線と重なったと き 、文字まわり を塗りつぶす。

： ＡＮＫ文字のフォン ト スタイルが設定出来ます。

記録 線の設定と文字設定 （ 図面設定／ＺＭＮ ） を記録する 。

呼出 ： 記録しておいた線の設定と文字設定 （ 図面設定／ＺＭＮ ） を呼び出す。

Ａ Ｌ Ｌ ： 下の項目を 　全て一番上の項目で設定したものと同じにする 。

：漢字文字のフォン ト スタイルが設定出来ます。

（文字と重なった部分の線は消えます。 ）

Ｏ Ｆ Ｆ ： 文字入力コマンドで設定した幅と高さ通りの文字にな り ます。

（ Ｄ Ｒ Ａ幅の文字になり ます。 ）

Ａ Ｎ Ｋ フ ォ ン ト

漢字フ ォ ン ト

： 現在の

（例 ： 赤の線を ３ ド ッ ト幅に設定→赤い文字の太さ も ３ ド ッ ト幅になる 。 ）

Ａ Ｎ Ｋ フ ォ ン ト とは？

漢字フ ォ ン ト とは？

Ｄ Ｒ Ａ フ ォ ン ト とは？

： Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 標準文字幅のこ とです。

：英数文字の書体。寸法文字はＡＮＫを使う 。

：漢字 ・平仮名 ・ カタカナ ・英数 ・等、文字全般の書体。

： ＤＲ Ａ－ＣＡＤの書体。 ＡＮＫ 、漢字と もある 。

文字の太さは線の太さ と同じ 。

※Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 標準フォン トは、普通とボールド （ 太字 ） の２種類の太さみです。
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環境設定
（ Ｓ Ｅ Ｔ Ｅ Ｎ Ｖ ）

④

その他設定シー ト

↓ ← →↑

ROLL
DOWNUP

ROLL

SHIFT

＋ ＊Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ ＋ ＋Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ ＋ －Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ

※自分の使いやすい動作設定に出来ます。

色々試してみまし ょ う 。

： 作業効率を上げるための詳細設定

パン距離 ｘ ： パンニング距離 （ ｘ方向 ） を設定する 。

パン距離 ｙ ： パンニング距離 （ ｙ方向 ） を設定する 。

※上の項目は切替ボタンで切り替えます。

←の矢印キーで有効です。

パン比率 ： 画面の幅を １ （ または高さを １ ） と した時のパンニングの比率を設定する 。

ズーム比率 ： 画面の幅を １ と した時のズーム比率を設定する 。

←のキーで有効です。

ク ロス カーソル長さ ： ク ロスカーソルの長さを画面上のド ッ ト数で指定します。

最大表示比率

ド ラ ッ グ本数 ： ド ラ ッギングする と きの最高線本数を設定します。

スナ ッ プ距離 ： スナップしやすい領域を画面上のド ッ ト数で指定します。

ポ ッ プページ番号表示

ク ロス カーソル太さ ： ク ロスカーソル太さを画面上のド ッ ト数で指定します。

： ポップアップメニューシートのページに番号が表示出来ます。

文字原点 ， Ｊ ２ ７ ８

＋ ［ Ｓ Ｈ Ｉ Ｆ Ｔ ］ で も スナ ッ プする

Ｃ Ｐ Ｕ ク ロ ッ ク ［ Ｍ Ｈ ｚ ］

： 文字の原点を表示します。 （ 数値は表示ポイン ト円の半径 ）

： キーを押しながらスナップさせるこ とが出来る 。

： マシンのＣ ＰＵを入力します。

パン遅延 ［ 秒 ］ ： Ｊ ３ １ コマンドでパンニングする と きのスピード調整をします。

拡張Ｄ Ｘ Ｆ ［ 呼 ・ 書 ］ ： 最新ＤＸ Ｆバージ ョ ンまで対応した変換機能です。

（通常はＯ Ｆ Ｆで使用。呼び出せない場合にＯＮにします。 ）

（ Ｃ Ｐ Ｕがわからないと きは１ ０ ０に設定します。 ）

： 拡張ポップアップのＯＮ ・ Ｏ Ｆ Ｆ切り替えが出来ます。

また、拡張ポップアップのページＮＯ ． と列数を設定出来ます。

【標準割付 】

：作図枠を １ と したと きの最大画面表示比率を設定。 （ 基準値 ： １ ． ０ ５ ）

拡張ポ ッ プ頁 ， 列

ヒ コーキコ マン ド

便利です。

でＯ Ｆ Ｆ に

してあるページを使用頻度の高い

コマンドで編集し 、使用する と

■拡張ポ ッ プア ッ プの作り方

CLas s ic -CAD

Ⅰ

拡張ポ ッ プア ッ プ
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その他の設定について

パン比率 ： ０ ． ２ ５…

０ ． ５……

１ ． ０……

※文字原点が中央 ・ 下にある場合→

左の数字は原点の半径です。 （ ディ スプレイのド ッ ト単位 ）

この原点は消せませんし 、出力しても印刷されません。

表示しておく と 、移動等で文字をスナップする時に便利です。

文字の原点を表示させるこ とが出来ます。

■文字原点表示

スナ ッ プポイ ン ト

コ ピーする

コ ピー基準点
捨て線を引かなくても平気

なので、 ＯＮにしておく と

便利です。

■＋ ［ Ｓ Ｈ Ｉ Ｆ Ｔ ］ で も スナ ッ プする

キーを押しながら端点等にスナップさせる と 、SH I FT
その端点に対して水平 ・垂直な線を引いたり 、

コピー ・移動させるこ とが出来ます。

から まであ り ます。

■ポ ッ プページ番号表示
メニューシートのページ部分にページ番号を表示させます。

ROLL１ ． ２ ５… キーを １回押すと画面が１ ． ２ ５倍ズームアップする 。UP
１ ． ２ ５… ROLL キーを １回押すと画面が０ ． ８倍ズームダウンする 。DOWN

ズーム比率 ：

キーを ２回　 　 　〃

キーを １回　 　 　〃

環
境
コ
マ
ン
ド
（

そ
の
他
設
定

）

キーを ４回押すと画面の右端が左端にく る率。

ROLL
UP

PAGE
DOWN

ROLL
DOWN UP

PAGE

表示する文字列の
文字を リ アルに

最大の長さのド ッ ド数

する文字列の最大
表示しながら ド ラ ッグ
文字を リ アルに

の長さのド ッ ド数

にある場合→左 ・ 下
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全消去
（ Ｚ Ａ Ｐ ）

【 機能 】 　 画面上の図面を全て消去し 、 起動時の

状態に初期化する 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ３ ９

仕事終了
（ Ｅ Ｎ Ｄ ）

【 機能 】 　 Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －Ｃ Ａ Ｄ を終了する 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ４ ０

新規図面作成

※フ ァ イル （ Ｆ ） の下の項目 「 新規作成 」 と同じ

サブメニューです。

終了 ： Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤを終了します。

キャ ンセル ： 終了するのを中止します。

登録終了 ： 画面上の図面を登録後、

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤを終了します。

バ ッ ク ア ッ プ ： バッ クアップファ イルの作成。

【注意 】

必要なデータは必ず登録してから 、 コマンドを実行してください。

実行後は、要素 （ 現図面 ・ 現設定 ） の復帰は出来ません。

CLas s ic -CAD
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終了をク リ ッ クする と 、画面上の図面は登録されません。

例 ） 　 Ｐ ｌ ａ ｎ－０ １ ．ｍ ｐ ｗ

Ｐ ｌ ａ ｎ－０ １ ． ｍ ｐ ｗ ． ｂ ａ ｋ

【 注意 】

【 補足 】

ただ

データ編集後でないとサブメニューは出ません。そのまま終了されます。

バッ クアップファ イルは、そのファ イルと同じフォルダ内に作成されます。

フ ァ イル名

コ メ ン ト

： こ こでファ イル名を確認します。

： こ こでファ イルのコ メン ト書き込めます。

参照 ： Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ の 「 ファ イルを開く 」 シートで、ファ イルの場所を参照出来ます。

同時書込 ： 右の欄に指定したフォルダ内に同じファ イルを同時に書き込みます。

次回呼出 ： 右の３つのモード切替ボタン

現在のフ ァ イル

指定フ ァ イル

し ない

： 次に立ち上げたと き 、指定したファイルを呼び出す。

：次に立ち上げたと きの開く ファイルを指定しない。

：次に立ち上げたと き 、現在のファ イルを呼び出す。
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文字サイズ変更
（ Ｔ ＭＯ Ｄ Ｉ Ｆ Ｙ ）

【 機能 】 　 既に入力し てある コー ド 型文字 １ ． ２

（ 英字 ・ 数字 ・ 漢字 ・ かな共通 ） の

文字形態を変更する 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ ０ ８

縦横 ： 文字の縦書き横書きの変更。

傾斜角度 ： 傾斜角度の変更。

回転角度 ： 文字の回転角度の変更。

間隔 ： 文字間隔の変更。

文字高さ ・ 幅 ： 文字高さ ・ 幅の変更。

印刷サイズ ： 印刷サイズで文字サイズを変更します。

図面からサイズを参照

： 図面上にある文字サイズを参照します。

原点 ： 文字の原点位置の変更。

０ ～ ７ ： 設定した文字サイズの登録が出来ます。

呼び出しはボタンを押すだけで簡単です。

コー ド 文字の線分化
（ Ｔ ２ Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ ）

【 機能 】 　 指定し た文字列を線分化し ます 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ ３ ３

全ての文字を線分化するモー ド があ り ます 。

Ｄ Ｒ Ａ 文字だけを線分化するモー ド と 、

■実行例

線分化文字フ ォ ン ト 文字

【 注意１ 】 一度線分化した文字を普通のフォン トに戻すこ とは出来ません。

【注意２ 】

【 注意３ 】

外字は線分化出来ません。

「 Ｓ ｔ ｄ＿ ｓ ｙ ｓ 」 内にＤＲ Ａフォン トがないと 、線分化は出来ません。

（ ＤＲ Ａフォン トのスタイルを元に線分化するため。 ）

CLas s ic -CAD
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コー ド 型文字 １
（ Ｔ Ｅ Ｘ Ｔ Ｌ ， Ａ Ｎ Ｋ ）

文字高さ＝ ３ ． ５ ， 幅＝ ３

ペン文字 （ ＡＮＫ文字 ）

印刷サイズ ： 印刷する用紙に合わせて ミ リ単位で設定

図面からサイズを参照

： 図面上にある文字サイズを参照します。

自動判別 ： 自動的に 「 ＡＮＫ文字 」 「漢字文字 」 を

判別して書き込みます。

漢字文字 ： 漢字 ・ かな入力に適しています。

Ａ Ｎ Ｋ文字 ： 英字 ・数字入力に適しています

できます。図面スケールに合わせないで

印刷文字の大きさを設定できます。

：既に書き込まれた文字を書き換えます。置換

一気に同じ文字列に変更する と き便利。

編集 ： 既に書き込まれた文字を編集します。

文字列の一部を変更する と き便利。

拡張

０ ～ ７

： オプシ ョ ン用機能。数値の設定に使用。

記憶させておく と便利です。

：設定を記憶する メモ リーボタンです。

傾斜角度 ： 傾斜角度を設定します。

回転角度 ： 文字の回転角度を設定します。

間隔 ： 文字間隔を設定します。

右移動量 ： 原点から文字までのＸ方向距離。

原点浮き ： 原点から文字までのＹ方向距離。

縦横

原点

： 縦書き ・ 横書きを設定します。

：文字の原点位置を設定します。

書込 ： 通常の文字書き込みモードです。

新規で書き込むと きはこのモードです。

文字高さ

　 　 　 幅

： 文字の高さを設定します。

：文字の幅を設定します。

（ Ｓ ｉ Ｌ Ｄ汎用の寸法線コマンド等 ）

【 補足１ 】 環境設定の文字設定 にしてある場合、

文字幅と文字間隔の設定は無効になり ます。

で、Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 幅を

Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 文字の場合、傾斜角度が何度でもイタ リ ッ ク体になり ます。【補足２ 】

Ｄ ＲＡ文字は設定した角度になり ます。

文字の高さ 　

幅

回転角度

傾斜角度
右移動量

原点浮き

間隔 原点位置 印 （ ９ カ所 ）●

左
中
央右

上

中

下●

●

●●

●

●●

●

●
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【 機能 】 　 英字 ・ 数字 （ 半角文字 ） を入力する 。

【 割込 】 　 不可 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ３ ６
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コー ド 型文字 ２
（ Ｔ Ｅ Ｘ Ｔ Ｋ ， Ｋ Ａ Ｎ Ｊ Ｉ ）

漢字を選ぶ ◎にする

縦を指定する

角度は ２ ７ ０ 度

[Arial],[Century]

縦書き文字の書き方

縦書き文字にしたい場合は、 「 環境設定 」 の 「文字設定 」 で、

漢字フォン トの ［ ＭＳゴシッ ク ］ ［ ＭＳ明朝 ］等を設定して下さい。

筆文字 （漢字文字 ）

コー ド 型文字 １ と同じです。※操作方法は、

【注意１ 】 など 、アルファベッ トの名前のフォン トは縦パターンを

持っていませんので、縦書き出来ません。

また、 Ｄ ＲＡ文字も縦パターンがあ り ませんので縦書き出来ません。

※
こ
れ
で
縦
書
き
に
な
り
ま
す
。

【 注意２ 】入力原点位置は、－９ ０ ゜ 回転させて考えて下さい。

漢
字
入
力
コ
マ
ン
ド
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【 機能 】 　 漢字 ・ かな （ 全角文字 ） を入力する 。

【 割込 】 　 不可 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ９ ８
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Ｄ Ｒ Ａ 文字 （ フ ォ ン ト ） の表現について①

環
境
コ
マ
ン
ド
（

文
字
設
定
）

Ｄ Ｒ Ａ フ ォ ン ト を指定文字の太さ を設定

現設定を記録

■Ｄ Ｒ Ａ フ ォ ン ト は ４ 種類

■Ｄ Ｒ Ａ フ ォ ン ト の太さ

Ｂ（ ボールド ） ボタン 　 ＯＮ ・ Ｏ Ｆ Ｆの影響を受けません。

※こ こ でい う Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ フ ォ ン ト とは？

■Ｄ Ｒ Ａ フ ォ ン ト のサイズ ・ 間隔

高さ 、幅、間隔、角度、太さ （ 線幅と同じ ） 　は設定した通りに出力されます。

設定のＷ ｉ ｎ幅を にしても 、 Ｄ ＲＡ文字の幅 ・間隔は影響されません。

太さは、太字 （ Ｂ ： ボールド ） か普通の２種類です。

にしないと表現出来ません。幅 ・ 間隔は、Ｗ ｉ ｎ幅を

※Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ フ ォ ン ト の太さ ・ 幅 ・ 間隔

ＡＮＫフォン ト なら ［ Ａ ｒ ｉ ａ ｌ ］ ［ Ｃ ｅ ｎ ｔ ｕ ｒ ｙ ］ 等、

名前を付けて保存しておく と 、後で現在の図面設定を呼び出せます。

例 ： 「 記録 」 ボタン→ 「 Ｐ Ｌ ＡＮ－０ １ ． ｚ ｍ ｎ 」 → 「 保存 （ Ｓ ） 」

Ａ Ｎ Ｋ フ ォ ン ト ：

漢字フ ォ ン ト ：

線幅と同じにな り ます。 ド ッ ト ・ ミ リ幅どちらで設定してもかまいません。

（注 ： Ｄ ＲＡフォン トは縦書き出来ません ）

漢字フォン ト なら ［ＭＳゴシッ ク ］ ［ ＭＳ明朝 ］ 等。

【補足 】

「 Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ ＿ＣＡＤ 」 の 「 Ｓ Ｔ Ｄ＿ ｓ ｙ ｓ 」 内に保存します。
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Ｄ Ｒ Ａ 文字 （ フ ォ ン ト ） の表現について②

ペ
ン
文
字
・
漢
字
入
力
コ
マ
ン
ド

左のよ うに設定する と 、下の

よ うなＤ ＲＡ文字にな り ます。

これは 「環境設定 」 の 「文字設定 」 で

線幅を ２ ド ッ トにしてあ り ます。

（ Ｄ Ｒ Ａフォン トはＷ ｉ ｎ フォン ト と

　違って、線幅の設定に文字の太さが

【注 】 ド ッ トの大きさは

プリ ンタによって異な り ます。

影響されます。 ）

設定例３ ： 高さ＝６ ，幅＝３ ，間隔＝１ ，傾斜角度＝４ ５

設定例２ ： 高さ＝３ ，幅＝６ ，間隔＝－０ ． ５ ，傾斜角度＝０

設定例１ ： 高さ＝３ ，幅＝３ ，間隔＝３ ，傾斜角度＝０

※Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ フ ォ ン ト のサイズ

文字設定でＷ ｉ ｎ幅を にしている場合、幅 ・ 間隔を設定しても影響しません。

又、角度を何度にしても １種類の斜体 （ Ｉ ： イ タ リ ッ ク ） になり ます。

文字高さに合わせて表現され、そのフォン トに合わせて間隔がつま り ます。

設定例５ ： 高さ＝４ ，幅＝６ ，間隔＝４ ，傾斜角度＝６ ０ ，ＭＳ Ｐゴシッ ク ，

Ｂ （ ボールド＝太字 ） ，Ｗ ｉ ｎ幅

設定例４ ： 高さ＝４ ，幅＝６ ，間隔＝４ ，傾斜角度＝６ ０ ，ＭＳ Ｐゴシッ ク ，

Ｂ （ ボールド＝太字 ） ，Ｗ ｉ ｎ幅

Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ フ ォ ン ト

Ｗｉｎｄｏｗｓフォント
（ ↑文字高の数値のみに合わせた、Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 的表現 ）

（↑Ｄ Ｒ ＡＣＡＤ的表現 ）
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ジャ ンプ
（ Ｊ ＵＭ Ｐ ）

【 サブ メ ニ ュー 】

【 ジ ャ ンプ リ ス ト 】

【 機能 】 　 直接フ ァ イル名 （ 図面上の文字列やジ ャ ンプ リ ス ト の

フ ァ イル名など ） を指定し て 、 素早 く 図面を読み込む 。

別の ド ラ イ ブやデ ィ レ ク ト リ にある フ ァ イルをま とめて

管理する こ とができ る 。 登録されたデータ を作業中の

図面上に呼び出し て描き込む 。 （ ※図面のリ ン ク表 ）

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ７ ８

フ ァ イル ： キーボードからファイル名を直接入力します。

リ ス ト 登録 ： ジャンプリ ス ト を登録します。

リ ス ト 読込 ： ジャンプリ ス ト を読み込みます。

デ ィ レ ク ト リ ： ディ レク ト リ順に整列します。 （ ソート機能 ・ 昇降順切替 ）

フ ァ イル名 ： ファ イルの名前順に整列します。 （ ソー ト機能 ・昇降順切替 ）

ページ ： ０～９ ９ページまで選択できます。 （ １頁につき １ ０ ファイルまで登録可能 ）

（ Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 標準のファ イルシートから複数選択出来ます。 ）

複数追加 ： ジャンプリ ス トにファ イルを複数追加します。

全行削除 ： ［ ・ ］ マーク以外のファ イルを全て削除します。

直接追加 ： ジャンプリ ス トに、現在画面に表示されているファイルを追加します。

重複整理 ： 重複したファイル名を整理します。但し 、現在画面に表示されている

ファイルは整理できません。

連続印刷 ： 連続印刷したファ イルに ［

［ ・ ］ マークがＯＮのファイルを全て連続印刷します。

全体表示

］ マークをＯＮにしておきます。・

： 呼び出した図面の全体を表示します。

確認 ： 新規作成を実行する と き 、左上に確認メ ッセージが出ます。

登録 ： ジャンプの前に現図面の登録。

条件 ： データが変更された時だけ登録。

確認 ： 常に確認します。

新規作成 ： 読込時に指定したファ イル名のファイルが既存していないと き 、

そのファ イル名で新規に図面を作成します。

飛先確認 ： ジャンプ先を確認する メ ッセージが出ます。

サブメニューを移動します。

現画面のファ イル名を表示します。

ジ ャ ン プボ タ ン 。ジャンプリ ス ト中のファイル

を登録されている順に、直接呼び出します。

（左ク リ ッ ク＝昇順／右ク リ ッ ク＝降順 ）

ジ ャ ン プ リ ス ト を呼び出します。

（ ファ イルの読込 ・登録 ・ 削除を行います。 ）

フ ァ イル名のロ ッ ク

ジ ャ ン プ

現画面のファ イル名にポイン ト されるボタン 。

ページスクロール。 （ 左ク リ ッ ク／右ク リ ッ ク ）

： 呼び出すファイル名をＯＮにする 。

： ［ ］ マークをＯＮにする 。・

Ｄ ＲＡ－ＣＡＤ リ ンク
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コ ピー＆ペース ト
（ Ｐ Ａ Ｓ Ｔ Ｅ ）

【 機能 】 　 図面の一部または全部に名前を付けて

登録する 。 （ コ ピー ）

コ ピーで登録された図面を呼び出し て

貼り付ける 。 （ ペース ト ）

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ １ ９

： ペース ト を実行します。ペース ト （ 張付 ）

コ ピー （ 作成 ）： コピーを実行します。

名称 ： これから作成するコピーファ イルの名前を

または、 これから貼り付けるファイル名を

入力。 （ コピー ）

入力。 （ペース ト ）

番号 ： これから作成するコピーファ イルの名前を

または、 これから貼り付けるファイルの

番号で入力。 （ コピー ）

番号を入力。 （ ペース ト ）

： 自動的に連続番号にする時の設定です。

●ペース ト （ 張付方法 ）

①ペース トで描き込みたい図形のファイル名を入力します。 （ パスも指定 ）

②サブメニューの外で左ク リ ッ ク し 、ペース ト を実行します。

●コ ピー （ 作成方法 ）

①パス （ ド ライブ＆フォルダ ） を指定し 、付けたいファ イル名を入力します。

②メ ッセージに従ってコピーしたい図形を指示します。

④ベースポイン ト （図形の基準点 ） にカーソルを合わせ、左ク リ ッ ク します。

ア ク テ ィ ブ ： 現在設定されている属性で貼り付けます。

レ イヤ ： 設定したレイヤ番号で貼り付けます。

グループ ： 設定したグループ番号で貼り付けます。

色 ： 設定した色で貼り付けます。

線 ： 設定した線種で貼り付けます。

スケール調整 ： スケールを自動調整します。

回転 ： 貼り付ける と きの回転角度を設定します。

倍率 ： 貼り付ける と きの倍率を設定します。

（※ペース ト時に有効 ）

③サブメニューの外で左ク リ ッ ク し 、 コピーを実行します。

③ベースポイン トでペース ト位置を指定します。 （連続的にペース ト可能 ）

＜小＞ ， 参照 ： ド ラ イブ，ディ レク ト リ （ フォルダ ） を指定出来ます。

Ｍ Ｐ Ｐ ・ Ｍ Ｐ Ｗ ： コピーファ イルをＭＰ Ｐ 、ＭＰＷどちらで作成するか選択します。
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ク リ ッ プボー ド

【 割込 】 　 不可 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ２ ０ １

貼り込み可能 。

コ ピーだけでな く 、 Ｗ ｏ ｒ ｄ や Ｅ ｘ ｃ ｅ ｌ にも

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ － Ｃ Ａ Ｄ ， Ｄ Ｒ Ａ －Ｃ Ａ Ｄ間の

【 機能 】 　 Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 標準のコ ピー機能と連動し ます 。

その図面のスケールと リ ン ク し ています 。

文字列を Ｔ Ａ Ｂ で区切っ て コ ピー

取り込む図面 （ 図形 ） が大きすぎる場合 、 縮尺を変えて コ ピーし ます 。

※Ｗｏ ｒ ｄ 、 Ｅ ｘ ｃ ｅ ｌ 、一太郎、等のファイルに図面を貼り付ける際、

縮尺を変えないと全部入らない場合があ り ます。

※Ｅ ｘ ｃ ｅ ｌ 等の表形式ファ イルにコピーする際、 ＣＡＤで

書いた表と同じ状態で文字を持っていく こ とができます。

線種詳細 、 塗り潰し 、 円を線で

線種詳細 ： 線を詳細描画のままコピーします。

塗り潰し ：

用紙作成コ マン ド等で決めた縮尺の数値が入り ます。

同じ縮尺の図面にコピーする際は、

こちらをＯＮにして下さい。

通常は “ コピー ” モードです。

細かい範囲を設定出来ます。

コ ピー 、 切取

“ 切取 ” はⅠ－６ ０ を参照下さい。

円を線で ： 円がう ま く取り込めない場合、円を疑似円 （ 線描画 ） 状態に

してコピーします。

塗り潰し コ マン ド

その描画のままコピーします。

それらの基本的な操作方法は 、 こ ち ら ではお答え出来ません 。

※Ｗ ｏ ｒ ｄ ， Ｅ ｘ ｃ ｅ ｌ は 、 マ イ ク ロ ソ フ ト 社の登録商標です 。

【 参考 】 Ｗ ｏ ｒ ｄ やＥ ｘ ｃ ｅ ｌ に貼り付ける場合、それぞれの

編集 形式を選択し て貼 り付け 図 （ メ タ フ ァ イル ）

メ ニ ューバーにある

で貼り付けられます。

【標準割付 】 ＋ＣＴＲＬ Ｃ

※ＤＲＡ－ＣＡＤ ， Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤ間のコピーでは２定義 （

※Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤを ２面立ち上げて図面間のコピーをする と便利です。

で塗りつぶされた部分を

メ タ フ ァ イル定義 ，

文字定義 ） の設定は必要あ り ません。
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【 機能 】 　 Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 標準のペース ト 機能と連動し ます 。

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ － Ｃ Ａ Ｄ ， Ｄ Ｒ Ａ －Ｃ Ａ Ｄからの

Ｗ ｏ ｒ ｄ や Ｅ ｘ ｃ ｅ ｌ の表や 、 普通の文字列を貼り

込められます 。 （ 但し 、 Ｄ Ｒ Ａ 形式の表 ・ 文字列 ）

図形を張り込めます 。

【 割込 】 　 不可 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ２ ０ ２

ク リ ッ プボー ド

※貼り付ける図面の縮尺が違う場合、倍率を変えてみて下さい。

その他、回転させて貼り付けたり 、 レイヤ ・ グループを変えて

貼り付けるこ と も出来ます。

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ － Ｃ Ａ Ｄ 、 Ｄ Ｒ Ａ －Ｃ Ａ Ｄ 　 ｆ ｏ ｒ 　 Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ で

ク リ ッ プボー ド コ ピー し た図面を貼り付けます 。

表作成 （ Ｄ Ｒ Ａ 形式の表を作成する 。 ）

※Ｅ ｘ ｃ ｅ ｌ 、Ｗ ｏ ｒ ｄ等の表形式ファ イルから表の状態で文字を

貼り付けたい場合、表作成を○にして下さい。

※Ｗ ｏ ｒ ｄ ， Ｅ ｘ ｃ ｅ ｌ は 、 マ イ ク ロ ソ フ ト 社の登録商標です 。

それらの基本的な操作方法は 、 こ ち ら ではお答え出来ません 。

自動サイズ ： ＯＮにする と 、自動的に表のサイズを決めて書く 。

Ｏ Ｆ Ｆにする と 、次のカラム位置を指定するためのメ ッセージが出る 。

枠線書 く ： 自動的に書かれた表に合わせて、同時に枠線も書く 。

文字 ： サブメニューが現れ、文字サイズを細かく指定出来ます。

高 ： 文字高を設定出来ます。

幅 ： 文字幅を設定出来ます。

刷 ： 印刷サイズで文字を書く （ ＯＮ／Ｏ Ｆ Ｆ ） 。

文字サイズ指定が出来ます 。

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ － Ｃ Ａ Ｄ ， Ｄ Ｒ Ａ －Ｃ Ａ Ｄ

全てＭ Ｐ Ｗ形式です。

の図面のク リ ップボードデータは、

※Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤを ２面立ち上げて図面間のコピーをする と便利です。

【補足 】

【 標準割付 】 ＋ ＶＣＴＲＬ

図面は、 ＣＡＤデータからのみ貼り付けるこ とが出来ます。

文字や表は、あらゆるデータからコピーして貼り付けられますが、【注意 】
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ボ ッ ク ス １
（ Ｂ Ｏ Ｘ ）

【 機能 】 　 縦と横の大き さ を指定し て 、 矩形を描 く 。

【 割込 】 　 不可 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ６ ０

（ Ｗ Ａ Ｌ Ｌ ）
【 機能 】 　 ２ 本の平行し て線分を描 く 。 （ 包絡処理あ り ）

【 割込 】 　 不可 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ５ ８

ダブル線 　 ①

【 解除 】連続モードの時は、右上の をク リ ッ クする と実行する 。

※メ ッセージのど っ ち側へとは、偏心する側のこ とです。

偏心しない場合はどちら側でク リ ッ ク してもかまいません。

←Ｂ Ｏ Ｘ 配置基点

サイズ Ｘ ： ボッ クスの横の長さを設定します。

グループ変更 ： 作成時に設定したグループ番号に

移動上 ： Ｙ軸方向の偏心距離を設定します。

移動右 ： Ｘ軸方向の偏心距離を設定します。

角度 ： 回転角度を設定します。

サイズ Ｙ ： ボッ クスの縦の長さを設定します。

： グループ番号を変更しないで作成グループ変更

します。

します。

連続 （ Ｏ Ｆ Ｆ ） ： １直線のダブル線を作図。

連続 （ Ｏ Ｎ ） ： 折れ線のダブル線を作図。

厚さ ： ２本の平行線の幅を設定します。

偏心 ： 基準線からの偏心距離を設定します。

包絡処理 （ な し ・ する ・ 自分 ） ： 下図参照。
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（ Ｗ Ａ Ｌ Ｌ ）
ダブル線 　 ②

「 仕上げ線 」 作図ができ ます 。

※ダブル線コ マン ド で 「 端あけ 」 と 「 ふさ ぎ 」 と

仕上げ付き

自分包絡

ふさ ぎ端あき標準

作図例

仕上げ線だけは別の属性で

作成し たい場合に指定し ま

す 。 「 × 」 の状態は ， ダブ

ル線と同じ属性にな り ます 。

仕上げ線はダブル

線の外側を正の方

向と し て厚さ を指

定し ます 。

本当に仕上げな ら

「 正 」 ですが ， Ｈ

形鋼の立面に応用

するな ら 「 負 」 の

この 「 拡張 」 ボ タ

ン を押し下げる と

以下の機能が有効

にな り ます 。

ダブル線の両端を同じ

属性の線で閉じ ます 。

指定し た位置 ， また

は包絡後の完成位置

から指定距離だけ後

退させます 。

後退距離は ， 軸線に

沿っ た距離で指定す

る方法と ， 完成面と

垂直に後退させる方

法とが選べます 。
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矢印
（ Ａ Ｒ Ｒ ＯＷ ）

【 機能 】 　 大き さ と角度を指定し て 、 矢印を描 く 。

（ 端点指定 ・ 線分指定 ）

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ８ ９

角度

奥行

矢印閉じない，線両端 矢印閉じない，片両端 矢印閉じない，線片端

矢印閉じる ，指示点 矢印閉じる ，線両端 矢印閉じる ，片両端 矢印閉じる ，線片端

矢印閉じない，指示点

： 矢印の先を く形 （＜ ） にする 。

：指示する線分と同じ属性にする 。

線種ア ク テ ィ ブ ： 現在の属性に合わせる 。

片側両端 ： 線分を指示して両端点に描く 。

線分片端 ： 線分を指示して一端点に描く 。

線分両端 ： 線分を指示して両端に描く 。

指示点 ： 端点を指示して一端点に描く 。

矢印閉じ る ： 矢印の先を三角 （△ ） にする 。

線と同じ

矢印閉じ ない

■書き込みパターン （ ８種類 ）
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（ Ｈ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ ）
ハッ チング 【 機能 】 　 指定し た範囲をハ ッ チングする 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ ０ ４

（ いも目地 ・ う ま目地 ・ ク ロスハッ チング ）

： 同一グループを一括処理します。

：指示した領域内をハッチング。

：各頂点で囲った領域をハッチング。

う ま ： う ま目地を書く時のモードです。

角度 ： 傾き角度を設定します。

いも ： いも目地 （ ク ロスハッチング ） を描く時のモードです。

ハ ッ チング ： 普通のハッチングを描く時のモードです。

自由設定 ： 自由に設定出来るモードです。

印刷サイズ ： 高さ ・幅を印刷時のサイズにする 。

ピ ッ チ ： ハッチング間の幅を設定します。

基点指定

グループ更新 ： グループ番号を更新しながら描きます。

： ハッチングをする と きの基点を指定します。

描本数 ： １パターンの本数を設定します。

空本数 ： 各パターンの空き本数を設定します。

高さ

幅 ： 横の幅を設定します。

：高さを設定します。

●自由設定● う ま目地●いも目地●ハッ チング
（ 色々なパターンが可能 ）（ ク ロスハッチング ）

【 解除 】 Ｌ ｉ ｎ ｅ モードの時は、右上の を ２度ク リ ッ クする と実行します。

■書き込みパターン （ 下のパターンは一例です ）

CLas s ic -CAD

Ⅰ

Ｌ ａ ｙ ｅ ｒ

Ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ

Ａ ｒ ｅ ａ

Ｌ ｉ ｎ ｅ

： 同一レイヤを一括処理します。

-95-



ボ ッ ク ス ２
（ Ｒ Ｅ Ｃ Ｔ ）

【 機能 】 　 対角の ２ 点を指定し て矩形を描 く 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ １ ８

（ Ｓ Ｈ Ｉ Ｆ Ｔ Ｐ ）
内外法線 【 機能 】 　 指定点内の内側か外側に指定し た距離で

平行線を描 く 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ １ ５

引き出し線 【 機能 】 　 Ｘ 軸に対し て指定し た角度で線分を描 く 。

Ｘ 軸に対し て指定し た角度で引き出し線を描 く 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ６ ５

（ Ａ Ｎ Ｇ Ｌ Ｅ Ｐ ）

内法Ｂ ： ２本目の線の偏心距離を設定。

内法 Ａ ： １本目の線の偏心距離を設定。

偏心をしない場合は “ ０ ” にしておきます。

グループ変更 ： 作成時に設定したグループ番号にします。

グループ変更 ： グループ番号を変更しないで作成します。

内外法距離 ： 内外法線までの距離を設定します。

【解除 】終了時は、右上の をク リ ッ ク した後、右ク リ ッ ク します。

タ イ プ ２ ： Ｘ軸を基準と してベース角度を設定し 、そのベースをＸ ， Ｙ軸と して、その

いずれかに、斜線又は引き出し線を描きます。

： Ｘ軸を基準とする角度を設定し 、その角度方向、又は１ ８ ０ ゜ 反対方向のタ イ プ １

ベース角度 ： カーソルの角度を設定します。

傾斜角度 ： 線分の傾き角度を設定します。

（ タイプ２の場合に有効 ）

角度方向、又は１ ８ ０ ゜ 反対方向のいずれかに、斜線 （ 引出し線 ） を描きます。
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丸面取り
（ Ｃ Ｈ Ａ Ｍ Ｆ Ｅ Ｒ Ｃ ）

【 機能 】 　 ２ 本の線分に対し て 、 円で面取り をする 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ８ ２

どの線と どの線

【解除 】 まず右ク リ ッ ク 。サブメニュー表示時に右ク リ ッ ク 。

CLas s ic -CAD
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角面取り
（ Ｃ Ｈ Ａ Ｍ Ｆ Ｅ Ｒ Ｌ ）

【 機能 】 　 ２ 本の線分に対し て 、 直線で面取り をする 。

【 割込 】 　 不可 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ８ １

どの線と どの線

終了時は、右上の をク リ ッ クする と指示メ ッセージが表示されます。

メ ッセージの指示に従って、作業を進めて下さい。

雲型定規
（ Ｃ Ｕ Ｒ Ｖ Ｅ ）

一周させますか？ 通過点ＭＡ Ｘ ３ ６ （ ５ ）

通過点ＭＡ Ｘ ３ ６ （ ２ ） 通過点ＭＡ Ｘ ３ ６ （ ３ ） 通過点ＭＡ Ｘ ３ ６ （ ４ ）

線分長は＊＊＊＊㎜　確認 ＜確認＞

始点での方向は？

終点での方向は？

Ｎ

Ｙ
Ｙ

【 解除 】 まず右ク リ ッ ク 。サブメニュー表示時に右ク リ ッ ク 。

【 解除 】

※

※こ この 「確認 」 で “ Ｎ ” と し 、好きな長さを入力するこ と も出来ます。

（ スプライン曲線 ） 【 機能 】 　 指定し た点を ３ 次元曲線に近似し た線で結ぶ 。

【 割込 】 　 不可 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ６ ８
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開き扉
（ Ｄ Ｏ Ｏ Ｒ ）

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ ２ ０

【 機能 】 　 指定の壁位置に片開き／親子／両開き／
スウ ィ ングの扉を描 く 。 （ 包絡処理あ り ）

“ 左端合せ ・ 偏心な し ・ 包絡する ・ 片開き タ イ プ ” の場合

配置ポイン ト ２ 方向

基準点

偏心距離 （ 偏心距離 ： １ ０ ０ ０ ㎜ ）

親子扉 「 観音開き 」 に設定

（ 第 １ 扉 ： ８ ０ ０ ㎜ 　 第 ２ 扉 ： ４ ０ ０ ㎜ ）

開ける方向

スイング扉

中心合わせの場合

左端合わせの場合

１ ０ ０ ０㎜

１ ０ ０ ０㎜

中心合わせ

左端合わせ

左上 右上

１ ２ ０ ０ ㎜４ ０ ０㎜

＊中心合わせの基準点は開口幅の中心になる

中心合わせ

８ ０ ０㎜

８ ０ ０㎜

左端合わせ

包絡する

２１

片開き

観音開き

１ ス イ ング

２ ス イ ング

： 片開き扉を作成します。

：観音開き扉を作成します。

：片開きスイング扉を作成します。

：観音開きスイング扉を作成します。

第一扉幅 ： 観音開きの第１扉の幅を設定します。

第二扉幅 ： 観音開きの第２扉の幅を設定します。

偏心距離 ： 基準点からずれる距離を設定。

包絡する

第二スナ ッ プ

中心合せ ： 基準点間で振り分けて作図。

右端合せ

左端合せ ： 基準点 （ 吊元 ） から作図します。

：基準点 （ 吊元の逆 ） から作図します。

：自動的に開口を開けます。

： “ 配置ポイン ト ２ ” の時のスナップを

決めておきます。

【補足 】第１基準点と第２基準点は、必ず垂直にと り ます。
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引き違い戸
（ Ｄ Ｏ Ｏ Ｒ Ｓ Ｌ ）

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ １ ７

【 機能 】 　 指定の位置に引き違い／片引きの戸を描 く 。

（ 包絡処理あ り ）

１ ８ ０ ０㎜

中心合わせ

基準点について

端合わせ

端合わせ

＊中心合わせで偏心距離が ０ ㎜の時
開ける方向はどの方向で も良い

１ ０ ０ ０㎜

中心合わせ

１ ０ ０ ０㎜
端合わせ

偏心距離

（ 偏心距離 ： １ ０ ０ ０ ㎜ ）

偏心距離について

“ 端合せ ・ 偏心な し ・ 包絡する ・ 引違い タ イ プ ” の場合

ドア第２基準点 ドアを開ける方向
包絡する

包絡し ない

【 補足 】第１基準点と第２基準点は、必ず垂直にと り ます。

【解除 】 まず右ク リ ッ ク 。サブメニュー表示時に右ク リ ッ ク 。

包絡する ： 自動的に開口を開けます。

偏心 ： 基準点からずれる距離を設定。

端合せ ： 基準点から作図します。

中心合せ ： 基準点間で振り分けて作図。

（一枚引のと き設定する 。 ）

壁扉間 ： 壁と戸の間隔を設定します。

開口幅 ： 開口の幅を設定します。

グループ ： グループ番号を連続変更しながら作成します。

グループ ： グループ番号を変更しないで作成します。

グループ ： 作成時に設定したグループ番号にします。

一枚引き タ イ プ ： 一枚引き戸を作成します。

引違い タ イ プ ： 引き違い戸を作成します。

包絡し ない ： 壁に開口を開けません。
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階段
（ Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ）

【 機能 】 　 上下の位置指定によ り 、 階段の断面を描 く 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ ０ ５
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【 機能 】 　 指定し た図形を移動する 。 （ ド ラ ッ ギング有 ）

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ７ ０

ブロ ッ ク移動 １
（ ＭＯ Ｖ Ｅ ）

Ｌ ｉ ｎ ｅ ： 指定した線分を移動します。

Ａ ｒ ｅ ａ ： 指示した範囲内の図形を移動します。

CLas s ic -CAD
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平行複写 （ 線分／円 ）指定 どちら側へ 平行複写 （ 線分／円 ）指定

平行複写 （ 線分／円 ）指定 どちら側へ 平行複写 （ 線分／円 ）指定

線分を ５ 本複写する場合

Ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ ： 指示した線分と同一グループを一括移動。

Ｌ ａ ｙ ｅ ｒ ： 指示した線分と同一レイヤを一括移動。

ボタンを押すと絞り込み選択ボタンが出てきます。

（Ⅰ－６ ０ページ参照 ）

ド ラ ッ グ ： ド ラ ッギングさせながら移動します。

回転 ： 回転させながら移動します。

円弧を ７ 本複写する場合

ブロ ッ ク移動 ２
（ ＭＯ Ｖ Ｅ Ｘ Ｙ ）

【 機能 】 　 指定し た図形を移動する 。

（ Ｘ ・ Ｙ の移動距離を設定 ）

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ７ ２

平行複写
（ Ｐ Ａ Ｒ Ａ Ｌ Ｌ Ｅ Ｌ ）【 割込 】 　 不可 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ４ ２

【 機能 】 　 線分 、 または円を平行複写する 。

移動 ｘ ： Ｘ軸 （＋－ ） の移動距離を設定します。

移動 ｙ ： Ｙ軸 （＋－ ） の移動距離を設定します。

まで、数値 （設定 ） を メモ リーさせて１ ～ ７

おく こ とができる便利な機能です。

０は 「 移動１ 」 「 複写１ 」 「 パラ メ ト リ ッ ク １ 」 での

移動距離にアクティブに毎回変動します。

メ モ リ ーボ タ ン
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ミ ラー
（ Ｍ Ｉ Ｒ Ｒ Ｏ Ｒ ）

【 機能 】 　 指定点に対し て上下 ・ 左右 ・ 斜めに図形を

複写／移動する 。

【 割込 】 　 不可 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ６ ６

ブロ ッ ク複写 １
（ Ｃ Ｏ Ｐ Ｙ ）

【 機能 】 　 指定し た図形を複写する 。 （ ド ラ ッ ギング有無 ）

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ７ ３

ブロ ッ ク複写 ２
（ Ｃ Ｏ Ｐ Ｙ Ｘ Ｙ ）

【 機能 】 　 指定し た図形を複写する 。 （ Ｘ ・ Ｙ の距離を指定 ）

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ７ ５

： そのままコピーする場合、設定は全て

“ ” にしておきまし ょ う 。×

ド ラ ッ グ ： ド ラ ッギングをしながらコピーする 。

：連続してレイヤ ・ グループ番号を変更した り 、

： １回のみレイヤ ・ グループ番号を変更した り 、

回転 ・ 拡大した りする時の設定です。

回転 ・ 拡大した りする時の設定です。

方向 （ 斜め ）： 角度をもたせて処置する 。

方向 （ 左右 ）： 左右対称位置に処置する 。 （ ｘ方向 ）

方向 （ 上下 ）： 上下対称位置に処置する 。 （ ｙ方向 ）

元デー タ （ 消去 ）： 実行後、元データを消去する 。

元デー タ （ 残す ）： 実行後、元データを残す。

グループ ： グループ番号を変更しないでコピーします。

グループ ： コピー時に設定したグループ番号に

変更します。

コ ピー数 ： コピーする個数を設定します。

移動 ｙ ： Ｙ軸 （＋－ ） の移動距離を設定します。

移動 ｘ ： Ｘ軸 （＋－ ） の移動距離を設定します。

メ モ リ ーボ タ ン

まで、数値 （設定 ） を メモ リーさせておく こ とができる便利な機能です。１ ～ ７

０は 「 移動１ 」 「 複写１ 」 「 パラ メ ト リ ッ ク １ 」 での移動距離にアクティブに

毎回変動します。

グループ ： グループ番号を連続変更しながら

コピーします。

グループ ： グループ番号を個別に連続変更しながら

コピーします。

レ イヤ ・ グループ ・ 回転 ・ 拡大
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等分割
（ Ｄ Ｉ Ｖ Ｉ Ｄ Ｅ ）

【 機能 】 　 ２ 本の線分の間を分割する 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ２ ９

普通分割 ： 正比例に分割します。

逆転分割 ： 反比例に分割します。

角度分割 ： 角度で分割します。

等分割　始線
“ 普通分割 ” の場合 （ 分割数 ： １ ０ ）

“ 逆転分割 ” の場合 （ 分割数 ： １ ０ ）
等分割　始線

※平行線の場合 、 “ 角度分割 ” は出来ません 。

“ 普通分割 ” の場合 （ 分割数 ： １ ０ ）

“ 角度分割 ” の場合 （ 分割数 ： １ ０ ）

等分割　終線 等分割　始線

等分割　終線 等分割　始線

“ 逆転分割 ” の場合 （ 分割数 ： １ ０ ）

【 補足 ・ ・ ・ 平行でない線同士の場合 】

【解除 】 まず右ク リ ッ ク 。サブメニュー表示時に右ク リ ッ ク 。
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図形拡大縮小
（ Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ ）

【 機能 】 　 指定し た図形を拡大または縮小する 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ９ ５

倍率 ｘ ， ｙ ： ｘ ， ｙ方向の倍率を設定します。

図面から指定 （ 等倍 ）： 図面上の２点を指示し 、

ｘ ， ｙ方向を等倍率で拡大

または縮小します。

図面から指定 （ 変倍 ）： 図面上の２点を指示し 、

ｘ ， ｙ方向を違う倍率で拡大

または縮小します。

図面から線で指定 ： 図面上の線分と同じ長さにして、

ｘ ， ｙ方向を等倍率で拡大

または縮小します。

スケール

（ 等倍 ） を選択し た場合

（ 変倍 ） を選択し た場合

【 解除 】 まず右ク リ ッ ク 。サブメニュー表示時に右ク リ ッ ク 。
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パラ メ ト リ ッ ク １
（ Ｓ Ｔ Ｒ Ｅ Ｔ Ｃ Ｈ ）

【 機能 】 　 指定範囲内の点を移動する 。

（ 移動基点 ・ 移動位置をマウスで指定 ）

【 割込 】 　 不可 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ９ ２ス ト レ ッチ

寸法連動 ：

寸法値も連動して変わる 。 （寸法値の位置も変わるので便利。 ）

ド ラ ッ グ ： にする と 、 どこまでス ト レッチするか確認しながら出来る 。

寸法線コ マン ド

寸法文字作成編集

で書いた寸法線をス ト レッチする と 、

で書いた寸法値も同様に連動する 。

①始点

②終点

①始点

移動終点

移動始点

パラ メ ト リ ッ ク ２
（ Ｓ Ｔ Ｒ Ｅ Ｔ Ｃ Ｈ Ｘ Ｙ ）

【 機能 】 　 指定範囲内の点を移動する 。

（ Ｘ ・ Ｙ の距離を指定 ）

ス ト レ ッチＸ Ｙ
【 割込 】 　 不可 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ８ ０

①始点

②終点

①始点

＜例 ： ｘ＝２ ０ ， ｙ＝３ ０＞

メ モ リ ーボ タ ン

まで、数値 （設定 ） を メモ リーさせて１ ～ ７

おく こ とができる便利な機能です。

０は 「 移動１ 」 「 複写１ 」 「 パラ メ ト リ ッ ク １ 」 での

移動距離にアクティブに毎回変動します。

CLas s ic -CAD

Ⅰ-105-



【 機能 】 　 他のフ ァ イルに収納されているデータ を

呼び出し て配置する 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ９ ０

サブ メ ニ ュー （ １ ） 【 操作手順 】

①サブ メ ニ ュー （ １ ） でパーツ呼び出し

ド ライブを指定します。フ ァ イル管理と

同じ メニューシートが表示されます。

使いたいパーツが収納されているファイルを

指定して下さい。

②ファ イルが呼び出されました。

サブ メ ニ ュー （ ２ ） が表示されます。

スケールを変更して取り込む場合は、

スケール指定で距離を指示しておきます

（ スケールの基準点を ２端点で指示し 、

その間の寸法を数値入力。 ）

③対象要素を指示し 、基点を指示します。

④現図面に戻ってきます。

サブ メ ニ ュー （ ３ ） で、回転の有無，属性

（ レイヤ，グループ，色，線種 ） ， ド ラ ッギングの

有無を設定します。

⑤パーツ配置位置を指示します。

パーツ
（ Ｐ Ａ Ｒ Ｔ Ｓ ）

サブ メ ニ ュー （ ２ ）

サブ メ ニ ュー （ ３ ）
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線分編集
（ Ｐ Ｉ Ｎ Ｃ Ｅ Ｔ Ｔ Ｅ ）

【 機能 】 　 円 、 線分単位で 、 移動／複写／

パラ メ ト リ ッ ク を行 う 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ ０ ６

ラバーバン ド

移動 ： 円、線分を移動します。

コ ピー ： 円、線分をコピーします。

：円、線分のパラ メ ト リ ッ ク

（端点移動による変形 ） をします。

回転
（ Ｒ Ｏ Ｔ Ａ Ｔ Ｅ ）

【 機能 】 　 指定し た図形を回転する 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ９ １

図面から点で指定 ： 図面から ２点を指定して回転します。

：図面上の線分と平行になるよ うに図面から線で指定

回転します。

回転させながら ： ド ラ ッギングしながら回転します。

角度 ： 指定した角度で回転します。

図面から点で指定 ・ の場合

図面から線で指定 ・ の場合
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寸法文字作成編集
（ Ｄ Ｉ Ｍ Ｓ Ｔ ）

【 機能 】 　 寸法文字を編集する 。

【 割込 】 　 不可 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ２ ５ １

リ ン ク を解除する ： 線分と寸法文字の

リ ン ク を更新する ： 線分にあわせて

文字サイズ ： 寸法文字のサイズを設定。

関係を解除します。

同様に設定して下さい。

サブメニューが表示されます。

※ 文字コ マン ド

寸法文字も更新します。

寸法文字を作成します。

リ ンクを張られた状態で

その線分を寸法線とみなし

リ ン ク文字作成 ： 図面上の線分を ヒ ッ トする と

表示形式を図面から参照 ： 図面上のリ ンクを参照します。

表示形式を変更する ： 寸法文字の表示形式を変更します。

複合リ ン ク を張る ： 線分を複数の文字にリ ンクします。

単純リ ン ク を張る （ α ） ： 線分を文字にリ ンクします。

不要な ０ を と る ： 小数点以下の数値の不要な “ ０ ” は記入しない。

カ ンマを付ける ： ３桁ごとに “ ， ” を付ける 。

少数以下 ： 小数点以下桁の表示を設定。（数値入力，最大値は５ ０桁 ）

CLas s ic -CAD

Ⅰ

【 注意 】寸法線をパラ メ ト リ ッ ク等で長さを変更する と きは、 “ 寸法連動 ” を

にして下さい。寸法値と寸法値の位置が連動して変更出来ます。

また、寸法のリ ンクはＭＰ Ｐファイルでは記憶されません。

ＭＰＷで保存して下さい。

と同じ
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オプシ ョ ン コ マン ド 管理
（ Ｏ Ｐ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ ）
別称 ： ヒ コーキコ マン ド

メ ニ ューシー ト に登録する 。

ア イ コ ン を編集する 。 使用する
ポ ッ プア ッ プ メ ニ ューを指定する 。

【 機能 】 　 オプシ ョ ン コ マン ド のア イ コ ン を

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ ３ ４

【 補足 】

【 注意 】

②いらないアイコンを消す場合は、そのアイコン上で右ク リ ッ ク します。

④すべての編集と設定が出来たら 、登録、終了します。

編集後は登録して、 メニューシート上に戻します。

③★上にアイコンを張り付ける と 、そのアイコンの編集が出来ます。

コピーする場合は右ク リ ッ ク します。

空いている メニューシート上に移動する場合は左ク リ ッ ク 、

①アイコンをク リ ッ クする と 、カーソルに付いてきます。

【操作方法 】

ヒ コーキコ マン ドのある メニューシートは、非表示にしないで下さい。

ヒ コーキコ マン ド を非表示にしてしまった場合は、

編集出来なくな り ます。

Ｊ １ ３ ４

誤って

で呼び出して下さい。

登録 ： 編集したシート をファ イルに登録する 。 　 （ Ｓ ＡＶ Ｅ ）

中止 ： シートの編集を中止する 。 　 （ Ｃ ａ ｎ ｃ ｅ ｌ ）

次回にこの設定は反映されません。 ）

終了 ： シートの編集を終了する 。 （ 登録と違い終了は現在のみの設定となり ます。

オプシ ョ ンのアイコンが表示される所

オプシ ョ ンコマンドのフォルダ名表示

オプシ ョ ン コ マン ド 呼び出しボ タ ン
ココでパスを設定します。
（ ド ラ イブ名→フォルダ名→ファイル名 ）

★

中止

コ マン ド 編集後の設定 （ 登録 ）

元の絵柄に戻す

ページ番号

コマンドパス

コマンド名称

（上にスクロール ）

（下にスクロール ）
メニューシート を ３ ２ページまで表示

メニューシートの表示切り替え

（黄色…表示／黒…非表示 ）

ココでオリ ジナルの短縮コマンド名を
登録するこ とが出来ます。 （英数半角 ）

（編集後は必ず元の位置に戻すこ と ）
コマンドを編集する時に置く場所 （★ ）

アイコンの編集＝絵柄を変える場所
（右のパレッ トで色を選びます。 ）

キーボー ド コ マン ド 名
（ キーボード入力で使う名前／

／短縮コマンド名
コー ド 名 ）

CLas s ic -CAD
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アン ド ゥ実行
（ Ｕ Ｎ Ｄ Ｏ ）

【 機能 】 　 移動 、 複写 、 ミ ラーなど図の編集操作で 、

直前の状態に戻る 。

【 割込 】 　 不可 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ １ １ ， Ｊ ２ ０ ３

リ ド ゥ実行
（ Ｒ Ｅ Ｄ Ｏ ）

＋ ＺＣ Ｔ Ｒ Ｌ

メ ニ ュージャ ンプ １ ～ １ ６
（ Ｊ １ ３ ５ ～ Ｊ １ ５ ０ ）

【 機能 】 　 メ ニ ューシー ト １ ～ １ ６ ページにジ ャ ンプする 。

【 割込 】 　 可 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ ３ ５ ～ Ｊ １ ５ ０

元に戻す

【注意 】 アン ド ゥ Ｏ Ｎ／Ｏ Ｆ Ｆ を設定しないと使えません。

※メニューバーの編集 （ Ｅ ） のプルダウン メニュー内にある元に戻す （ Ｕ ） と同じです。

【標準割付 】

【 機能 】 　 アン ド ゥ で元に戻し た作業をやり直す 。

【 割込 】 　 不可 　 【 コー ド 】 　 Ｊ ２ ０ ４やり直し

アン ド ゥ Ｏ Ｎ／Ｏ Ｆ Ｆ 設定
（ Ｓ Ｅ Ｔ Ｕ Ｎ Ｄ Ｏ ）

＋ ＡＣ Ｔ Ｒ Ｌ

※メニューバーの編集 （ Ｅ ） のプルダウン メニュー内にあるやり直し （ Ａ ） と同じです。

【標準割付 】

【 割込 】 　 不可 　 【 コー ド 】 　 Ｊ １ １ ２

あらかじめ設定する 。

【 機能 】 　 アン ド ゥ機能を用いるかど う かを

【 注意 】

【 注意 】

【 手順 】

【 補足 】 は、出荷時の状態で、

③サブメニューの外で左ク リ ッ クする と設定終了です。

※あま り回数を増やすと 、図面によってはメモ リーが足りなくなる

②アンド ゥの回数を入力して下さい。 （ １～９ ９回まで指定できます。 ）

①回数の前を○にする とＯＮ 、×にする とＯ Ｆ Ｆにな り ます。

原因となり ます。 １ ５回く らいが適当でし ょ う 。

の中に保存されます。パスは、参照で選べます。

ファイル名は、 「 UNDO_XXXXXX_YYYY.MPW

※ＵＮＤＯファイルが溜ま りすぎる と 、

正常終了出来ないこ とがあ り ます。

定期的に古いファ イルを消しまし ょ う 。

Ｕ Ｎ Ｄ Ｏ フ ァ イルを消すボ タ ン

リ ド ゥ （ Ｒ Ｅ Ｄ Ｏ ） はアイコンがあ り ませんが、標準割付で実行出来ます。

Ｕ Ｎ Ｄ Ｏ フ ァ イル

Ｕ Ｎ Ｄ Ｏ フ ァ イルはＣ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤ終了時の最後の図面しか残り ません。

」 です。

CLas s ic -CAD
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【 補足 】 メニューの絵は 「 ＫＯＵ Ｚ Ａ Ｉ ＿Ｆ Ｉ Ｇ ．ＭＰＷ 」 で定義されています。

Ｄ ＲＡの図面と同じよ うに，色や形を変えるこ とが可能です。

配置位置に十字線を書 く こ とができ ます

レ イヤ と色を指定でき ます

角度やズレ を指定し ます

×

配置の基点位置を指定し ます

サイズ と基点位置を ８ 種類記憶でき ます

にする と 「 アクティブ属性 」 が選択されます。

大き さ を入力し ます

■Ｈ形鋼

その他の断面 メ ニ ュー

■みぞ形鋼■山形鋼

■角形鋼管■鋼管

【 機能 】 　 鋼材 、 鋼管の断面を描き ます 。

（ Ｈ形 ・ 山形 ・ みぞ ・ 鋼管 ・ 角形鋼管 ）

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し
（ Ｈ Ｋ Ｏ Ｕ ）
Ｈ形鋼材断面
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【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し

【 機能 】 　 Ｈ型継ぎ手を作成し ます 。

（ フ ラ ンジ 、 Ｗ Ｅ Ｂ ）

名前を付けて 、 継ぎ手のサイズを保存し た り

呼び出し た り するためのボ タ ン

現在の内容をそのままに し て

別フ ァ イルに記録する 。

現在の継ぎ手を削除する 。

現在のサイズを新し い

名前で記録する 。

Ａ ， Ｂ ， Ｃ等の文字を

入力する こ と で

近い名称を選び出す 。

誤っ てデー タ を変更させ

ないためのロ ッ クボタ ン

手で入力するためのボ タ ン

自動計算し ないで

「 列数 」 や 「 あき 」 等を

別のフ ァ イルを作成する 。

現在の内容を全て ク リ アー し て

現在のフ ァ イルを削除する 。

記録する フ ァ イル名

継ぎ手の名称

作図する種類

■作図例

Ｈ型鋼継ぎ手
（ Ｈ Ｔ Ｕ Ｇ Ｉ Ｔ Ｅ ）

CLas s ic -CAD
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新 ・ 引き出し線 【 機能 】 　 引き出し線を引いた後に文字を記入し ます 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し

傾斜角 ［ 度 ］ ： 引き出し線の傾斜角を設定します。

切りかた ： タテ ， ヨ コ選択します。

横線あ り ： 引き出し線から ２本目の線を引く 。

長さ ： 横線の長さを設定します。

文字列と同じ長さ ， ㎜設定

先端記号

付け場所 ： 先端記号を付ける場所を設定。

元付 ， 先付

： ヘアーカーソルの横線で切る 。

タ テに切る ： ヘアーカーソルの縦線で切る 。

ヨ コに切る

： 引き出し線の端に付ける記号を設定。

【補足 】設定によって書かれ方が何通り もあ り ます。

色々試して一番使いやすいパターンを探してみまし ょ う 。

【 注意 】

（ Ｈ Ｉ Ｋ Ｉ Ｄ Ａ Ｓ Ｉ ）

コマンドが見つからない場合は、 ヒ コーキコ マン ドで呼び出して下さい。

「 Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －Ｃ Ａ Ｄ 」 中の 「 Ｓ ｔ ｄ ＿ ｃ ｏ ｍ 」 フォルダに入っています。

CL a s s i c CL a s s i c

CL a s s i c

CL a s s i cCL a s s i c

CL a s s i c

CL a s s i c

奥行 ［ ㎜ ］ ： 矢印の奥行きを設定。

開き角 ［ 度 ］ ： 矢印の角度を設定。

文字記入 ： 文字記入の有無を設定。

線先

線上 ： 引き出し線の上に文字記入。

：引き出し線の先に文字記入。

＜サイズ＞ ： 書き込む文字のサイズ ・ 位置を設定。

※文字の色を決める こ とが出来る 。

（ 引き出し線の色はアクティブです。 ）

CL a s s i c
CL a s s i c

CLas s ic -CAD
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エンボス表現 【 機能 】 　 画面の見かけを変える機能 。

（ プ レゼンテーシ ョ ン用です ）

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し

影

線

選択

線幅

ボール ド

背景 ： 背景色の指定。

：線，文字の影の色指定。

：線，文字の色指定。

：十字カーソルで線，文字を選択したと きに、変わる色。

：線の幅設定。 （ ド ッ ト幅表示 ）

：文字を太字にする設定。

【注意 】 コマンド実行後の画面の見かけが変わるだけで、データ自身は変わり ません。

いっ きに色変換
（ Ｃ Ｈ Ｃ Ｏ Ｌ Ｐ ）

【 機能 】 　 色ご と に一気に色変換をする 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し

リ セ ッ ト

逆変換

シ ャ ッ フル

キャ ンセル

： デフォルト色に戻す。

：右から左に色変換する 。

：変換色に同じ色が２度現れないよ うに

シャ ッフルする 。

：設定をキャンセルする 。

：変換色を一気に右の□の色にする 。

Ａ Ｎ Ｋ＜＝＞漢字変換
（ Ａ Ｎ Ｋ Ｋ Ａ Ｎ Ｊ Ｉ ）

【 機能 】 　 Ａ Ｎ Ｋ （ ペン文字 ） で書かれた文字を

漢字 （ 筆文字 ） に変換する機能 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し

ので、 フォン トで困ったと きに便利です。

ＡＮＫから漢字へ、漢字からＡＮＫへと変換出来る

Ａ Ｌ Ｌ

（ Ｅ Ｍ Ｂ Ｏ Ｓ Ｓ ）
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【 機能 】 　 図面の縮尺 ・ 精度を変える機能です 。

や用紙作成コ マン ド

と連動します。

いちいち倍率を計算しなくてすむので便利です。

プロ ッ タ出力コ マン ド

CLas s ic -CAD
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オブジ ェ ク ト の確認
（ Ｃ Ｈ Ｋ Ｏ Ｂ Ｊ ）

【 機能 】 　 開発者用のデー タ確認コ マン ド です 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し

オプシ ョ ンコマンド開発時に必要な 「 データの整合性や不具合 」 を検証するための

コマンドです。

デー タ位置

最初の－ １ の位置

１ バイ ト 単位の値

符号無しの １ ０ 進数

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し

【 補足 】 １つの図面内に、本体と別の縮尺を持った詳細図を描けます。

（Ⅰ－１ ５ ８ページ　 「縮尺変更 」参照 ）

縮尺 ・ 精度の変更
（ Ｃ Ｈ Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ ）
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ファイル名を書く と きは、文字入力を 「自動判別 」 にしておきます。

文字列はＡＮＫ文字，漢字文字と も有効です。

重複する線の削除
（ Ｄ Ｅ Ｌ Ｒ Ａ Ｐ ）

【 機能 】 　 画面の見た目ではわから ない 、

重な っ たデータ を削除し ます 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し

ハイパー リ ン ク 【 機能 】 　 図面に書き込んだ フ ァ イル名を

ク リ ッ クする と 、 そのフ ァ イルが開 く 機能 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し

別のド ライブ， フォルダにあるファ イルは、 ド ライブ名から指定してください。

ＡＮＫ文字だけの場合は、￥は＼表示になり ます。

ＡＮＫ ，漢字混じ りの場合は、 ＡＮＫ ，漢字ごとに／で区切り ます。

ただし 、マシンに入っていないソフ トのファイルは開きません。

ド ライブ名、フォルダ名、 ファ イル名を書き込むのが大変な場合は、

文字コマンドを実行中に、エクスプローラでファイルをド ラ ッグ＆ド ロ ップ

（ マウスを離さずド ラ ッグして図面に落とす ）する と ク リ ップボードに

このコマンドに合わせた形で文字がコピーされますから 、入力の時に

「貼り付け 」 ［ Ｃ Ｔ Ｒ Ｌ＋Ｖ ］ して ください。

【補足１ 】

【 補足２ 】

同じフォルダ内のファイルなら 、 ファイル名だけで開きます。

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤのファ イル以外でも開く こ とが出来ます。

／Ｂ ： ￥／構造システム／￥ ｓ ｅ ｔ ｕ ｐ ． ｄ ｏ ｃ ／

【 書き込み例 】

【書き込み例 】

（ Ｈ Ｉ Ｐ Ｅ Ｒ Ｌ Ｉ Ｎ Ｋ ）

要素が同じ線が重複している と 、 きれいに塗りつぶせない

こ とがあ り ます。

大量のデータ （ 線 ） から重複線を探すのは大変ですが、

このコマンドを使う と簡単に削除出来ます。

塗り つぶし コ マン ドでエリ アを塗りつぶす時、

【書き込み例 】

CLas s ic -CAD
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【 機能 】 　 レ イヤで色を一括変更し た り 、

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し

色でレ イヤを一括変更し ます 。

メ モ リ ーボ タ ン 実行

プレ ビ ュー

レ イヤ単位の

プレ ビ ュー

実行
●レ イヤで色を変更

●色でレ イヤを変更

色でレ イヤ一括変更
（ Ｌ Ａ Ｙ ２ Ｃ Ｏ Ｌ ）
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&BOU . SHEET&  MASTER

〒 A
B

C 様 江戸 　 川柳

文京区 　 関口

1 1 2〒

様

拡張 ： その１ 　宛名シールのよ うに、一枚に複数の住所を印刷したい場合は、

&BOU . SHEET&  MASTER の文字列をシールの左上に書いて、最初の一枚を前記手順で

作成したあとで、  &BOU . SHEET&  SLAVE という文字列を 、シールの左上に書いていって

宛名シール印刷 【 機能 】 　 ラベルシー ト やハガキなどの定型フ ォームへ

デー タ を埋め込んで印刷し ます 。

④コマンドを実行する と 、　 Ａ ～ Ｚ の文字列が、エクセルのシートの

Ａ ～ Ｚ

答える と 、印刷します。 ＮＯでキャンセルします。

カラムの文字列に置き換わり ます。 「 Ｙ Ｅ Ｓ／ＮＯ 」 でＹ Ｅ Ｓ と

（ Ａ Ｔ Ｅ Ｎ Ａ ）
【 割込 】 　 不可 　 【 コー ド 】 　 な し

状態 ： 改良予定あ り

場所 ： Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤ￥Ｓ ＴＤ＿ＣＯＭ￥Ｖ ３＿ＳＨＥ Ｅ Ｔ ． Ｄ Ｌ Ｌ

【 操作方法 】①図面データに

②次に Ａ ～ Ｚ

③エクセルのシートの数行を 「 複写 」 します。

&BOU . SHEET&  MASTER という文字列を書き込みます。

の文字列をＡＮＫで書き込みます。

（例 ： カラムＡでチェッ クする時は、 と書く 。 ） &BOU . SHEET&  MASTER   A

テクニッ ク ： その４ 　選んで印刷 &BOU . SHEET&  MASTER の後にＡ～Ｚの文字を書き

「 メモ帳 」 で作って 「 複写 」するこ と もできます。

入れておく と 、そのカラムにデータが無い場合に印刷をしません。

ください。 「複写 」 した行数だけ印刷します。

例えば、 Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤのデータを

「 Ｔ Ａ Ｂ 」 で区切られた文字列なら何でもＯＫです。

テクニッ ク ： その３ 　元データデータは 「 エクセル 」 にこだわらなくても 、

ついたフォン ト を選ぶと 、縦書きにな り ます。

テクニッ ク ： その２ 　縦書文字を ２ ７ ０度回転させて、 フォン ト名に 「 ＠ 」 の

Ｓ Ｌ ＡＶ Ｅの位置に自動的に複写されます。

テクニッ ク ： その１ 　同じパターン同じグループ番号で文字や図を書く と 、

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤで 「複写 」する とか、

CLas s ic -CAD

Ⅰ

【 注意 】 Ａ ～ Ｚ の文字列は同じグループ番号で書いてください。と&BOU . SHEET&  MASTER

【 補足 】 Ｊ ６ ９のヘルプ機能をＯＮにしてから 、アイコンを右ク リ ッ クする と 、

ＨＴＭＬ形式のマニュアルが出現します。
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イ メ ージデータ を貼り付けます 。【 機能 】

【 割込 】 不可 【 コー ド 】 な し（ Ｂ Ｍ Ｐ ）
イ メ ージの貼り付け①

表示枠の作成 イ メージの周囲の線がいらない場合は、はばゼロの線で作ってください。

①

印刷縮尺

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

①

すでに図面に張られているイ メージの

図面から参照する場合の絞込み

パラ メータを参照するボタン

表示するイ メージファイルのタイプ

拡張子なしのファ イル名

すでに図面に張られているイ メージの

名称を参照するボタン

ディ スクから参照する

データのド ッ トサイズ

張り込んだ時の図面上のサイズ

メ ニ ュー変更タ グ

図面参照

絞込み

フ ァ イルタ イ プ

参照

イ メ ージ フ ァ イル名

図面から参照

ド ッ ト 数

表示サイズ

固定項目

マークのついた項目の数値は自動調整

されません。

印刷したと きのド ッ トの大きさ

印刷機のＤ Ｐ Ｉ と合わせておく こ とで、

Ｄ Ｐ Ｉ (Dot/Inch)

印刷をスケールどおりに行える 。

図面のスケール

② ③

⑦

④

⑤

⑩

⑥

⑧ ⑨

⑪⑫

⑫

⑫

⑬

⑬ 常駐ス イ ッ チ

常駐イ メージと して張り込む場合に○

にする 。
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（ Ｂ Ｍ Ｐ ）
イ メ ージの貼り付け②

①

印刷縮尺

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

①

すでに図面に張られているイ メージの

図面から参照する場合の絞込み

パラ メータを参照するボタン

表示するイ メージファイルのタイプ

拡張子なしのファ イル名

すでに図面に張られているイ メージの

名称を参照するボタン

ディ スクから参照する 張り込んだ時の図面上のサイズ

メ ニ ュー変更タ グ

図面参照

絞込み

フ ァ イルタ イ プ

参照

イ メ ージ フ ァ イル名

図面から参照

ド ッ ト 数

表示サイズ

印刷したと きのド ッ トの大きさ

印刷機のＤ Ｐ Ｉ と合わせておく こ とで、

Ｄ Ｐ Ｉ (Dot/Inch)

印刷をスケールどおりに行える 。

変更項目

データのド ッ トサイズ

図面のスケール

（ これは変更できません ）

表示枠の変更 変更したい項目にチェッ クをいれてください。

③②

⑧ ⑨

⑪

⑫

④
⑤

⑫

⑫

⑫

⑫

⑩

⑥ ⑦

サイズ変更スイ ッ チ

マークのついた項目を変更します。⑬

サイズ変更をする ・ しないのスイ ッチ

のスイ ッチがＯ Ｆ Ｆの時には変更しま

せん。

⑬

⑬
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（ Ｂ Ｍ Ｐ ）
イ メ ージの貼り付け③

⑥ 常駐データの指定

大きなＴ Ｉ Ｆ Ｆデータなど 、読み込み

に時間のかかるイ メージに対して、常

駐指定をしておく と 、描画速度が飛躍

的に向上します。

① メ ニ ュー変更タ グ

⑤ イ メ ージ編集

イ メージデータを編集できるプログラ

ムに渡します。

表示枠の整形 簡単に縦横比やＤ Ｐ Ｉ の調整が出来ます。

イ メージ編集は対応するプログラムをＯ Ｓで関連付けしておいてください。

①

⑦ ⑧

②

④

⑤

③

⑥

印刷したと きのド ッ トの大きさ

印刷機のＤ Ｐ Ｉ と合わせておく こ とで、

(Dot/Inch)

印刷をスケールどおりに行える 。

Ｄ Ｐ Ｉ を図面から参照

図面にすでに貼り付けられているデー

タからそのＤ Ｐ Ｉ を取得します。

Ｄ Ｐ Ｉ②

③

④

高さ調整

幅の調整

シ ョ ンをデータに合わせます。

幅を調整して、 イ メージのプロポー

Ｄ Ｐ Ｉ 変更

Ｄ Ｐ Ｉ をします。 このと き 、プロポー

⑧

⑦

シ ョ ンを自動的にデータに合わせます。

高さを調整して、 イ メージのプロポー

シ ョ ンをデータに合わせます。
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イ メ ージの常駐指定 【 機能 】 イ メ ージデータの作成枠を作成し ます 。

【 割込 】 不可 【 コー ド 】 な し（ Ｂ Ｍ Ｐ Ｊ Ｏ Ｕ Ｔ Ｙ Ｕ Ｕ ）

②

①

すでに図面に張られているイ メージの

パラ メータを参照するボタン

図面から参照する場合の絞込み

常駐イ メ ージ指定

常駐イ メ ージ解除

①

②

イ メージで一番時間のかかるイ メージを指定してください。

常駐イ メージは作業中の図面の中で１つしか指定できません。一番描画する

高速に作図作業を行う事が出来ます。

通常イ メージデータは描画の必要に応じてディスク等から呼び出されます。

ウ ィンド ウズのバッファ リ ング機能によって読み込みそのものは高速ですが、

描画完了までのトータルレスポンスが若干落ちます。

特に大きなサイズの下図イ メージ （図面や地図など ） の場合には、再描画の速度に

直接影響します。 こんなと きに、そのイ メージをメモ リに常駐させるこ とで、

CLas s ic -CAD
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イ メ ージの作成①
（ Ｍ Ａ Ｋ Ｅ Ｂ Ｍ Ｐ ， Ｂ Ｍ Ａ Ｋ Ｅ ）
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Ⅰ

【 機能 】 イ メ ージデータ を作成し ます 。

【 割込 】 不可 【 コー ド 】 な し

作成

③

⑥

⑧ ⑨

①

②

④

⑤ ⑦

⑩

⑪

⑬

⑫

⑫

⑫

⑮

⑯
⑭

②

①

すでに図面に張られているイ メージの

パラ メータを参照するボタン

メ ニ ュー変更タ グ

図面参照

③

図面から参照する場合の絞込み

絞込み

④

表示するイ メージファイルのタイプ

フ ァ イルタ イ プ

⑤

ディ スクから参照する

参照

⑥

拡張子なしのファ イル名

イ メ ージ フ ァ イル名

⑦

すでに図面に張られているイ メージの

名称を参照するボタン

図面から参照

⑧

印刷したと きのド ッ トの大きさ

印刷機のＤ Ｐ Ｉ と合わせておく こ とで、

Ｄ Ｐ Ｉ (Dot/Inch)

印刷をスケールどおりに行える 。

印刷縮尺⑨

図面のスケール

⑩

データのド ッ トサイズ

ド ッ ト 数

⑪

張り込んだ時の図面上のサイズ

表示サイズ

⑫ 固定項目

マークのついた項目の数値は自動調整

されません。

⑮

⑯

⑭

⑬

す。

Ａ ・ Ｂ版の定形サイズの入力ができま

ＢＭＰ形式の場合のみ、 イ メージデー

定形

色深度

ベース カ ラー

画質

作成するイ メージの背景色を指定でき

Ｊ Ｐ Ｇ形式の場合に画質の劣化の程度

タの色の精度を指定できます。

ます。×の場合は白になり ます。

を指定します。

イ メージの周囲に黒い縁等がいらない場合は、幅ゼロの線で作ってください。

イ メージデータを作るための “ 作成枠 ” を作り ます。
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イ メ ージの作成②
（ Ｍ Ａ Ｋ Ｅ Ｂ Ｍ Ｐ ， Ｂ Ｍ Ａ Ｋ Ｅ ）
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変更

たりデータのまま保存されたり します。

③

⑧ ⑨

⑦

⑬

⑫

⑫

⑫

⑮

②

①

⑭
⑯

⑪

⑩

⑥
④

⑤

②

①

すでに図面に張られているイ メージの

パラ メータを参照するボタン

メ ニ ュー変更タ グ

図面参照

③

図面から参照する場合の絞込み

絞込み

④

表示するイ メージファイルのタイプ

フ ァ イルタ イ プ

⑤

ディ スクから参照する

参照

⑥

拡張子なしのファ イル名

イ メ ージ フ ァ イル名

⑦

すでに図面に張られているイ メージの

名称を参照するボタン

図面から参照

⑧

印刷したと きのド ッ トの大きさ

印刷機のＤ Ｐ Ｉ と合わせておく こ とで、

Ｄ Ｐ Ｉ (Dot/Inch)

印刷をスケールどおりに行える 。

印刷縮尺⑨

図面のスケール

⑩

データのド ッ トサイズ

ド ッ ト 数

⑪

張り込んだ時の図面上のサイズ

表示サイズ

⑫ 変更＆固定項目

マークのついた項目の数値は変更され

⑮

⑯

⑭

⑬

す。

Ａ ・ Ｂ版の定形サイズの入力ができま

ＢＭＰ形式の場合のみ、 イ メージデー

定形

色深度

ベース カ ラー

画質

作成するイ メージの背景色を指定でき

Ｊ Ｐ Ｇ形式の場合に画質の劣化の程度

タの色の精度を指定できます。

ます。×の場合は白になり ます。

を指定します。

詳細は次ページにあ り ます。

“ イ メージ作成枠 ” に定義されている作成条件を変更します。
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Ｄ Ｐ Ｉ が計算の結果、変更されてもいいケース

Ｘ－ド ッ ト Ｙ－ド ッ ト

Ｙ－ ミ リＸ－ ミ リ

Ｄ Ｐ Ｉ

●

● ●

Ｘ－ド ッ ト Ｙ－ド ッ ト

Ｙ－ ミ リＸ－ ミ リ

Ｄ Ｐ Ｉ

● ●

●

Ｘ－ド ッ ト Ｙ－ド ッ ト

Ｙ－ ミ リＸ－ ミ リ

Ｄ Ｐ Ｉ

●

●

●

Ｘ－ド ッ ト Ｙ－ド ッ ト

Ｙ－ ミ リＸ－ ミ リ

Ｄ Ｐ Ｉ

● ●

●

ド ッ ト数を指定する

ド ッ ト数を指定する

表示幅を変えない

ド ッ ト数を変えない

表示幅を指定する

表示幅を変えない

ド ッ ト数を変えない

表示幅を指定する 表示高さを計算して変更

表示高さを計算して変更

表示高さを計算して変更

表示高さを計算して変更

Ｘ－ド ッ ト Ｙ－ド ッ ト

Ｙ－ ミ リＸ－ ミ リ

Ｄ Ｐ Ｉ●

● ●

Ｄ Ｐ Ｉ を指定するケース

ド ッ ト数を指定する

Ｘ－ド ッ ト Ｙ－ド ッ ト

Ｙ－ ミ リＸ－ ミ リ

Ｄ Ｐ Ｉ●

● ● ド ッ ト数を変えない

Ｘ－ド ッ ト Ｙ－ド ッ ト

Ｙ－ ミ リＸ－ ミ リ

Ｄ Ｐ Ｉ●

● ●

表示サイズを指定する

Ｘ－ド ッ ト Ｙ－ド ッ ト

Ｙ－ ミ リＸ－ ミ リ

Ｄ Ｐ Ｉ●

● ●

表示サイズを変えない

表示サイズを計算して変更

表示サイズを計算して変更

ド ッ ト数を計算して変更

ド ッ ト数を計算して変更

Ｘ－ド ッ ト Ｙ－ド ッ ト

Ｙ－ ミ リＸ－ ミ リ

Ｄ Ｐ Ｉ

● ●

●

Ｘ－ド ッ ト Ｙ－ド ッ ト

Ｙ－ ミ リＸ－ ミ リ

Ｄ Ｐ Ｉ

● ●

●

Ｘ－ド ッ ト Ｙ－ド ッ ト

Ｙ－ ミ リＸ－ ミ リ

Ｄ Ｐ Ｉ

● ●

●

Ｘ－ド ッ ト Ｙ－ド ッ ト

Ｙ－ ミ リＸ－ ミ リ

Ｄ Ｐ Ｉ

● ●

●

ド ッ ト数を指定する

ド ッ ト数を変えない

表示サイズを指定する

表示サイズを変えない

表示サイズを計算して変更

ド ッ ト数を計算して変更

表示サイズを計算して変更

ド ッ ト数を計算して変更

Ｄ Ｐ Ｉ を変更しないケース

変更項目の指定の仕方

に分けられます。最初の２つのどれか２つが必ず必要です。

Ｘ－ド ッ ト Ｙ－ド ッ ト

Ｙ－ ミ リＸ－ ミ リ

● ●

Ｄ Ｐ Ｉ●

データの値を変えない項目 指定値に変更する項目

「データの値を変えない項目 」 「 指定値に変更する項目 」 「 計算で求める項目 」 の３種類

Ｄ Ｐ Ｉ 項目にチェッ クを入れた場合はその他の項目に左右１個づ

つ、合計２個のチェッ クを入れる 。

Ｄ Ｐ Ｉ 項目にチェッ クを入れなかった場合はその他の項目に合計

３個のチェッ クを入れなくてはならない。 ４個入れてはいけない。
Ｘ－ド ッ ト Ｙ－ド ッ ト

Ｙ－ ミ リＸ－ ミ リ●

●

●

Ｄ Ｐ Ｉ

Ｘ－ド ッ ト Ｙ－ド ッ ト

Ｙ－ ミ リＸ－ ミ リ

●

Ｄ Ｐ Ｉ●

●

どちらにもチェッ クのない項目は 「計算で求める項目 」 にな り ます

（ Ｍ Ａ Ｋ Ｅ Ｂ Ｍ Ｐ ， Ｂ Ｍ Ａ Ｋ Ｅ ）
イ メ ージの作成③
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（ Ｍ Ａ Ｋ Ｅ Ｂ Ｍ Ｐ ， Ｂ Ｍ Ａ Ｋ Ｅ ）
イ メ ージの作成④
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Ⅰ

整形

“ 変更 ” よ り も簡単に定義状態を変更します。

②

③

①

⑤

⑥

⑦

⑭ ⑮④

① メ ニ ュー変更タ グ

印刷したと きのド ッ トの大きさ

印刷機のＤ Ｐ Ｉ と合わせておく こ とで、

(Dot/Inch)

印刷をスケールどおりに行える 。

Ｄ Ｐ Ｉ② 高さ調整

高さを調整して、 イ メージのプロポー

シ ョ ンをデータに合わせます。

⑭

③ 幅の調整

シ ョ ンをデータに合わせます。

幅を調整して、 イ メージのプロポー Ｄ Ｐ Ｉ を図面から参照

図面にすでに貼り付けられているデー

タからそのＤ Ｐ Ｉ を取得します。

⑮

④ Ｄ Ｐ Ｉ 変更

Ｄ Ｐ Ｉ をします。 このと き 、プロポー

シ ョ ンを自動的にデータに合わせます。

④ 対象図形

ベースカラーや画質を変更する と きに

使えます。

ベース カ ラー

作成するイ メージの背景色を指定でき

ます。×の場合は白になり ます。

⑥

を指定します。

画質

Ｊ Ｐ Ｇ形式の場合に画質の劣化の程度

⑦
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（ Ｍ Ａ Ｋ Ｅ Ｂ Ｍ Ｐ ， Ｂ Ｍ Ａ Ｋ Ｅ ）
イ メ ージの作成⑤
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Ⅰ

イ メ ージ作成

① メ ニ ュー変更タ グ

対象図形②

作成するイ メージ枠の指定方法を選択できます。

①

②

“ 作成 ” で作った “作成枠 ” を指定するこ とで、 イ メージファ イルを作成します。

（ “ イ メージ作成枠 ” の中に表示されている図形がイ メージファイルになり ます。 ）

このと き作成されるイ メージは、印刷イ メージ 【 ※ 】 になり ます。

画面イ メージではないので、注意してください。

【※ 】印刷イ メージは または、 Ｊ ２ ８ １ で確認出来ます。

Ｊ ２ ８ １ ／印刷予想図 （ 画面上 ） ／

＋ＣＴＲＬ Ｅ

＋ＣＴＲＬ Ｅ
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【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し

ページ作成
（ Ｐ Ａ Ｇ Ｅ Ｉ Ｎ Ｇ ） ページ単位の印刷など を行 う 。

【 機能 】 　 ページ単位にフ レームを作成し 、

新規作成の状態で， 「 枚数 」 「 サイズ 」等を設定して 「 作成 」 ボタンを押して

ください。一度作成した後での変更は 「枚数 」以外できません。

（変更作成する とデータがむちゃ くちゃにな り ます ）

このコマンドは 「 制御 」用に１ ８ ０以上のレイヤを使用しています。皆さんの

データはレイヤ １～１ ７ ９に全て収めてください。

ページ単位で印刷します。

ページ指定が無い

場合は現在のページが

ページを連続で印刷す

印刷されます。

のよ うに 「 ハイフォン 」

と 「 カンマ 」 で区切っ

て指定します。

現在のページを削

除してバッファに保

管します。

現在のページ以降

空白のページを挿

入します。

現在のページを削

除します。

ページの変更をします。

バッファに保管さ

れたページを現在

のページ位置に挿

入します。

レイヤ １ ９ ０はページを打ち出す為の特殊な

レイヤです。

レイヤ １ ９ ０以上は印刷されません。

てのページに複写されます。

テンプレート図形はページ ［ ０ ］ の位置にレイヤ

ページはレイヤ１ ９ ０にＡＮＫ文字で＆Ｐ＆を

番号が入り ます。

含む文字列にします。

などのよ うに書きます。＆Ｐ＆の位置にページ

テンプレート図形をレ

に非表示にする事がで

きます。

ページに複写します。

［ ０ ］ にあるテンプ

レート図形を全ての

作成する枚数を指定

来ます。

します。後で変更出

っぱいに表示します。

そのページを画面い

最終ページを表示します。

や ＜ 　 ＆ Ｐ ＆ 　 ＞－ 　 ＆ Ｐ ＆ 　 －

１ － １ ５ ， ２ ０ － ３ １

ページ ［ ０ ］ を表示します。

作成する と 、ページ

を後ろにずらして、

イヤ単位で、ページ毎

るには、ページ番号を

１ ８ ０～１ ９ ４で書かれた図形で、 「 作成 」 で全

CLas s ic -CAD
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【 ＊＊ 】 V3_SHEET.DLL
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割り込み改ページ

【 割込 】

【 機能 】

コ マン ド 。

改ページ機能を独立させて割り 込み可能に し た

可 【 コー ド 】 な し

（ Ｐ Ａ Ｇ Ｅ Ｈ ）

ページの変更をします。

っぱいに表示します。

そのページを画面い

最終ページを表示します。

ページ ［ ０ ］ を表示します。

CLas s ic -CAD

Ⅰ

【 ＊＊ 】 V3_SHEET.DLL
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目次の作成

レイヤ １ ９ ５にある線で同じグループ番号の線の組を探し出して、青い線の置かれたペー

ジを赤線の中心にある文字列に表現します。

xxx

ページ３２

ページ３１

ページ

ページ３２

ページ３１

ページ

レイヤ１９５

32
コマンド実行

レイヤ１９５

レイヤ１９５

ページの番号を生成します。

【 割込 】

ページ単位の印刷など を行 う 。

【 機能 】 ページ単位にフ レームを作成し 、

不可 【 コー ド 】 な し

（ Ｐ Ａ Ｇ Ｅ Ｉ Ｎ Ｄ Ｅ Ｘ ）
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【 機能 】 　 指定し た文字列を探し ます 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し

（ 図面内文字列検索 ）

探した文字列は、画面の中央に表示されます。

文字列検索
（ Ｆ Ｉ Ｎ Ｄ Ｔ Ｅ Ｘ Ｔ ）

【 機能 】 　 指定し た文字列を探し ます 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し

（ 図面内文字列検索 ）

探した文字列は、画面の中央に表示されます。

同じ図形検索

レイヤ、グループ、線種が同じ図形を探します

同じ文字内容の文字列を探します。

同じ参照ファ イルのイ メージ表示枠、 またはイ メージ作成枠を探します。

線 、 円の場合

文字列

イ メ ージ図形

同じ属性を持つ図形を探します。

（ Ｆ Ｉ Ｎ Ｄ Ｏ Ｂ Ｊ ）
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【 機能 】 　
サブ メ ニ ューの
フ ァ イル書き出し

図面のホルダーの直下の ［ ＢＭＰ ］ ホルダーの中に、現在表示されているサブメニューの

イ メージファ イルを作成します。

ファイル名は 「 コマンド名 」＋ 「 ＿ＳＵＢ＿１ 」 にな り ます。最後の数字は作成時に指定

できます。

【 機能 】 　

フ ァ イル書き出し

イ メージファ イルを作成します。

コ マン ド アイ コ ンの

図面のホルダーの直下の ［ ＢＭＰ ］ ホルダーの中に、現在実行中のコマンドのアイコンの

ファイル名は 「 コマンド名 」＋ 「 ＿ Ｉ ＣＯＮ 」 になり ます。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し

【 ＊＊ 】
（ Ｓ Ａ Ｖ Ｅ Ｉ Ｃ Ｏ Ｎ ）

（ Ｓ Ａ Ｖ Ｅ Ｓ Ｕ Ｂ ）

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し

【 ＊＊ 】

CLas s ic -CAD
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【 補足２ 】通り符号の○の半径は文字サイズによって自動的に決ま り ます。

サイズが合わない場合は、 半径変更コ マン ドで変更してみて下さい。

文字サイズで書き込まれるので便利です。

文字サイズの設定時に、 「 印刷サイズ 」 をＯＮにしておく と 、出力時の【補足１ 】

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し

通り芯の作成
（ Ｔ Ｏ Ｏ Ｒ Ｉ Ｓ Ｉ Ｎ ）

【 機能 】 　 Ｘ ・ Ｙ 方向の通り芯 ， 通り符号 ， 寸法線を

一気に作成する 。

上 ， 下 ， 右 ， 左

文字サイズ

丸止め

： 通り符号，寸法値の色を設定します。文字

用紙作成コ マン ド

個数 （ Ｘ －ピ ッ チ ） ： Ｘ軸に垂直な通り芯。

通り芯と通り芯の間の距離 （ スパン ） を設定。

個数 （ Ｙ －ピ ッ チ ） ： Ｙ軸に垂直な通り芯。

通り芯と通り芯の間の距離 （ スパン ） を設定。

※数値をカンマ 「 ， 」 で区切って設定します。

：通り符号を付ける位置を設定します。

：通り符号，寸法値の文字サイズを設定。

：図面の縮尺を設定します。縮尺

通り芯

寸法線 ： 寸法線の色を設定します。

：丸止めの色を設定します。

：通り芯の色を設定します。

と連動 ）（

以下は 、 印刷サイズでの設定値にな り ます

芯延長

寸法足

寸法腹

丸止め

： 通り芯の延長幅を設定します。

：通り芯の端から １本目の寸法線までの距離を設定します。

： ２本目の寸法線までの距離を設定します。

：丸止めの半径を設定します。

【実行例 】
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寸法線
（ Ｄ Ｉ Ｍ ）

【 機能 】 　 寸法線を作成する 。

【 割込 】 　 不可 　 【 コー ド 】 　 な し

※

（確認時に数値の変更可能 ）

確認 ： 数値の確認をしながら寸法線を書けます。

線のレ イヤ

文字のレ イヤ

円の半径

補助線 ３

補助線 ２

補助線 １

文字 ： 寸法文字のサイズを設定します。

：印刷時の寸法に合わせてサイズを印刷サイズ

設定します。

文字コ マン ド と同じサブメニュー

が表示されます。同様に設定して下さい。

不要な ０ を と る

カ ンマを付ける ： ３桁ごとに “

： 小数点以下の数値の

，” を付ける 。

不要な “ ０ ” は記入しない。

（数値入力，最大値は５ ０桁 ）

少数以下 ： 小数点以下桁の表示を設定する 。

：寸法線全体の高さを設定する 。

：補助線１からの距離を設定する 。

：寸法線の開始高を設定する 。

：丸止めの半径と色を設定する 。

：円の半径を図面から参照する 。

：文字のレイヤと色を設定する 。

：線のレイヤと色を設定する 。

※上と下の項目は連動しています。

【実行例 】

CLas s ic -CAD
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【 注意 】寸法線をパラ メ ト リ ッ ク等で長さを変更する と きは、 “ 寸法連動 ” を

にして下さい。寸法値と寸法値の位置が連動して変更出来ます。

また、寸法のリ ンクはＭＰ Ｐファイルでは記憶されません。

ＭＰＷで保存して下さい。
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【 機能 】

【 割込 】

属性管理
不可 【 コー ド 】 な し

レ イヤ番号を管理し ます 。

（ Ｌ Ａ Ｙ １ ）

レイヤや色などの属性セッ ト を登録して、アクティブ属性の変更を簡単にします。

ページはＭ０からＭ４の５ページあ り ます。

Ｊ ３ ６ と Ｊ ９ ８の ２種類だけです。

引数連動で使えるコマンドは

実行だけなら 、全てのコマンドが

指定可能です。

この情報を記録するファ イル名。

内容を変更する前に、 このファ イル名を

確定させておいてください。
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半径の一律変更
（ Ｕ Ｔ Ｌ ＿ Ａ Ｒ Ｃ Ｓ ） する 。 文字のサイズを一律に拡大する 。

【 機能 】 　 指示し た円 、 または円弧の半径を一律に変更

【 割込 】 　 不可 　 【 コー ド 】 　 な し

倍率指定の時に，対象を ［円 ］ ［ ＡＮＫ ］ ［ 漢字 ］ の

中から重複して選べます。

※文字の高さや幅の変更は 「 文字属性変更 」 コ マン ド を使っ て く だ さ い 。

【 機能 】 　 実寸法を変えずに図面精度を変更し ます 。

【 割込 】 　 不可 　 【 コー ド 】 　 な し

丸め処理は、データが中途半端な値になるのがいやな場合に、実寸の 「 ㎜ 」 単位で

指定しておく と 、その倍数に丸められます。正確になるわけではあ り ません。

「 ９ ９ ９ ． ９ ９ ミ リ 」 などの線が、 「 ９ ９ ９ ミ リ 」 または 「 １ ０ ０ ０ ミ リ 」 になる

ないにしても今後、追加や修正する部分の精度は高めておきたい場合に使います。

Ｖ ２などのＭＰ Ｐデータを今後ＭＰＷで使っていきたい場合、 これまでのデータは仕方

「精度変更 」 コマンドは下記のよ うに処理しているだけです。手作業でも出来ます。

（ １ ） 　図形を拡大して実際の精度を上げる 。 （ 「 拡大縮小 」 コマンドで可能。 ）

（ ２ ） 　精度パラ メータを変更して、見かけの長さを合わせる 。

（ 「 作図スケール 」 コマンドで可能。 ）

CLas s ic -CAD

Ⅰ

可能性もあ り ます。

【補足 】Ⅰ－１ ５ ８ページ　 「 精度変更 」 参照

精度変更
（ Ｕ Ｔ Ｌ ＿Ｓ Ｍ Ｔ １ ）
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円柱 ・ 地盤
（ Ｊ Ｉ Ｂ Ａ Ｎ ）

【 機能 】 　 円柱 ・ 地盤用の線を作成する 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し

仕上げ線
（ Ｓ Ｉ Ａ Ｇ Ｅ ）

【 機能 】 　 仕上げ線や壁など 、 任意の距離の

マルチ ラ イ ン を作成する 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し

使うデータの範囲

単位は実寸法

アクティブ属性で作成する

基準線と同じ属性で作成する

始点と終点 」 を指定する

展開する範囲 「 作成する線の円弧で展開する「片側 」 か 「両側 」 に展開する

終わり

始ま り

分割数１ ２の場合【実行例 】
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建具作図
（ Ｔ Ａ Ｔ Ｅ Ｇ Ｕ Ｉ ）

【 機能 】 　 １ ／ ５ ０ 、 １ ／ １ ０ ０ の建具の作図

合わせ位置

壁を包絡

開口高さ

（文字記入に反映 ）

指定位置からずらす距離 幅と高さの文字入力

文字の書き込み時のスナップを指定

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し

※詳細設定を Ｏ Ｎ にする と 、

開口部の種類

開口幅

現図面の縮尺

２点目のスナップを指定できます

レ イヤ 、 グループ 、 色 、

線種等 、 設定でき ます 。

【 実行例 】

H2000

W900
H2000

W900

三方枠 点検扉

H2000

W900

H2000

W900

H2000

W900

大枠 小枠
アルミ窓

文字のサイズを決める縮尺

CLas s ic -CAD
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文字列変換
（ Ｃ Ｈ Ｇ Ｔ ）

【 機能 】 　 文字列の一部または全部を指定し た文字列と

置き換える 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し

置換後の文字列指定文字列

全体が一致する文字列だけを置換します。

選択した文字列を全て置換します。

指定した文字列と一致する部分だけを置き換えます。部分置換 ：

全体置換 ：

無条件 ：

： 使う

： 使わない 図面から文字列を取り込む

こ とができます。

：文字列参照ボタン 。

スイ ッチボタン 。

合計計算
（ Ｓ ＵＭ ）

【 機能 】 　 図面中の数値の合計を書き込みます 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し

合計対象の数値と同じ文字サイズ、文字原点で、合計値を書き込みます。

左右の文字列を入れ替えるこ とができます。
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文字列集計
（ Ｃ Ｏ Ｕ Ｎ Ｔ ）

【 機能 】 　 図面中の文字列から任意の文字の数を数えます 。

数えた値は文字列に し て 、 図面に書き込めます 。

【 割込 】 　 不可 　 【 コー ド 】 　 な し

集計結果の文字の大きさを指定する

いくつあっても 「 １ 」 と数える 。

「 ２ 」 と数える 。

部分一致

全体一致

部分拾い

集計項目の選択モードを選ぶ

集計するデータの選択方法を選ぶ

※集計項目は予め図面に書いておく 。

集計条件

：集計項目と一致する文字があれば、 １行中に

：集計項目と全て一致する文字列だけを数える 。

：部分一致に似ているが、 １行中に２個見つかれば

文字列編集
（ ＭＯ Ｊ Ｉ Ｅ Ｄ Ｉ ）

【 機能 】 　 文字列の一部を書き換えた り 、 分割し た り 、

結合し た り し ます 。

【 割込 】 　 不可 　 【 コー ド 】 　 な し

回転 ： 縦書きをＯＮにして回転もＯＮにする と 、縦に文字列が回転します。

縦書き ： 横書きにした文字を縦書きに変更します。 （但し文字列は横のままです。 ）

横書き ： 縦書きにした文字を横書きに変更します。

文字列の一部を指定して、編集する 。

文字列の指定位置よ り 、 「 前 」 か 「後ろ 」 を分割します。

分割された文字列は任意の位置におけます。

文字列の上に置く と 、その文字列と結合します。

文字列を指定して、他の文字列の上に置く と 、

その文字列と結合します。

文字列を分解して、指定範囲の文字の色をアクティブ

カラーに変更します。

文字列原点を基点と して移動できます。
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【 機能 】 　 指示し た文字列を丸ご と書き換えます 。

【 割込 】 　 不可 　 【 コー ド 】 　 な し

文字列書換
（ ＭＯ Ｊ Ｉ Ｈ Ｅ Ｎ ）

文章の整形
（ Ｂ Ｕ Ｎ Ｅ Ｄ Ｉ ）

【 機能 】 　 文章に し たい文字列の固ま り を 、

１ 行の文字数や 、 行間を指定し て 、

原稿用紙に収まる よ う な整形を し ます 。

【 割込 】 　 不可 　 【 コー ド 】 　 な し

改行し ます 。

文字の色で黄
水色
青

水色 の前で改行されます。黄の前と後で改行されます。 青の後で改行されます。

漢字 １ 行文字数 ： 一行の文字数を漢字換算の文字数で

行間 ： 文字の下から次の行の文字列の上までの距離です。

文字間隔 ： 文字と文字の間の距離です。

漢字の幅 ： 文字幅は漢字を基準に指定します。

高さ ： 文字の高さを設定します。

【注意 】

「 Ｗ ｉ ｎ幅 」 を

整形する文字列は、大多数を占める文字の色が 「 文字の指定 」 で

にしてください。 （ Ｄ Ｒ Ａ文字幅で使って ください。の意 ）

グループ化 ： 整形後に整形された文字列を一つのグループにまとめます。

何度となく整形する時に、グループ指定が使えるよ うになるので便利です。

指定します。

■前後改行 ■前改行 ■後改行

ｚ ｚ ｚ

ｙ ｙ ｙ ｙ

緑

緑 青

ｘ ｘ ｘ

ｘ ｘ ｘ

ｙ ｙ ｙ

緑

ｚ ｚ ｚ

水色 緑

ｘ ｘ ｘ ｘ

ｙ ｙ ｙ

ｚ ｚ ｚ

緑

緑

黄

プロポーシ ョナルピッチでは整形にならない事があ り ます。

【実行例 】 上の設定の項目を にしてある場合
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新 ・ 面取り
（ Ｍ Ｅ Ｎ Ｔ Ｏ Ｒ Ｉ ） 【 割込 】 　 不可 　 【 コー ド 】 　 な し

A

B①最初の線を指定する

A
B

【 機能 】 　 凹んだ面取り

※凹んだ面取りは 、 このモー ド です 。

新 ・ 連続カ ッ ト
（ Ｃ Ｕ Ｔ Ａ ）

【 機能 】 　 先に タ ーゲ ッ ト を指定し て延長 ・ カ ッ ト を行 う 。

【 割込 】 　 不可 　 【 コー ド 】 　 な し

カッ ト位置の 「 線 」 か 「指定した ２点 」 と交差するものだけを

カッ トするこ とができます。

カッ トする位置を 「既存の線 」 か 「 ２点指定 」 で指定できます。

B

A

②２番めの線を指定する

丸面取 り A

切り込み面取り

切り込み面取り

（ マ イナス数値 ）
角面取 り A

B

にする と 、後から図上で指定するこ とにな り ます。

飛び出します。

マイナスの数値を入れる と角が凹まずに

： アクティブと同じ属性で作成します。

：面取りする線と同じ属性で作成します。
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閉じ た図形を塗り つぶし ます 。

塗りつぶしカラーは、

レイヤ 　 ３

レイヤ 　 １

レイヤ 　 ２

レ イヤで塗る

グループ 　 １

グループ 　 ２

グループ 　 ３

グループ 　 ４

グループ 　 ５

グループ 　 ６

グループで塗る 図形毎に色を変え られます 。

レ イヤ毎に色を変え られます 。

１ ６ ０ ０ 万色の中から自由に選べます。

レイヤ単位に図形を塗りつぶします。そのレイヤの図形は全て で同一色

レイヤは無関係に、同一グループの図形を 、グループ毎に塗りつぶします。

　設定色で塗り ます。

　塗りつぶしを解除し
ます。

　図面の塗りつぶし色
を参照します。

ベース カ ラーの輝度 ：

設定色

輝度は０～２ ５ ５の ２ ５ ６段階

で調節可能ですが、簡単に

するために５ 段階の調節ボ

ください。

色を直接ク リ ッ ク して、選んで

　 こ こに無い色は、上の設定

タンを付けました。

最後に設定をキャンセルし
た色や、解除した色が表示
されます。

　 ク リ ッ ク して、設定色に
する事が出来ます。

ベース カ ラー ： この色の明

るさを右の０～４の５段階

で調整できます。

　他の２色が一枚のシート

の中で５段階に変化します。

色の設定は、グループ毎に行います。

塗りつぶされます。グループ分けする必要は有り ません。

レイヤ塗り潰し

描画順

線 円

塗りつぶし

グループ塗りつぶし

３２０００

一番下

一番上

一番下

一番上

１

１

２００

文字　が一番上にくる

イメージ（ ＢＭＰ等 ）

カ ラー １ ２ ５ 色全部で
白黒 １ ７ 色＋ を表示できます。

■レ イヤで塗る

■グループで塗る

（ レイヤは１～２ ０ ０番まであ り ます ）

（ グループは１～３ ２ ０ ０ ０番まであ り ます ）

塗り つぶし （ Ｂ Ｏ Ｕ ）
（ Ｖ ３ Ｐ Ａ Ｉ Ｎ Ｔ ）

【 機能 】 　 指定し た範囲に色を塗る 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し
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パレ ッ ト

塗 り つぶし について①

設定 ：

●設定色 ： この色で塗り つぶし ます 。

全レ イヤ （ グループ ） 消 ：

記録 ：

図面参照 ：

塗りつぶし色を参照します。

既に図面にある

「色の設定 」 シートで設定出来ます。

パレ ッ ト ：

こ こから も色を選択出来ます。

色彩 （ Ｒ ， Ｇ ， Ｂ ，Ｗ ） ボタンや

輝度 （ ０ ， １ ， ２ ， ３ ， ４ ） ボタンで、

色々と変更してみて下さい。

こ こにない色にする と きは、

「色の設定 」 シートから直接

選んで下さい。

上の●設定色 をク リ ッ ク して

選択 ：これをＯＮにする と右のパレッ トにある色を選択できます。

ゴ ミ 削除 ：データのないレイヤの
色指定を解除します。

塗
り
つ
ぶ
し

設定色を下のパレッ トに１ ０色記録出来ます。

消す ：塗ったレイヤ （ グループ ） を １つ１つ解除します。

塗る ： これをク リ ッ クする と

一気に塗りつぶしを解除します。

Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 既存の

【標準割付 】 ＋ＣＴＲＬ Ｄ

いと 、 ＢＭＰデータは表示されません。

「 塗り潰し表示 」 をＯ Ｎにしておかな

「環境設定 」→ 「 画面デザイン 」 の

【 注意 】

「 実行 」 に移り ます。
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塗 り つぶし について②

【 補足 １ 】 中を白抜きしたい場合は、若いレイヤ番号の図形を中に描き 、

“ 白 ” で塗りつぶして下さい。

【 補足 ２ 】

【 補足 ３ 】 塗りつぶし部分よ り線 、 円 、 文字の方が上になり ます。

円弧も塗りつぶすこ とが出来ます。

疑似円弧でもＯＫです。

■ 「 グループで塗り つぶし 」 する場合
１つの閉じた図形につき 、 １つのグループ番号を設定します。

グループ毎に１色塗りつぶせます。 （ レイヤ番号とは無関係に塗りつぶせます。 ）

（ ※グループ番号は、 １～３ ２ ０ ０ ０番まであ り ます。 ）

■ 「 レ イヤで塗り つぶし 」 する場合

レ イヤ １

レ イヤ ２

レ イヤ １ レ イヤ １

レ イヤ ２

レ イヤ ３

レ イヤ １

レ イヤ ３

レ イヤ ５レ イヤ ５

レ イヤ ４ レ イヤ ４

※このよ う な線を表示し た く ない場合は 、

色の線幅を “ ０ ” に し て下さ い 。

「 環境設定 」 の 「 線の設定 」 で 、 この線の

同じレイヤ番号の図形を 　同時に同じ色に塗りつぶせます。

レイヤ番号の若い方が上になり ます。

（※レイヤ番号は、 １～２ ０ ０番まであ り ます。 ）

グループ Ｄ

グループ Ｊ

グループ Ｃ グループ Ｅ グループ Ｆ グループ Ｈ グループ Ｉグループ Ａ

グループ Ａ

グループ Ｂ

グループ Ｂ

グループ Ｇ

グループ Ｇ

【 注意 １ 】 図形が重なっている場合、グループ番号の大きい方が上になり ます。

レイヤで塗りつぶした図形よ りグループで塗りつぶした図形の方が

上になり ます。

【 注意 ２ 】
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レ イヤ Ａ

レ イヤ Ａ

タ イプ １

レ イヤ Ａ

レ イヤ Ａ

ダ メ な部分

タ イプ ２

レ イヤ Ａ レ イヤ Ａ

タ イプ ３

塗 り つぶし について③

①同じレイヤで囲った図形同士において、点同士の接した部分がある と 、

う ま く塗りつぶせません。

③同じレイヤの線が何本も重なっていないか。

（ 「 重複する線の削除 」 コマンドで削除して下さい。 ）

レ イヤ Ａ レ イヤＢ

異なる レ イヤの場合は点同士が接し ていて も Ｏ Ｋ！

タ イプ ５

■この３つがク リ アされていれば、 レイヤ分けした図形をキレイに塗りつぶせます。

特に①を気を付けて作図して下さい。

【注 】 但し 、①…タイプ１ ， ２ ， ３の場合は気を付けて下さい。

ダ メ な部分 ： 同じ レ イヤの線が何本も重な った状態

ダ メ な部分ダ メ な部分

②塗りつぶす図形の、線が足りなかったり飛び出した り していないか。

（ 「 線分結合 」 コマンドでコーナーをきちんと合わせて下さい。 ）

レ イヤ Ａレ イヤ Ａ

タ イプ ４

※この場合は点同士が接し ていないので大丈夫！

■ 「 塗 り つぶし 」 での 「 レ イヤ塗り つぶし 」 において 、 ３ つ注意点があ り ます 。
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（ Ｉ Ｎ Ｃ Ｒ Ｅ ）
増加変数

MAEMOJI=1...B
MAEMOJI=2...B
MAEMOJI=3...B
MAEMOJI=4...B
MAEMOJI=5...B

0mm
10mm
20mm

30mm
40mm
50mm

memA
memB
memC
memD

Y1
Y2
Y3
Y4
Y5

a.
b.
c.
d.

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7
文字設定を詳細に行えます 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し

【 機能 】 　 増加文字の書き込み 、 書き換えを し ます 。
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【 機能 】 　 選択された図形を指定し た ２ 点間に図形均等配置
（ Ｆ Ｉ Ｇ Ｄ Ｉ Ｖ ）

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し

均等に配置する 。

元の図形

最後の位置最初の位置

【 ＊＊ 】 　 Ｖ ３ ＿Ｕ Ｔ Ｌ ２ ． Ｄ Ｌ Ｌ

最初と最後を含めて ４個が均等配置される 。

回転して配置します。

指定角度だけ時

計回りに回転し

元の図形は回転

しません。

選択された図形のＸ

ます。配置される と

きはこの方向が画面

のＸ方向に合う よ う

に配置されます。

方向の向きを指定し

グループ番号を

変更できます。

図形のド ラ ッグ

ができます。

しません。

ます。

元の図形は配置時に回転

角度を図面から

入力します。

配置方向が斜めの場合に，その方向

をＸ方向とみなして，図形を回転し

て配置するこ とが出来ます。

配置する角度に合わせて

回転角度指定な しの場合 配置角度に合わせる場合

最初の位置 最初の位置

最
後
の
位
置

最
後
の
位
置

元の図形

配置数

×にする とその

位置に配置され

ません。 （ 数は

カウン ト されま

す ）
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【 機能 】 　 図面を連続し て印刷する コ マン ド です 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し

　 「 マウス右 」 でファイルを選ぶと 「 プレビュー 」 が見られます。

コマンド起動直後は、 リ ス ト検索をしないので、 「 リ ス ト更新 」 ボタンを押して ください。

　マウスをク リ ッ ク して元に戻り ます。選択されたファ イルだけが 「印刷 」 されます。

印刷のモードの詳細は、 「 印刷コマンド 」 で設定しておいてください。

　 「 印刷するレイヤ 」 「 印刷しないレイヤ 」 は、 「 カンマ 」 や 「 － 」±で、つなげて

【補足 】

固まる恐れがあ り ます。

キャンセル出来ます。

押し続けて下さい。

「中止 」 のタイ ミ ングは一枚一枚の切れ目ですから 、それまでは押し続けて

下さい。中止するか否かの 「 ダイアログ 」 が出たら 、離して結構です。

連続印刷は始めて間違いに気付いた時は、あせらずに

「 ＳＨ Ｉ Ｆ Ｔ 」 を押しながら 、画面中央の 「 印刷中 」 ダイアログの

「 キャンセル 」 ボタンを押し続ける と 、印刷機によっては、最初の一枚も

「 Ｓ Ｈ Ｉ Ｆ Ｔ 」 キーを

間違っても 「 Ｅ Ｓ Ｃ 」 キーは押さ ないよ うにして下さい。

連続印刷
（ Ｒ Ｅ Ｎ Ｚ Ｏ Ｋ Ｕ Ｐ Ｒ Ｉ Ｎ Ｔ ）
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連続フ ァ イル変換
（ Ｆ Ｉ Ｌ Ｅ Ｃ Ｏ Ｎ Ｖ Ｅ Ｒ Ｔ ）

【 機能 】 図面を連続し て別形式に変換する

【 割込 】 不可 【 コー ド 】 な し

コ マン ド です 。

元図はリ ス トの行をク リ ッ クするこ とで、その内容を画面いっぱいに描画して、

中身の確認を行えます。
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始点 終点

（ Ｒ Ｉ Ｐ Ｐ Ｌ Ｅ ）
さ ざなみ線作成 【 機能 】 　 ラ ンダムな線を作図する コ マン ド です 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し

適当に乱れた （ 波打った ） 線を書いたり 、

すでにある線を乱れた線に変換します。

元の図形 さ ざなみ化後
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Ｄ ＲＡ

走り筋

走り筋

S?

［ Ｃ Ｒ Ｔ Ｌ＋ク リ ッ ク ］ で作図時に変更可能

ス ラ ブ配筋
（ Ｓ Ｕ Ｒ Ａ Ｂ Ｕ ）

【 機能 】 　 ス ラ ブの作成コ マン ド です 。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し

断面筋

CLas s ic -CAD
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【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し

畳の部屋 【 機能 】 　 畳目地をいれるます 。

３点指定で部屋を認識します。

斜めに傾いた部屋の作図に使います。

対角線指定で部屋の大きさを認識します。

部屋は斜めに傾いていないこ とが前提です。

（ Ｔ Ａ Ｔ Ａ Ｍ Ｉ ）

引き連れて平行移動 【 機能 】 　 一辺の平行移動にその辺についている他の線が

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し

つられてき ます 。

×にする と 、その属性とは無関係に引き連れます。

（ Ｎ Ｏ Ｂ Ａ Ｓ Ｈ Ｉ ）

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し

図面フ ァ イルを見る 【 機能 】 　 図面のビ ューアー 。

（ Ｍ Ｉ Ｒ Ｕ ）

リ ス ト の行をク リ ッ クするこ とで、その内容を画面いっぱいに描画して、中身の

確認を行えます。

【 割込 】 　 不可 　 　 【 コー ド 】 　 な し

枠の作成

対角線指定で枠の大きさを認識します。

枠は斜めに傾いていないこ とが前提です。

３点指定で枠を認識します。

斜めに傾いた枠の作図に使います。

【 機能 】 　 表や罫線の作図 。

（ Ｗ Ａ Ｋ Ｕ ）

○にする と 、一致しないものは引き連れません。
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「精度」と「縮尺」

※「縮尺」＝「スケール」

このため少数以下の細い数値を このままでは処理出来ません 。

そ こ で 「 精度 」 と呼ぶ値を これにかける こ と で 、 見かけ上少数以下の

値を持たせています 。

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ － Ｃ Ａ Ｄはデー タ を整数形式で持っ ています 。

これに例では ０ ． ０ ０ １ の精度をかければ最大値は ４ ２ ０ 万と

小さ く な り ますが少数以下 ３ 桁の値まで表現可能にな り ます 。

このよ う に精度は全体の大き さ と内部の細かさ を変えるパラ メ ー タ に

な っ ています 。

この ２ つのパラ メ ータ 「 精度 」 と 「 縮尺 」 と そ こにある空間の

１ ／ ２ ０ ０ の図面を上の状態で手に入れる こ とが出来るのです 。

イ メ ージは次のページのよ う にな り ます 。

さ らに これに縮尺をかけて印刷する こ と で 、 １ ／ １ ０ ０ や

内部データは最大 ４ ２ 億に固定されていますが 、

ＣＬａｓｓｉｃ－ＣＡＤの
精度と縮尺について

CLas s ic -CAD
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物理的に決められ

ている空間で大き さ

は変え られない 。

≪ メ モ リ空間≫

≪印刷空間≫

紙面

≪作業空間≫

４ 万 ２ 千

精度

縮尺 1 / 1 0 0

0 . 0 0 1

この値を操作し て

作業空間を拡げる 。

要求されるスケール

そ こ で領域が

※ メ モ リ空間のＭ Ａ Ｘ は ４ 億 ２ 千万なので Ｏ Ｋ

の範囲が必要

の範囲が必要

原寸では内部データは Ａ １ の用紙

８ 千 ４ ０ ０ 万

５ 千 ９ ４ ０ 万 ５ ９ ４ ０ ０

縮尺 1/100

の図面

×

×

８ ４ ０

５ ９ ４

精度 0.001

と する と

なので操作でき ない 。

足り ない時は

作図領域

原寸の

≪例えば Ａ １ への印刷を考える と≫

「精度」と「縮尺」とそこにある空間のイメージ

CLas s ic -CAD

Ⅰ

４ ２ 億

４ ２ ０ 万

８ ４ ０ ０ ０
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（作図精度について）「精度変更」

CLas s ic -CAD

Ⅰ

Ｍ Ｐ Ｗフ ァ イルで操作するのであれば 、

コ マン ド 実行後 、 「 現在の縮尺 」 が １ ／ ３ ０ に 、

「 変更後縮尺 」 が １ ／ １ ０ ０ にな り ますから 、 作業終了時に

も ち ろん 、 そのまま登録し て も 、 １ ／ ３ ０ で印刷すれば 、

も う 一度実行し て元に戻すこ と をお勧めし ます 。

所定のサイズで印刷出来ます 。

「縮尺変更」

縮尺 ・ 精度の変更
（ Ｃ Ｈ Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ ）

（ Ⅰ－１ １ ７ページ ）

変更後の精度が出ます 。

現在の精度がでます 。

変更し たい縮尺を入れます 。

現在の印刷縮尺がでます 。

このコ マン ド は 、 １ ／ １ ０ ０ の図面に １ ／ ３ ０ の詳細を記入する場合に使います 。

精度変更
（ Ｕ Ｔ Ｌ ＿Ｓ Ｍ Ｔ １ ）

（ Ⅰ－１ ３ ８ページ ）

０ ． ０ ０ １ をお薦めし ます 。

以降この図面の精度は 、 ０ ． ０ ０ １ にな り 、

このコ マン ド は図形を指定精度の大小で拡大縮小し ますから 、

作図範囲は 、 ４ ． ２ Ｋ ｍ四方にな り ます 。

１ ０ ミ リの長さの線は 、 １ ０ ミ リのまま保持されます 。

を使っ て 「 精度の変更をする 」 こ と をお薦め し ます 。

-158-



ＭＰＰとＭＰＷの精度の違い

このままの値をｍｍに読み替えただけでは ， 作図でき る範囲が

６ ４ ｍ四方に限られて し まいます 。 そ こ で ， これに ， ある係数を掛けて

見掛け上の作図範囲を広げる工夫がな されています 。

この係数が 「 精度 」 と呼ばれる係数です 。 この精度を ２ にすれば ，

最大作図範囲は １ ２ ８ ｍまで広げられる こ と にな り ます 。

丸められて し まいます 。 規模の大きな図面 ， 例えば ， ２ ０ ０ ｍ四方は

必要な図面を書 く 場合は ， 精度を ４ 以上にする必要があ り ます 。

通常丸められて も切りのいい数値になる よ う に ， 精度 ［ ５ ］ を使います 。

但し ， これを ， Ａ １ の図面に書こ う と し た場合 ， 最低で も

１ ／ ３ ０ ０ 以上の縮尺が必要にな り ， この時の紙面上の誤差は

５ ／ ３ ０ ０ ≒ ０ ． ０ １ ６ ６ ｍｍ 　 にな り ます 。

つま り紙面上の問題はないわけですが ， 作図中に ミ リ単位で線が

引けない と イ ラ イ ラするなどの障害がある事も事実です 。

楽にな っ ているので ， 現在で も有効な形式である と判断し てサポー ト を

続けています 。 現実に ， 作図はＭ Ｐ Ｗで行い ， 印刷の時だけＭ Ｐ Ｐ に

落と し て ， 別の場所 （ 事務所 ） で印刷する と い う 形態を と っ ている

事務所があ り ます 。

Ｖ ２ のＭ Ｐ Ｐ フ ァ イルの座標は内部的には整数を使っ ています 。

ただ し ， 精度が ［ ２ ］ と い う こ とは ， ２ ｍｍ未満の数値は全て

このＭ Ｐ Ｐ は精度を落と し た分 ， サイズが小さ く ， 持ち運びや監理が

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ － Ｃ Ａ Ｄの標準フ ァ イルのＭ Ｐ Ｗは 、 Ｍ Ｐ Ｐ の六万倍の精度を

Ｍ Ｐ Ｐ と Ｍ Ｐ Ｗの精度と作図範囲の表を次のページに示し ます 。

持っ ています 。

CLas s ic -CAD
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最大作図範囲

5.000

2.500

1.000

0.500

0.100

0.010

0.001

mm
2 byte 4 byte

320 m

160 m

64 m

32 m

6.4 m

640 mm

64 mm

4200 Km

2100 Km

420 Km

42 Km

4200 m

21000 Km

10500 Km

MPWMPP

精度 サイズ

形式

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －Ｃ Ａ Ｄ推奨値Ｖ ２ 推奨値

CLas s ic -CAD
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問題回避の方法例

■印刷コ マン ド を設定し て も 、 プロ ッ タやプ リ ン タ に正し く 出力出来ない 。

「 ＵＮＤＯ＿＊＊＊＊＿＊＊＊．ｍ ｐ ｗ 」 という ファイル名で残っています。

※増えすぎた 「 Ｕ Ｎ Ｄ Ｏ 」 フ ァ イルは時々整理 （ 消去 ） し て下さ い 。

立ち上がった全てのファ イルを落と し 、 「 スキャンディ スク 」 をかけてみる 。

（ 「 スキャンディ スク 」 は、 「 スタート 」 → 「 プログラム 」 → 「 アクセサリ 」→

解除。 （ ｍ ｅ ｎ ｕ ｄ ａ ｔ ． ｄ ａ ｔ のプロパティを開き 、 「読み取り専用 」 のチェッ ク

図面と同じフォルダ （ ディ レク ト リ ） 内のｍ ｅ ｎ ｕ ｄ ａ ｔ ． ｄ ａ ｔ の リードオン リー

文字入力後に、バッ クが真っ黒になるこ とを防ぐには、 「漢字 （ 文字 ） 入力バー 」 を

なので、それを別の場所にコピーし 、バッ クアップファ イルと して取っておく 。

①　 「 印刷原点 」 を変えてみる 。

③　プ リ ンタ ・ プロ ッ タのド ラ イバを最新ヴァージ ョ ンにアップする 。

②　 「 文字設定 」 でフォン ト を変更してみる 。 （ 「 ＭＳ明朝 」 「 ＭＳゴシッ ク 」 で

特に問題が多いよ うです。 「ＭＳ Ｐ明朝 」 「 ＭＳ Ｐゴシッ ク 」 はＯＫ！ ）

」 内の 「 Ｓ Ｔ Ｄ＿Ｓ Ｙ Ｓ 」 フォルダ

■ア ッ プデー ト する と こ ろ を間違えて イ ンス ト ールし て し まい 、

今まで登録し た環境が全て変わっ て し ま っ た 。

■文字を書き込んだ後に 、 バ ッ クが真っ黒にな っ て 、 文字が確認できない 。

日付が新しいデータをお探し下さい。

※落ちたと き 、作業中だった図面は、 「

■画面がフ リ ーズ し て落ちて以来 、 動きがおかし い 。

ファイルが壊れている場合がある 。

「 システムツール 」 で探せます。 ）

■古いＭ Ｐ Ｐ フ ァ イルのコ メ ン ト を何度書き直し て も 、 記憶し て く れない 。

を外す。 ）

色々な設定を記憶しているのは 「

（※応用編 ： それを他の人の 「 Ｓ Ｔ Ｄ＿Ｓ Ｙ Ｓ 」 に上書きする と 、

環境を同じにするこ とが出来る 。社内環境を同じに出来る 。 ）

ステータスバー、 または、 タイ トルバー， メニューバー上に移動しておく 。

CLassic-CAD

」 → 「 Ｓ Ｔ Ｄ＿Ｓ Ｙ Ｓ 」内に、CLassic-CAD

画面での設定が有効になる 。

」 を ２面以上立ち上げている場合、最後に落と した 「「 CLassic-CAD CLassic-CAD

（ 全ての ｉ ｎ ｉ ファ イルのプロパティを開き 、 「 読み取り専用 」 のチェッ クを外す。 ）

」 → 「 Ｓ Ｔ Ｄ＿Ｓ Ｙ Ｓ 」内の ｉ ｎ ｉ ファ イルのリードオン リー解除。「 CLassic-CAD

■Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －Ｃ Ａ Ｄ内の様々な設定を何度変えて も 、 記憶し て く れない 。

【対処１】

【対処２】

」

CLas s ic -CAD
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Ⅱ
トレーニングマニュアル



CL a s s i c - CAD

　 ～ ・ ～ ・ ～ ・ ～ ・ ～ ・ ～目 　 次～ ・ ～ ・ ～ ・ ～ ・ ～ ・ ～ 　

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

①

用紙枠作成‥‥‥‥‥‥Ⅱ－準備予

クリック

Ｙ Ｅ Ｓ／実行／前進

（ 左ク リ ッ ク ）

クリック

ＮＯ／解除／後退

（ 右ク リ ッ ク ）

■基本的なコマンドの実行 ・

サブメニューの設定 ・ 解除までの流れ■

■ト レーニングに出て く る主な記号 ・ マーク■

Ⅱ－１ ７‥‥‥‥‥

Ｙ Ｅ Ｓ／ＮＯ

（ 指カーソル ）

（ Ｙ／Ｎ ）

サブメニューの項目を

選択する と き 、現れる

カーソル

（ 十字カーソル ）

線，文字等を選択する

と き 、現れるカーソル

（方向，位置を指示す

る と きも現れる ）

ＮＹ

通 り 芯の作成‥‥‥‥‥Ⅱ－ １

柱の作成‥‥‥‥‥‥‥Ⅱ－ １ １

補助線の作成‥‥‥‥‥Ⅱ－ １ ５

壁の作成‥‥‥‥‥‥‥Ⅱ－ １ ８

柱 と 壁の編集‥‥‥‥‥Ⅱ－ ２ ７

開き扉の作成‥‥‥‥‥Ⅱ－ ３ ５

引き違い窓の作成‥‥‥Ⅱ－ ４ ０

一枚引き戸の作成‥‥‥Ⅱ－ ４ ５

はめ殺 し 窓の作成‥‥‥Ⅱ－ ５ １

窓枠の作成‥‥‥‥‥‥Ⅱ－ ６ ０

階段室の作成‥‥‥‥‥Ⅱ－ ６ ２

ポーチの作成‥‥‥‥‥Ⅱ－ ７ ５

部品の配置‥‥‥‥‥‥Ⅱ－ ８ ３

寸法線の入力‥‥‥‥‥Ⅱ－ ８ ９

部品のサン プル‥‥‥‥Ⅱ－ ９ ８

部屋名の入力‥‥‥‥‥Ⅱ－ ９ ５

平面図の仕上が り 例‥‥Ⅱ－ ９ ９

で説明しています。



用紙枠作成予

CL a s s i c - CAD

　用紙枠 ・ 縮尺 ・ プロ ッ タ原点を設定しておく と後々便利です。

■ＣＡＤを立ち上げて、そのまま描き始めるこ と も出来ますが

※※図面を描く前の準備です。

Ｂ ４サイズ ・ 横置き ・ Ｓ＝１／１ ０ ０の用紙枠を描く 。

５ページ

用紙作成

用紙枠を作成します。 　

『 用紙作成 』 コマンドを ヒ ッ ト します。 　

　

全部ＯＮにしておきます。

「 サイズ 」 「 Ｂ ４ 」を に、

「 縮尺 」 に設定します。

用紙は

「 １／１ ０ ０ 」

をＯＮにします。

「 縮尺連動 」 「 原点連動 」 「 線を書く 」 は、

サブメニューシートの

プロッ タ原点は基本的に

「 横置き 」

「 用紙左上 」 にする と

を

印刷の時、わかりやすいです。

配置原点は、どこを指定してもかまいません。

配置する時の目安になり ます。

指カーソルをサブメニューシートから外し 、 　

　（ 左ク リ ッ ク ）

２ページ

をク リ ッ ク して、用紙を

画面いっぱいの表示にしておきまし ょ う 。

クリック

全画面 （ 赤 ）

縮尺 （ スケール ） 予備知識

決まっていれば、後の数値入力は簡単です。実寸法でどんどん書いていって下さい。

（※後で縮尺を変更するこ と も可能ですが、先に決めておく こ とをお勧めします。 ）

こ こでいう 『 縮尺 』 とは、出力時の縮尺値のこ とを指しています。 ＣＡＤは基本的に

実寸法で入力しますので、 『 縮尺 』 が大切になってきます。 『 縮尺 』 さえきちんと

ちなみにＳ＝１／１で用紙を置く と 、印刷サイズのまま書けるので、文書作成向きです。

用紙枠を配置します。

◆用紙枠

レイヤ ： １

色　 　 ：水色

線種　 ：直線

予予

赤

Ａ ４ ・ Ｓ＝１／１ ・ 縦置き用紙内にＢ ５の ト ンボを切って作成しました。 ）（ このマニュアルは、

Ⅱ－準備－



Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －Ｃ Ａ Ｄ

■通り芯に符号を付ける 。

■図面の組立基準線を描き 、複写して通り芯を作成する 。

※※Ｃ Ａ Ｄ操作に慣れるため、 この回はスローペースです。

完成図

◆通り芯

◆符号

レイヤ ： １ ０

色　 　 ：赤

線種　 ：一点鎖線

レイヤ ： １ ０

色　 　 ：赤

線種　 ：実線

円の半径

偏心Ｘ

偏心Ｙ

４ ０ ０ｍｍ

－４ ０ ０ｍｍ

０

０

０

＝

＝

±

± ０ｍｍ

Y 2

Y 1

Y 3

X 1 X 2 X 3 X 4

7
,

0
0

0
7

,
0

0
0

6 , 0 0 0 6 , 0 0 0 6 , 0 0 0

円の半径

偏心Ｘ

偏心Ｙ

４ ０ ０ｍｍ

－４ ０ ０ｍｍ

０ｍｍ

０

０

０

＝

＝

±

±

① ４ページ

書き込み
レイヤ番号
グループ番号

を ヒ ッ ト します。 　

通り芯の属性を指定します。 　

『 書き込みレイヤ番号 』

（ 左ク リ ッ ク ）

通り芯の作成－１

４ページ

クリック
『 赤 』 （ 左ク リ ッ ク ）

　

Ⅱ－１－

赤

クリック

サブメニューシートが開きます。

指カーソルをサブメニューシートから外し 、 　

マウスの左ボタンを押します。 （ 左ク リ ッ ク ）

アクティブレイヤ （例 ： ） をキーボード 　１ ０

色、線をそれぞれ選択します。

から入力します。 　

（例 ： 色…赤、線…一点鎖線 ）

クリック

一点鎖線

４ページ

コマンドを ヒ ッ ト します。 　『 一点鎖線 』

＊＊＊＊＊＜その他の設定方法＞＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

コマンドを ヒ ッ ト します。 　

画面左上の

このシートは で表示 ・非表示切替になる 。

『 情報シート 』

赤（ 左ク リ ッ ク ）

← 『 情報シート 』 モード切替ボタン

←アクテ ィ ブ属性を設定できる

で設定する 。

※使い慣れる と非常に簡単です。

①

(A)

(B)

情報シート
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通り芯の作成
■通り芯に符号を付ける 。

■図面の組立基準線を描き 、複写して通り芯を作成する 。

※※Ｃ Ａ Ｄ操作に慣れるため、 この回はスローペースです。

②②

垂直線を描きます。

で、画面左上の適当な位置

でマウスの左ボタンを押します。

【 任意点 】 モード

（ 左ク リ ッ ク ）

③③
クリック

します。

サブメニューシートの を ヒ ッ ト「 複写距離 」

（ 左ク リ ッ ク ）

Ｘ方向 ・ Ｙ方向の組立基準線を描きます。

その他の通り芯を 『 平行複写 』 で複写します。

を ヒ ッ ト します。『 平行複写 』 コマンド

８ページ

平行複写

【 任意点 】 モードに戻します。

Ｅ Ｓ Ｃ を押して、 ラバーバンドを切り 、キー

キーボ－ド よ り 、

と入力します。２ ０ ０ ０ ０ 　 　 （ 矢印右キー ）

【 任意点 】 モードに戻します。

次に、下側に交差する水平線を描きます。

で、画面左上の適当な位置【 任意点 】 モード

で （ 左ク リ ッ ク ） します。

を押して、 ラバーバンドを切り 、Ｅ Ｓ Ｃ キー

キーボ－ド よ り 、

２ ０ ０ ０ ０ 　 　 （ 矢印下キー ） と入力します。

始点 終点

クリック

Ｅ Ｓ Ｃ キー

Ｅ Ｓ Ｃ キー

※キーボード入力

０ ０ ０ ０２

０ ０ ０ ０２

－２

クリック

終点

始点

Ⅱ－２－

クリック

クリック

指カーソルをサブメニューシートから外し 、

します。（ 左ク リ ッ ク ）

同様に、本数 （ 例 ： ３本 ） を入力します。

複写距離 （ 例 ： ６ ０ ０ ０㎜ ） を入力します。

平行に （

基準線指定 （

） を選択します。複写

なし ） を選択します。



通り芯の作成
■通り芯に符号を付ける 。

■図面の組立基準線を描き 、複写して通り芯を作成する 。

※※Ｃ Ａ Ｄ操作に慣れるため、 この回はスローペースです。

－３

CL a s s i c - CAD

平行複写　 （線分／円 ）指定

どちら側へ

6 , 0 0 0 6 , 0 0 0 6 , 0 0 0

指定線分

どちら側へ

クリック

クリック

クリック

クリック

マウスの右ボタンを押して、サブメニューを

（※方向を指示するだけなのでヒ ッ ト ポイン ト

（ ※方向を指示するだけなのでヒ ッ ト ポイン ト

　は です。 ）

水平線 （横線 ） を ヒ ッ ト します。

複写距離 （ 例 ： ） を入力します。

同様に、本数 （ 例 ： ） を入力します。

表示します。

　は です。 ）

右にカーソルを移動し します。

垂直線 （縦線 ） を ヒ ッ ト します。

上にカーソルを移動し します。

（ 左ク リ ッ ク ）

（ 左ク リ ッ ク ）

右側ならどこでもＯＫ

７ ０ ０ ０㎜

２本

（ 左ク リ ッ ク ）

上側ならどこでもＯＫ

（ 左ク リ ッ ク ）

（ 右ク リ ッ ク ）

６ ０ ０ ０㎜の間隔で右側に３本複写できました。

Ⅱ－３－

クリック



CL a s s i c - CAD

Ⅱ－４－

通り芯の作成
■通り芯に符号を付ける 。

■図面の組立基準線を描き 、複写して通り芯を作成する 。

※※Ｃ Ａ Ｄ操作に慣れるため、 この回はスローペースです。

7
,

0
0

0
7

,
0

0
0

平行複写 （線分／円 ）指定

クリック

④④
４ページ

実線

３ページ

（白い円 ）
半径指定円１

クリック クリック

７ ０ ０ ０㎜の間隔で上側に２本複写できました。

サブメニューと指カーソルが表示されます。

指カーソルをサブメニューシートの外で、

を解除します。

解除するためには、 まず します。

します。

２回。

『 平行複写 』 コマンド

（ 右ク リ ッ ク ）

（ 右ク リ ッ ク ）

（ 右ク リ ッ ク ）※コマンド解除は基本的に

コマンドが解除されました。

（ レイヤ ・ 色はそのままで線種のみ変えます。 ）

通り芯符号を描きます。

『 実線 』 コマン ドを ヒ ッ ト します。

－４

『 半径指定円１ 』 コマンドを ヒ ッ ト します。

偏心なし

Ｘ方向４ ０ ０㎜偏心
（ 右方向に移動 ）

Ｘ方向－４ ０ ０㎜偏心
（ 左方向に移動 ）

（ 上方向に移動 ）

Ｙ方向４ ０ ０㎜偏心

Ｙ方向－４ ０ ０㎜偏心
（ 下方向に移動 ）

■Ｙ軸上方向は＋、下方向は－の数値を入力 ■Ｘ軸右方向は＋、左方向は－の数値を入力円の偏心について

半径４ ０ ０㎜の例

※円の中心をどれだけ移動

させるかを考えます。

クリック

円の半径 （ 例

書き込み基点を （

： ４ ０ ０㎜

右列，中央

） を入力します。

） にします。

クリック



CL a s s i c - CAD

通り芯の作成
■通り芯に符号を付ける 。

■図面の組立基準線を描き 、複写して通り芯を作成する 。

※※Ｃ Ａ Ｄ操作に慣れるため、 この回はスローペースです。

クリック

クリック

マウスの右ボタンを押して、サブメニューを

表示します。

指カーソルをサブメニューシートから外し 、

します。

指カーソルをサブメニューシートから外し 、

します。

（ 右ク リ ッ ク ）

（ 左ク リ ッ ク ）

（ 左ク リ ッ ク ）

３ カ所配置します。

にして、 Ｙ通りの左端に【 端点 】 モード

３ カ所配置します。

にして、 Ｙ通りの左端に【 端点 】 モード

円が十字カーソルに付いて現れます。

円が十字カーソルに付いて現れます。

右ク リ ッ ク ２回で、 コマンドが解除します。

を解除します。

（ 右ク リ ッ ク ） （ 右ク リ ッ ク ）

『 半径指定円１ 』 コマンド
クリック

－５

Ⅱ－５－

クリック

クリック

中心点

中心点

書き込み基点を （ 中央列，上 ） にします。



CL a s s i c - CAD

通り芯の作成
■通り芯に符号を付ける 。

■図面の組立基準線を描き 、複写して通り芯を作成する 。

※※Ｃ Ａ Ｄ操作に慣れるため、 この回はスローペースです。

⑤ ⑤符号の中に文字を描きます。

『 コード型文字１ 』 コマン ドを ヒ ッ ト します。

６ページ

コード型文字１

（英字 ・数字 ）

クリック

寸法数値の入力に適しています。

漢字変換は行えません。文字データをコードで持たせていますので、線本数をと られずにすみます。

『 コード型文字１ （英字 ・数字 ） 』 コマンドは、英数字 ・ カタカナを描くためのものです。

クリック

サブメニューと指カーソルが表示されます。

サブメニューシートから指カーソルを移動し 、

文字高さ （ 例 ： ） を入力します。

文字幅 （例 ： ） を入力します。

原点位置を （ ） にします。

します。

３ ０ ０㎜

３ ０ ０㎜

（ 左ク リ ッ ク ）

中央、中

『 コード型文字１ （ 英字 ・ 数字 ） 』 コマン ド

－６

※ 『 コード型文字２ （ 漢字 ・ かな ） 』 コマンドのサブメニューシート も同様です。

コード型
文字１

( 6 P )

コード型
( 6 P )

文字２

『 コード型文字１ （ 英字 ・ 数字 ） 』 コマン ドのサブメニューシートについて

左 央 右
上

中

下

中

右移動量

原点浮き

Ⅱ－６－

拡張をＯＮにする と 、小数点以下の桁数

印 （ ９ カ所 ）原点位置

傾斜角度

回転角度
X1X

 1

←Ａ ＮＫ ・漢字を自動的に判別して書き込みます。

←ＯＮにすると 、印刷時の書き込みサイズを

ミ リ単位で設定出来ます。

Ｘ １
間隔

幅

文字の高さ 　

● ● ●

●●

●● ●

●

●

や、 カンマの有無、

等が設定出来ます。 （ Ｐ ９ ７ も 、同時にご参照下さい。 ）

０～７の数字は、 メモリーボタンです。



CL a s s i c - CAD

通り芯の作成
■通り芯に符号を付ける 。

■図面の組立基準線を描き 、複写して通り芯を作成する 。

※※Ｃ Ａ Ｄ操作に慣れるため、 この回はスローペースです。

Y 3

Y 2

Y 1

X 1 X 2 X 3 X 4

クリック

クリック

クリック

と入力します。 ）Ｘ ２ 　

（ 右ク リ ッ ク ） して

にして、円周上を ヒ ッ ト

します。

【 円中心点 】 モード

（ 左ク リ ッ ク ）

同様に他の円も符号を入力します。

） を入力します。Ｘ ２

入力文字 （ 例 ： Ｘ ３ ， Ｘ ４ ， Ｙ １ ， Ｙ ２ ， Ｙ ３ ）

） を入力します。Ｘ １

と入力します。 ）Ｘ １ 　

「 　

（ キーボード よ り 　

（ キーボード よ り 　

－７

Ａ ＮＫ 　＞Ｘ １Ａ Ｎ Ｋ＞

文字記入＜Ｘ １＞

　 」 と画面左上に表示されます。

文字記入＜Ｘ ２＞入力文字 （ 例 ：

入力文字 （ 例 ：

X 1

X 1

十字カーソルに の文字がついています。Ｘ １

にして、円周上を ヒ ッ ト

します。

【 円中心点 】 モード

（ 左ク リ ッ ク ）

X 1
X 2

、元に戻します。 　

Ⅱ－７－



CL a s s i c - CAD

通り芯の作成
■通り芯に符号を付ける 。

■図面の組立基準線を描き 、複写して通り芯を作成する 。

※※Ｃ Ａ Ｄ操作に慣れるため、 この回はスローペースです。

『 コード型文字１ 』 コマン ドを解除します。

（ 右ク リ ッ ク ）

クリック

－８

※ を押しながら線を描く とモードに関係なく水平 ・ 垂直線が描けます。キーＳ Ｈ Ｉ Ｆ Ｔ

『 属性変更 』 コマンド

を使って後で変更するこ と も出来ます。 属性変更

( 4 P )※線の属性 （ レイヤ、グループ、色、線種 ） は、

例えば紙面上に５㎜の大きさ （ 高さ／幅 ） の文字を描く場合には、縮尺１／１ ０ ０では、

５×１ ０ ０＝５ ０ ０㎜、 １／５ ０では、 ５×５ ０＝２ ５ ０㎜に設定します。

※ＣＡＤでは実寸法で入力する事を原則と します。文字の大きさ 、寸法符号、矢印、

ハッチングなどの数値は、実際に出力した時の大きさを考え、その数値に縮尺の

Y 3

指カーソルをサブメニューシートの外で、

します。（ 右ク リ ッ ク ）

コマンドが解除されました。

します。

サブメニューと指カーソルが表示されます。

Ⅱ－８－

X 1 X 2 X 3 X 4

Y 1

Y 2

Y 3

印刷サイズ設定が出来ます。お試し下さい。 ）

逆数を掛けた値を設定します。 （ 注 ： 「 文字サイズ 」 「 ハッチング 」 については、

クリック



CL a s s i c - CAD

通り芯の作成 ■図面の組立基準線を描き 、複写して通り芯を作成する 。

※※Ｃ Ａ Ｄ操作に慣れるため、 この回はスローペースです。

⑥⑥ 通り芯のデータをＢ ド ライブに保存します。

■通り芯に符号を付ける 。 ■データを登録 （ 保存 ）する 。
－９

『 フ ァイル （ Ｆ ） 』 をク リ ッ ク します。

下項目の 『 名前を付けて保存 （ Ａ ） 』 を

ク リ ッ ク します。

Ⅱ－９－

⑦

距離測定

５ページ画面上の通り芯間の距離を測定します。

を ヒ ッ ト します。『 距離測定 』 コマンド

サブメニューシートが表示されます。

印刷 （ Ｐ ）

印刷プレビュー （ Ｖ ）

プ リ ンタの設定 （ Ｒ ）

アプリ ケーショ ンの終了 （ Ｘ ）

Ｃ ｔ ｒ ｌ ＋Ｐ

Ｃ ｔ ｒ ｌ ＋Ｓ

Ｃ ｔ ｒ ｌ ＋Ｏ

Ｃ ｔ ｒ ｌ ＋Ｎ

その他ヘルプ （ Ｈ ）表示 （ Ｖ ）編集 （ Ｅ ）

新規作成 （ Ｎ ）

開く （ Ｏ ）

上書き保存 （ Ｓ ）

名前を付けて保存 （ Ａ ）

ファイル （ Ｆ ）

指カーソルをサブメニューシートから外し 、

します。（ 左ク リ ッ ク ）

を選ぶと 、連続して距離を測れます。 （測った距離の合計も出ます。 ）

「 距離 」 をチェ ッ ク します。

「 Ｎ点 」

「 図面に記入 」

は、 ２点間の距離を測り ます。

をＯＮにしておく と 、測った距離 （面積，角度，等 ） を図面に書き込めます。

⑦

※ちょ っとポイン ト※

『 フ ァイル名を付けて保存 』 の表示になり ます。

フォルダ （ ディ レク ト リ ） は

「 Ｂ ド ライブ 」 ，保存する場所は、

Ｂ ：

×？

Ｐ Ｌ Ａ Ｎ－０ １ ．ｍ ｐ ｗ

Ｄ Ｒ Ａ （ ｍ ｐ ｐ ，ｍ ｐ ｗ ）

保存 （ Ｓ ）

ファイル名を付けて保存

保存する場所 （ Ｉ ）

ファイル名 （ Ｎ ）

キャンセル

読み取り専用ファイルと して開く （ Ｒ ）

ファイルの種類 （ Ｔ ） ▼

▼

保存されました。

「 距離 」

※ここでは例と して 、 Ｂ ド ライブに保存しています。

　データは、各自お好きな場所 （ ド ライブ ， フォルダ内 ） に保存して下さい。

クリック

C L a s s i c - CAD

をク リ ッ ク します。『 　保存 （ Ｓ ） 』

ファイル名は 「 Ｐ Ｌ Ａ Ｎ－０ １ ．ｍ ｐ ｗ 」

と 、書き込みます。

「 Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －Ｃ Ａ Ｄ 」 ，



CL a s s i c - CAD

通り芯の作成 ■図面の組立基準線を描き 、複写して通り芯を作成する 。

※※Ｃ Ａ Ｄ操作に慣れるため、 この回はスローペースです。

始点

２点間距離

■通り芯に符号を付ける 。 ■通り芯間の距離を測定する 。

Y 3

Y 2

Y 1

X 4X 3X 2X 1

６ ０ ０ ０ ［ ｍｍ ］

終点

２点間距離

画面左上に 「 ２点間距離

が表示されます。

（ 左ク リ ッ ク ）

【 線上点 】 モード に変更し 、始点と して

Ｘ １通りの線上を ヒ ッ ト します。
クリック

クリック

クリック

クリック

※その他の距離も同じ要領で測定しまし ょ う 。

『 距離測定 』 コマンドを解除します。

右ク リ ッ ク ２回で、 コマンドが解除します。

（ 右ク リ ッ ク ） （ 右ク リ ッ ク ）

６ ０ ０ ０ｍｍになるこ とを確認します。

『 距離測定 』 コマンドは、画面上の２点間の距離及び線分の長さ 、図形の面積 ・角度が測定できます。

ポ イ ン ト

平行な二線間の距離を測定する時は、基本的に ‘始点 ’ を 【線上点 】 モード ‘終点 ’ を

【垂直点 】 モードで測定します。その他こ こでは 【交点 】→ 【交点 】 、 【端点 】→ 【垂直点 】

、 【交点 】→ 【垂直点 】 、 【 端点 】→ 【端点 】 の、組み合わせがあり ます。

『 距離測定 』 コマンド

－１ ０

Ⅱ－１ ０－

X 1 X 2

X 1 X 2

【 垂直点 】 モード

Ｘ ２通りの線上を ヒ ッ ト します。 （ 左ク リ ッ ク ）

に変更し 、終点と して

」 と メ ッセージ



完成図

CL a s s i c - CAD

■図形 （ ４本の線の集合体 ） を目的の位置にきちんと配置する 。柱の作成

X 4X 2 X 3

Y 2

Y 1

Y 3

X 1

◆柱

レイヤ ： ４ ０

線種　 ：実線

色　 　 ：水色

①① ４ページ

書き込み
レイヤ番号
グループ番号

『 書き込みレイヤ番号 』

柱の属性を指定します。 　

■部材別に属性を変更する 。
－１

レイヤについて

Ⅱ－１ １－

クリック

「 レイヤ 」 を左ク リ ッ クする と 、 １づつ、

を左ク リ ッ クする と 、 １ ０づつ増えます。

を ヒ ッ ト します。 　

※

入力します。 　

指カーソルをサブメニューシートから外し 、 　

マウスの左ボタンを押します。 （ 左ク リ ッ ク ） 　

レイヤ （例 ： ４ ０ ） をキーボードから

色を にします。水色

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤでは２ ０ ０枚のレイヤを持つ事ができます。 レイヤを分けて作図してあっ

ても 、画面上では１枚の図面の様に見えますが、 これは複数のレイヤが合成されている と考えます。



CL a s s i c - CAD

■図形 （ ４本の線の集合体 ） を目的の位置にきちんと配置する 。柱の作成

②② ２ページ

拡 大

Y 2

Y 1

Y 3

X 4X 3X 2X 1

Y 2

Y 1

Y 3

拡大範囲

始点

終点

X 4X 3X 2X 1

Y 2

Y 1

Y 3

拡大始点

始点

作業しやすい大きさの画面にします。

『 拡大 』 コマン ドを ヒ ッ ト します。

画面左上に 「 拡大始点 」 と メ ッセージが表示

」 と メ ッセージが表示

されます。

■部材別に属性を変更する 。

拡大範囲画面左上に 「

通り芯が大き く表示されました。

されます。

マウスを動かして破線の長方形 （ 縦５ ：横８ ）

で拡大範囲を指定します。

自動的にコマンドが解除されます。

対角の位置を指定します ）

どの位置に指定してもかまいません。終点は

（ ただし 、始点の位置は通り芯を囲む四隅の

通り芯が全部入るよ うに左上に始点を求めます。

クリック

クリック

クリック

または、
２ページ

前画面 （ 黒 ） を使います。全画面 （ 赤 ）
２ページ

※元の大きさの画面に戻す時は、

『 拡大 』 コマン ド

思った部分が拡大できません。
“『 拡大 』 コマン ドは画面の一部分を拡大表示します。 “ 始点 ” を う ま く指定しないと 、

“拡大始点 ” のメ ッセージに戻り “始点 ” を取り直しまし ょ う 。

そんな時はマウスの右ボタンを押して （ 右ク リ ッ ク ） 、

－２

Ⅱ－１ ２－



CL a s s i c - CAD

■図形 （ ４本の線の集合体 ） を目的の位置にきちんと配置する 。柱の作成
■部材別に属性を変更する 。

③ ③

ボックス１

７ページ

Y 2

Y 1

Y 3

『 ボックス１ 』 コマンド

『 ボックス１ 』 コマンドは４本の線分に囲まれた四角形を描くためのものです。

縦横の大きさを指定した自由な大きさの四角形を、 コマンドを解除するまで描く こ とができます。

ＢＯＸ 　 Ｘ＝７ ０ ０ ， Ｙ＝７ ０ ０ 　の場合ＢＯＸの偏心について

上－３ ５ ０㎜
移動量

移動量
右３ ５ ０㎜

３ ０°

上なし

移動量
右なし

角度
３ ０°

移動量

右－３ ５ ０㎜　

上－３ ５ ０㎜　

移動量
右３ ５ ０㎜

上３ ５ ０㎜

Ｘ方向 ・ Ｙ方向の組立基準線を描きます。

『 ボッ クス１ 』 コマン ドを ヒ ッ ト します。

サブメニューシートの設定をします。

クリック

【 交点 】 モードにして、通り芯と通り芯の

交点１ ２箇所に正方形を配置します。

７ ０ ０㎜ ） を入力します。

サイズＸ （ 例 ： ７ ０ ０㎜ ） を入力します。

サイズＹ （ 例 ：

正方形が十字カーソルに付いて現れます。

※ＢＯＸの中心をどれだけ移動させるかを考えます。

－３

Ⅱ－１ ３－

クリック



CL a s s i c - CAD

■図形 （ ４本の線の集合体 ） を目的の位置にきちんと配置する 。柱の作成

X 4X 3X 2X 1

Y 3

Y 2

Y 1

■部材別に属性を変更する 。

右ク リ ッ ク ２回で、 コマンドが解除します。

（ 右ク リ ッ ク ） （ 右ク リ ッ ク ）

『 ボッ クス１ 』 コマン ドを解除します。

クリック

クリック

■データを上書き保存する 。
－４

ここまでのデータを上書き保存します。 ④④
表示 （ Ｖ ） ヘルプ （ Ｈ ） その他編集 （ Ｅ ）ファイル （ Ｆ ）

新規作成 （ Ｎ ）

開く （ Ｏ ）

上書き保存 （ Ｓ ）

名前を付けて保存 （ Ａ ）

印刷 （ Ｐ ）

印刷プレビュー （ Ｖ ）

プ リ ンタの設定 （ Ｒ ）

アプリ ケーショ ンの終了 （ Ｘ ）

Ｃ ｔ ｒ ｌ ＋Ｐ

Ｃ ｔ ｒ ｌ ＋Ｎ

Ｃ ｔ ｒ ｌ ＋Ｏ

Ｃ ｔ ｒ ｌ ＋Ｓ

『 フ ァイル （ Ｆ ） 』 をク リ ッ ク します。

下項目の をク リ ッ ク

します。

Ⅱ－１ ４－

５ページ

ファイル
管理

『 上書き保存 （ Ｓ ） 』

上書き保存されました。

ファイル管理＜大＞シート

プレビュー

ファイル管理＜小＞シート

■その他のファイル保存方法 （ Ｄ Ｒ Ａ－Ｃ Ａ Ｄ仕様 ）

クリック

外で左ク リ ッ ク！

ク
リ
ッ
ク
し
て
大
シ
ー
ト
へ
！

ク リ ッ ク して登録します。

※コ メン ト を入力できます。

慣れる と 、管理がスムーズにな り ます。

「 フ ァイル管理 」 での呼び出し ・ 登録に



CL a s s i c - CAD

補助線の作成 ■通り芯を複写して補助線を作成する 。

■コマンドの実行／解除／サブメニューの変更方法を習得する 。

完成図

X 4

Y 3

◆補助線

レイヤ ： ２ ０

線種　 ：点線

色　 　 ：黄色

① ① ４ページ

書き込み
レイヤ番号
グループ番号

４ページ

黄色

８ページ

平行複写

を ヒ ッ ト します。 　『 書き込みレイヤ番号 』

レイヤ （例 ：

を ヒ ッ ト します。『 平行複写 』 コマンド

補助線を 『 平行複写 』 で複写します。

） を入力します。３ ０ ０ ０㎜

② ②

X 4X 3X 2X 1

Y 3

Y 2

Y 1

どちら側へ

複写距離 （ 例 ：

十字カーソルで、 Ｙ １通り を ヒ ッ ト して、

上側で （ 左ク リ ッ ク ） します。

クリック

クリック

補助線の属性を指定します。 　

－１

X 2 X 3

Y 2

Y 1

X 1

3
,0

0
0

2
,5

0
0

2
,0

0
0

2 , 0 0 0 2 , 5 0 0

Ⅱ－１ ５－

黄

） をキーボードから２ ０

入力します。 　

指カーソルをサブメニューシートから外し 、 　

マウスの左ボタンを押します。 （ 左ク リ ッ ク ）

色、線をそれぞれ選択します。

（例 ： 色…黄、線…点線 ） ４ページ

点線

クリック



CL a s s i c - CAD

補助線の作成 ■通り芯を複写して補助線を作成する 。

■コマンドの実行／解除／サブメニューの変更方法を習得する 。

複写距離 （ 例 ： ） を入力します。２ ５ ０ ０㎜

マウスの右ボタンを押して、サブメニューを

表示します。 （ 右ク リ ッ ク ）

（ 左ク リ ッ ク ） します。

十字カーソルで、 Ｙ ２通り を ヒ ッ ト して、

下側で

クリック

－２

クリック
マウスの右ボタンを押して、サブメニューを

表示します。 （ 右ク リ ッ ク ）

（ 左ク リ ッ ク ） します。

複写距離 （ 例 ： ） を入力します。２ ０ ０ ０㎜

上側で

十字カーソルで、 Ｙ ２通り を ヒ ッ ト して、

十字カーソルで、 Ｘ ３通り を ヒ ッ ト して、

左側で （ 左ク リ ッ ク ） します。

左側で

十字カーソルで、 Ｘ ４通り を ヒ ッ ト して、

（ 左ク リ ッ ク ） します。

X 4X 3X 2X 1

Y 1

Y 3

Y 2

どちら側へ

クリック

Y 3

Y 2

Y 1

X 2X 1 X 4X 3

X 4X 2X 1

Y 1

Y 2

X 3

Y 3

Ⅱ－１ ６－

クリック

クリック



CL a s s i c - CAD

補助線の作成 ■通り芯を複写して補助線を作成する 。

■コマンドの実行／解除／サブメニューの変更方法を習得する 。

X 4X 3X 2X 1

Y 3

Y 2

Y 1

補助線ができました。

を解除します。

（ 右ク リ ッ ク ） （ 右ク リ ッ ク ）

右ク リ ッ ク ２回で、 コマンドが解除します。

『 平行複写 』 コマンド

－３

Ⅱ－１ ７－

クリック

（ 十字カーソル ）

（ 指カーソル ）

線，文字等を選択する時出現するカーソル （ 方向，位置を指示する時も ）

ＮＹ

クリック

ＮＯ／解除／後退

（ 右ク リ ッ ク ）

Ｙ Ｅ Ｓ／実行／前進

（ 左ク リ ッ ク ）

（ Ｙ／Ｎ ）

サブメニューの項目を選択する時出現するカーソル Ｙ Ｅ Ｓ／ＮＯ

②条件の選択 ・ 設定

クリック

①サブメニューが出る

④サブメニューに戻る⑤ 解 除

クリック クリック

③プログラムの実行

（ 右ク リ ッ ク ） （ 右ク リ ッ ク ）

（ 左ク リ ッ ク ）

１

クリック

（ 左ク リ ッ ク ）

《 基本的なコマンドの実行 ・ サブメニューの設定 ・ 解除までの流れ 》

●メニューシートの

　アイコンをヒ ッ トする

①画面左上にメ ッセージが出る

クリック

（ 右ク リ ッ ク ）

②プログラムの実行③ 解 除

２

◎同時に解除される

◎コマンド ヒ ッ ト後、即プログラムの実行３

・ 対象の設定

・ 距離数量の設定

・ 条件の選択

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~



CL a s s i c - CAD

壁の作成 ■ダブル線コマンドを利用して、外壁と間仕切壁を作成する 。

■割り込みコマンドを利用して、作業しやすい状態にする 。

完成図

または、
２ページ

前画面 （ 黒 ） を使います。全画面 （ 赤 ）
２ページ

※元の大きさの画面に戻す時は、

X 4X 2 X 3

Y 2

Y 1

Y 3

X 1

線種　 ：実線

レイヤ ： ５ ０

色　 　 ：緑

◆壁

①

を ヒ ッ ト します。 　『 書き込みレイヤ番号 』

壁の属性を指定します。 　

５ ０

４ページ

書き込み
レイヤ番号
グループ番号

①

②

拡 大

クリック

②

『 拡大 』 コマン ドを ヒ ッ ト します。

クリック

） を入力します。 　

を ヒ ッ ト します。 　

X4X3X2X1

Y1

Y3

Y2

拡大範囲

作業しやすい大きさの画面にします。 ２ページ

『 緑色 』 ， 『 直線 』

アクティブレイヤ （例 ：

『 完成図 』 を参考に Ｉ ～ Ｊ 付近を拡大します。

I J K

BA

E F

ｂａ

－１

8 4 0

3
,

0
0

0

ｋ

G

C

L

H

D

ｉｊ ｈ

ｆ

ｇ

ｅ

ｃ ｄ

Ⅱ－１ ８－



CL a s s i c - CAD

壁の作成 ■ダブル線コマンドを利用して、外壁と間仕切壁を作成する 。

■割り込みコマンドを利用して、作業しやすい状態にする 。

③ ③壁を描きます。 ７ページ

ダブル線

Y 1

X 2X 1

ダブル線　開始点

X 2X 1

Y 1

ダブル線　終点

ダブル線　開始点

X 2

Y 1

X 1

『 ダブル線 』 コマンド

『 ダブル線 』 コマンドは２本の平行した線分を描く コマンドです。長さを画面上から指定し 、

設定した厚さの半分を振り分けて平行に２本の線分が描かれます。

を ヒ ッ ト します。『 ダブル線 』 コマンド

厚さ （ 例 ： ２ ０ ０㎜ ） を入力します。

【 交点 】 モードで、開始点を指示します。

【 交点 】 モードで、終点を指示します。

柱が包絡されて、壁が描けました。

終点

開始点

－２

包絡する 包絡しない

ア ド バ イ ス

Ⅱ－１ ９－

連続モードを （

包絡処理を （ する

） にします。

） にします。

×

クリック



CL a s s i c - CAD

壁の作成 ■ダブル線コマンドを利用して、外壁と間仕切壁を作成する 。

■割り込みコマンドを利用して、作業しやすい状態にする 。

Y 2

Y 1

どっち側へ

Y 1

Y 2

ダブル線　開始点

開始点

Y3

Y2

X3X2X1

Y1

X4

Ｘ ４ ， Ｘ ４通り上のＹ １～Ｙ ２ ， Ｙ ２～Ｙ ３間

終点

画面左上に 「 どっち側へ 」 と メ ッセージが表示

されますので、左側で （ 左ク リ ッ ク ） します。

【 交点 】 モード

厚さ （ 例 ：

偏心を （ ○ ） にして （ 例 ：

２ ０ ０㎜

２ ５ ０㎜ ） と

） を入力します。

入力します。

で、開始点と終点を ヒ ッ ト

します。

マウスの右ボタンを押して、サブメニューを

表示します。 （ 右ク リ ッ ク ）

2 0 0

終点

7 0 0

2 5 0

偏
心
距
離

壁厚

開始点

偏心　なし

壁厚
終点

開始点

偏心　あり

（ ７ ０ ０／２ ）－ （ ２ ０ ０／２ ）＝２ ５ ０

－３

★芯振り分け…
振り分ける事を言います。

中心線からある長さを

同じ設定で、 Ｙ １通り上のＸ ２～Ｘ ３ ， Ｘ ３～

に壁を描いて下さい。

壁の偏心について ①

Ⅱ－２ ０－

クリック クリック



CL a s s i c - CAD

壁の作成 ■ダブル線コマンドを利用して、外壁と間仕切壁を作成する 。

■割り込みコマンドを利用して、作業しやすい状態にする 。

X 1 X 2

X 1 X 2 X 3 X 4

Y 2

Y 3
Ｙ ３通り上のＸ １～Ｘ ２ ， Ｘ ２～Ｘ ３ ， Ｘ ３～

柱が包絡されて、壁が描けました。

同じ設定で、 Ｘ １通り上のＹ ２～Ｙ ３ ，

Y 1

Y 2

Y3

Y2

Y1

X4X3X2X1

Ｘ ４間に壁を描いて下さい。

壁が描けました。

を解除します。

（ 右ク リ ッ ク ） （ 右ク リ ッ ク ）

拡大＆パンニングについて

右ク リ ッ ク ２回で、 コマンドが解除します。

また作業しやすいよ うに全画面や前画面で、全体を表示しなおしてみてください。

キーボードでのパンニングも出来ます。

『 ダブル線 』 コマンド

ＲＯ Ｌ Ｌ
　 Ｕ Ｐ

↓キーボードで拡大 ・ 縮小表示

ＲＯ Ｌ Ｌ
ＤＯＷＮ 上下左右に１／２画面づつパンニング

パンニング

２ページ２ページ

前画面 （ 黒 ）拡 大

２ページ ２ページ

全画面 （ 赤 ）

徐々に縮小徐々に拡大

↓キーボードでパンニング

拡大表示した状態でパンニングを割り込ませ、画面を移動しながら作業します。

色々試して、やりやすい方法を探しまし ょ う 。

※コマンド実行中に割り込みが出来るコマンドです。

－４

Ⅱ－２ １－



CL a s s i c - CAD

壁の作成 ■ダブル線コマンドを利用して、外壁と間仕切壁を作成する 。

■割り込みコマンドを利用して、作業しやすい状態にする 。

④④

ダブル線始点

X 1 X 2

Y 2

開始点

終点

Y 2

どっち側へどっち側へ 」 と メ ッセージが表示

（ 左ク リ ッ ク ） します。されますので、下側で

７ページ

画面左上に 「

【 交点 】 モードで、開始点と終点を ヒ ッ ト

します。

を ヒ ッ ト します。『 ダブル線 』 コマンド

厚さ （ 例 ： ） を入力します。１ ５ ０㎜

偏心を （ ○ ） にして （ 例 ： ） と

入力します。

包絡処理を （ なし

２ ７ ５㎜ ダブル線

－５

壁の偏心について ②

7
0

0

偏心距離

壁厚１ ５ ０㎜

２ ７ ５㎜

開始点 ・終点

２ ７ ５＝ （ ７ ０ ０／２ ）－ （ １ ５ ０／２ ）

偏心距離

Y3

Y2

Y1

X4X3X2X1

右図の様に間仕切壁を描きます。
Ｂ

ＦＥ

Ｆ

Ｅ

Ｅ Ｆ

Ⅱ－２ ２－

） にします。

クリック



CL a s s i c - CAD

壁の作成 ■ダブル線コマンドを利用して、外壁と間仕切壁を作成する 。

■割り込みコマンドを利用して、作業しやすい状態にする 。

Y 2

Y 3

X 1 X 2 X 3

⑤⑤

を利用して、 メニューシート を移動させるのも練習してみて下さい。 この３

壁連続　開始点

Y 2

第２点

第３点

第１点

マウスの右ボタンを押して、サブメニューを

表示します。 （ 右ク リ ッ ク ）

【 交点 】 モード

偏心を （ × なし） 、包絡処理を （

します。

厚さ （ 例 ： ２ ０ ０㎜ ） を入力します。

で、第１点→第２点→

第３点の順でヒ ッ ト します。

－６

ア ド バ イ ス

コマンド実行中メニューシートが邪魔な時 Ｔ Ａ Ｂ 　キーを押してメニュー

シート を移動させますが、 『 パンニング 』 『 ズームアップ 』 『 ズームダウン 』

Ｂ－Ｆ間にも間仕切壁を描きます。

X 4X 3X 2X 1

Y 3

Y 2

Y 1

右図の様に連続した壁を描きます。

Ａ Ｂ

ＦＥ

ｄ

ａ

Ｆ

ａ ｂ

ｂ
ｇ ｈ

ｆ

ｅ

ｃＦ Ｈ

が表示される機能があ り ます。

つのコマンドは、解除する時、十字カーソルを置いた位置にメニューシート

Ⅱ－２ ３－

連続モードを （ ○ ） に変更します。

クリック クリック

） に



CL a s s i c - CAD

壁の作成 ■ダブル線コマンドを利用して、外壁と間仕切壁を作成する 。

■割り込みコマンドを利用して、作業しやすい状態にする 。

Y 2

X 2X 1

壁連続　 　 　 　 　 　

Y 2

X 1 X 2

します。

終了 」 のメ ッセージを ヒ ッ ト し画面中央上の 「

連続した壁が描かれました。

現画面再表示 （ 青 ） を ヒ ッ ト

※白線が消えた後、通り芯が消えたよ うに

見えますが

するこ とによ り再表示されます。

マウスの右ボタンを押して、サブメニューを

表示します。 （ 右ク リ ッ ク ）

厚さ （ 例 ： ） を入力します。１ ２ ０㎜

白線表示

－７

Ｆ

Ｆ

ｂａ

ｂａ

連続した壁を描きます。

　－　－　 ，Ｈ－　－　－　間にも同様に、ｄ ｅｃ ｆ ｇ ｈ

X 2

Y 3

Y 2

X 3 X 4

ｆ

ｇ
ｈ

ｅ

ｃ ｄ

H

Ⅱ－２ ４－

終了

クリック クリック



CL a s s i c - CAD

壁の作成 ■ダブル線コマンドを利用して、外壁と間仕切壁を作成する 。

■割り込みコマンドを利用して、作業しやすい状態にする 。
－８

X 4X 3

（ 右ク リ ッ ク ）

⑥ ⑥

Y 1

マウスの右ボタンを押して、サブメニューを

表示します。

長さを指定して連続した壁を描きます。 （ 右図 ） Y 2

X 2

8 4 0

３
０

０
０

ｋ

連続モードを （

偏心を （ ○ ） にします。

ＬＫＪ

ＨＦ Ｇ

ｉｊ

Y 2

X 1 X 2

ｊｉ

E F

ａ ｂ

開始点

終点

E F

ｂａ

ｉｊ

Y 2

X 1 X 2

※通常は補助線を引いてから壁を描きますが、

この場合、部屋を二等分する壁を簡単に描く

ため　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 を使いました。

包絡処理された間仕切壁が描けました。

　－　間に間仕切壁を描きます。

連続モードを （

包絡処理を （

表示します。

マウスの右ボタンを押して、サブメニューを

（ 右ク リ ッ ク ）

【 線分中心点 】 モード

する

クリック クリック

ｊ

ｉ

で、 　側の壁線を ヒ ッ ト

します。

ヒ ッ ト します。

で、 　側の壁線を

（ 左ク リ ッ ク ）

【 垂直点 】 モード

【 線分中心点 】 モード

（ 左ク リ ッ ク ）

Ⅱ－２ ５－

× ） に変更します。

） に変更します。○

クリック クリック

） にします。



CL a s s i c - CAD

壁の作成 ■ダブル線コマンドを利用して、外壁と間仕切壁を作成する 。

■割り込みコマンドを利用して、作業しやすい状態にする 。
－９

X 3 X 4

壁連続　 　 　 　 　 　終了

Y 1

Y 2

X 2

【 交点 】 モード

第２点目は、開始点よ り左側水平な位置を指定

したいのですが、カーソルで指示できるポイン

トがあ り ません。

と入力します。

と同じ くキ－ボ－ド

よ り入力します。

続けて上方に８ ４ ０ ｍｍの長さの壁を描くため

そこで、開始点から左に３ ０ ０ ０ ｍｍの長さの

壁を描くために、キーボ－ド よ り 、

※キーボード入力

８ ４

３ ０ ０

０

０

で、 Ｋを ヒ ッ ト します。
Ｈ

ＬＫＪ

開始点

３ ０ ０ ０ 　 　 （ 矢印上キー ）

８ ４ ０ 　 　 （ 矢印右キー ）

【 端点 】→ 【 端点 】 【 垂直点 】 ）（

で、 ラバーバンドを切り ます。キーＥ Ｓ Ｃ
X3

Y1

※キーボード入力例

６ ０ ０ 　 　 （ 矢印左キー ）

２ ５ ０ 　 　 （ 矢印上キー ）

８ ５ ０ 　 　 （ 矢印下キー ）

またＸ軸 （ 横 ） ・ Ｙ軸 （縦 ） のどちらかだけ移動量を指定する場合は、矢印キーを使用します。

下に８ ５ ０㎜の位置でスナップ

左に６ ０ ０㎜の位置でスナップ

上に２ ５ ０㎜の位置でスナップ

5
0

0
1

,0
0

0

500

2
,0

0
0

500

5
0

0

1 , 000

1 , 000200

① ②練 習

右記の、図形を描いてみまし ょ う 。

ｋ

Ｋ

間仕切壁の端を描き足します。

と ヒ ッ ト して、一本線を描きます。

『 ダブル線 』 コマンドを解除してから 、

　の箇所を します。『 拡大 』

座標値とキーボード入力について ①

Ⅱ－２ ６－

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤは最終ヒ ッ ト ポイン トの座標値を覚えています。



CL a s s i c - CAD

柱と壁の編集 ■既に描いてある線を線分中抜き ・線分連結などで編集する 。

■レイヤ （ 画層 ） の表示／非表示の利用。

完成図

印のカ所を

編集する

① ①
通り芯 （ １ ０番 ） と補助線 （ ２ ０番 ） のレイヤ

を非表示にします。
全レイヤ

表示 レイヤ ２

非表示

指定レイヤ

以外の表示

レイヤを非表示にします。 （ 方法その１ ） 方法１

『 非表示レイヤ２ 』 を ヒ ッ ト します。

画面左上に 「 非表示レイヤ ［ － ］ ［ ， ］ ＞ 」 と

メ ッセージが表示されます。

キーボードから 　 １ ０ ， ２ ０ （ リ ターン ）

２ページ

非表示

レイヤ２

クリック

非表示レイヤ ［ － ］ ［ ， ］ ＞１ ０ ， ２ ０

画面左上に 「 」 と非表示レイヤ ［ － ］ ［ ， ］ ＞

メ ッセージが出ている状態で　 　 します。

コマンドが解除しました。

『 非表示レイヤ２ 』 の解除方法

と入力します。

通り芯と補助線が非表示になり ました。

－１

X 4X 2 X 3

Y 2

Y 1

Y 3

X 1

ｃ ｄ

ｋ
ｇ

ｆ

ｈ

H

LKJ

ａ

ｅ C DBA

E G

I

ｊ

ｂ

ｉ

F

非表示レイヤ ［ － ］ ［ ， ］ ＞　 　

Ⅱ－２ ７－



CL a s s i c - CAD

柱と壁の編集 ■既に描いてある線を線分中抜き ・線分連結などで編集する 。

■レイヤ （ 画層 ） の表示／非表示の利用。

画面左上に 「

メ ッセージが出ている状態で　 　 します。

コマンドが解除しました。

方法２

全レイヤ

レイヤ ２非表示

表示

指定レイヤ

の表示

２ページ

非表示
（白 ）

全レイヤ

２ページ

レイヤ２

表示

レイヤを非表示にします。 （ 方法その２ ） ②②
全レイヤを非表示にしてから柱 （ ４ ０盤 ） と

壁 （ ５ ０番 ） のレイヤだけを表示します。

キーボードから 　 （ リ ターン ）

画面左上に 「

メ ッセージが表示されます。

を ヒ ッ ト します。

画面左上に 「 非表示レイヤ ［ － ］ ［ ， ］ ＞ 」 と

メ ッセージが表示されます。

『 全レイヤ非表示 』

『 表示レイヤ２ 』

表示レイヤ ［ － ］ ［ ， ］ ＞

を ヒ ッ ト します。

」 と

４ ０ ， ５ ０

表示レイヤ ［ － ］ ［ ， ］ ＞

表示レイヤ ［ － ］ ［ ， ］ ＞　 　

表示レイヤ ［ － ］ ［ ， ］ ＞

『 表示レイヤ２ 』

」 と

の解除方法

クリック クリック

４ ０ ， ５ ０

と入力します。

通り芯と補助線が非表示になり ました。

①描画線本が多くなる と 、必然的にレイヤ分けも多くな り ます。 レイヤの表示／非表示を活用する事で、

　入力する時に、 レイヤを細かく分ける と入力が大変？、でも分けないと修正が大変！！

　大変効率良い作業ができます。

　で裏画面に切り替える と 、 とても効率的です。

　 ロ ッ ク されている と 、画面が切り替わり ません。 （ 英数字の入力できる状態にしておく ）

②アルファベッ トの　 Ｑ 　キーは表示レイヤ／非表示レイヤの切り替えを行います。

③　 Ｑ 　キーを押すと きはキーボード左下の　かな　キーがロ ッ ク されていない事を確認しまし ょ う 。

　特定のレイヤだけを画面に表示する方法と して、 『 非表示レイヤ１ 』 で指定　 キー　→　 Ｑ 　

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

－２

ア ド バ イ ス

Ⅱ－２ ８－



CL a s s i c - CAD

柱と壁の編集 ■既に描いてある線を線分中抜き ・線分連結などで編集する 。

■レイヤ （ 画層 ） の表示／非表示の利用。

③③ 方法３

全レイヤ

表示 レイヤ ２

非表示

指定以外の

レイヤ表示

指定以外の

レイヤ表示

２ページ

非表示

レイヤ２

クリック

非表示レイヤ ［ － ］ ［ ， ］ ＞４ ０ ， ５ ０

柱 （ ４ ０番 ） と壁 （ ５ ０番 ） のレイヤを非表示

レイヤを非表示にします。 （ 方法その３ ）

『 非表示レイヤ２ 』 を ヒ ッ ト します。

画面左上に 「 非表示レイヤ ［ － ］ ［ ， ］ ＞ 」 と

メ ッセージが表示されます。

キーボードから 　 （ リ ターン ）

と入力します。

４ ０ ， ５ ０

柱と壁が非表示になり ました。

非表示レイヤ ［ － ］ ［ ， ］ ＞　 　

裏画面と表画面を切り替えます。

Q

コマンドを解除しておきます。

Q

柱と壁のレイヤが表示されました。

Ｑ 　キーを押すたびに画面が切り替わり ます。

キーボードの　 Ｑ 　キーを押します。

にし 、 Ｑ 　キーで切り替えて表示します。

－３

X 4X 2 X 3

Y 2

Y 1

Y 3

X 1

X 4X 2 X 3

Y 2

Y 1

Y 3

X 1

Ⅱ－２ ９－



CL a s s i c - CAD

柱と壁の編集 ■既に描いてある線を線分中抜き ・線分連結などで編集する 。

■レイヤ （ 画層 ） の表示／非表示の利用。

④④

X 2 X 3 X 4

ａ
Y 3

３ページ

線分中抜き

クリック

『 線分中抜き 』 コマン ドを ヒ ッ ト します。

中抜き 」 と メ ッセージが表示され

たら 、中抜きしたい線分を ヒ ッ ト します。

画面左上に 「

どこまでどこから

も う一方の中抜きする位置を指定します。

線分の中抜きする位置を指定します。

「 」 と メ ッセージが変わったら 、

「 」 と メ ッセージが変わったら 、

どこから

どこまで

線分の中抜きをします。

編集しやすいよ うに拡大してから作業します。

（ まずは　 ａ 　の部分から拡大します。 ）

（ 右ク リ ッ ク ）

右ク リ ッ ク １回で、 コマンドが解除します。
クリック

中抜き

中抜き

編集後中抜きライン

－４

X 4X 3X 2X 1

Y 3

Y 1

Y 2

ｂ

ｂ ， ｃ ， ｄ ， ｅ ， ｆ も同様に中抜きします。

ａ

ｂ

ｃ

ｄ
ｆ

ｅ

ｂ

ｃ

ｄ
ｆ

ｅ

Ⅱ－３ ０－



CL a s s i c - CAD

柱と壁の編集 ■既に描いてある線を線分中抜き ・線分連結などで編集する 。

■レイヤ （ 画層 ） の表示／非表示の利用。

⑤⑤

X 1 X 2 X 3 X 4

ｋ

ｊ
ｉ

ｈ

Y 3

Y 2

Y 1

３ページ

線分連結

画面左上に 「

「

編集しやすいよ うに拡大してから作業します。

（ まずは　 　の部分から拡大します。 ）

線分の連結をします。

ｈ

『 線分連結 』 コマンドを ヒ ッ ト します。

X 1 X 2 X 3

Y 3

Y 2

ｋ

ｊ

ｉ

ｈ

線分連結　どの線を結ぶ

ｈ

ｋ

ｊ

ｉ

クリック

線分連結　どの線と 」 と

メ ッセージが表示されたら 、柱の一面を ヒ ッ ト

します。

線分連結　どの線を結ぶ 」 と メ ッセージが

変わったら 、壁線を ヒ ッ ト します。

（ 右ク リ ッ ク ）

右ク リ ッ ク １回で、 コマンドが解除します。

編集後

線分連結　どの線と

線分連結　どの線と

クリック

－５

ｉ ， ｊ ， ｋ も同様に連結します。

Ⅱ－３ １－



CL a s s i c - CAD

柱と壁の編集 ■既に描いてある線を線分中抜き ・線分連結などで編集する 。

■レイヤ （ 画層 ） の表示／非表示の利用。

⑥ ⑥

画面左上に 「

編集しやすいよ うに拡大してから作業します。

壁を柱の面あわせにします。

８ページ『 パラ メ ト リ ッ ク １ 』 コマンドを ヒ ッ ト します。

パラメ ト リ ック範囲　始点

メ ッセージが表示されたら 、移動する点を

すべて囲む様に指定します。

パラ メ ト リ ッ ク範囲　始点 」 と

点は囲まない

Y 2

X 2

「 パラ メ ト リ ッ ク範囲　始点 」 と メ ッセージが

します。

変わったら 、余計な点は囲まないよ うに指定

パラメ ト リ ック範囲　終点Y 2

X 2

パラメ ト リ ック １

クリック

－６

X 1 X 2 X 3 X 4

Y 3

Y 2

Y 1

Ⅱ－３ ２－



CL a s s i c - CAD

柱と壁の編集 ■既に描いてある線を線分中抜き ・線分連結などで編集する 。

■レイヤ （ 画層 ） の表示／非表示の利用。

移動　始点
「 移動　始点 」 と メ ッセージが変わり ます。

ヒ ッ ト します。

【 端点 】 モードにして、壁の端部を

X 2

Y 2

移動　終点

X 2

Y 2「 」 と メ ッセージが変わり ます。

【 端点 】 モード

移動　終点

Y 2

X 2

パラメ ト リ ック範囲　始点

で柱の端部を ヒ ッ ト します。

壁が柱と面あわせにな り ました。

右ク リ ッ ク １回で、 コマンドが解除します。

（ 右ク リ ッ ク ）
クリック

－７

Ⅱ－３ ３－



CL a s s i c - CAD

柱と壁の編集 ■既に描いてある線を線分中抜き ・線分連結などで編集する 。

■レイヤ （ 画層 ） の表示／非表示の利用。

４ページ

全レイヤ表示

Y 3

Y 2

Y 1

X 4X 3X 2X 1

クリック

全画面 （赤 ）

２ページ

クリック

⑦⑦

『 全レイヤ表示 』 コマンドを ヒ ッ ト します。

『 全画面 』 コマン ドを ヒ ッ ト します。

全レイヤ ・ 全画面表示をします。

※データの上書き保存 （ 登録 ） をして下さい。

移動始点

移動終点

３ページ

単線化

３ページ

線分中抜き

３ページ

線分連結

３ページ

線分延長 ・ カッ ト

８ページ

パラメ ト リ ック １

＊コマンドの実行例＊

－８

Ⅱ－３ ４－

　 （ Ｐ ． １ ４参照 ）



CL a s s i c - CAD

開き扉の作成 ■開き扉を描く 。

完成図
◆開き扉

色　 　 ：紫

線種　 ：実線

レイヤ ： １ ０ ０

×

７ ０ ０

４ ０ ０

８ ０ ０

する

する

する

する

片 開

片 開

片 開

第一扉幅 第二扉幅 合 せ 偏心距離 包 絡 タ イ プ

吊 元

吊 元

中 心

中 心

スイング

８ ０ ０

８ ０ ０

８ ０ ０

７ ０ ０

１ ０ ０

×

×

４ページ ４ページ

書き込み

レイヤ番号

グループ番号

紫

７ページ

開き扉の属性を指定します。

開き扉

① ①

② ②片開きタイプの扉を描きます。

１ ０ ０

（ レイヤ ： １ ０ ０ ，色 ：紫色，線種 ： 実線 ）

※作業する範囲を拡大しておきます。

『 開き扉 』 コマン ドを ヒ ッ ト します。

指カーソルをサブメニューシートから外し 、

（ 左ク リ ッ ク ） します。

－１

X 4X 2 X 3

Y 2

Y 1

Y 3

X 1

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｅ Ｆ

Ｃ

Ｄ

Ｅ ， Ｆ ５ ０ ０

Ａ ， Ｂ

Ⅱ－３ ５－

紫

クリック

クリック

サブメニューを設定します。

包絡する 　を （

まず （

８ ０ ０㎜

片開き

） を入力します。

） を選択します。

偏心距離を （ ○ １ ０ ０㎜ ）） にして、 （例 ：

と入力します。

左端 ） にします。合せを （

第一門扉 （ 例 ：

○ ） にします。

メモ リーボタンは （例 ： １ ） にしておきます。



CL a s s i c - CAD

開き扉の作成 ■開き扉を描く 。

８
０
０

Ａ

偏心距離
１ ０ ０

③ ③

（ 左ク リ ッ ク ）

【 端点 】 モードで、間仕切り壁の線の端部を

画面左上に 「

表示されます。

配置ポイン ト １

表示されます。

方向画面左上に 「

十字カーソルを左上に移動して、 （ 左ク リ ッ ク ）

します。

扉が１つ描かれました。

【 垂直点 】 モードで、向かい側の壁線を

画面左上に 「 配置ポイン ト ２

表示されます。

（ 左ク リ ッ ク ）

ヒ ッ ト します。

ヒ ッ ト します。

Ａの扉を描きます。

同様に

－２

配置ポイント １

X 2 X 3

Y 3

ポイン ト １

X 2 X 3

Y 3

Ａ

ポイン ト ２

配置ポイント ２

X 2 X 3

Y 3
方向

Ａ

Ｂ の扉を描きまし ょ う 。

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ Ａ

ポイン ト ２ポイン ト １

Ⅱ－３ ６－

」 と メ ッセージが

」 と メ ッセージが

」 と メ ッセージが



CL a s s i c - CAD

開き扉の作成 ■開き扉を描く 。

両開きタイプの扉を描きます。④ ④

ポイン ト １

X 2 X 3

配置ポイント １

X 4

Y 3

Y 2

ポイン ト ２配置ポイント ２

方向

【 垂直点 】 モードで、向かい側の壁線を

画面左上に 「 配置ポイン ト ２

表示されます。

（ 左ク リ ッ ク ）

（ 右ク リ ッ ク ） してサブメニューを表示します。

指カーソルをサブメニューシートから外し 、

（ 左ク リ ッ ク ） します。

（ 左ク リ ッ ク ）

画面左上に 「

表示されます。

配置ポイン ト １

【 線分中心点 】 モードで、壁線を ヒ ッ ト

表示されます。

方向画面左上に 「

（ 左ク リ ッ ク ）

します。

十字カーソルを上側に移動して、

両開きの扉が描かれました。

します。

ヒ ッ ト します。

－３

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ⅱ－３ ７－

クリック

」 と メ ッセージが

」 と メ ッセージが

」 と メ ッセージが

観音開まず （ ） を選択します。

第一門扉 （ 例 ： ） を入力します。７ ０ ０㎜

第二門扉 （ 例 ： ） を入力します。７ ０ ０㎜

合せを （ 中心合 ） にします。

包絡するを （ ○ ） にします。

） にしておきます。メモ リーボタンは （例 ： ２



CL a s s i c - CAD

開き扉の作成 ■開き扉を描く 。

【 垂直点 】 モードで、向かい側の壁線を

画面左上に 「 配置ポイン ト ２

表示されます。

（ 左ク リ ッ ク ）

（ 右ク リ ッ ク ） してサブメニューを表示します。

（ 左ク リ ッ ク ）

画面左上に 「

表示されます。

配置ポイン ト １

【 線分中心点 】 モードで、壁線を ヒ ッ ト

表示されます。

方向画面左上に 「

（ 左ク リ ッ ク ）

します。

します。

ヒ ッ ト します。

⑤ ⑤

X 2X 1

配置ポイント １

Y 2

ポイン ト ２

配置ポイント ２

方向

親子扉が描かれました。

親子扉を描きます。

十字カーソルを右下に移動して、

ポイン ト １

－４

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ⅱ－３ ８－

」 と メ ッセージが

」 と メ ッセージが

」 と メ ッセージが

指カーソルをサブメニューシートから外し 、

（ 左ク リ ッ ク ） します。

観音開まず （ ） を選択します。

第一門扉 （ 例 ： ） を入力します。８ ０ ０㎜

第二門扉 （ 例 ： ） を入力します。４ ０ ０㎜

合せを （ 中心合 ） にします。

包絡するを （ ○ ） にします。

） にしておきます。メモ リーボタンは （例 ： ３

クリック



CL a s s i c - CAD

開き扉の作成 ■開き扉を描く 。

（ 右ク リ ッ ク ） してサブメニューを表示します。

表示されます。

方向画面左上に 「

（ 左ク リ ッ ク ）

します。

同様に

⑥ ⑥スイングタイプの扉を描きます。

スイングタイプの扉が描かれました。

－５

画面左上に 「

表示されます。

配置ポイン ト １

（ 左ク リ ッ ク ）

【 端点 】 モード

【 垂直点 】 モードで、向かい側の壁線を

画面左上に 「 配置ポイン ト ２

表示されます。

（ 左ク リ ッ ク ）ヒ ッ ト します。

Ｆ の扉を描きまし ょ う 。

Ｅ

十字カーソルを右側に移動して、

X 2 X 3

Y 1

Ｅ Ｆ

配置ポイント １

ポイン ト １

X 2 X 3

Ｅ Ｆ
Y 1

配置ポイント ２

ポイン ト ２

X 2 X 3

Ｅ Ｆ
Y 1

方向

で、壁線の端部を ヒ ッ ト

します。

Ⅱ－３ ９－

クリック

２スイングまず （

第一門扉 （ 例 ： ） を入力します。８ ０ ０㎜

第二門扉 （ 例 ： ） を入力します。

） にしておきます。メモ リーボタンは （例 ： ４

） を選択します。

指カーソルをサブメニューシートから外し 、

（ 左ク リ ッ ク ） します。

偏心距離を （ ○ ） にして、 （例 ：

合せを （ 左端合

８ ０ ０㎜

５ ０ ０㎜ ）

） にします。

と入力します。

」 と メ ッセージが

」 と メ ッセージが

」 と メ ッセージが



CL a s s i c - CAD

引き違い窓の作成

完成図
◆引き違い窓

レイヤ ： １ ０ ０

色　 　 ：紫

線種　 ：実線

（開き扉と同じ ）

１ ９ ０ ０

１ ９ ０ ０

２ ０ ０ ０

開 口 幅 合 せ

中 心

端

端

端

×

１ ０ ０

１ ０ ０

１ ０ ０

偏 心

する

する

する

する

包 絡 タ イ プ

引 違

引 違

引 違

引 違

４ページ ４ページ

書き込み

レイヤ番号

グループ番号

紫

① ①

② ②

１ ０ ０

クリック

（ レイヤ ： １ ０ ０ ，色 ：紫色，線種 ： 実線 ）

） を入力します。

合せを （ ） にします。

※作業する範囲を拡大しておきます。

サブメニューを設定します。

７ページ

引き違い戸

引き違い窓の属性を指定します。

『 引き違い戸 』 コマン ドを ヒ ッ ト します。

開口幅 （例 ： １ ９ ０ ０㎜

中心

包絡を （ する ） 、 タ イプを （

グループを （

） 、引違

指カーソルをサブメニューシートから外し 、

（ 左ク リ ッ ク ） します。

中心合わせの窓を描きます。

■引き違い窓を描く 。
－１

X 4X 1 X 2 X 3

Y 1

Y 3

Y 2

Ｂ

Ｈ

７ ０ ０

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｉ Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ａ

Ｂ ， Ｃ

Ｄ ， Ｅ

Ｆ～Ｌ

Ⅱ－４ ０－

紫

クリック

＝連続 ） にします。



CL a s s i c - CAD

引き違い窓の作成

③ ③

（ 左ク リ ッ ク ）

画面左上に 「

表示されます。

【 垂直点 】 モードで、向かい側の壁線を

画面左上に 「

表示されます。

（ 左ク リ ッ ク ）ヒ ッ ト します。

ドア第一基準点 」 と メ ッセージが

ドア第二基準点 」 と メ ッセージが

画面左上に 「 ドアを開ける方向

表メ ッセージが示されます。

」 と

（ 左ク リ ッ ク ） します。

窓が１つ描かれました。

十字カーソルを移動して

場合開ける方向はどちらでも同じにな り ます。 ）

（ ※引違タイプの中心合わせで偏心距離がない

【 線分中心点 】 モード

します。

で、壁線を ヒ ッ ト

■引き違い窓を描く 。
－２

第一基準点

X 4

ドア第一基準点

X 4

ドア第二基準点

第二基準点

X 4

ドアを開ける方向

の窓を描きます。Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Y 2

Y 2

Y 2

Ⅱ－４ １－



CL a s s i c - CAD

引き違い窓の作成

④ ④

【 垂直点 】 モードで、向かい側の壁線を

画面左上に 「

表示されます。

（ 左ク リ ッ ク ）

（ 右ク リ ッ ク ） してサブメニューを表示します。

」 と メ ッセージが

表示されます。

開ける方向画面左上に 「

（ 左ク リ ッ ク ）

します。

ヒ ッ ト します。

同様に

合せを （ 端

偏心を （ 　○

） にします。

１ ０ ０㎜ ） と

入力します。

　 ） にして、 （ 例 ：

指カーソルをサブメニューシートから外し 、

（ 左ク リ ッ ク ） します。

（ 左ク リ ッ ク ）

画面左上に 「

表示されます。

します。

【 端点 】 モードで、壁の線の端を ヒ ッ ト

ドア第一基準点

ドア第二基準点

」 と メ ッセージが

」 と メ ッセージが

十字カーソルを下側に移動して、

引き違い窓が描かれました。

端合わせの窓 （ 開口幅１ ９ ０ ０㎜ ） を描きます。

■引き違い窓を描く 。
－３

の扉を描きまし ょ う 。Ｃ

X 4

ドア第一基準点

第一基準点

ドア第二基準点

第二基準点

ドアを開ける方向

Y 1

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ⅱ－４ ２－

クリック



CL a s s i c - CAD

引き違い窓の作成

⑤⑤

⑥端合わせの窓 （ 開口幅２ ０ ０ ０㎜ ） を描きます。⑥

X 1 X 2

Y 3

Y 2

■引き違い窓を描く 。
－４

端合わせの窓 （ 開口幅７ ０ ０㎜ ） を描きます。

Ｄ ， Ｅ の窓を描きます。

Ｆ ， Ｇ ， Ｈ ， Ｉ ， Ｊ ， Ｋ ， Ｌ の窓を描きます。

Ｅ

Ｄ

Y 2

X 1 X 2

Ｆ

Ｇ

Ｈ Ｉ Ｊ

※④の操作と同様です。

※④の操作と同様です。

　 　 コピーした方が楽に作図出来ます。

※※Ｋ ， Ｌ 　は、窓枠作成後に　 Ｆ ， Ｇ 　 を

Ⅱ－４ ３－



CL a s s i c - CAD

包絡しない

包絡する

中心合わせ 左上

８００ｍｍ

右上

左下 右下

吊元合わせ

1800mm

中心合わせ

1000mm

中心合わせ

1000mm
端合わせ

偏心距離

包絡する

包絡しない

７ページ

開き扉

７ページ

引き違い戸

（ 第一扉幅８ ０ ０ｍｍ ）

開き扉について

ヒ ッ トポイン ト

第二基準点 （第一基準点に対して垂直な点 ）

第一基準点

ヒッ トポイン ト

第一基準点

第二基準点 （第一基準点に対して垂直な点 ）

開ける方向について

中心合わせの場合

１０００ｍｍ

１０００ｍｍ

吊元合わせの場合
８００ｍｍ （開口幅 ）４００ｍｍ

中心合わせ吊元合わせ

＊中心合わせの基準点は開口幅の中心になる

（開ける方向は第一扉の方向）

引き違い戸 （引き違いタイプ ） について

（ 開口幅１ ８ ０ ０ｍｍ ）

基準点について

（偏心距離 ： １ ０ ０ ０ｍｍ ）

偏心距離について

（第二扉幅４ ０ ０ｍｍ ）

親子扉について

基準点について

（偏心距離 ： １ ０ ０ ０ｍｍ ）

偏心距離について

端合わせ

端合わせ

＊中心合わせで偏心距離が０ｍｍの時
開ける方向はどの方向でも良い

扉と窓 （引き違い戸 ）の描き方 ・詳細

Ⅱ－４ ４－



CL a s s i c - CAD

一枚引き戸の作成

完成図

レイヤ ： １ ０ ０

色　 　 ：紫

線種　 ：実線

◆一枚引戸

（引き違い窓と

　同じ ）

４ページ ４ページ

紫

① ①
１ ０ ０

（ レイヤ ： １ ０ ０ ，色 ：紫色，線種 ： 実線 ）

一枚引き戸の属性を指定します。

グループ番号

書き込みレイヤ番号

②
クリック

７ページ

引き違い戸

②

サブメニューを設定します。

『 引き違い戸 』 コマン ドを ヒ ッ ト します。

一枚引き戸を描きます。

指カーソルをサブメニューシートから外し 、

（ 左ク リ ッ ク ） します。

） を入力します。開口幅 （例 ：

③

画面左上に 「

表示されます。

ドア第一基準点 」 と メ ッセージが

【 線分中心点 】 モード

します。

で、壁線を ヒ ッ ト

③

■一枚引き戸を描く 。
－１

１ １ ０ ０㎜

上側の扉から描きます。 ドア第一基準点

X 2

Y 3

第一基準点

X 4X 1 X 2 X 3

Y 1

Y 3

Y 2

Ⅱ－４ ５－

紫

クリック

合せを （

包絡を （ する ） 、 タ イプを （

端

一枚

にします。

）

） にします。

壁扉間を （ ○ ） をにして、 （ 例 ： ５ ０㎜ ）

を入力します。



（ 左ク リ ッ ク ）

画面左上に 「 ドアを開ける方向 」 と

（ 左ク リ ッ ク ） します。

一枚引き戸が描かれました。

【 垂直点 】 モードで、向かい側の壁線を

画面左上に 「

表示されます。

ヒ ッ ト します。

ドア第二基準点 」 と メ ッセージが

画面左上に 「

表示されます。

ドア第一基準点 」 と メ ッセージが

④④

【 垂直点 】 モードで、向かい側の壁線を

画面左上に 「

表示されます。

ヒ ッ ト します。

ドア第二基準点 」 と メ ッセージが

【 端点 】 モード

CL a s s i c - CAD

一枚引き戸の作成

メ ッセージが表示されます。

■一枚引き戸を描く 。
－２

X 2

Y 3
ドア第二基準点

第二基準点

X 2

Y 3
ドアを開ける方向

十字カーソルを戸袋の方向 （右上 ） に移動して

X 2

Y 3
ドア第一基準点

X 2

Y 3
ドア第二基準点

第二基準点

第一基準点

で壁線の端を ヒ ッ ト します。

下側の扉を描きます。

Ⅱ－４ ６－



CL a s s i c - CAD

一枚引き戸の作成

１ページ

（ 左ク リ ッ ク ） します。

⑤⑤

１本削除して、残りの１本を移動します。

線分を消去します。

線削除 （水色消しゴム ）

中央の扉記号が２本重なっています。

クリック

画面左上に 「 ドアを開ける方向 」 と

画面左上に 「 線消去 」 と メ ッセージが表示

メ ッセージが表示されます。

十字カーソルを戸袋の方向 （右下 ） に移動して

一枚引き戸が描かれました。

右ク リ ッ ク １回で、 コマンドが解除します。

（ 右ク リ ッ ク ）

戸を描く時、同じ位置に基準点を設定したため、

『 線消去 』 コマン ドを ヒ ッ ト します。

されるので、開口部の扉記号を ヒ ッ ト します。

線が１本消えました。

線分のない所で （ 左ク リ ッ ク ） して下さい。

※ 『 線消去 』 コマンドを解除するには、

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

■一枚引き戸を描く 。
－３

X 2

Y 3
ドアを開ける方向

X 2

Y 3

２本重なっています

線消去

Ⅱ－４ ７－



CL a s s i c - CAD

一枚引き戸の作成

２ページ

現画面再表示（青 ）

移動１

ブロック

８ページ

指定した図形を移動します。移動の対象は、線 ・ 範囲 ・ グループのいずれかを指定します。

※２本重なっている線分を １本消すと 、画面上

　では全部消えてしまったよ うに見えます。

２ページ

パンニング

クリック

等使用または

を ヒ ッ ト します。『 現画面再表示 』 コマンド

（ または

　再表示できます。 ）

等を使っても『 パンニング 』 コマン ド

見えなかった線分が表示されます。

⑥ ⑥

⑦ ⑦線分を移動します。

後ろに重なっていた線分を再表示します。

『 ブロッ ク移動 』 コマンドを ヒ ッ ト します。

画面左上に 「 移動線分

されたら 、移動する線分を ヒ ッ ト します。

」 と メ ッセージが表示

「 移動基点 」 と メ ッセージが変わったら 、

（ 左ク リ ッ ク ）

【 線分中心点 】 モードで、移動する線分を

ヒ ッ ト します。

『 ブロ ッ ク移動 』 コマンド

サブメニューシートの （

ヒ ッ ト します。

ｌ ｉ ｎ ｅ ） を

（ 左ク リ ッ ク ）

■一枚引き戸を描く 。
－４

見えないが１本ある

移動線分

移動基点

基点

Ⅱ－４ ８－



CL a s s i c - CAD

一枚引き戸の作成

「

（ 左ク リ ッ ク ）

（ 右ク リ ッ ク ） （ 右ク リ ッ ク ）

右ク リ ッ ク ２回で、 コマンドが解除します。

線分が移動されました。

『 ブロ ッ ク移動１ 』 コマン ドを解除します。

７ページ

引き違い戸

（ 開口幅８ ０ ０ｍｍ ）

一枚引き戸について ヒ ッ トポイン ト

第一基準点

第二基準点 （第一基準点に対して垂直な点 ）

基準点について 開ける方向について

中心合わせ

端合わせ

壁扉間隔

８００ｍｍ

左上 右上

左下 右下

包絡する

包絡しない

一枚引き戸の描き方 ・詳細

移動先

【 垂直点 】 モード

」 と メ ッセージが変わったら 、

■一枚引き戸を描く 。
－５

X 2

移動先

移動先

X 2

で、戸の線を ヒ ッ ト

します。

Ⅱ－４ ９－



CL a s s i c - CAD

一枚引き戸の作成

⑧ ⑧ ４ページ

属性変更

を ヒ ッ ト します。

移動した線分を戸と同じ属性に変更します。

『 属性変更 』 コマンド

） にします。レイヤを （

色を （

○， １ ０ ０

○，紫 ） にします。

サブメニューを設定します。

　 「 戸の線分 」 を参照するこ と もできます。 ）

（ ※ 「 図面から参照 」 を ヒ ッ ト して 、図面から

指カーソルをサブメニューシートから外し 、

（ 左ク リ ッ ク ） します。

画面左上に 「 変更線分 」 と メ ッセージが表示

されたら 、扉記号を ヒ ッ ト します。

（ 右ク リ ッ ク ） （ 右ク リ ッ ク ）

右ク リ ッ ク ２回で、 コマンドが解除します。

線分が移動されました。

『 属性変更 』 コマンドを解除します。

にしたほうがよいでし ょ う 。 また、既に描かれている線の属性を参照するこ とができます。

このコマンドは、指定した範囲の属性を後から変更します。変更したい項目だけを ［○ ］

『 属性変更 』 コマンド

■一枚引き戸を描く 。
－６

変更線分

X 2

X 2

Y 3

Ⅱ－５ ０－

クリック



CL a s s i c - CAD

はめ殺し窓の作成

◆壁

レイヤ ： ５ ０

色　 　 ：緑

線種　 ：実線

◆はめ殺し窓窓枠

線種　 ：実線

レイヤ ： １ １ ０

色　 　 ：青

レイヤ ： １ ０ ０

色　 　 ：紫

◆はめ殺し窓ガラス

線種　 ：実線

（開き扉と同じ ）

完成図

① 壁の属性を指定します。

（ レイヤ ： ５ ０ ，色 ： 緑色，線種 ：実線 ）

① ４ページ

属性指定

を ヒ ッ ト します。『 属性指定 』 コマンド

いままで通り属性を指定してもかまいませんが、

こ こでは既に制作してある線と同じ属性に

しますので 『 属性指定 』 コマンドを使用します。

※作業する範囲を拡大しておきます。

これから描く開口の壁を ヒ ッ ト します。

画面左上に 「 アクテ ィ ブ 　 プリ ミテ ィ ブ指定 」

と メ ッセージが表示されます。

クリック

自動的にコマンドが解除されます。

「 ／レイヤ　５０／グループ　１／カラー　４／スタイル　１

と メ ッセージが表示される と同時に、

マウスカーソルが現れます。

マウスカーソルをＹ Ｅ Ｓにします。

（ 左ク リ ッ ク ）

■一つだけはめ殺し窓を描き 、残りは複写する 。
－１

X 4X 1 X 2 X 3

Y 1

Y 3

Y 2

100
2,000

ＮＹ

Y 1

／レイヤ　５０／グループ　１／カラー　４／スタイル　１

クリック

アクティブプリ ミテ ィブ指定

X 3 X 4

X 3 X 4

Y 1

Ⅱ－５ １－

」



CL a s s i c - CAD

はめ殺し窓の作成

７ペ－ジ

ダブル線

② ②壁を開口します。

を ヒ ッ ト します。『 ダブル線 』 コマンド

偏心を （ 　○

入力します。

指カーソルをサブメニューシートから外し 、

（ 左ク リ ッ ク ） します。

連続モードを （

　 ） にして （例 ： ） と１ １ ０ ０㎜

厚さを （例 ：

包絡処理を （ する

２ ０ ０ ０㎜ ） と入力します。

（ 左ク リ ッ ク ）

画面左上に 「

表示されます。

します。

【 端点 】 モード

ダブル線　開始点 」 と メ ッセージが

【 垂直点 】 モードで、向かい側の壁線を

画面左上に 「

表示されます。

」 と メ ッセージが

ヒ ッ ト します。 （ 左ク リ ッ ク ）

ダブル線　終点

＝２ ０ ０ ０／２＋１ ０ ０偏心距離

1 0 0
厚さ 　 ２ ０ ０ ０

■一つだけはめ殺し窓を描き 、残りは複写する 。
－２

Y 1

X 3 X 4

ダブル線　開始点

開始点

Y 1

X 3 X 4

ダブル線　終点

終点

で、壁線の端を ヒ ッ ト

Ⅱ－５ ２－

クリック

× ） にします。

） にします。



CL a s s i c - CAD

はめ殺し窓の作成

Y 1

開始点

終点

」 と メ ッセージが

表示されます。

画面左上に 「

（ 左ク リ ッ ク ）

します。

十字カーソルを右側に移動して、

どっち側へ

同様に、右側も開口します。

壁が開口されました。

壁が２ カ所開口されました。

窓枠の線を描きます。

（ 左ク リ ッ ク ）

で、開口部の左上端部と【 端点 】 モード

右上端部を ヒ ッ ト します。

【 折れ線 】 【 線分 】

【 線分 】かまいませんが、単線を描く場合は

，※ どちらでも

を使用した方が作業が楽です。

（ レイヤ ： １ １ ０ ，色 ：青色，線種 ： 実線 ）

③窓枠の属性を指定します。 ４ページ

グループ番号

書き込みレイヤ番号

１ １ ０

４ページ

青 線分

１ページ

※ （ ）
③

④ ④

■一つだけはめ殺し窓を描き 、残りは複写する 。
－３

Y 1

X 3 X 4

どっち側へ

Y 1

X 3 X 4

Y 1

X 3 X 4

X 4

Ⅱ－５ ３－

青

始点 ・終点



CL a s s i c - CAD

はめ殺し窓の作成

同様に他の３ カ所にも線を描きます。

等分割

８ペ－ジ

４ページ

属性指定

クリック

⑤⑤

⑥

（ レイヤ ： １ ０ ０ ，色 ：紫色，線種 ： 実線 ）

属性は引き違い窓 ・開き扉と同じですので

『 属性指定 』 コマンドを使って指定します。

はめ殺し窓の属性を指定します。

⑥ ガラスの線を描きます。

『 等分割 』 コマン ド

「

表示されたら 、窓枠の線を ヒ ッ ト します。

普通分割　等分割　終線

■一つだけはめ殺し窓を描き 、残りは複写する 。
－４

Y 1

Y 1

X 3 X 4

普通分割　等分割　始線

Y 1

X 3 X 4

普通分割　等分割　終線

例

X 3 X 4

Ⅱ－５ ４－

」 と メ ッセージが

を ヒ ッ ト します。

「 普通分割　等分割　始線

表示されたら 、窓枠の線を ヒ ッ ト します。

」 と メ ッセージが

分割数 （例 ： ２ ） を入力します。

分割法 （ 普通 ） を選択します。



CL a s s i c - CAD

はめ殺し窓の作成

１ページ

線削除 （水色消しゴム ）

クリック

同様に、○印の２ カ所にも描きます。

『 線消去 』 コマン ド

消去します。

⑦ ⑦
消去します。

８ペ－ジ

ブロック
複写１

⑧⑧

『 ブロ ッ ク複写１ 』 コマン ドを ヒ ッ ト します。

） にします。○ド ラ ッグを （

（ ａ ｒ ｅ ａ ） を ヒ ッ ト します。

指カーソルをサブメニューシートから外し 、

します。（ 左ク リ ッ ク ）

「 コピー図形範囲＜始点＞ 」 と メ ッセージが

表示されます。

始点を指定します。

壁線とはめ殺し窓の端部が囲める様に、

■一つだけはめ殺し窓を描き 、残りは複写する 。
－５

Y 1

X 4X 3

はめ殺し窓と壁を複写するため、反対側の壁線を

を使って　 　内の壁線を

X 3 X 4

Y 1

X 3 X 4

始点

コピ－図形範囲＜始点＞

反対側へ複写します。

Y 3

Ⅱ－５ ５－



CL a s s i c - CAD

はめ殺し窓の作成

『 ブロ ッ ク複写 』 コマンド

このコマンドは、指定した図形を複写します。複写の対象は、線 ・範囲 ・ グループの

どれかを指定します。 また、図形を回転した り 、拡大縮小したり して複写するこ とができます。

２ ． コピー基準点を決める ３ ． コピー先を決める１ ．複写する図形を選ぶ
柱を隣へコピーする （ どこを基点として図形をコピーするかを決める ）

柱の中心を基準点にして隣へコピーする 【交点】モードで隣の交差部を指定範囲を指定する

複写コマンドの操作について （ 例 ： 柱をコピーする場合 ）

「 コピー図形範囲 」 と メ ッセージが変わったら

右記のよ うに囲んで （ 左ク リ ッ ク ） します。

「 コピー基準点 」 と メ ッセージが変わったら

（ 左ク リ ッ ク ）

【 端点 】 モード

します。

「

（ 左ク リ ッ ク ）

【 端点 】 モード

コピー先 」 と メ ッセージが変わったら

１つ複写されました。

■一つだけはめ殺し窓を描き 、残りは複写する 。
－６

X 4

コピ－図形範囲

Y 1

X 3 X 4

コピ－基準点

基準点

X 3 X 4

Y 3

コピー先

のまま反対側の柱線の

壁付端部を ヒ ッ ト します。

で、壁線の端部を ヒ ッ ト

Ⅱ－５ ６－

Y 1

X 3



CL a s s i c - CAD

はめ殺し窓の作成

（ 右ク リ ッ ク ） してサブメニューを表示します。

⑨⑨ 階段室にもはめ殺し窓を複写します。

○ ） にして、 （ ９ ０ ． ０ ０ ゜ ） と回転を （

※　 　部分をク リ ッ クする と 、 １ ５ ゜ づつ

　角度が変わり ます。

入力します。

（ ▼▲…正の角度 …負の角度 ）

▲

▼

指カーソルをサブメニューシートから外し 、

します。（ 左ク リ ッ ク ）

「 コピー図形範囲＜始点＞ 」 と メ ッセージが

表示されます。

始点を指定します。

「 コピー図形範囲 」 と メ ッセージが変わったら

右記のよ うに囲んで （ 左ク リ ッ ク ） します。

はめ殺し窓を一つだけ囲める様に、

■一つだけはめ殺し窓を描き 、残りは複写する 。
－７

Y 1

X 2X 1

階段室

０°

－９ ０°

９ ０°

正の角度

負の角度

Y 1

コピ－図形範囲＜始点＞

Y 1

始点

X 3

X 3

コピ－図形範囲

Ⅱ－５ ７－



CL a s s i c - CAD

はめ殺し窓の作成

コピ－基準点

Y 1

基準点

「 コピー基準点 」 と メ ッセージが変わったら

【 線分中心点 】 モード

ヒ ッ ト します。

で、窓枠の下側の線を

コピ－先

Y 1

X 2X 1

コピー先

Y 1

X 2X 1

階段室

【 線分中心点 】 モードのまま階段室の

内側の壁線を ヒ ッ ト します。

１つ複写されました。

３ペ－ジ

線分中抜き

中抜き

Y 1

X 1

⑩ ⑩階段室の窓を修正します。

『 線分中抜き 』 コマン ド

「 コピー先 」 と メ ッセージが変わったら

「 中抜き 」 と メ ッセージが表示されたら

を ヒ ッ ト します。

内側の壁線を ヒ ッ ト します。

■一つだけはめ殺し窓を描き 、残りは複写する 。
－８

X 3

Ⅱ－５ ８－



CL a s s i c - CAD

はめ殺し窓の作成

Y 1

どこから

X 1

Y 1

どこまで

Y 1

（ 左ク リ ッ ク ）

「

【 端点 】 モード

します。

「

（ 左ク リ ッ ク ）

【 端点 】 モード

」 と メ ッセージが変わったら

どこから

で、窓枠線の端部を ヒ ッ ト

どこまで

のまま窓枠線の反対側の

端部を ヒ ッ ト します。

」 と メ ッセージが変わったら

同様に、向かい側の壁線も中抜きします。

１本中抜きされました。

■一つだけはめ殺し窓を描き 、残りは複写する 。
－９

Ⅱ－５ ９－

コピー基準点を考えまし ょ う

－４ ５°回転②

①

下記の図形を複写してみまし ょ う 。

問 題



窓枠の作成 ■ダブル線コマンドを使って窓枠を描く 。

■すでに描いてある線の変更。

◆窓枠

レイヤ ： １ １ ０

色　 　 ：青

線種　 ：実線

窓枠と同じ ）

（ はめ殺し窓の

完成図

①① 窓枠を描きます。

属性指定

４ページ

「

（ 左ク リ ッ ク ）

【 端点 】 モード

端部を ヒ ッ ト します。

（ 左ク リ ッ ク ）

「

【 端点 】 モード

します。

７ページ

ダブル線

『 属性指定 』 コマンドを使って、窓枠の属性を

指定します。 （ はめ殺し窓の窓枠を ヒ ッ ト ）

を ヒ ッ ト します。

サブメニューを右の様に設定します。

で、壁線の端部を ヒ ッ ト

のまま 、上側の壁線の

ダブル線　終点

ダブル線　開始点 」 と表示されたら

」 と メ ッセージが変わったら

－１

X 4X 1 X 2 X 3

Y 1

Y 3

Y 2

Ｂ

Ｈ

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｉ Ｊ

Ｋ

Ｌ

Y 2
ダブル線　終点

X 4

開始点

ダブル線　開始点
Y 2

Ａ

終点

Ⅱ－６ ０－

『 ダブル線 』 コマンド

（ 厚さ＝２ ０ ０ ，偏心＝１ ０ ０ ，包絡なし ）

CL a s s i c - CAD



CL a s s i c - CAD

窓枠の作成 ■ダブル線コマンドを使って窓枠を描く 。

■すでに描いてある線の変更。

X 4

Y 2
」 と メ ッセージが

表示されます。

画面左上に 「

（ 左ク リ ッ ク ）

します。

どっち側へ

十字カーソルを左側に移動して、

X 4

２本の窓枠が描けました。

②②

を ヒ ッ ト します。

４ページ

属性変更サブメニューを右の様に設定します。

どちら側へ

出入口の壁の属性を窓枠に変更します。

画面左上に 「

同様に、向かい側の壁線も変更します。

窓枠の属性に変わり ました。

偏心する方向に注意して下さい。

１本づつ 『 線分 』 コマン ドで描いても結構です。

『 ダブル線 』 コマンドを使用しないで、※

－２

Ａ

レイヤグループ色を変更するオブジェク ト指定

Y 1

X 2 X 3

同様に他の窓枠 （ Ｂ～Ｌ ） を描きます。

Ⅱ－６ １－

されたら 、壁線を ヒ ッ ト します。

レイヤグループ色を変更する

オブジェク ト指定 」 と メ ッセージが表示

『 属性変更 』 コマンド

（ レイヤ＝１ １ ０ ，色＝青 ）

※ （ Ｌ ｉ ｎ ｅ

　 （

） を指定しないで、

Ａ ｒ ｅ ａ ） を指定しても結構です。



CL a s s i c - CAD

階段室の作成
■物入れの壁と扉を描き 、はめ殺し窓の窓幅を変更する 。

完成図

４ページ

属性指定

７ページ

ボックス２

X 1 X 2

Y 1

第一ポイント

ＢＯ Ｘ始点

X 1

Y 1

X 2

1
,
2

0
0

1
,
2

0
0

1 , 200 1 , 200

◆壁

色　 　 ：緑

レイヤ ： ５ ０

線種　 ：実線

◆階段線

色　 　 ：赤

線種　 ：実線

レイヤ ： ８ ０

線種　 ：実線

◆扉

レイヤ ： １ ０ ０

色　 　 ：紫

『 属性指定 』 コマンド

を ヒ ッ ト します。

（ 左ク リ ッ ク ）

「

【 端点 】 モード

ＢＯ Ｘ始点

サブメニューを右の様に設定します。

※右のサブメニューの設定で右図の状態に

　な り ます。

①①

ヒ ッ ト します。

で、間仕切り壁の端部を

－１

X 4X 1 X 2 X 3

Y 1

Y 3

Y 2

6
0

0

1
2

0
0

階段の手摺壁を描きます。

を使って、壁の属性を

指定します。

■手摺壁と踏み面の線を描き 、破断線を配置する 。

Ⅱ－６ ２－

」 と表示されたら

『 ボッ クス２ 』 コマン ド

（ 内法Ａ＝１ ２ ０ ０ ）



CL a s s i c - CAD

階段室の作成
■物入れの壁と扉を描き 、はめ殺し窓の窓幅を変更する 。

第二ポイント

X 1 X 2

Y 1

面積　 ｘ ． ｘ㎡ （ ｘ ． ｘ坪 ）

（ 左ク リ ッ ク ）

【 端点 】 モードのまま 、上側の壁線の

Y 1

X 1 X 2

平行複写 （線分／円 ）指定

４ページ ４ページ

グループ番号

書き込みレイヤ番号

８ページ

平行複写

Y 1

X 1 X 2

始点

終点

端部を ヒ ッ ト します。

手摺壁が描けました。

８ ０

赤

踏み面の線の属性を指定します。

踏み面の線を描きます。 ②②

（ レイヤ ： ８ ０ ，色 ： 赤色，線種 ：実線 ）

右図を参考に踏み面を描きます。

を ヒ ッ ト します。

残りの踏み面線を 『 平行複写 』 で複写します。③ ③

サブメニューを右の様に設定します。

「 面積　 ｘ ． ｘ ㎡ （ ｘ ． ｘ 坪 ）

「 平行複写 （ 線分／円 ） 指定 」 と表示されたら

複写する線分を ヒ ッ ト します。

－２
■手摺壁と踏み面の線を描き 、破断線を配置する 。

Ⅱ－６ ３－

赤

」 と変わったら

『 平行複写 』 コマンド

（ 複写，距離＝２ ４ ０ ，本数＝１ ３ ，なし ）



CL a s s i c - CAD

階段室の作成
■物入れの壁と扉を描き 、はめ殺し窓の窓幅を変更する 。

Y 1

X 1 X 2

どちら側へ

X 1 X 2

Y 1

X 2X 1

Y 1

終点始点

「 どちら側へ 」 と メ ッセージが変わったら 、

左側にカーソルを移動してク リ ッ ク します。

線分が複写されました。

右図を参考に方向線を描きます。

④④

－３

作業画面を余白部分に移します。

（ パンニングまたはキーボードの　 　を使用 ）

で、画面左上の適当な位置【 任意点 】 モード

で （ 左ク リ ッ ク ） します。

キーボード よ り 　

で、 ラバーバンドを切り ます。キーＥ Ｓ Ｃ

／ １ ０ ０ ０ ， － ４ ５

クリック
始点

Ｅ Ｓ Ｃ キー

余白部分に破断線を描きます。 （ その１ ）

／１ ０ ０ ０ ，－４ ５ と入力します。

■手摺壁と踏み面の線を描き 、破断線を配置する 。

Ⅱ－６ ４－



CL a s s i c - CAD

階段室の作成
■物入れの壁と扉を描き 、はめ殺し窓の窓幅を変更する 。

－４

／ ０ ０ ， － ４ ５

／ １ ０

３

， － ４ ５０ ０

※キーボード入力例

座標値とキーボード入力について ②

Ｄ ＲＡ－Ｖ ３は最終ヒ ッ ト ポイン トの座標値を覚えています。 また角度と距離を指定する場合、

『／ 』 （ スラ ッシュ ） と 『 ， 』 （ カンマ ） を使用します。

クリック

２ ５ ０

⑤ ⑤

８ ５ ０㎜の長さで３ ０ ゜ 右上の位置にスナップ／８ ５ ０ ， ３ ０

／９ ０ ， ２ １ ０ ９ ０㎜の長さで２ １ ０ ゜ 左下の位置にスナップ

Ｅ Ｓ Ｃ キー

Ｅ Ｓ Ｃ キー

余白部分に破断線を描きます。 （ その２ ）

■手摺壁と踏み面の線を描き 、破断線を配置する 。

キーボード よ り 　

で、 ラバーバンドを切り ます。キーＥ Ｓ Ｃ

と入力します。／１ ０ ０ ０ ，－４ ５

（ ※線を描かなくても座標値を指定出来ます。 ）

キーボード よ り 　

と入力します。／３ ０ ０ ，－４ ５

ヒ ッ トポイン トの座標値だけ移動します。

２ ５ ０ 　 　 （ 矢印右キー ） と入力します。

キーＥ Ｓ Ｃ で、 ラバーバンドを切り ます。

キーボード よ り 　

【 端点 】中央の端点を 　 でヒ ッ ト します。 　

Ⅱ－６ ５－



CL a s s i c - CAD

階段室の作成
■物入れの壁と扉を描き 、はめ殺し窓の窓幅を変更する 。

－５

クリック

２ ５ ０

クリック

Ｅ Ｓ Ｃ キー

８ページ破断線を移動します。

『 ブロッ ク移動 』 コマンドを ヒ ッ ト します。

移動図形　範囲指定　始点

始点

サブメニューシートの （

ヒ ッ ト します。

） を

（ 左ク リ ッ ク ）

Ａ ｒ ｅ ａ

ブロック移動１

「 移動図形　範囲指定　始点

表示されます。

破断線を全部囲める様に、始点を指定します。

⑥ ⑥

と入力します。

キーＥ Ｓ Ｃ で、 ラバーバンドを切り ます。

２ ５ ０ 　 　 （ 矢印左キー ）

キーボード よ り

【 端点 】向かい側の端点を でヒ ッ ト します。 　

【 端点 】反対側の端点を でヒ ッ ト します。

■手摺壁と踏み面の線を描き 、破断線を配置する 。

Ⅱ－６ ６－

」 と メ ッセージが

クリック



CL a s s i c - CAD

階段室の作成
■物入れの壁と扉を描き 、はめ殺し窓の窓幅を変更する 。

－６

移動図形　範囲指定　終点

変わったら右記のよ うに囲んで

X 1 X 2

Y 1

移動先

移動先

【 線分中心点 】 モードで、破断線の

中心部を ヒ ッ ト します。

「 移動図形　範囲指定　終点

「 移動基準点

「 移動先 」 と メ ッセージが変わったら 、

作図中 （階段室部分 ） の画面に戻り ます。

（ パンニングまたはキーボードの　 　を使用 ）

ＲＯ Ｌ Ｌ
　 Ｕ Ｐ

ＲＯ Ｌ Ｌ
ＤＯＷＮや を使用して、作業しやすい

表示画面にしまし ょ う 。

【 線分中心点 】 モードで、踏み面の線の

左から ３番目の線上を ヒ ッ ト します。

破断線が配置出来ました。

■手摺壁と踏み面の線を描き 、破断線を配置する 。

Ⅱ－６ ７－

移動基準点
」 と メ ッセージが変わったら

」 と メ ッセージが

（ 左ク リ ッ ク ） します。



CL a s s i c - CAD

階段室の作成
■物入れの壁と扉を描き 、はめ殺し窓の窓幅を変更する 。

不要な線分をカッ ト します。

延長カッ ト ライン

延長カッ ト位置

カッ ト位置

３ページ

線分延長カッ ト

延長カッ ト方向

『 線分延長カッ ト 』 コマン ドを ヒ ッ ト します。

延長カ ッ ト ライン 」 と メ ッセージが表示され「

たら 、踏み面の線を ヒ ッ ト します。

「 延長カ ッ ト位置 」 と メ ッセージが変わったら 、

【 交点 】 モードで、破断線と踏み面の線の

交差部を ヒ ッ ト します。

「 延長カ ッ ト方向 」 と メ ッセージが変わったら

（ 左ク リ ッ ク ） します。十字カーソルを下側で

同様に不要部分をカッ ト します。

１本カッ ト されます。

－７
■手摺壁と踏み面の線を描き 、破断線を配置する 。

⑦ ⑦

Ⅱ－６ ８－



CL a s s i c - CAD

階段室の作成
■物入れの壁と扉を描き 、はめ殺し窓の窓幅を変更する 。

X 1

中心点

中心点

３ページ

（白い円 ）

半径指定円１

指示点 線分両端

奥行

角

度

閉じない 閉じる

片側両端線分片端

矢印について ◎矢印位置

端部に円を描きます。

サブメニューを設定します。

『 半径指定円１ 』 コマンドを ヒ ッ ト します。

７ページ

矢印

矢印を描きます。

サブメニューを右の様に設定します。

を ヒ ッ ト します。

X 1

矢印生成線

【 端点 】 モードで、方向線の右側の端部を

ヒ ッ ト します。

「 」 と メ ッセージが表示され

十字カーソルに　○　が付いています。

「

円が１つ描けました。

矢印生成線 」 と メ ッセージが表示されたら 、

矢印が１つ描けました。

十字カーソルで方向線の左寄り を ヒ ッ ト します。

－８
■手摺壁と踏み面の線を描き 、破断線を配置する 。

⑧ ⑧

⑨⑨

Ⅱ－６ ９－

中心点

（ 半径５ ０ ，中央 ）

クリック

『 矢印 』 コマン ド

（ 奥行２ ０ ０ ，角度４ ５ ，閉じない，線片端，

線種アクテ ィ ブ ）



CL a s s i c - CAD

階段室の作成
■物入れの壁と扉を描き 、はめ殺し窓の窓幅を変更する 。

４ページ ７ページ

属性指定 ダブル線

X 1 X 2

Y 1

開始点

ダブル線　開始点

Y 1

X 1 X 2

終点

ダブル線　終点

Y 1

X 2X 1

どっち側へ

『 属性指定 』 コマンド

を ヒ ッ ト します。

サブメニューを右の様に設定します。

物入れの壁を描きます。

を使って、壁の属性を

指定します。 （ 壁を ヒ ッ ト します。 ）

（ 左ク リ ッ ク ）

「

【 端点 】 モード

【 垂直点 】 モード手摺壁の下の線を ヒ ッ ト

します。

で、柱の端部を ヒ ッ ト

「

「 どっち側へ 」 と メ ッセージが変わったら

ダブル線　終点 」 と メ ッセージが変わったら

ダブル線　開始点 」 と表示されたら

します。

左側で十字カーソルを ヒ ッ ト します。

（ 左ク リ ッ ク ）

（ 左ク リ ッ ク ）

－９
■手摺壁と踏み面の線を描き 、破断線を配置する 。

⑩ ⑩

Ⅱ－７ ０－

クリック

『 ダブル線 』 コマンド

（ 厚さ＝１ ５ ０ ，偏心＝７ ５ ，包絡する ）



CL a s s i c - CAD

階段室の作成
■物入れの壁と扉を描き 、はめ殺し窓の窓幅を変更する 。

Y 1

X 2X 1

３ページ

X 2X 1

Y 1

線分連結　どの線と

線分連結　どの線を結ぶ

線分連結　どの線と

線分連結

壁が描けました。

手摺壁の線と壁の線を編集します。

変わったら 、物入れの左側壁線を ヒ ッ ト します。

されたら 、手摺壁の線を ヒ ッ ト します。

同様に、 も う一方を連結します。

『 線分連結 』 コマンドを ヒ ッ ト します。

「 線分連結　どの線と 」 と メ ッセージが表示

「 線分連結　どの線を結ぶ 」 と メ ッセージが

壁の連結ができました。

－１ ０
■手摺壁と踏み面の線を描き 、破断線を配置する 。

⑪ ⑪

Ⅱ－７ １－



CL a s s i c - CAD

階段室の作成
■物入れの壁と扉を描き 、はめ殺し窓の窓幅を変更する 。

Y 1

X 1 X 2

線消去

１ページ

４ページ

属性指定

不要な線分を削除します。

線削除 （水色 ）

消したい線を ヒ ッ ト します。

コマンド解除します。

開き扉を描きます。

７ページ

開き扉

X 2X 1

Y 1

ポイン ト １

配置ポイント １

（ 左ク リ ッ ク ）

【 端点 】 モードで、間仕り壁と手摺壁の

線の端部を ヒ ッ ト します。

属性を指定します。 （ 扉を ヒ ッ ト します。 ）

サブメニューを右の様に設定します。

「 配置ポイン ト １

を ヒ ッ ト します。

『 属性指定 』 コマンドを使って、開き扉の

『 線削除 』 コマン ドを ヒ ッ ト します。

線分のない所で （ 左ク リ ッ ク ） する と 、

－１ １
■手摺壁と踏み面の線を描き 、破断線を配置する 。

⑫⑫

⑬⑬

Ⅱ－７ ２－

クリック

」 と メ ッセージが表示されたら

『 開き扉 』 コマン ド

（ 片開き ，扉幅＝８ ０ ０ ，左端合，包絡する ）



CL a s s i c - CAD

階段室の作成
■物入れの壁と扉を描き 、はめ殺し窓の窓幅を変更する 。

X 2X 1

Y 1

ポイン ト ２

配置ポイント ２

Y 1

X 1 X 2

開ける方向

Y 1

X 1 X 2

８ページ

パラメ ト
リ ック ２

「 配置ポイン ト ２

【 垂直点 】 モードで、向かい側の壁線を

ヒ ッ ト します。 （ 左ク リ ッ ク ）

十字カーソルを左下に移動してヒ ッ ト します。

「 方向

扉が一つ描かれました。

はめ殺し窓の窓幅を変更します。

を ヒ ッ ト します。

サブメニューを設定します。

パラ メ ト リ ッ ク ２について

パラ メ ト リ ッ ク ２ コマンドで点を移動する時、現在の図形の座標値を

０ ， ０ と します。上下の移動量はＹ軸方向、左右についてはＸ軸方向

に数値を設定します。

Ｙ軸
＋

－

－
Ｘ軸

＋

－１ ２
■手摺壁と踏み面の線を描き 、破断線を配置する 。

⑭ ⑭

Ⅱ－７ ３－

」 で、円弧を左下に描きますので、

」 と メ ッセージが変わったら 、

『 パラ メ ト リ ッ ク ２ 』 コマンド

（ ｙ ＝７ ０ ０ ）



CL a s s i c - CAD

階段室の作成
■物入れの壁と扉を描き 、はめ殺し窓の窓幅を変更する 。

Y 1

X 1

パラメ ト リ ック範囲　始点

Y 1

X 1

パラメ ト リ ック範囲　始点

始点

Y 1

X 1

パラメ ト リ ック範囲　終点

Y 1

X 1

サブメニューを設定します。

表示されたら 、移動する点をすべて囲める様に

始点を指示します。

表示されたら 、移動する点をすべて囲める様に

始点を指示します。

余分な点は囲まないよ うに指定します。

余分な点は囲まないよ うに指定します。

窓の下側が変更されました。

窓の上側が変更されました。

始点

「 パラ メ ト リ ッ ク範囲　始点 」 と メ ッセージが

「 パラ メ ト リ ッ ク範囲　終点 」 と変わったら 、

「 」 と メ ッセージが

「 パラ メ ト リ ッ ク範囲　終点 」 と変わったら 、

してサブメニューを表示します。（ 右ク リ ッ ク ）

パラメ ト リ ック範囲　終点

－１ ３
■手摺壁と踏み面の線を描き 、破断線を配置する 。

Ⅱ－７ ４－

パラ メ ト リ ッ ク範囲　始点

（ ｙ ＝－７ ０ ０ ）



CL a s s i c - CAD

ポーチの作成

完成図

－１
■エン ト ランス ・ 非常口のポーチを描く 。

２ ５ ０ ０ ０ ０６ ７

４ページ

属性指定

①

と入力します。

キーボ－ド よ り 、

続けて、

と入力します。

① ポーチの踏み面の線を描きます。

『 属性指定 』 コマンドを使って、ポーチの

属性を指定します。 （ 階段の踏み面を ヒ ッ ト ）

【 端点 】 モード

ヒ ッ ト します。

（ エン ト ランス部分 ）

X 1 X 2 X 3 X 4

Y 1

Y 2

Y 3

２
５
０
０

６ ７ ０ ０

９
０
０ １ ７ １ ０

始点

X 2 X 3

Y 1

２
５
０
０

X 2 X 3

Y 1

２ ５ ０ ０ 　 　 （ 矢印下キー ）

６ ７ ０ ０ 　 　 （ 矢印右キー ）

６ ７ ０ ０

◆ポーチ

色　 　 ：赤

レイヤ ： ８ ０

線種　 ：実線

で、左側の柱の端部を

通り心符号が作図部分に

重な りそ う な場合は、

予めパラ メ ト リ ッ ク ２で

下に伸ばしておきます。

【 注意！ 】

（ ↓例 ： Ｙ＝－３ ０ ０ ０ ）

０ ｍｍ０

０

× ＝

＝

－
＋

－
＋

移動Ｘ

　 　 Ｙ○ －３ ０ ０ ０ｍｍ

８ページ

パラ メ ト
リ ッ ク ２

Ⅱ－７ ５－



CL a s s i c - CAD

ポーチの作成

②② ポーチのレイヤ （ ８ ０ ） だけを表示します。

外側の線が描けました。

キーボードから と入力します。８ ０

『 全レイヤ非表示 』 コマン ドを ヒ ッ ト します。

『 表示レイヤ２ 』 コマンドを ヒ ッ ト します。

「 表示レイヤ 「 － 」 「 ， 」 」 と表示されたら 、

ポーチの線 （ レイヤ ８ ０／赤／実線 ） だけが

メ ッセージが出ている状態で、 　 　キーを １回

押すと 、 コマンドが解除されます。

③ ③

表示されました。

サブメニューを右の様に設定します。

－２
■エン ト ランス ・ 非常口のポーチを描く 。

Ⅱ－７ ６－

内外法線

７ページ

２ページ ２ページ

全レイヤ

非表示 （白 ）

表示

レイヤ２

X 2 X 3

Y 1

終点

表示レイヤ 「－ 」 「 ， 」＞８ ０

【 垂直点 】 モードで、柱の下側を ヒ ッ ト

します。

このコマンドは、指定した ２点間の内側か外側に、指定した距離で平行線を描きます。

点を取り間違えた時は、右ボタンでキャンセルができます。

『 内外法線 』 コマンド

内側に踏み面の線を ２本描きます。

（ 内外法線距離＝３ ０ ０㎜ ）



CL a s s i c - CAD

ポーチの作成

【 端点 】 モードで、ポーチの踏み面の線の

端部を ヒ ッ ト します。

【 端点 】 モード

【 端点 】 モード

画面中央上に　 　 　 と表示されます。

で、右の端部を ヒ ッ ト

します。

方向 （ 内側 ） を指定します。

のまま 、残りの点を ヒ ッ ト

します。

「 内外法線　開始点 」 と表示されたら 、

「 内外法線 」 と メ ッセージが変わって、

「 どちら側へ 」 と変わったら 、平行線を描く

「 内外法線 」 と メ ッセージが変わり ます。

－３
■エン ト ランス ・ 非常口のポーチを描く 。

Ⅱ－７ ７－

内外法線　開始点

内外法線

どちら側へ

内外法線

終了

終了

第二点

開始点

第三点

第四点

終了



CL a s s i c - CAD

ポーチの作成

丸面取り

７ページ

丸面取線　どの線と

画面中央上の　 　 　 を ヒ ッ ト します。

必要な点の指定が終わったら 、

④④ ポーチの角を丸く面取り します。

サブメニューを設定します。

丸面取線　どの線

同様に今描いた線の内側にも う １本描きます。

内側に線が１本描けました。

面取りする線を ヒ ッ ト します。

も う一方の線を ヒ ッ ト します。

「 丸面取線　どの線と 」 と表示されたら 、

を ヒ ッ ト します。

「 丸面取線　どの線 」 と変わったら 、

－４
■エン ト ランス ・ 非常口のポーチを描く 。

Ⅱ－７ ８－

内外法線 終了

3 0 0

終了

『 丸面取り 』 コマンド

（ 半径＝３ ０ ０ ）



CL a s s i c - CAD

ポーチの作成

丸面取線　どの線と

丸面取線　どの線

面取りする線を ヒ ッ ト します。

「 丸面取線　どの線と

「 」 と変わったら 、

」 と変わったら 、

も う一方の線を ヒ ッ ト します。

面取り されました。

サブメニューを設定します。

同様に、中央の線を面取り します。

サブメニューを設定します。

同様に、外側の線を面取り します。

（ 右ク リ ッ ク ） してサブメニューを表示します。

（ 右ク リ ッ ク ） してサブメニューを表示します。

－５
■エン ト ランス ・ 非常口のポーチを描く 。

Ⅱ－７ ９－

（ 半径＝６ ０ ０ ）

丸面取線　どの線

（ 半径＝９ ０ ０ ）



CL a s s i c - CAD

ポーチの作成

⑤⑤

にして、線分を【 線分中心点 】 モード

ポーチの方向線を描きます。

描きます。

【 端点 】 モード

します。

－６
■エン ト ランス ・ 非常口のポーチを描く 。

で、上の端部を ヒ ッ ト

始点

終点

Ⅱ－８ ０－

７ページ

矢印

⑦⑦

サブメニューを右の様に設定します。

を ヒ ッ ト します。

【 端点 】 モード

します。

で、下の端部を ヒ ッ ト

３ページ

半径指定

円１ （白い円 ）

⑥ ⑥

サブメニューを右の様に設定します。

コマンドを ヒ ッ ト します。『 半径指定　円１ 』

（ 半径＝５ ０ ，書き込み基点＝中心 ）

『 矢印 』 コマン ド

（ 奥行２ ０ ０ ，角度４ ５ ，閉じない，線片端，

線種アクテ ィ ブ ）



CL a s s i c - CAD

ポーチの作成

始点

X 3

Y 3

⑧⑧ 非常口の踏み面の線を描きます。

【 交点 】 モード

－７
■エン ト ランス ・ 非常口のポーチを描く 。

で、右図の交点を ヒ ッ ト

します。

９ ０ ０ ０７１ １
と入力します。

キーボ－ド よ り 、

続けて、

と入力します。１ ７ １ ０ 　 　 （ 矢印上キー ）

９ ０ ０ 　 　 　 （ 矢印右キー ）

９
０
０

Y 3

X 3

１ ７ １ ０

X 3

Y 3

終点

【 垂直点 】 モードにして、壁の線を ヒ ッ ト

します。

Ⅱ－８ １－



CL a s s i c - CAD

ポーチの作成－８
■エン ト ランス ・ 非常口のポーチを描く 。

⑨

サブメニューを右の様に設定します。

を ヒ ッ ト します。⑨

Y 3

X 3

平行複写 （線分／円 ）指定

階段線を ヒ ッ ト します。

「 平行複写 （ 線分／円 ） 指定 」 と表示されたら

Y 3

X 3

どちら側へ

下側を ヒ ッ ト します。

複写されます。

「 どちら側へ 」 と メ ッセージが変わったら

X 3

Y 3

⑩ ⑩

８ページ

平行複写

エン ト ランスの時と同様に非常口の方向線を

描きます。

Ⅱ－８ ２－

『 平行複写 』 コマンド

（ 複写，距離＝３ ０ ０ ，本数＝２ ，なし ）



CL a s s i c - CAD

部品の配置
■レイヤとグループの違いを理解する 。

■ 『 パーツ 』 コマンド と 『 ファ イル管理 』 コマンドの違いを

　理解する 。

完成図

－１

X 1 X 2 X 3 X 4

Y 1

Y 2

Y 3

８ページ

パーツ

①①
『 パーツ 』 コマン ドを ヒ ッ ト します。

Ⅱ－８ ３－

サブメニューの

なり ます。

のＷ Ｉ ＮＤＯＷＳ表示に

ファイルの場所は ，「 Ｂ ド ライブ 」

フォルダ （ ディ レク ト リ ） は

「 参照 」

部品を配置します。

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

（ 注※ ）

を ヒ ッ ト します。

『 フ ァイルを開く 』

（ 注※ ）

こ こではＣ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ

みなして説明します。

－ＣＡＤをＢ ド ライブ

にインス トールしている と

その他のド ライブに

そのド ライブに読み変えて

インス トールされた方は、

下さい。

が見つからない場合は、

ＣＤ－ＲＯＭから

インス トールして下さい。

（注※※ ）

「 インス トール 」画面で

チェッ ク して 「実行 」 。

サンプルデータだけを

＜方法＞

Ｓ ａ ｍ ｐ ｌ ｅ＿ ｄ ａ ｔ ａ

（ 　 Ａ ｒ ｅ ａ 　 ） を ヒ ッ ト します。

２つ目のサブメニューが表示されます。

サブメニューの外で （ 左ク リ ッ ク ） します。

クリック

サブメニューが表示されます。

サブメニューの外で （ 左ク リ ッ ク ） します。
クリック

『 　開 く （ Ｏ ） 』 をク リ ッ ク します。

「 Ｓ ａ ｍ ｐ ｌ ｅ ＿ ｄ ａ ｔ ａ 」同じ くその下の
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

，

と 、順々に選びます。

ファイル名は 「 Ｓ ａ ｍ ｐ ｌ ｅ １ ．ｍ ｐ ｗ 」
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

（ 注※※ ）

「 Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －Ｃ Ａ Ｄ 」
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

，



CL a s s i c - CAD

部品の配置
■レイヤとグループの違いを理解する 。

■ 『 パーツ 』 コマンド と 『 ファ イル管理 』 コマンドの違いを

　理解する 。
－２

パーツ図形　範囲指定　始点

パーツ図形　範囲指定　終点

パーツ基点

基点はここでいいですか

ＮＹ

流し台

受付カウンター男子／女子便所応接セッ ト

カウンター （事務室用）

洗面器

ト イレブース

事務用デスク 清掃用浴槽

観葉植物

会議室用机・椅子

流し台

受付カウンター男子／女子便所応接セッ ト

カウンター （事務室用）

洗面器

ト イレブース

事務用デスク 清掃用浴槽

観葉植物

会議室用机・椅子

流し台

受付カウンター男子／女子便所応接セッ ト

カウンター （事務室用）

洗面器

ト イレブース

事務用デスク 清掃用浴槽

観葉植物

会議室用机・椅子

流し台

受付カウンター男子／女子便所応接セッ ト

カウンター （事務室用）

洗面器

ト イレブース

事務用デスク 清掃用浴槽

観葉植物

会議室用机・椅子

全ての図形を囲める位置に始点を指定します。

「 パーツ図形　範囲指定　始点 」 と表示されたら

全ての図形を囲み （ 左ク リ ッ ク ） します。

「 」 と変わったらパーツ図形　範囲指定　終点

「 パーツ基点 」 と メ ッセージが変わったら 、

【 任意点 】 モードで、図面の中心あたりを

指定します。

指定した位置に　 　マークが表示されます。

確認後 （ 左ク リ ッ ク ） します。

基点はここでいいですか「 」 と表示され、

Ⅱ－８ ４－



CL a s s i c - CAD

部品の配置
■レイヤとグループの違いを理解する 。

■ 『 パーツ 』 コマンド と 『 ファ イル管理 』 コマンドの違いを

　理解する 。
－３

他のファ イルに登録されている図データを現在作図中の画面データに取り込む為のものです。

『 パーツ 』 コマン ド

Ⅱ－８ ５－

クリック

「 」 と メ ッセージが変わり ます。

サブメニューを設定します。

パーツ属性変更

（ レイヤ＝１ ８ ０ ，色＝紫 ）

特に変更しない場合は、全て

ド ラ ッグを

枠だけ表示されます。

にします。

にする と 、配置する と きパーツの

×

×

します。（ 左ク リ ッ ク ）

パーツ設定位置作図中の画面に戻り ます。

「 パーツ設定位置 」 と表示されます。

【 任意点 】 モードのまま 、余白の部分に

仮置きをします。

流し台

受付カウンター男子／女子便所応接セッ ト

カウンター （ 事務室用）

洗面器

ト イレブース

事務用デスク 清掃用浴槽

観葉植物

会議室用机 ・ 椅子

X1 X2 X3 X4

Y1

Y2

Y3

クリック

コマンドは解除されます。

を ２回する と 、
クリック

（ 右ク リ ッ ク ）



CL a s s i c - CAD

部品の配置
■レイヤとグループの違いを理解する 。

■ 『 パーツ 』 コマンド と 『 ファ イル管理 』 コマンドの違いを

　理解する 。
－４

コピーグループ指定

コピー基準点

８ページ

ブロック

複写１

②② 部品をそれぞれの位置に配置します。

サブメニューを設定します。

受付カウンターの線を ヒ ッ ト します。

（ 左ク リ ッ ク ）

【 端点 】 モード

右下端部を ヒ ッ ト します。

で、受付カウンターの

を ヒ ッ ト します。

「 コピーグループ指定

「 コピー基準点 」 と表示されたら 、

「

【 端点 】 モード

します。

で、柱の端部を ヒ ッ ト

配置できました。

（ 左ク リ ッ ク ）

コピー先

Y 2

X 3

［ グループ ］ とは、複数の線分で構成されている図形を １つの同じ

仲間と して扱う こ とです。移動や複写など 、一緒に行なった方がよいものは各々同じグループ

Ⅱ－８ ６－

図形を ［ グループ ］ に分けておく と 、編集や修正が簡単にできます。

『 ブロ ッ ク複写 』 コマンド

（ 連続 ・ グループ＝１ １ ５ ，回転＝９ ０ ）

」 と表示されたら 、

」 と メ ッセージが変わったら 、コピー先

にします。 Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤでは、 １番から ３ ２ ０ ０ ０番まで使う こ とができます。

ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ について



CL a s s i c - CAD

部品の配置
■レイヤとグループの違いを理解する 。

■ 『 パーツ 』 コマンド と 『 ファ イル管理 』 コマンドの違いを

　理解する 。
－５

注意して配置します。

取り方 ・ 回転の有無に

その他の部品も基点の

消去範囲＜始点＞

X 4X 3

消去範囲＜終点＞

Y 3他の線分が消去の対象にならないよ うに、

十字カーソルを図形のないと ころに移動して

（ 左ク リ ッ ク ） します。

最後に （ 右ク リ ッ ク ） して解除します。

を解除するには、

「

します。

消去範囲＜終点＞

（ 左ク リ ッ ク ）

③ ③

6 , 000

Y1

Y2

Y3

X1 X2 X3 X4

Y 3

X 4X 3

流し台

受付カウンター男子／女子便所応接セッ ト

カウンター （事務室用 ）

洗面器

トイレブース

事務用デスク 清掃用浴槽

観葉植物

会議室用机・椅子

流し台

受付カウンター男子／女子便所応接セッ ト

カウンター （事務室用 ）

洗面器

トイレブース

事務用デスク 清掃用浴槽

観葉植物

会議室用机・椅子

『 ブロ ッ ク削除 』 コマンド

＜＜補足＞＞

※　上記のよ うに１つのまとま り を余白に持ってきてコピーで配置するやり方もあ り ますが、

　 　 １つ１つバラバラにパーツを呼び出して配置する方法もあ り ます。

Ⅱ－８ ７－

１ページ

ブロック削除

余白に設置した部品を全て消去します。

を ヒ ッ ト します。

サブメニューを設定します。

④④
『 ブロ ッ ク削除 』 コマンド

範囲内に納まる位置に始点を指定します。

「 消去範囲＜始点＞ 」 で、消去する図形が

（ Ａ ｒ ｅ ａ ）
（ 赤い消しゴム ）

」 で、消去する図形を囲んで

（ 左ク リ ッ ク ）



CL a s s i c - CAD

部品の配置
■レイヤとグループの違いを理解する 。

■ 『 パーツ 』 コマンド と 『 ファ イル管理 』 コマンドの違いを

　理解する 。

７ページ

ボックス１

８ページ

ブロック

複写１

角　 　 　度

移動量　右

　 　 　 　 　上

×

○ グループ変更

サイズ　Ｘ

　 　 　 　У

＝

＝

＝

＝

±

±

±

０

０＊

０ ｄ ｅ ｇ

１

０ ｍｍ

０ ｍｍ

角　 　 　度

移動量　右

　 　 　 　 　上

×

×

×

○ グループ変更

サイズ　Ｘ

　 　 　 　У

＝

＝

＝

＝

±

±

±

０

０＊

０ ｄ ｅ ｇ

１

０ ｍｍ

円の半径

偏心Ｙ

偏心Ｘ

０

０

０

＝

＝

±

±

１ ０ ０ｍｍ

０ ｍｍ

３ページ

半径指定
円１ （白い円 ） カッ ト

線分延長

３ページ

流し台の場合 シンクの場合

－６

今までに使ったコマン ドを使って、流し台を描きまし ょ う 。

面取半径 ０

７ページ

丸面取り

（ ※下記コマンド＆サブメニュー＆図を参照 ）

４ページ ４ページ

レイヤ番号

グループ番号

４ページ

書き込み

完成図

紫

１ ８ ０

実線

⑤

完成図

（ ※下記コマンド＆サブメニュー＆図を参照 ）

⑥

Y 2

X 4

８ ０ ０１ ０ ０

７ペ－ジ

ダブル線

今までに使ったコマン ドを使って、給湯室の開口を描きまし ょ う 。

※このコマンドを使う以外に、描 く方法があります。

Ⅱ－８ ８－

紫

　試してみまし ょ う 。

（ 厚さ ８ ０ ０ ，偏心５ ０ ０ ，包絡する ）

L i n e

３ ５ ５ｍｍ

２ ５ ５ｍｍ

○

○

１ ０ ０ｍｍ

１ ８ ５ ０ｍｍ

５ ５ ０ｍｍ

６ ０ ０ｍｍ

４ ０ ０ｍｍ

９ ０

0

0

=

+
-0

*

*

拡大 　 Ｘ

回 　 　 転

レ イ ヤ

グ ループ

　 　 　 ｙ

=

0

0

×

×

×

×

20

115

1 . 00

1 . 50

ド ラ ッ グ

円周上をヒッ ト

A r e a G r o u p L a y e r

▼
▲

▼
▲

給湯室



CL a s s i c - CAD

寸法線の入力
■垂直点モードの特性を利用 ・ 活用する 。

◆寸法線

◆寸法値

色　 　 ：赤

レイヤ ： ３ ０

線種　 ：実線

色　 　 ：黄

レイヤ ： ３ ０

線種　 ：実線

完成図

－１

（ 左ク リ ッ ク ）

【 垂直点 】 モードで、 Ｘ ４通り を ヒ ッ ト

します。

X 3X 2X 1

レイヤ番号

グループ番号

４ページ

書き込み

３ ０

４ページ ４ページ

赤 実線

寸法線の属性を指定します。

（ 左ク リ ッ ク ）

【 線上点 】 モードで、 Ｘ １通りの下寄りを

ヒ ッ ト します。

①① 寸法線を描きます。

X 2 X 3 X 4

Y 2

Y 3

18 , 00 0

6 , 000 6 , 000

1
4

,
0

0
0

7
,

0
0

0
7

,
0

0
0

文字高さ 　 ３ ０ ０

　 　位置　中央下
原点浮き 　 　 ５ ０

　 　間隔　 　 　 ０
　 　 　幅　 ３ ０ ０

回転角度　 　 　 ０

〔 リ ンク文字作成 〕
文字高さ 　 ３ ０ ０

　 　位置　中央下
原点浮き 　 　 ５ ０
回転角度　 　 ９ ０
　 　間隔　 　 　 ０
　 　 　幅　 ３ ０ ０

〔 リ ンク文字作成 〕

X 1

Y 1

6 , 000

Ⅱ－８ ９－

　機能を理解する 。

■ 『 寸法文字作成編集 』 コマンド 、 『 属性変更 』 コマンドの

X 4X 3X 2X 1



CL a s s i c - CAD

寸法線の入力
■垂直点モードの特性を利用 ・ 活用する 。

（ 左ク リ ッ ク ）

【 線上点 】 モード

（ 左ク リ ッ ク ）

【 垂直点 】 モード

します。

（ 左ク リ ッ ク ）

【 垂直点 】 モード

します。

（ 左ク リ ッ ク ）

【 垂直点 】 モードで、 Ｘ ４通り を ヒ ッ ト

します。

で、 Ｘ １通り を ヒ ッ ト

します。

で、 Ｘ ２通り を ヒ ッ ト

で、 Ｘ ３通り を ヒ ッ ト

－２

Ⅱ－９ ０－

　機能を理解する 。

■ 『 寸法文字作成編集 』 コマンド 、 『 属性変更 』 コマンドの

X 4X 3X 2X 1

X 2X 1

X 4X 3X 2X 1

X 4X 3X 2X 1



CL a s s i c - CAD

寸法線の入力
■垂直点モードの特性を利用 ・ 活用する 。

②②

Ｙ通りの寸法線を描きます。

Ｘ通り と同様に第一 ・ 第二寸法線を描きます。

円の色を目立つよ うに、黄色に変更します。

サブメニューを設定します。

【 端点 】 モードで、寸法線の端部を ヒ ッ ト

します。

その他の部分も同様に描きます。

円が一つ描けました。

寸法止めの円を描きます。

「 中心点 」 と メ ッセージが変わったら 、

を ヒ ッ ト します。

－３

Ⅱ－９ １－

『 半径指定円１ 』 コマンド

（ 半径＝５ ０ ，書き込み基点＝中心 ）

　機能を理解する 。

■ 『 寸法文字作成編集 』 コマンド 、 『 属性変更 』 コマンドの

Y3

Y2

Y1

４ページ ３ページ

黄色 半径指定円１

（白い円 ）

X 2X 1

中心点

黄

X 2X 1 X 4X 3

Y 3

Y 2

Y 1



CL a s s i c - CAD

寸法線の入力

③ 寸法値を描きます。

■垂直点モードの特性を利用 ・ 活用する 。

③

－４

Ⅱ－９ ２－

を ヒ ッ ト します。

十字カーソルで、寸法線を ヒ ッ ト します。

「 寸法文字作成線を選んで く ださい。

メ ッセージが表示されます。

」 と

『 寸法文字作成編集 』 コマンド

（ Ｌ ｉ ｎ ｅ ，確認， リンク文字作成 ）

（ 高さ＝３ ０ ０ ，幅＝３ ０ ０ ，原点浮き＝５ ０ ，

横書き ，原点＝中央下，少数＝０ ， カンマ付 ）

クリック

サブメニューを右の様に設定します。

「 寸法線連動文字の作成と変更 」 と メ ッセージが

表示されサブメニューが現れます。

（ 左ク リ ッ ク ）サブメニューの外で、 します。

サブメニューの外で、

を ヒ ッ ト します。『 文字サイズ 』

サブメニューを右の様に設定します。

文字サイズのサブメニューが現れます。

「 寸法線連動文字の作成と変更 」 と メ ッセージが

表示され、再び元のサブメニューが現れます。

「 キョ リ－＞６ ， ０ ０ ０ 」 と メ ッセージが

表示されます。 ＯＫなら

（ 左ク リ ッ ク ） します。

（ 左ク リ ッ ク ） します。

（※

　自動的に、線分中心点上に書き込まれます。 ）

【 線分中心点 】 モードにしなくても

線の角度に自動的に合わせて記入されます。 ）

　機能を理解する 。

■ 『 寸法文字作成編集 』 コマンド 、 『 属性変更 』 コマンドの

X 2X 1

寸法文字作成線を選んで ください。

７ページ

寸法文字作成編集

（ ※※回転角度を設定しなくても 、 ヒ ッ ト した

他の寸法線 （縦の寸法線など ） も

同様にヒ ッ ト していきます。

Y3

Y2

Y1

7
,

0
0

0
7

,
0

0
0

1
4

,
0

0
0



CL a s s i c - CAD

寸法線の入力
■垂直点モードの特性を利用 ・ 活用する 。

－５

Ⅱ－９ ３－

④④ 円と文字の色を変えます。

（ Ｐ ２ ７～２ ９参照 ）

変更範囲＜始点＞

寸法線を全部囲み、 （ 左ク リ ッ ク ） します。

「 変更範囲＜終点＞

線の属性が変わり ました。

『 全レイヤ表示 』 コマンドを ヒ ッ ト します。

全レイヤを表示します。⑥ ⑥

X 2 X 3 X 4

Y 2

Y 3

1 8 , 0 00

6 , 0 0 0 6 , 0 0 0

1
4

,
0

0
0

7
,

0
0

0
7

,
0

0
0

X 1

Y 1

6 , 0 0 0

『 属性変更 』 コマンド

（ Ａ ｌ ｅ ａ ，色＝赤 ）

」 と メ ッセージが変わったら

　機能を理解する 。

■ 『 寸法文字作成編集 』 コマンド 、 『 属性変更 』 コマンドの

寸法線のレイヤだけを表示します。

サブメニューを設定します。

を ヒ ッ ト します。

されたら 、変更する図形が全部納まる位置に、

始点を指定します。

「 」 と メ ッセージが表示

４ページ

属性変更

6 , 0 0 0 6 , 0 0 0 6 , 0 0 0

1 8 , 0 0 0

7
,

0
0

0
7

,
0

0
0

1
4

,
0

0
0

変更範囲 〈 始点 〉

6 , 0 0 0 6 , 0 0 0 6 , 0 0 0

1 8 , 0 0 0

7
,

0
0

0
7

,
0

0
0

1
4

,
0

0
0

変更範囲

２ページ

全レイヤ表示



CL a s s i c - CAD

Ⅱ－９ ４－

寸法線の入力 （補足 ）
■寸法は、

■ で入力する と素早く出来ます。

■ のリ ンクの意味とは。

寸法 （ 数字 ） は、 の でも入力出来ます。

）

座標値 （ ヒ ッ ト ポイン トの座標値測定 ）

距離 （距離測定 ） ・ ・ ・ ・ ・ 寸法値記入の場合は “ Ｌ ｉ ｎ ｅ ” にする 。

面積 （面積測定 ）

単位 （

角度 （角度測定 ）

半径 （円の半径、円周測定 ）

※測定後、図面に記入するための項目。

小数点の表示 （ 例 ： ２…小数点第２位まで表示する 。 ）

ｍｍ ，㎜２ ， ｄ ｅ ｇ ／ ｃ ｍ ，㎝２ ， ｄ ｅ ｇ ／ｍ ，ｍ ２ ， ｄ ｅ ｇ ／ ｋ ｍ ， ｋ ｍ ２ ， ｄ ｅ ｇ

寸法線 （全体 ） は、 でも入力出来ます。

円の半径を設定します。 （ 右の

文字のレイヤと色を設定します。

線のレイヤと色を設定します。

補助線３ ： 寸法線の開始高を設定します。

補助線２ ： ２段目の寸法線の高さを設定します。

補助線１ ： 寸法線全体の高さを設定します。

ボタンで半径参照円を指定出来ます。 ）

上の 『文字サイズ 』 のサブメニューと リ ンク しています。

こ こで寸法文字のサイズを設定します。

『 文字 』 を ヒ ッ トする と文字サイズを設定するサブメニューが表示されます。

※下の項目と リ ンク しています。 こ こでも設定出来ます。

『 印刷サイズ 』 をＯＮにする と印刷する用紙に合わせて ミ リ単位で設定出来ます。

と リ ンク しています。

寸法線の長さを

でも入力出来ます。

１つの線に対して、 １つの文字列 （数値 ） に リ ンクする

場合は、

１つの線に対して、複数の文字列 （数値 ） に リ ンクする

場合は、

外したい部分だけ解除するこ とができます。

で、寸法値も変わり ます。

を使います。

を使います。

等で変更しても

で書いた寸法値は、寸法線の長さ

線と数値を別々に書いた場合でも リ ンクを張れます。

リ ンクを外したい場合は、 で、

７ページ

寸法文字作成編集

『 距離測定 』 コマンド

『 寸法線 』 コマン ド

５ページ

距離測定 『 距離測定 』 コマンド 『 図面に記入 』

１ ５ページ

寸法線 『 寸法線 』 コマン ド

『 寸法文字作成編集 』 コマンド

■ト レーニング用には特にふれておりませんが、下の様な便利なコマン ド もありますので操作してみまし ょ う 。

■リンクの意味について

寸
法
値
を
書
く
時
の
モ
ー
ド

『 複合リンクを張る 』

『 単純リンクを張る 』

『 リンクを更新する 』

『 パラ メ ト リ ッ ク移動 』

『 リンク文字作成 』

『 リンクを解除する 』



CL a s s i c - CAD

部屋名の入力 ■キーボードに慣れる 。

■漢字を入力する 。

完成図

①①

②②

部屋名の属性を指定します。

（ レイヤ ： １ ９ ０ ，色 ：黄色，線種 ： 実線 ）

１ ９ ０

部屋名を描きます。

『 コード型文字２ 』 （ 漢字 ・ かな ） コマン ド

－１

X 1 X 2 X 3 X 4

Y 1

Y 2

Y 3

1
4

,
0

0
0

7
,

0
0

0
7

,
0

0
0

1 8 , 0 0 0

6 , 0 0 0 6 , 0 0 06 , 0 0 0

6 , 0 0 0

Ⅱ－９ ５－

サブメニューを設定します。

ヒ ッ ト します。

を『 コード型文字２ 』 （ 漢字 ・ かな ） コマン ド

（ 高さ＝４ ０ ０ ，幅＝４ ０ ０ ，原点＝中央中 ）

クリック

レイヤ ： １ ９ ０

色　 　 ：黄

線種　 ：実線

◆部屋名

　 　間隔　 　 　 ０
回転角度　 　 　 ０
原点浮き 　 　 　 ０
　 　位置　中央中

文字高さ 　 ４ ０ ０
　 　 　幅　 ４ ０ ０

〔 コード型文字２ 〕

４ページ

６ページ

漢字変換が行えます。文字データをコードで持たせているので、線本数をと られずにすみます。

『 コード型文字２ （漢字 ・ かな ） 』 のコマンドは漢字 ・ ひらがなを描くためのものです。

コード型文字２
（漢字 ・かな ）

４ページ

黄色
グル－プ番号
書き込みレイヤ番号

傾斜角度

回転角度

幅

間隔

文字の高さ 　 物 置

原点位置

中左

央

右

上

中

下

右移動

浮き

印 （ ９ カ所 ）

物
置

物 置

黄

非常口

受付カウンター

ロビー

応接コーナー

男子ＷＣ

女子ＷＣ

用具入れ

給湯室

エン ト ランス

準備室

会議室

事務室



「

「

漢字＝＞

その後ろに 「 会議室

文字書込＝＞会議室

【 任意点 】 モードにして図面上に文字を

配置します。

Y 3

Y 2

X 1

」 と入力し 、 　 　 します。

CL a s s i c - CAD

部屋名の入力 ■キーボードに慣れる 。

■漢字を入力する 。
－２

Y 3

Y 2

X 1

Y 3

Y 2

X 1

③ ③同様に他の部屋名を入力します。

完成図を参考に、他の部屋名を描いて下さい。

Y 2

Y 3

1
4

,
0

0
0

7
,

0
0

0
7

,
0

0
0

6 , 0 0 0

（ 右ク リ ッ ク ）

Ⅱ－９ ６－

」 と メ ッセージが表示されたら 、

」 と変わったら 、

Y 1

漢字＝＞

文字書込＝＞会議室

漢字＝＞会議室で、元に戻り ます。

会議室

会議室

非常口

受付カウン ター

ロビー

応接コーナー

男子ＷＣ

女子ＷＣ

用具入れ

給湯室

エン ト ランス

準備室

会議室

事務室



CL a s s i c - CAD

部屋名の入力 ■キーボードに慣れる 。

■漢字を入力する 。
－３

を解除します。『 コード型文字２ 』 コマン ド

サブメニューから指カーソルを外し 、

「

④④

Ⅱ－９ ７－

」 と表示されている時に

（ 右ク リ ッ ク ） します。

（ 右ク リ ッ ク ） する とサブメニューが現れます。

クリック

クリック

漢字＝＞

コマンドが解除されました。

『 印刷サイズ 』 について

６ページ

コード型文字１

（英字 ・数字 ）

『 文字 』 サブメニューのモードについて

『 文字編集 』 のできるその他のコマン ド

※それぞれ編集に便利な機能を持っていますので、一度お試し下さい。

『 印刷サイズ 』 Ｏ Ｎ

文字高さ＝３ ． ５ ，幅＝３

縦　 ： 縦書き文字を書く と きのモード 。回転角度を○にします。

書込 ： 新規で文字を書き込むと きのモード 。通常モード 。

置換 ： すでに書かれた文字列を他の文字列に置き換える と きのモード 。

すでに書かれた文字列を編集する と きのモード 。

文字列の一部を変更する と き便利。

一気に同じ文字列に変更する と き便利。

編集 ：

拡張 ：

小数点，カンマ， ０について、設定できる 。

ＡＮＫ文字で数値を書き込むと きのモード 。

（※他の項目部分はＰ ６参照 ）

を

図面スケールに合わせないで印刷文字の大きさを設定できるので、便利です。

（例 ： 文字の高さ ３ ． ５㎜，幅３㎜の場合、 、 と設定する 。 ）

（ 漢字 ・かな ）

６ページ

コード型文字２

６ページ １ ５ページ １ ５ページ １ ３ページ

文字サイズ変更 文字列分割まとめ 文字列書き換え ＡＮ Ｋ＜＝＞漢字変換

にする と 、印刷する用紙に合わせて ミ リ単位で設定できます。
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Ⅲ
プログラミングマニュアル



はじめに

■ご注意

 Microsoft､Windows､Visual Basic､Visual C++ は米国マイク ロ ソフ ト社の登録商標です。

● Windows は含まれており ません本製品には、

●

こ こでは２次元製図ＣＡＤ 「

あ り ます。

ＭＦ Ｃに依存しない独立した関数になっており 、オプシ ョ ンコマンドは全くＭＦ Ｃには依存していません。

」 本体はマイ クロ ソフ トのＭＦ Ｃを利用して作られていますが、その機能のほとんどは「  CLas s ic -CAD

ジェク ト指向プログラ ミ ングですが、 ＣＡＤの入力指示では使いにくい面が強調され、かえってプログラ ミ

ングが複雑になるので、 コマンド制御では、あえて従来の 「 プログラムフロー型 」 の 「入力待ち制御 」 を行っ

ています。従って、プログラ ミ ングは 「内部処理 」→ 「入力処理 」→ 「内部処理 」 を分割するこ となく 、連

続した一連のプログラムと して記述できます。

通常のＣ＋＋言語だけの規約でプログラ ミ ングできます。 また本体の制御は 「 メ ッセージ誘導型 」 のオブ

の 「

また、 「 Ｎ ８ ８ベーシッ ク 」 でなら 、なんとかなったという方のために、ベーシッ ク言語と構造システム
 DRA-CAD2 V2 」 が内臓していた関数はそのままの名前で使用できるよ うに配慮してあ り ます。

 CLas s ic -CAD 」 のオプシ ョ ンコマンドを作成するために必要な情報を集めて

２ ０ ０ ８年に完全にＭＦ Ｃから脱却した際に、 Ｃ形式の関数名の頭にＣＯＤＲＡが付く よ うに変わってい

開発環境や設定パラ メータの詳しい解説はク ラシッ クのホームページを御覧ください。

ます。

言語 「 Ｃ＋＋ 」 と Ｏ Ｓ 「 Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 」 の壁は、あなたが思っているほどは高くあ り ません。是非チャ

レンジしてみてください。



ベーシックからの変換規則

ＣＬａｓｓｉｃのシステム関数

データの編集関連（Ｇシリーズ）

データ作成関連

サブメニューの関連関数

ＩＰＳボタン

サブメニュープログラム例

索引

ＣＬａｓｓｉｃ－ＣＡＤオプションコマンド概要

ＣＬａｓｓｉｃ－ＣＡＤコマンド作成のアウトライン

ＣＬａｓｓｉｃ－ＣＡＤコマンドの作り方

Ｃ特有の記述になってしまうもの

ＣＬａｓｓｉｃ－ＣＡＤシステム変数

ベーシックコマンドの記述方法
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実行形式Ｄ Ｌ Ｌ （ ダイナミ ッ ク リ ンク ラ イブラ リ ）

コマンド数１つのＤ Ｌ Ｌに最大１ ９個

言語Ｃ

作成したＤ Ｌ ＬはＣ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ －ＣＡＤ直下の自分のディ レク ト リに納める 。

ディ レク ト リの名称を ” Ｏ Ｐ Ｖ＿ ” で始める 。

推奨事項：

コマンドプログラム

}

詳し くは後述。

コマンド名void (char*cname)

{

構成：

ビッ ト マップ リ ソースにコマンド名と同じ名前の Ｉ Ｄを持つ１ ６＊１ ６のビッ ト マップを作る 。

Ｉ Ｄはダブルクォーテーシ ョ ンで囲んで文字列にする 。

Ｉ ＤＣ＿ＮＡＮＴ Ａ ＲＡはダメ 。 ” コマンド名 ” が正解。

アイコンの登録

外部コマンド登録

【

サイズ無制限

配列無制限

ファイル名称無制限

使用できる変数名無制限

制限事項

ＣＬａｓｓｉｃ－ＣＡＤオプションコマンド概要

】 の 「 登録コマンド 」 （ 飛行機アイコン ） で、 【 】 に登録するＣＬａｓｓｉｃ－ＣＡＤ ＣＬａｓｓｉｃ－ＣＡＤ

Ⅲ- 1 -



ＣＡＤ本体

標
準

コ
マ
ン

ド

ヘ
ッ
ダ
ー
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準

シ
ス
テ
ム

複写

NewName新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

サ
ン
プ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム

S
A
M

P
LE

HEADER

STD_COM
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作成手順の概要

コマンド作成手順をおおまかに説明する と 、以下のよ うにな り ます。

コマンド作成には

②

以上同等品が必要です。

サンプルプログラムをフォルダーごと複写します。

MSDEV Ver4/5/6

マイ クロ ソフ トの開発キッ ト 「 ビジュアルＣ＋＋ 」 を用意します。①

③

④

プログラム内容に手を加えます。

コンパイルして実行形式のファイルを作成します。

ＣＬａｓｓｉｃ－ＣＡＤコマンド作成のアウトライン
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新しいディレクトリにサンプルを複写する

Ｓ ＡＭＰ Ｌ Ｅフォルダを丸ごと同じ階層に複写します。

コピーされたサンプルの中身

コマンド メ イン

メ インヘッダー

外部アクセス開放宣言

アイコンビッ トマップ

コマンドサンプル

コンパイル用

おまじないファ イル

CLassic-CAD

HEADER

SAMPLE

MY_COMMAND

STD_COM

STD_SYS

CODRA.CPP

CODRA.H

CODRA.DEF

SCRIPT1.RC

SAMPLE.CPP

CODRA.MAK

STDAFX.CPP ,H

ディレクトリの構成

コマンド作成に必要なヘッダーファ イル

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ コマンド用

ヘッダーファ イル

コマンドの基本型

コマンド メ イン

メ インヘッダー

外部アクセス開放宣言

アイコンビッ トマップ

コマンドサンプル

コンパイル用

おまじないファ イル

コマンド Ｄ Ｌ Ｌ

標準外部コマンドホルダ

ポップアップメニュなどの環境ホルダー

ボタンイ メージ

音

ポップアップメニュー

HEADER

SAMPLE

STD_COM

STD_SYS

CLassic-CAD
xxx.H

CODRA.H

CODRA.DEF

SCRIPT1.RC

SAMPLE.CPP

CODRA.MAK

STDAFX.CPP ,H

CODRA.CPP

xxx.DLL 

xxx. BMP

xxx.WAV

POPUPA.xxx

コマンドの作成には前段階で必要な処理があり ます。以下，順を追って説明します。

(1)

(2)

Ｓ ＡＭＰ Ｌ Ｅフォルダをマウス右ボタンで選択して 「 コピー 」 を選び、次に 「

フォルダを同じ くマウス右で選択して、 「 貼り付け 」 を選択します。 「

みたいなフォルダが出来ますから 、名前を変えてください。

ＣＬａｓｓｉｃ－ＣＡＤ

ＣＬａｓｓｉｃ－ＣＡＤコマンドの作り方

」

ＯＰＴ＿ＢＡＳＥのコピー 」
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プロジェクトを作成する

作成するＤＬＬの名称を決める

． Ｈは宣言ファイル、

． Ｃ Ｐ Ｐがプログラム 、

． Ｄ Ｅ Ｆファ イルはコマンドをＣ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ に通知するための宣言ファイルです。

Ｓ ＡＭＰ Ｌ Ｅ ． Ｃ Ｐ Ｐがコマンドの本体のファイルです。

コマンド関数の作成

コマンド名称の変更

(3)

(4)

(5)

(6)

オリ ジナルにはコマンド名が 「 Ｓ ａ ｍ ｐ ｌ ｅ 」 と入っています。 これを 、自分で作るコマンド名

に変更します。

　以降の作業は、 「 ＣＯＤＲ Ａ ． Ｃ Ｐ Ｐ 」 「 ＣＯＤ ＲＡ ．Ｈ 」 「 ＣＯＤＲ Ａ ． Ｄ Ｅ Ｆ 」

「 Ｓ ＡＭＰ Ｌ Ｅ ． Ｃ Ｐ Ｐ 」 ファ イルの中身の変更になり ます。

　最初に一度だけ、生成するＤ Ｌ Ｌの名称を登録します。 この名前が

れるので、わかりやすい名前にしてください。 （ できれば８文字以内で ） 。

バーの 「 ビルド 」 （ またはプロジェク ト ） → 「設定 （ Ｓ ） 」 を選び、

「 カテゴ リ 」 を 「 一般 」 にする と出てく る 、 「出力ファ イル名 」 の欄に、 「 ｘ ｘ ｘ ． Ｄ Ｌ Ｌ 」 と

入力して変更します。

　 リ リース とデバッグで違う出力ファイルを指定している と 、

（ Ｐ Ｏ ＰＵ Ｐ Ａ ． Ｃ Ｔ Ｌ ）

Ｒ ｅ ｒ ａ ｓ ｅ二つと も選択して、パス名無しで書いておきます。

プロジェク トの直下に生成されるので、テス トが楽にな り ます。

　ＭＳ Ｄ Ｅ Ｖを立ち上げて、新しいフォルダの中を見る と 「 ＣＯＤ Ｒ Ａ ．ＭＡＫ 」 というプロジ

ェク ト管理に必要なファ イル入っています。 このファイルを 「 Ｃ＋＋ 」 の 「 ファ イル （ Ｆ ） 」 →

「 プロジェク ト を開く 」 で読込んでください。次回からは、 ＣＯＤ Ｒ Ａ ．ＭＤ Ｐ （ または． Ｄ Ｓ

Ｗ ） という本当の管理ファイルが使えます。

ＣＬａｓｓｉｃ－ＣＡＤ

ＣＬａｓｓｉｃ－ＣＡＤコマンドの作り方

で管理さ

ＣＬａｓｓｉｃ－ＣＡＤ の制御ファイル

この変更はメニュ

項目名 「 リ ンク 」 の中の

対象をＤ ｅ ｂ ｕ ｇ ，

Ｄ Ｌ Ｌはそのこ うする と 、

の中身をいちいち変える必要が生じるので、
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#define   DLL_MAIN
#include   "CODRA.h"

}

DLL32 void   EXPASCAL   USSR(void)
{
   // TODO;

   // TODO;
}

この行よ り上は変更しないでください。

最低限　

この関数に作成したコマンド情報を加えて ください。

以下の ３行は書き換えないでください。

こ こにこのＤ Ｌ Ｌの情報をいれてください

Ｄ Ｌ Ｌの名称

コ メ ン ト

使用回数の制限 （ －１は無制限 ）

Ｄ Ｌ Ｌプログラム Ｉ Ｄ （ パスワードによる登録、 ０はパスワードなし ）

プログラムに埋め込むとユーザに入力の必要なし

Ｄ Ｌ Ｌプログラム Ｉ Ｄを設定した場合、
Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ のユーザ Ｉ Ｄ との組み合わせによる
Ｄ Ｌ Ｌのユーザ Ｉ Ｄが必要になり ます。
このユーザ Ｉ ＤはＫＤＮが管理、発行するものですから 、
通常はゼロでお使いください。
必要な方はＫＤＮまでご連絡ください。

こ こに、 このＤ Ｌ Ｌにあるコマンド情報をいれて ください
（ 　 ＣＯＤ Ｒ Ａ ． Ｈ 　に宣言分　 ＣＯＤ Ｒ Ａ ． ｄ ｅ ｆ 　にコマンド名を書いてください。 ）

引数は
コマンド名称 （ 大文字小文字の区別があ り ます ）
割り込み許可フラグ
コ メ ン ト
キーボードによる呼び名 （ 最大５個まで ）
の順です。

コマンド終了時の処理があればこ こに書いて下さい。

ユーザ定義カーソル （ ＣＵ ９ ） です。

ユーザ定義ラバーバンドです （ Ｒ Ｂ １ ３ ）

ユーザ定義描画関数です。
（ 自動的再描画がかかった場合に特別な描画処理がある時に使います ）

//

// 

使用期間の制限 （ －１は永久 ）

//-------------------------------------------------------------------------------------------------------
//         DRA-V2 Command Sample
//-------------------------------------------------------------------------------------------------------

//-------------------------------------------------------------------------------------------------------
DLL32 void   EXPASCAL   StartDLL( DRA_PROC * draproc , DRA_VAL * draval )
{
//-------------------------------------------------------------------------------------------------------

//-------------------------------------------------------------------------------------------------------
   Xproc = draproc ;
   Xval = draval ;
   DLL_PRO_VERSION = DRA_V3_VERSION ;
//-------------------------------------------------------------------------------------------------------

//-------------------------------------------------------------------------------------------------------

   DLL_LIMIT_COUNT = -1 ;

   DLL_PRO_ID = 0x00000000 ;

//

//

//

// 
strcpy( DLL_PRO_NAME , "CLassic-CAD ﾕｰｻ" ) ;
// 

// 
DLL_LIMIT_DAY = 19981205 ;// 1998.12.5.ﾏﾃﾉ..
DLL_LIMIT_DAY = -1 ;// ...
// 

// 

// 
   DLL_USER_ID =0 ;

//-------------------------------------------------------------------------------------------------------

//-------------------------------------------------------------------------------------------------------

// 
// 
// 
// 
// 
// 

// 
//

// 
// 
// 
// 
// 
// 
SET_INCLUDE_COMMAND( "Sample" ,0, "ｻﾝﾌﾙｺﾏﾝﾄ"   ,"xxxxx" );

//-------------------------------------------------------------------------------------------------------

//-------------------------------------------------------------------------------------------------------
DLL32 void   EXPASCAL   EndDLL( void )
{
   // TODO;
}

//-------------------------------------------------------------------------------------------------------

//-------------------------------------------------------------------------------------------------------
DLL32 void   EXPASCAL   USA(void)
{
   // TODO;
}
//-------------------------------------------------------------------------------------------------------

//-------------------------------------------------------------------------------------------------------

// 

// 

// 

}
//-------------------------------------------------------------------------------------------------------

//-------------------------------------------------------------------------------------------------------
DLL32 void   EXPASCAL   UDRAW(void)
{

// 
//

strcpy( DLL_PRO_HELP , "ﾕｰｻ"ﾉｻｸｾｲｼﾀｺﾏﾝﾄ"ﾃｽ｡" ) ;

SET_INCLUDE_COMMAND の行を変更して ください。

CODRA.CPP ファイルの変更箇所 ①

ＣＬａｓｓｉｃ－ＣＡＤコマンドの作り方
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#include "stdafx.h"
#include <windows.h>
#include <windowsx.h>
#include <stdio.h>
#include <io.h>
#include <fcntl.h>
#include <sys\types.h>
#include <sys\stat.h>
#include <string.h>
#include <mbstring.h>
#include <math.h>
#include <limits.h>
#include <stdlib.h>
#include <malloc.h>
#include <sys\timeb.h>
#include <time.h>
#include <float.h>

#include "..\Xutl.h"
#include "..\Drafont.h"

#include "..\Xhead.h"
#include "..\BASIC.h"
#ifdef   DLL_MAIN

#else

#endif
EXTERN      DRA_PROC   *Xproc ;
EXTERN      DRA_VAL      *Xval ;
DLL32 void   EXPASCAL   StartDLL( DRA_PROC * draproc , DRA_VAL * dracval) ;
DLL32 void   EXPASCAL   EndDLL( void ) ;
DLL32 void   EXPASCAL   USSR(void) ;
DLL32 void   EXPASCAL   USA(void) ;
DLL32 void   EXPASCAL   UDRAW(void) ;

//-------------------------------------------------------------------------------------------------------

//-------------------------------------------------------------------------------------------------------

//----------------------------------------------------------------

//----------------------------------------------------------------
DLL32 void   EXPASCAL   Sample( char* CodeName ) ;

//----------------------------------------------------------------

//----------------------------------------------------------------

//----------------------------------------------------------------

//----------------------------------------------------------------

こ こ までは書き換えないでください。

コマンドヘッダーファ イル

こ こに作ったコマンドの宣言文を書いて ください。
こ こに書いた関数はメ インファ イル （ ＣＯＤ Ｒ Ａ ． ｃ ｐ ｐ ） と Ｄ Ｅ Ｆ ファ イル （ ＣＯＤ Ｒ Ａ ． ｄ ｅ ｆ ） にも書いて ください。

こ こにこのＤ Ｌ Ｌ共通の定数や定義文を書いて ください
出来るだけ使わない事をお進めします。

こ こに共通のローカル関数の定義をして ください
出来るだけ使わない事をお進めします。

// TODO;START 

// 

//  

// 
// 

// 
// 

// 
// 

#define   EXTERN

#define   EXTERN   extern

環境に合わせてこ こを書き換えてください

#include "..\Xca.h"

例えばソースプログラムからみて二つ上のディ レク ト リにヘッダーがある場合
#include "..\..\Xca.h"

ファイルの変更箇所CODRA.H ②

ＣＬａｓｓｉｃ－ＣＡＤコマンドの作り方
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＃ ｉ ｎ ｃ ｌ ｕ ｄ ｅ ” ＣＯＤ Ｒ Ａ ． ｈ ” ／／　 これはいじ らないでください。
//----------------------------------------------------------------------
／／　 こ こにこのファ イル共通の変数や関数の宣言文を書いて ください。
／／　ヘッダーファ イルに書く よ り も可搬性がよ く効率的だと思います。
//----------------------------------------------------------------------

//----------------------------------------------------------------------
／／サンプルコマンド
／／この中身を変えるか、削除して ください。
//----------------------------------------------------------------------
DLL32 void   EXPASCAL   Sample( char* CodeName )
{

}
   GOSUB_YES_NO ;
strcpy( W_STRING , ” サンプルコマンド ”  ) ;

SAMPLE.CPP ファイルの変更箇所

ファイルのプログラム部分を書き換えるCODRA.CPP

EXPORTS

   StartDLL

   EndDLL

   USA

   USSR

   UDRAW

   Sample これを書き換える

ファイルの変更箇所CODRA.DEF

主な変換規則

→

→

→

→ ［ と る ］

→ ［ と る ］

→ ｉ ｆ 文の中は 演算なら

[.]

[$]

[#]

[!]

[ AND ]

[_]

[_]

[_STRING]

[ && ] [ & ]

→[ XOR ] [ ^ ]

→ ｉ ｆ 文の中は 演算なら[ OR ] [ || ] [ & ]

→ ｉ ｆ 文の中は[ = ] [ == ] 

[%]

最近のプログラムは や

のよ うに，記述が直接的 （ Ｃ言語的 ） になっています。慣れてきたら ， このほ うがデバッグしや

すいと思います。

Xproc->call_csstock(4,24,mcx,mcy); Xval->plot_scale

IF( A = B )THEN -> if( a == b ){

IW=JW OR 1: -> iw = jw | 1 ;

IW=JW AND 1: -> iw = jw & 1 ;

③

④

(7)

　使えるサブルーチン （関数 ） は、 「 Ｖ ２プログラ ミ ングコース 」 で紹介されたもののほとんど

と 、Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 用に追加されたコマンドです。ベーシッ ク時代の記述を最大限に利用してイ

ンターフェイスを構築していますから 、古いサブルーチンは、 ＧＯ ＳＵＢ＿Ｙ Ｅ Ｓ＿ＮＯのよ う

に、 ラベル名の前にＧＯ ＳＵＢ＿を付けた形で呼び出せます。引数を伴う関数には、 ＣＡ Ｌ Ｌ＿

がついています。変数の中には％や小数点など 、 「 Ｃ＋＋ 」 で使えないキャラ ク タがあるので、

これらは後述のよ うに規則的に変換してください。

ＣＬａｓｓｉｃ－ＣＡＤコマンドの作り方
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ＭＳ Ｄ Ｅ Ｖのプルダウンメニュから 「 表示 」→ 「 フ ゜ ロシ ゛ ェ ク ト ワークスヘ ゜ース 」 を選択する 。

作成手順

コンパイル

「 ビルド 」 → 「 リ ビルド 」 を実行します。出来たＤ Ｌ Ｌ をＣ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ の飛行機コマンドで呼び出して実行しま

す。

表示→プロジェクトワークスペース

”ＤＯＯＲ”のようにダブルクウォーテーションで囲んだ文字列に

ここをダブルクリックすると「プロパティ」ダイアログが出る

する。コマンド名と一致しないとＣＬａｓｓｉｃは読めません。

１６×１６にする

(9)

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ で管理するアイコンはコマンド登録時にＤ Ｌ Ｌのビッ ト マップ リ ソースから自動的に

読込まれます。 このアイコンの名前はコマンド名称と同じでなければな り ません。

アイコンの作成(8)

リ ソースの中に ［ Ｂ ｉ ｔ Ｍ ａ ｐ ］ ホルダがあ り ます。マウス右でク リ ッ ク して 「 Ｂ ｉ ｔ ｍ ａ ｐ の挿入 」

を選びます。

ＣＬａｓｓｉｃ－ＣＡＤコマンドの作り方
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ベーシッ クの記述をＣ言語に書き換える必要のある予約語です。一部はＣ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ 独自の変換です。

計算したい場合

比較する場合

cc = xx | yy ;

if( ( xx > 0 ) || ( yy > 0 )){

またはOR

計算したい場合

比較する場合

cc = xx & yy ;

if( ( xx > 0 ) && ( yy > 0 )){

かつAND

計算したい場合 cc = xx ^ yy ;

排他的倫理和XOR

違う

Not Equal の意味　！はノ ッ ト 　＝はイコール

<>

!=

イコール大なり

必ず大なりが先

=>

>=

イコール小なり

必ず小なりが先

=<

<=

スラ ッシュを ２つ

注釈行文REM

//

アンダースコアに変えます。 これはグローバルな変数 （例えばＣ １％やＤＸ％など ） の場

整数の宣言

合の変換規則でＣ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ の方で定義してある変数だけです。個人的な変数はこの限りでは

あ り ません。

%

_

アンダースコアに変えてください。

．

_

変数名の中の小数点

セ ミ コロンに変えてください。;

： コロン

ゴーサブ　 ラベル名

アスタ リ スクをアンダースコアに変えてラベル名と一体化させて関数呼び出しにしま

す。 Ｖ ２時代のメ インサブルーチンは全てこの規則で定義されています。個人的なサ

ブルーチンに適応する必要はあり ません。

例

Ｖ ２オプシ ョ ンコマンド

GOSUB *GC.IN.A         

Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ 　 Ｄ Ｌ Ｌ

GOSUB_GC_IN_A;

GOSUB*

GOSUB_

ベーシックからの変換規則
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以下の制御文の単純変換例です。変換後 ｛ ｝ のペア リ ングの調整が大抵必要です。

その他の構文

if(

){

}else{

for(

; 

}

while

}

サブルーチンがないので使えない （関数の強制終了は小文字の

と りあえずカッコを付けておく と便利

カッコ閉じ 、中カッ コ

中カッ コ 、小文字で ｅ ｌ ｓ ｅ 、中カッ コ閉じ

小文字にする 、カッ コ

＜＝セ ミ コロン 、小な り 、 イコールにする と便利

中カッコ閉じ 。一括変換をする と対応がわからなくなるので注意

小文字

中カッコ閉じ 。一括変換をする と対応がわからなくなるので注意

です ）r e t u r n ;

IF

THEN

ELSE

RETURN
FOR

TO

NEXT

WHILE

WEND

戻り値はダブル実数　

戻り値はロング整数　// 

// 

// と同じatof() 

123.4

123

xx = VAL( "123.4" ) ;

xx = atof( "123.4" ) ;

xx = atoi( "123.4" ) ;

と同じ １行取り込み// LINE INPUT

FILE*   fp ;

char  istring[512];

fclose( fp ) ;

fp = fopen( "mm" , "rt" ) ;

fgets( istring , 511 , fp ); ;

OPEN  "mm" FOR INPUT AS #1

// 

// 

W_STRING

W_STRING

"123.4000"

"A=123.4000"

は　

は　

になる

になる

sprintf( W_STRING , "%f" , 123.4 ) ;

sprintf( W_STRING , "A=%f" , 123.4 ) ;

// W_STRING "123"は　 になる

long xx = 123 ;

sprintf( W_STRING , "%d" , xx ) ;

double xx = 123.4 ;

sprintf( W_STRING , "%f" , xx ) ;

double xx = 123.4 ;

sprintf( W_STRING , "%d" , (long)xx ) ;

sprintf( W_STRING , "%f,%d,%s" , 123.4 , 33 , "sss" ) ;

sprintf( W_STRING , "%12d" , 33 ) ;

sprintf( W_STRING , "%d" , 33 ) ;

になる// W_STRING "123.4"は　

// 

// 

W_STRING

W_STRING

"          33"

"33"

は　

は　

になる

になる

W$ = STR$( 123.4 )

xx = LEN( "123.4" )

xx = strlen( "123.4" ) ;

// W_STRING "123.4000,33,sss"は　 になる

// W_STRING "123"は　 になる

ベーシックからの変換規則

xx = LEN( "123.4" )

XX = VAL( "123.4" )
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例

LINE( 10,10,100,200,PEN_COLOR(1) ) ;

LINE( 10,10,100,200,PEN_COLOR(1),"",-1,n88_XOR ) ;

LINE( 10,10,100,200,PEN_COLOR(1),"B" ) ;

LINE( 10,10,100,200,PEN_COLOR(1),"BF", RGB(64,64,128) ) ;

LINE( xx1,yy1,xx2,yy2 ) ;

引数を省略する場合

DRAW_MODE = n88_OR ;

LINE_STYLE_NUMBER = 1 ;

描画モードＯＲ

実線

//

//

// 

基本型 LINE( x1 , y1 , x2 , y2 , color1 ,  boxC , color2 , draw_mode )

LINEEX( SUBMENU->m_hDC , xx1,yy1,xx2,yy2 , win_COLOR(2) ) ;

SUB_LOCATE(  0,0 );

SUB_LOCATE( 14,1 );

” 距離 ［ ｍｍ ］ ”SUB_LOCATE(  0,1 ); SUB_PRINT(  );

サブメニュに線を引く場合 （座標はサブメニュの左上が原点 （ ０ ， ０ ） にな り ます ）

LINE( xx1,yy1)-(xx2,yy2),color1,"B",color2

第二引数は幅の文字数//

CALL_CSSTOCK(5);

CALL_CSSTOCK(5,40);

サブメニュの表示

幅を広げたい場合

変換の例

if( XX == 32 ){

YY = 10 ;

AA = 5 ;

}

if( XX == 32 ){

}else{

}

AA = 5 ;

YY = 10 ;

YY = 20 ;

AA = 25 ;

for( II = 1 ; II <= 20 ; II ++ ){

}

AA = II * 3 ;

for( II = 1 ; II <= 20 ; II += 3 ){

}

AA = II * 3 ;

SUB_PRINT( "MODE  Copy" );

SUB_PRINT_V( C42DST );

ベーシックからの変換規則

IF XX = 32 THEN YY=10 : AA = 5

IF XX = 32 THEN YY=10 : AA = 5 ELSE YY = 20 : AA = 25

FOR II = 1  TO 20:AA = II * 3:NEXT

FOR II = 1  TO 20 STEP 3:AA = II * 3:NEXT
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のよ うに宣言し 、

文字列を使うときには

のよ うにします。

Ｖ ２でメ ッセージを出すのに使っていたＷ＄への代入は

と記述します。

代入は

足し算は

char*   add_string( char* char1 ,const char* char2 )

十分な文字領域を確保しておいて次の関数を使ってください。

一般的な記述は次項のフォーマッ ト指定文字列操作を使います

使い方は

char   str1[256];

” 元の文字 ”

” 足す文字 ”

 );

);

strcpy( str1,

add_string( str1,

sprintf( str1 , "%s%s" , strA , strB ) ;

フォーマット指定の文字列操作

ベーシッ クでファ イルや画面に表示する時に使った、

@ => %s         @   @  =>  %6s         ####.##  =>  %7.2f

@@ #### などのフォーマッ ト指定は

以下のよ うに変わり ます。

char   string[256];

strcpy(string, ” 文字は大変 ” );

strcpy( W_STRING, ” こんにちは ” );

関数ですから 、表示やファイル書き込みには、いったんこの関数で、文字列を作って、その

文字列を使います。

は実数似たいして、 は整数に対してのフォーマッ ト指定では文字列に対して、

す。 またこのフォーマッ ト を利用できる関数は、 です。 これは文字列に働きかける

%s %f %d

sprintf

例

グループ別塗りつぶし指定用の文字列を作り ます。

結果は の中身が にな り ます。w_char &Bou.rgb 255,128,64

char w_char[1024] ; long  red = 255 ;  long  green = 128 ; long  blue = 64 ;

sprintf( w_char , "&Bou.rgb& %d,%d,%d" , red , green , blue ) ;

Ｃ特有の記述になってしまうもの

特に変わった記述には文字列の処理があ り ます。ベーシッ クの文字変数はサイズが自由で、足し算が使える

など便利な変数でしたが、 Ｃではサイズを最初に決める必要があり 、足し算は使えません。
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書き込みレイヤ番号１～２ ０ ０

書き込みグループ番号１～３ ２ ０ ０ ０

最大登録コマンド数＝６ ４ ０

最後に実行した外部コマンドが存在するパス名

＝１…始点状態／＝２…終点状態

コード漢字表示モード （常に表示 ）

表示されている図面の範囲

一枚のＦＤに格納できる図面最大数＝制限無し

＝０ ： 座標原点マーク表示　＝１ ： 標原点マーク非表示

図面の原点座標

＝０ ： ポップアップシート表示　＝１ ： ポップアップシート非表示

ポップアップシートの表示範囲

最大レイヤ番号＝２ ０ ０

データ格納領域数＝ＭＡＸ＋２ １ ０ ０

ワークエリ アと して使用するデータ位置＝ＭＡＸ＋１ ０ ０

データ格納最大数＝自動で拡大縮小します。

＝１ ： メ ッシュ表示　＝２ ： メ ッシュ非表示

メ ッシュの色ＲＧ Ｂで指定

メ ッシュの原点座標

メ ッシュピッチ＝１ ０ ０ ０ ， １ ０ ０ ０

＝０ ： スナップモードシート非表示＝１ ： スナップモードシート表示

書き込み色番号１～１ ５ （ １＝青２＝赤３＝紫４＝緑５＝水６＝黄 ）

書き込み線種番号１～５ （ １＝実線２＝破線３＝点線４＝一点鎖線５＝二点鎖線 ）

スナップモードシート表示範囲ＡＶ ＸＭＡＸ＝ＡＶ ＸＭ Ｉ Ｎ＋２ ０ （ Ｙ も同様 ）

AVXMAX/AVYMAX

DWYMIN/DWYMAX

KVXMAX/KVYMAX

ACON

ACTIVE_COLOR

ACTIVE_LAYER

ACTIVE_LINE

ACTIVE_SEGMENT

AVXMIN/AVYMIN

COMMAND_MAX

CPRO_STRING

DCON_STATUS

DISPM

DWXMIN/DWXMAX

FILE_MAX

GCON

GENTENX/GENTENY

KCON

KVXMIN/KVYMIN

LAYER_MAX

MAT

MAU

MAX

MCON

MESH_COLOR

MESH_GX/MESH_GY

MESHX/MESHY

【

＊の付いていない変数は、 コマンド側での数値変更が可能です。その他の変数に関しましては数値の変更は

する上で参考にして下さい。

行わないで下さい。数値変更に伴う処理は、各自で責任を持って行って下さい。

】 で使用している変数のうち、主なものを記載してあ り ます。オプシ ョ ンコマンドを作成

ＣＬａｓｓｉｃ－ＣＡＤシステム変数

ＣＬａｓｓｉｃ－ＣＡＤ
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ウ ィンド ゥ座標のＸ座標を実寸の図面座標へ

ウ ィンド ゥ座標のＹ座標を実寸の図面座標へ

ウ ィンド ゥ座標のＸ座標をスク リーン座標へ

ウ ィンド ゥ座標のＹ座標をスク リーン座標へ

スク リーン座標のＸ座標をウ ィンド ゥ座標へ

スク リーン座標のＹ座標をウ ィンド ゥ座標へ

２線分

２線分

２線分

２線分

２線分

交点Ｙ座標は （ Ｘ と Ｙを入れ換え、 Ｙ座標を求める ）

２ Ｂ Ｙ Ｔ Ｅの符号付整数を符号なし整数へ

２ Ｂ Ｙ Ｔ Ｅ整数値の上位値を求める

２ Ｂ Ｙ Ｔ Ｅ整数値の下位値を求める

２つの１ Ｂ Ｙ Ｔ Ｅ整数値を ２ Ｂ Ｙ Ｔ Ｅ整数値へ

［真 （－１ ） のと き中 ］

［ 真 （ －１ ） のと き中 ］

［ 真 （ －１ ） のと き中 ］

(X1,Y1,X2,Y2)(X3,Y3,X4,Y4)

(X1,Y1,X2,Y2)(X3,Y3,X4,Y4)

(X1,Y1,X2,Y2)(X3,Y3,X4,Y4)

(X1,Y1,X2,Y2)(X3,Y3,X4,Y4)

(X1,Y1,X2,Y2)(X3,Y3,X4,Y4)

の交点のＸ座標

の交点のＹ座標

が平行か否か （真のと き平行 ）

が交差するか否か （真のと き交差 ）

の交点Ｘを求める 。

ファンクション

ワーク用

3.141421356

-2100000000.2100000000

=32000

="UNTITLED"

ポップアップシートのページ番号

ポップアップシート最大枚数＝１ ６～３ ２

＝０ ： ポップアップシート表示　＝１ ： ポップアップシート非表示

円周率＝

色に対応するプロ ッ ターのペン番号

プロ ッ ター原点座標

縮尺係数＝１ （ 内部データ× “縮尺係数 ”＝実寸法 ）

ポップアップシートの幅のド ッ ト数

＝１ ： 単線モード 　＝２ ： 連続線モード

ポップアップシートの高さのド ッ ト数

システムファ イルが存在するパス名

最大グループ番号

ワーク用 （ サブメニューシート表示に利用可 ）

スナップモード

作業中の図面の呼び出しパス名

作業中の図面名

＝１ ： サブメニューシート表示　＝２ ： サブメニューシート非表示

アンド ゥ用ワークパス名

有効データ範囲　

マウス入力したポイン ト (MCX,MCY) が、 スナップモードシート内にあるか否か

が、ポップアップシート内にあるか否かマウス入力したポイン ト (MCX,MCY)

マウス入力したポイン ト (MCX,MCY) が、サブシート内にあるか否か

FN_ACON

FN_KCON

FN_SHI

FN_ACX(X)

FN_ACY(Y)

FN_MCX(X)

FN_MCY(Y)

FN_GCX(X)

FN_GCY(Y)

FN_CROSPX

FN_CROSPY

FN_HEIKOU

FN_KOUSA

FN_KOUTEN

FN_FULL(X)

FN_HIGH(X)

FN_LOW(X)

FN_MIX(X,Y)

YMIN/YMAX

XW(12)/YW(12)

PAGE_MAX

PAGE_(nn)

PAI

PEN_(nn)

PGENX/PGENY

PLOT_SCALE

POPUP_HABA

POLY_LINE

POPUP_TAKASA

PRO_STRING

SEGMENT_MAX

SM_STRING(25)

SNAP_

SP_FI_DRIV_STRING

SP_FI_NAME_STRING

SUB_SHEET_1

UNDO_PATH_STRING

XMIN/XMAX

PAGE

ＣＬａｓｓｉｃ－ＣＡＤシステム変数
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ベーシッ ク関数は次のよ うに記述してください。

絶対値

Ｃ関数の標準関数と同じです。double   fabs( double xx ); // 

例

機能

絶対値を返します。

val2 = fabs( val1 ) ;

char*   ADD_STRING( char* char1 , char* char2 ) ;

文字列の足し算（新）

機能

を足します。に char2char1

戻値

のアドレスchar1

char*   ADD_STRING2( char* char1 , char* char2 ) ;

文字列の足し算２（新）

戻値

機能

に を足して、システムバッファに記録します。char1 char2

文字列バッファのアドレス 。

文字列はなるべく早めに使ってください。中身はころころ変わり ますから 。

char*   AKCNV_STRING( char* ank_string ) ;

char*   NEW_AKCNV_STRING( char* receive_string , char* ank_string ) ;

ＡＮＫを漢字に変換

例

機能

ＡＮＫ系文字列を漢字系文字列に変換します。元の文字列は変化しません。

strcpy( string , AKCNV_STRING( "abc" ) );

receive_string = NEW_AKCNV_STRING( receive_string , "ank" ) ;

receive_string = DELETE_STRING( receive_string ) ;

char*   receive_string = NULL ;

Ｃ関数の標準関数// 

long   ASC( char* string ) ;

(long)((unsigned char*)string)[0] ; 

文字のアスキーコード

例

機能

Ａ Ｓ Ｃ ｉ ｉ コードを返します。 Ｃでは文字列を直接参照できるので、 この関数はあま り意味があ り ません。

注 ）文字列の位置はゼロから始ま り ます。ベーシッ ク と違うので注意しまし ょ う 。

文字列 ｓ ｔ ｒ ｉ ｎ ｇ の １ ３バイ ト目のアスキーコードを返します。

a_code = ASC( &string[12] ) ;

ベーシックコマンドの記述方法（Ａ）

ABS

ADD_STRING

ADD_STRING2

AKCNV$

ACS

ＣＬａｓｓｉｃ は文字列処理用に幾つかのバッファを持っています。 こ こで得た
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アークタンジェン ト を計算します。

単位はラジアンです。

象現計算が面倒なので、普通は次の拡張逆正接

Ｃ＋＋の標準関数double   atan( double xx ) ; // 

atan2 を使います。

double   ATN( double xx ) ;

機能

戻り値

ATN 逆正接（アークタンジェント）

ｘ ｘ／ ｙ ｙ の逆正接を計算します。答えは－π～＋πの範囲です。

全ての象現で有効です。 こっちを使いまし ょ う 。

double   atan2( double xx , double yy ) ; 

double   ATAN2_DEG( double xx , double yy ) ; 

Ｃ＋＋の標準関数

戻値が度になり ます。

// 

// 

double   ATN2( double xx , double yy ) ;

機能

拡張逆正接（新アークタンジェント）

long   BEEP() ;

なし

ディ レク ト リにある 、 音声ファイルを再生します。"BEEP.WAV" sys

機能

戻値

変な音BEEP 

ファ イルをそのまま メモリーに読込みます。

を使う と きはあらかじめ必要なメモ リ を確保してください。

は必要なメモ リ をシステムが確保します。使い終わったら必ず、

でメモ リ を開放して下さい。

BLOAD

NEW_BLOAD DLETE_STRING

を に設定するか省略する とファ イル全部を呼び出します。

読込んだバイ ト数。失敗する とゼロが返り ます。

確保したメモ リのアドレス 。

size -1

BLOAD 

NEW_BLOAD 

long   BLOAD( void* mem , char* file_name , long size = -1 ) ;

void*   NEW_BLOAD( void* mem , char* file_name, long size = -1 ) ;

機能

戻値

例

ファイルをメモリにロードBLOAD 

load_size = NEW_BLOAD( (void*)n_data , "a:\CLassic-CAD\USER1\FILE1.DAT" ) ;

.......

n_data = DELETE_STRING( n_data ) ;

char*   n_data ;

long   load_size ;

long   BSAVE( void* mem , char* file_name, long save_size ) ;

機能

例

メモ リ をそのままファ イルに落と します。

long   hairetu[1200] ;

BSAVE( (void*)hairetu , "a:\CLassic-CAD\USER1\DATA.DAT" , 1200*4 ) ;

BSAVE メモリをファイルに落とす

ベーシックコマンドの記述方法（Ａ・Ｂ）
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CALL 機械語の呼び出しなし

整数や実数を倍精度実数に変換なし。普通に代入できます。CDBL 

CHAIN プログラムの変更なし

アスキーコードをもつ文字に変換なし。Ｃの文字型は元々１バイトの数値として扱えます。CHR$ 

long   CINT( double xx ) ;

四捨五入します。

結果の整数。

機能

戻値

CINT 整数に四捨五入して変換

long   CIRCLE( );中心Ｘ ，中心Ｙ ，半径，線の色，開始角度，終了角度，塗りつぶし指定，塗る色

double double double double double char* COLORREF COLORREF

CIRCLE(x0,y0,rs) ;

機能

解説

例

CIRCLE 円の描画

１番ペンの色を使う時には、 と します。PEN_COLOR(1)

は で表記するフルカラーの値です。白はCOLORREF RGB(red,gree,blue) です。RGB(255,255,255)

省略された線色は 線種は 描画モードは が使われます。LINE_COLOR､ LINE_STYLE､ DRAW_MODE

円を描きます。

HDC 

hdc , 

double 

中心Ｘ ，中心Ｙ ，半径，線の色，開始角度，終了角度，塗潰し指定，塗潰し色

double double double double char* 

long   CIRCLEEX( )

COLORREF COLORREF 

機能

例

CIRCLEEX 円の描画（拡張）

任意の

で作成してください。

角度の指定が度であるこ とに注意して下さい。

その他は　

に円を描きます。 は、

構造体のメンバ変数 が最初の引数にな り ます。特例と してサブメニュのベース部分は

VRAM_CONTROL* u_vram = NULL ;u_vram = NEW_VRAM( u_vram , width , height ) ;

SUBMENU->m_hDC

VRAM

VRAM m_hDC

関数と同じです。CIRCLE

、画面のそれは、 または です。NULLSCREEN->m_hDC 

VRAM

CIRCLE(u_vram->m_hDC,x0,y0,rs) ;

CLEAR メモリレイアウトの初期化なし。

ベーシックコマンドの記述方法（Ｃ）
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long   CLOSE( long file_number );

１＝成功 （ Ｔ ＲＵＥ ） ， ０＝失敗 （ Ｆ Ａ Ｌ Ｓ Ｅ ）

char*file_name = NEW_STRING( NULL , "a:\CLassic-CAD\user1\p_ss" ) ;

long   file_number ;

file_number = 1 ;

file_number = OPEN( file_name , "for input as" , file_number )

CLOSE( file_number );

機能

戻値

例

ファイルを閉じる

で全てのファ イルを閉じますCLOSE();

CLOSE 

long   CLS( VRAM_CONTROL* vram , COLORREF color )

色を省略する と黒で塗られます。

CLS( SUBMENU , RGB( 192,192,192 ) ) ;

CLS() ;

機能

例

アクティブな画面の消去CLS 

を にする と スク リーンが選択されます （ 　 ） 。vram NULL SCREEN 

COLORREF COLOR( long pallet , COLORREF color , long defa ) ;

０から １ ５のパレッ トの色を変更します。

変更前の色を返します。

COLORREF   old_color ;

old_color = COLOR( 1 , RGB( 64,64,255 ) ) ;

パレッ トの中身は

機能

戻値

例

カラーパレットの内容変更

が１の時はシステム既定値に戻します。defa 

と書いても同じ結果が得られます。

で参照できます。

PEN_COLOR(1)=RGB( 64,64,255 )

color = PEN_COLOR( 1 ) 

COLOR 

画面に書かれた文字の色の変更なし。COLOR@ 

画面文字数の制御なし。CONSOLE 

画面情報のハードコピーなし。COPY 

double   COS( double angle );

余弦（コサイン）

double  COS_DEG( double angle );

double   cos( double angle ); Ｃ＋＋標準関数

引数を度で渡します。

// 

//

COS 

単精度実数への変換なし。CSNG 

ベーシックコマンドの記述方法（Ｃ）
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long   iy = CSRLIN ;

現在のカーソル行CSRLIN 

long   CVI( char* string ) ;

float   CVS( char* string ) ;

double   CVD( char* string ) ;

文字フィールドの数値バイナリデータを数値に変換

long   atoi( char* string ) ; 

double   atof( char* string ) ; 

double   atof( char* string ) ; 

Ｃ＋＋標準関数

Ｃ＋＋標準関数

Ｃ＋＋標準関数// 

// 

// 

CVI/CVS/CVD 

ＲＥＡＤで読込まれる文字定数DATA 

char*   DATE_STRING ;

参照のみ。変更はしないでください。

書式　

現在の日付DATE$ 

19980503

セグメントスペースの宣言

機械語実行アドレス

プログラムの部分削除

DEFINT/DEFSNG/DEFDBL/DEFSTR 

DEF SEG 

DEF USER 

DELETE 

なし。

なし。

なし。

関数定義DEF FN なし。一般の関数作成と同じで出来ます。

例

long   A[100] ;

double   B[200] ;

char   C[128][300] ;

など 。

配列変数宣言DIM 

制御文字による図形描画

ディスク情報

ディスクから直接データ読込み

ディスクに直接データ書き込み

プログラム編集

プログラムの終了

DRAW 

DSKF 

DSKI$ 

DSKO$ 

EDIT 

END 

なし。

なし。

なし。

なし。

なし。

なし。

戻値

long   ENDOFFILE( file_number )

終わりなら真 （ １ ） 、そ うでなければ偽 （ ０ ） を返します。

ファイルの終了コードEOF 

配列の消去

エラーの発生した場所

ERASE 

ERLERR 

なし。自動的に消去されます。

なし。デバッガで探してください。

ベーシックコマンドの記述方法（Ｃ・Ｄ・Ｅ）

なし。

変数の型宣言 なし。

なし。Ｃの標準宣言で出来ます。
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エラーコードのユーザ定義ERROR なし。

double   EXP(double xx ) ;

double   e = EXP(1) ;

例

自然対数に対する指数関数の値

Ｃの標準関数double   exp(double xx ) ; // 

EXP 

ランダムファイルバッファへのフィールド変数の割り振り

ファイルリストの表示

FIELD 

FILES 

なし。

なし。

double   FIX( double xx ) ;

ＦＩＸ　小数切り捨て

ｉ ｉ を ０から ９ までまわすと き

ステップが５の場合

ＦＯＲ　…　ＴＯ　…　ＳＴＥＰ　～～　ＮＥＸＴ

for( ii = 0 ; ii < 10 ; ii ++ ){ ... }

for( ii = 0 ; ii < 10 ; ii += 5 ){ ... }

ランダムファイルのレコード読込み

未使用メモリ領域

ファイルの中での物理位置FPOS 

FRE 

GET 

なし。

なし。無制限に空いてます。

なし。

VRAM_CONTROL*   NEW_GET(VRAM_CONTROL*vram,HDC hdc,double x1,double y1,double width,double height ) ;

新しいメモ リ を確保してグラフ ィ ッ ク イ メージを取得します。使いおわったら

機能

グラフィックイメージの取り込み

VRAM_CONTROL*   n_vram = NULL ;

n_vram = NEW_GET( vram , SCREEN->m_hDC,0,0,32,64 ) ;

..........

DELETE_VRAM( n_vram ) ;

例

DELETE_VRAM でメモ

リの開放をしてください。

GET 

Ｖ ２のメ インサブルーチンの呼び出しは

サブルーチンの呼び出し

の様に最初に を付けて使います。GOSUB_GC_IN_BM; GOSUB_

GOSUB なし。

.....

goto xx ;

例

goto xx ;

xx:

指定位置へジャンプする

Ｃの標準関数

ラベルの最後にコロンを付ける

// 

// 

GOTO 

HELP ON/OFF/STOP ヘルプキーによる割り込み なし。

ベーシックコマンドの記述方法（Ｅ・Ｆ・Ｇ・Ｈ）
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char*   HEX_STRING( long xx ) ;

char*   NEW_HEX_STRING( char* n_string , long xx ) ;

数値を １ ６進文字列に変換します。

char  string[64] ;

strcpy( string , HEX_STRING( 124 ) ) ;

char*   n_string = NULL ;

n_string = NEW_HEX_STRING( n_string , 1256 ) ;

.....

n_string = DELETE_STRING( n_string ) ;

機能

例

ＨＥＸ＄　 １０進数を１６進数に変換

ＩＦ　…　ＴＨＥＮ　　～　ＥＬＳＥ 　条件判断

条件判断

if(...){ goto xx }else{...}

if(...){...}else{...}

IF ... GOTO xx ELSE 

long   INKEY_STRING;

例

ＩＮＫＥＹ＄　 押されたキーのコードを得ます

long   kcode ;

kcode = INKEY_STRING ;

if( kcode == *A* ){

}else{

}

.....

.....

ＩＮＰ　 入力ポートからの読み取り

long   INPUT( char* istring , long file_number );

char*   NEW_INPUT( char* istring , long file_number);

機能

例

ＩＮＰＵＴ　 キーボードやファイルから文字列を取り込む

を省略する とキーボードから入力。

は十分な文字領域を確保しておく こ と 。

char*   istring = NULL ;

istring = NEW_STRING( istring ) ;

.....

istring = DELETE_STRING( istring ) ;

file_number

INPUT(...)

ベーシックコマンドの記述方法（Ｈ・Ｉ）

なし。
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ＩＮＰＵＴ＄

例

機能

ファイルから指定長さの文字列を取り込む

は十分な文字領域を確保しておく こ と 。

file_number = OPEN( "a:\ss.txt" , "for input as" , file_number ) ;

istring = NEW_INPUT_STRING( istring , 12 , file_number );

.....

istring = DELETE_STRING( istring ) ;

CLOSE( file_number ) ;

ファ イルから文字列を取得。

INPUT_STRING(...)

long   INPUT_STRING( char* istring , long size , long file_number );

char*   NEW_INPUT_STRING( char* istring , long size , long file_number );

char*   istring = NULL ;

long   file_number ;

ＩＮＰＵＴ　 ＷＡＩＴ入力待ち時間制限付きキーボード入力

ＩＮＳＴＲ

注意

例

指定された文字列を探して位置を返す

（ 　探し出す位置　 ， 　探される文字　 ， 　探す文字　 ）long   INSTR

答えは１ 。

帰って く る値は０から始まる位置です。

long   pos = INSTR( 0 , "ABCDE" , "BC" ) ;

ＩＮＴ 値を超えない最大の整数を返す

long   INTEX( double xx ) ;

ＪＩＳ＄ 漢字のＪＩＳコードを返す

ＫＡＣＮＶ＄　

ＫＥＸＴ＄　

例

漢字をＡＮＫに変換

なし

.....

strcpy( string , KACNV_STRING("124A") ) ;

char*   KACNV_STRING( char *kanji_string )

char*   NEW_KACNV_STRING( char* string , char* kanji_string ) ;

char   string[256] ;

char*   istring = NULL ;

istring = NEW_KACNV_STRING( istring , "ｱ" );

istring = DELETE_STRING( istring ) ;

ベーシックコマンドの記述方法（Ｉ・Ｊ・Ｋ）

なし。

なし。
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ＫＥＹ　 ファンクションキーに文字列を割り当てる

long   KEY( long key_number , char* string ) ;

例

KEY( 1 , "J23_" ) ;

ＫＥＹ　

ＫＥＹ　

ＬＩＳＴファンクションキーの内容を画面に表示

ＯＮ／ＯＦＦ／ＳＴＯＰファンクションキー割り込み

long KILL( char* file_name ) ;

ＫＩＬＬ ファイルの削除

戻値

成功は－１ 、失敗は０ 。

ＫＩＮＰＵＴ　

ＫＩＮＳＴＲ　

ＫＬＥＮ　

ＫＭＩＤ＄　

ＫＮＪ＄　

ＫＰＬＯＡＤ

ＫＴＹＰＥ

漢字のキーボード入力

漢字を１文字と計算して位置を探す

漢字を１文字として文字列の長さを計算

漢字を１文字として部分文字列を処理

なし。

なし。

なし。

char*   LEFT_STRING( char* source_string , long size ) ;

ＬＥＦＴ＄　 文字列の左から取り出す

戻値

例

取り出した文字列のポインタ 。

char   sbuf[256];

文字列

には ”文 ” が入り ます。

strcpy( sbuf , LEFT_STRING( "

sbuf

" , 2 ) ;

char*   NEW_LEFT_STRING( char* n_string , char* source_string , long size ) ;

例

char*   n_string = NULL ;

.....

DELETE_STRING( n_string ) ;

n_string = NEW_LEFT_STRING(n_string , "ABCDE" , 3 ) ; には// n_string ABC が入り ます

拡張文字列の左から取り出す

long LEN( char * string ) ;

ＬＥＮ　文字列長さ

Ｃ＋＋標準関数long strlen( char * string ) ; // 

ＬＥＴ　代入宣言子なし。

ベーシックコマンドの記述方法（Ｋ・Ｌ）

なし。

なし。

なし。

なし。

なし。

なし。

Ⅲ- 23 -



long   LINE(double x1,double y1,double x2,double y2,COLORREF col1,char* BF,COLORREF col2 );

ＬＩＮＥ　

解説

例

１番ペンの色を使う時には、

LINE( x1,y1,x2,y2 );

LINE( x1,y1,x2,y2,line_color );

LINE( x1,y1,x2,y2 ,line_color,"B");

LINE( x1,y1,x2,y2 ,line_color,"BF");

LINE( x1,y1,x2,y2 ,fill_color,"BF", line_color);

LINE( x1,y1,x2,y2 ,fill_color,"BF", line_color,draw_mode);

は で表記するフルカラーの値です。白は です。

と します。

COLORREF RGB(red,gree,blue) RGB(255,255,255)

PEN_COLOR(1)

（標準）

ＬＩＮＥ

解説

例

任意の

u_vram = NEW_VRAM( u_vram , width , height ) ;

で作成してください。

Ｖ Ｒ ＡＭ構造体のメンバ変数

特例と してサブメニュのベース部分は

LINEEX( u_vram->m_hDC,x1,y1,x2,y2 );

LINEEX( u_vram->m_hDC,x1,y1,x2,y2,line_color );

LINEEX( u_vram->m_hDC,x1,y1,x2,y2 ,line_color,"B");

LINEEX( u_vram->m_hDC,x1,y1,x2,y2 ,line_color,"BF");

LINEEX( u_vram->m_hDC,x1,y1,x2,y2 ,fill_color,"BF", line_color);

LINEEX( u_vram->m_hDC,x1,y1,x2,y2 ,fill_color,"BF", line_color,draw_mode);

に線を引きます。 は、

が最初の引数にな り ます。

、画面のそれは、 です。

VRAM VRAM VRAM_CONTROL* u_vram = NULL ;

m_hDC

SUBMENU->m_hDC SCREEN->m_hDC 

LINEEX( hdc,x1,y1,x2,y2,col1,"BF",col2);

　（拡張）

char*   LINE_INPUT( char* n_string , char* prompt_string ) ;

char*   NEW_LINE_INPUT( char* n_string , char* prompt_string ) ;

ＬＩＮＥ　ＩＮＰＵＴ　

例

char*   n_string = NULL ;

n_string = NEW_LINE_INPUT( n_string , "12" ) ;

.....

DELETE_STRING( n_string ) ;

キーボードから１列入力

ＬＩＮＥ　ＩＮＰＵＴ＃　ファイルから１列入力

char* NEW_LINE_INPUT_( char* n_string , long file_number ) ;

例

char*   n_string = NULL ;

n_string = NEW_LINE_INPUT_( n_string , 1 ) ;

.....

DELETE_STRING( n_string ) ;

ベーシックコマンドの記述方法（Ｌ）

Ⅲ

省略された線色は 、線種は 、描画モードは で設定できます。DRAW_MODELINE_STYLELINE_COLOR

省略された線色は 、線種は 、描画モードは で設定できます。DRAW_MODELINE_STYLELINE_COLOR
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ＬＩＮＥ　ＩＮＰＵＴ　ＷＡＩＴＥ　

ＬＩＳＴ／ＬＬＩＳＴ　

ＬＯＡＤ　

制限時間付きキーボードから１列入力

プログラムリストを出す。

プログラムをメモリに上げる

long   LOC( long file_number ) ;

ＬＯＣ　 ファイル内の論理現在位置を返す

long   LOCATE( long ix , long iy ) ;

ＬＯＣＡＴＥ　 テキストのカーソル位置指定

long   LOF( long file_number ) ;

ＬＯＦ　 開いたファイルのサイズ

double   LOG( double xx ) ;

その他

常用対数は

ＬＯＧ　 自然対数

Ｃ＋＋標準関数

Ｃ＋＋標準関数// 

// 

double   log( double xx ) ;

double   log10( double xx ) ;

ＭＥＲＧＥ　

ＭＡＰ　

ＬＳＥＴ／ＲＳＥＴ　

ＬＰＲＩＮＴ　ＵＳＩＮＧ　

ＬＰＲＩＮＴ　

ＬＰＯＳ　 プリンタヘッドの位置

プリンタに印字

書式を指定してプリンタに印字

ランダムファイルフィールドへの書き込み

ワールド座標とスクリーン座標の変換

プログラムのメモリ上での合成

ＭＩＤ＄　文字列の一部書き換え

解説

例

代入される文字列に代入文字列を差し込みます。

代入される文字列は

char*   string1 = NULL ;

string1 = NEW_STRING( string1 , "1234567879" ) ;

string1 = NEW_SET_MID_STRING( string1 , 2 , 3 , "ABC" ) ;

string1 = NEW_STRING( string1 , "1234567879" ) ;

string1 = NEW_SET_MID_STRING( string1 , 2 , 1 , "ABC" ) ;

string1 = DELETE_STRING( string1 ) ;

　結果は　

　結果は　 にな り ます。

にな り ます。

で作成した文字列でなくてはなり ません。

//

// "12ABC456789" 

"12ABC6789" 

NEW_STRING

char*   NEW_SET_MID_STRING( char* 代入される文字列　 代入文字列　, long start , long size , char* );

ベーシックコマンドの記述方法（Ｌ・Ｍ）

なし。

なし。

なし。

なし。

なし。

なし。

なし。

なし。

なし。
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char*   MID_STRING( char* source_string ,long startpoint ,  long size ) ;

ＭＩＤ＄　

戻値

注意

例

拡張

機能

例

取り出した文字列のポインタ 。

文字の位置は０から始ま り ます。

char   sbuf[256];

新文字列１の一部分の複製を作り ます。

char*   string1 = NULL ;

string1 = NEW_STRING( string1 , "1234567879" ) ;

string1 = NEW_MID_STRING( string1 , 2 , 3 ) ;

string1 = NEW_STRING( string1 , "1234567879" ) ;

string1 = NEW_MID_STRING( string1 , 2 , 1 ) ;

string1 = DELETE_STRING( string1 ) ;

” 文字列 ” 　

新文字列　 元文字列　

結果は　

結果は　

にな り ます。

にな り ます。

strcpy( sbuf , MID_STRING( 

には ”字 ” が入り ます。sbuf

, 2 , 2 ) ;

, char* , long start , long size );char*NEW_MID_STRING(char* 

// 

// 

"345" 

"3" 

文字列の一部参照

直接出来ます。

ＭＫＩ＄／ＭＫＳ＄／ＭＫＤ＄　

char*   astring ;

long   along ;

along = 123 ;

astring = (char*)&along ;

astring[1] ;

astring[2] ;

最下位

最上位

astring[0] ;

astring[3] ;

数値データを内部表現の文字列に変換

ＭＯＮ　 モニターモード

ＮＡＭＥ　

戻値

成功すれば真 （－１ ） 、失敗すれば偽 （ ０ ） を返す。

元のファイル名　 新しいファ イル名　longNAME( char* , char* ) ;

ファイル名の変更

ＮＥＷ　

ＮＥＷ　ＯＮ　

プログラムの消滅と初期化

システム再起動

ベーシックコマンドの記述方法（Ｍ・Ｎ）

なし。

なし。

なし。

なし。
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char*   OCT_STRING( long xx ) ;

char*   NEW_OCT_STRING( char* string , long xx ) ;

ＯＣＴ＄　 数値を８進文字列に変換

例

char*   string1 = NULL ;

string1 = NEW_OCT_STRING( string1 , 32767 ) ;

string1 = DELETE_STRING( string1 ) ;

結果は　 にな り ます。// "77777" 

ＯＮ　ＥＲＲＯＲ　ＧＯＴＯ　

ＯＮ　ＣＯＭ　ＧＯＳＵＢ　 ＲＳ２３２Ｃの割り込み処理

エラー発生時の割り込み指定

なし。

なし。

ＯＮ　…　ＧＯＳＵＢ／ＯＮ　…　ＧＯＴＯ　 指定行への分岐

switch( xx ){

   ･･･････

}

Ｃ＋＋標準関数

　～　 ； 　

　～　 ； 　

// 

case 1:

case 2:

break ;

break ;

ＯＮ　ＴＩＭＥ＄　ＧＯＳＵＢ　

ＯＮ　ＳＴＯＰ　ＧＯＳＵＢ　

ＯＮ　ＰＬＡＹ　ＧＯＳＵＢ　

ＯＮ　ＰＥＮ　ＧＯＳＵＢ　

ＯＮ　ＫＥＹ　ＧＯＳＵＢ　

ＯＮ　ＨＥＬＰ　ＧＯＳＵＢ　 ＨＥＬＰキーによる割り込み

ファンクションキーによる割り込み

ＰＥＮによる割り込み

ＰＬＡＹによる割り込み

ＳＴＯＰキーによる割り込み

タイマによる割り込み

なし。

なし。

なし。

なし。

なし。

なし。

ＯＰＥＮ　

ファ イル名　 オープン番号

解説

longOPEN( char* , "for input" , long  )

例

番号を指定してファ イルを開きます。その番号がすでに使われている場合、使われていない別

オープンモード

読込み専用

書き込み専用

for input

for output

の番号を割り振って値を返しますから 、必ず受け取ってください。

long   file_number = 1 ;

file_number = OPEN( "A:\ss.txt" , "for input as" , file_number );

･･･････

CLOSE( file_number ) ;

この時点で が１でなくなっている可能性があり ます。// file_number

ファイルを開く

ＰＥＮ　ＯＮ／ＯＦＦ／ＳＴＯＰ

ＰＥＮ　

ＰＥＥＫ　

ＰＡＩＮＴ　

ＯＵＴ　

ＯＰＴＩＯＮ　ＢＡＳＥ　 配列の最小値の指定

ポート出力

指定された境界色の中を塗りつぶす

メモリを読む

ライトペン制御

なし。常に０から始まります。

なし。

なし。

なし。

なし。

なし。

ベーシックコマンドの記述方法（Ｏ・Ｐ）
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ＰＬＡＹ　

演奏ファイル名　

演奏

解説

例

longPLAY( char* ) ;

PLAY( "MUSI2" ) ;

音声データ （拡張子が．ＷＡＶ ） を再生します。 このファイルはサウンドレコーダーで作成できます。

ド ラ イブやパスを省略する と コマンドのホルダーを探します。

ＰＬＡＹ　ＡＬＬＯＣ　

ＰＬＡＹ　ＯＮ／ＯＦＦ／ＳＴＯＰ　

演奏用バッファの確保

演奏の割り込み停止

なし。

なし。

long   POINT( long xx , long yy ) ;

long   POINTEX( HDC hDC , long xx , long yy ) ;

ＰＯＩＮＴ　画 面のドットの色を返す

解説

帰ってく る値はＲＧ Ｂの値です。

long   pen_number = PEN_NUMBER( POINT( xx , yy )) ;

逆は です。pen_color = PEN_COLOR( pen_number ) ;

ＰＯＫＥ　 メモリ書き込み なし。

long   POS ;

ＰＯＳ　 カーソルの水平（桁）位置

long   PRESTE( long xx , long yy ) ;

ＰＲＥＳＥＴ　 画面の任意のドットを消します

ＰＲＩＮＴ　

文字列　

解説

longPRINT( char* ) ;

で指定された位置に印字。 は文字数分だけ移動します。LOCATE(xx,yy); xx

画面にデータを印字する

ベーシックコマンドの記述方法（Ｐ）

ＣＬＡｓｓｉｃ－ＣＡＤ のパレッ トペン番号がほしいと きは、
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書式は

数値の場合

”距離＝％ ｆ ［ ｍ ］ ”

” 個数＝％３ ． ０ ｆ ［ 個 ］ ”

文字の場合

”部品名 ［％ ｓ ］ ” 部品名 ［ エルボ ］

” 部品名 ［ 　％ ｓ 　 ］ ” 部品名 ［ 　エルボ　 ］

などの書き方が出来ます。

ｘ ｘ ， ｙ ｙ はド ッ ト座標、省略出来ません

文字の色は

文字の背景色は

幅は

高さは

文字の回転角度は

文字背景を透かす場合は、

文字背景を潰す場合は

に設定してください。

解説

その他

その他、

その他は以下の通り

と書けば、 と書いたこ とにな り ます。

が既定値。 と書けば、 と書いたこ とにな り ます。

TEXT_BKMODE = TRANSPARENT､

TEXT_BKMODE = OPAQUE

TEXT_ANGLE

TEXT_HEIGTH,

TEXT_WIDTH､

TEXT_BACK,

TEXT_COLOR､

"%s" NULL "%s"

PRINTEX_S

NULL "%f"

PRINTEX_V

距離＝１ ２ ３ ． ４ ５ ６ ［ ｍ ］

個数＝１ ２ ３ ［ 個 ］

が既定値。"%f"

文字なら

long   PRINTEX_S( hdc,char*印字文字 書式,char* 

数値なら

拡張印字

long   PRINTEX_V( hdc,double vv ,char* 書式

,long xx,long yy,long color=-1,long width=-1,long height=-1,double angle=0 ) ;

,long xx,long yy,long color=-1,long width=-1,long height=-1,double angle=0 ) ;

long   FILE_PRINT_V( long file_number , double xx , char* format = NULL)

long   FILE_PRINT_S( long file_number , char* string , char* format = NULL)

ＰＲＩＮＴ　＃ｎｎ　 ファイルに印字

Ｃ＋＋の書式を使って文字列を作ってから印字願います。

char   cstring[ 128 ] ;

sprintf( cstring , "A=%4d B=%8.2f TEXT=%s" , 12 , 34.5 , "ABC" ) ;

PRINT( cstring ) ;

ＰＲＩＮＴ　ＵＳＩＮＧ　

例

は にな り ます。cstring// "A=  12 B=   34.50 TEXT=ABC"

書式付き印字 なし。

前述の

ＰＲＩＮＴ　＃　ＵＳＩＮＧ

や を使うか、 Ｃ＋＋の書式を使って文字列を作ってから印字願います。FILE_PRINT_V S

ファイル書式付き印字 なし。

ＰＳＥＴ画面上の任意の点に色を付ける

long   PSET( double xx , double yy , COLORREF color = 白　 )

ベーシックコマンドの記述方法（Ｐ）

Ⅲ- 29 -



拡張ＰＳＥＴ形式

long   PSETEX( HDC hdc , double xx , double yy , COLORREF color = 白　 )

ＰＵＴ ファイルバッファに書き込むなし。

long   PUT( double xx , double yy , VRAM* vram , long mode ) ;

例

ＰＵＴ イメージを画面に貼り付ける

VRAM*   vram = NEW_VRAM( NULL , 32,32) ;

LINEEX( vram->m_hDC , 0,0,31,31,RGB(255,0,255) ) ;

PUT( 100,100,vram,n88_PSET ) ;

･･･････

DELETE_VRAM( vram ) ;

long   PUTEX( HDC hdc , double xx , double yy , VRAM* vram , long mode ) ;

例

拡張ＰＵＴ形式 任意の画面にイメージを画面に貼り付ける

VRAM*   vram = NEW_VRAM( NULL , 32,32) ;

LINEEX( vram->m_hDC , 0,0,31,31,RGB(255,0,255) ) ;

PUT( SUBMENU->m_hDC,10,20,vram,n88_PSET ) ;

･･･････

DELETE_VRAM( vram ) ;

long   RANDOMIZE( long dummy = 0 ) ;

ＲＡＮＤＯＭＩＺＥ　 新しい乱数系列を設定します 無視

ＲＥＡＤ　 ＤＡＴＡで用意したデータを読む なし。

ＲＥＭ　 注釈宣言 なし。

// スラ ッシュ ２個が 「 Ｒ ＥＭ 」 に相当します。 （ Ｃ＋＋標準 ）

ＲＥＮＵＭ　

ＲＥＳＴＯＲＥ　

ＲＥＳＵＭＥ　

ＲＥＴＵＲＮ　

行番号を付け替える

ＤＡＴＡの位置を指定

エラー処理復帰命令

サブルーチンの戻命令

なし。

なし。

なし。

なし。

関数からの戻れ命令は小文字で ｒ ｅ ｔ ｕ ｒ ｎ 　 ；

char*   RIGHT_STRING( char* source_string , long size ) ;

戻値

例

ＲＩＧＨＴ＄　 文字列の右から取り出す

” 文字列 ” 　

には ”列 ” が入り ます。

char   sbuf[256];

取り出した文字列のポインタ 。

sbuf

strcpy( sbuf , RIGHT_STRING( , 2 ) ;

ベーシックコマンドの記述方法（Ｐ・Ｑ・Ｒ）
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拡張ＲＩＧＨＴ＄

char*   NEW_RIGHT_STRING( char* n_string , char* source_string , long size ) ;

例

double   RND() ;

ＲＮＤ

戻値

０から １未満の次数を返します。

乱数の発生

ＲＯＬＬ　

longROLL( long 上下ド ッ ト数　 , long 左右ド ッ ト数　 )

画面の上下左右スクロール

ＳＣＲＥＥＮ　

ＳＡＶＥ　

ＲＵＮ　 プログラムの実行

プログラムのファイル記録

画面モード設定

なし。

なし。

なし。

ＳＥＡＲＣＨ　

配列名　 探す値　 開始位置longSEARCH( long* , long , long )

解説

配列名は C1PTR, C2PTR, C3PTR, C4PTR, C5PTR, C6PTR, C7PTR が

配列から任意の値を探す。

ＳＥＴ　 ファイル属性の設定 なし。

long   SGN( double xx ) ;

ＳＧＮ　

戻値

正なら １ 、ゼロなら ０ 、負なら－１

符号を調べる

double   SIN( double xx ) ;

ＳＩＮ　

Ｃ＋＋標準関数doublesin( double xx ) ; // 

解説

引数を角度 （

double   SIN_DEG( double xx ) ;

を使えます。

[deg] ） にしたいと きは

サイン（正弦）

ベーシックコマンドの記述方法（Ｒ・Ｓ）

char*   n_string = NULL ;

.....

DELETE_STRING( n_string ) ;

n_string = NEW_RIGHT_STRING(n_string , "ABCDE" , 3 ) ; // n_strin には "CDE"が入ります

ＣＬａｓｓｉｃ－ＣＡＤ のデータです。
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char*   NEW_SPACE_STRING( char* string , long size ) ;

ＳＰＡＣＥ＄　

例

空白文字列の作成

ＳＰＣ　 印字だけに使えるＳＰＡＣＥ関数 なし。

double   SQR( double xx ) ;

ＳＱＲ　 平方根

doublesqrt( double xx ) ; Ｃ＋＋標準関数// 

ＳＴＯＰ　

ＳＴＯＰ　ＯＮ／ＯＦＦ／ＳＴＯＰ　

プログラムの一時中断

プログラムの中断割り込み制御 なし。

なし。

char*   STR_STRING( double xx ) ;

char*   NEW_STR_STRING( char* n_string , double xx ) ;

ＳＴＲ＄　

解説

例

数値を文字列にする

ＳＴＲＩＮＧ＄　

例

任意文字列の作成

char*NEW_STRING_STRING( char* string , long size , char* 

char*STRING_STRING( long size , char* 

文字 ) ;

文字 ) ;

ＳＷＡＰ　 ２つの変数を入れ替える

ＴＡＢ　 印字位置を移動する なし。

ベーシックコマンドの記述方法（Ｓ・Ｔ）

char*   string = NULL ;

string = NEW_SPACE_STRING( string , 64 ) ;

DELETE_STRING(string) ;

string には、スペースが６４個と最後にゼロが入りますので６５バイトになります。// 

char   *n_string = NULL ;

n_string = NEW_STR_STRING( n_string , 123.4 ) ;

DELETE_STRING( n_string) ;

Ｃ＋＋の標準関数を使うと書式制御ができます。

n_string には "123.40000" みたいに入ります。// 

char*   string = NULL ;

string = NEW_STRING_STRING( string , 2 , "ABC" ) ;

／／　

DELETE_STRING(string) ;

string は、 "ABCABCABC"になります。

long   SWAP_LONG( long xx , long yy ) ;

long   SWAP_DOUBLE( double xx , double yy ) ;
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ＴＡＮ　 タンジェント（正接）

Ｃ＋＋標準関数// 

解説

引数の単位はラジアンです。度の場合は

TAN_DEG( deg ) を使います。

なし 。

ＴＥＲＭ　 ターミナルモード

ＴＩＭＥ＄　 時刻の取得

例

ＵＳＲ　

ＴＲＯＮ／ＴＲＯＦＦ　

ＴＩＭＥ＄　ＯＮ／ＯＦＦ／ＳＴＯＰ　 タイマ割り込み

トレース

なし。

なし。

機械語関数の呼び出し なし。

ＶＡＬ　 文字列表記の数値をメモリイメージに変換

例

Ｃ＋＋では変数Ｖのアドレスは、

で取れます。

ＶＡＲＰＴＲ　 変数のアドレス取得 なし。

ＶＩＥＷ　画面のビューポート設定未対応

解説

図面の描画範囲を制限します。

通常余白は０です。 また自動的にゼロに戻る場合もあ り ます。

ＶＩＥＷ　画面のビューポートの余白の取得

解説

左余白

上余白

右余白

下余白

ベーシックコマンドの記述方法（Ｔ・Ｕ・Ｖ）

double   v ;

double   *v_ptr ;

v_ptr = &v ;

mode == 0

mode == 1

mode == 2

mode == 3

double   vv ;

vv = VAL( "123" ) ;

double   VAL( char* string ) ;

char*   timeC[64] ;

strcpy( timeC , TIME_STRING() ) ;

long   VIEW( long 左余白　 , long 上余白　 , long 右余白　 , long 下余白　 ) ;

long   VIEW( long mode ) ;

char*   TIME_STRING() ;

double   TAN( double angle )

double   tan( double angle ) 
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ＶＯＩＣＥ　

ＶＯＩＣＥ　ＣＯＰＹ

ＶＯＩＣＥ　ＩＮＩＴ

ＶＯＩＣＥ　ＬＦＯ

ＶＯＩＣＥ　ＲＥＧ

ＷＡＩＴ　

音声を割り当てる

入力ポートの入力待ち

なし。

なし。

なし。

なし。

なし。ＰＬＡＹを参照して下さい。

なし。

～～

}

ＷＨＩＬＥ　～～　ＷＥＮＤ 　繰り返し

Ｃ＋＋標準関数

条件　

// 

while( ){

ＷＩＤＴＨ　

ＷＩＤＴＨ　ＬＰＲＩＮＴ　

ＷＩＮＤＯＷ　

ＷＲＩＴＥ　

ＷＲＩＴＥ＃　

印字範囲の指定

プリンタの１行桁数指定

ワールド座標のウィンドウ指定

印字

プリンタ印字

なし。

なし。

なし。

なし。ＰＲＩＮＴを参照してください。

なし。

ベーシックコマンドの記述方法（Ｖ・Ｗ）
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ＣＬａｓｓｉｃのシステム関数

関数名が大文字のものは、実際の関数名ではなく 、ヘッダーファ イルに別名の定義がされています。通常は

全て小文字にして、頭に Xproc-> を付ける と実際の関数になり ます。一部異なる場合があるので、そのまま

大文字でお使いください。実名を使用する場合は、 ＸＨＥＡＤ ． Ｈファ イルを参照してください。関数名が

小文字のものは、そのまま 、頭に Xproc-> を付けて使ってください。
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GOSUB_ACON_APR;

スナップモードシート を画面上に表示する

スナップモードシート を画面上から消す

GOSUB_ACON_DISAPR;

ＣＬａｓｓｉｃのシステム関数（Ａ）
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すべてのレイヤをＯＮまたはＯ Ｆ Ｆにする （再表示はしない ）

GOSUB_ALL_LAYER_ON;

すべてのレイヤをＯ Ｆ Ｆにする

すべてのレイヤをＯＮにする

すべてのレイヤをＯＮまたはＯ Ｆ Ｆにし 、図面を再表示する

GOSUB_ALL_LAYER;

すべてのレイヤをＯ Ｆ Ｆにする

すべてのレイヤをＯＮにする

ＣＬａｓｓｉｃのシステム関数（Ａ）

L_ON = 1

L_ON < 1

L_ON = 1

L_ON < 1
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レイヤのＯＮ ・ Ｏ Ｆ Ｆ状態を調べる Ｗに調べるレイヤの番号をいれる

GOSUB_ASK_LAYER;

ある点から線分に下ろした垂線の足の座標を求める

GOSUB_CAL_POINT_ON_LINE;

垂線を下ろす点

垂線を下ろす線分の始点 ・終点座標

垂線の足の座標

ＣＬａｓｓｉｃのシステム関数（Ａ・Ｂ・Ｃ）

X,Y

X1,Y1,X2,Y2

X,Y

W = 1

W = 0

ON

OFF
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Ｃ Ｓ Ｓ ＴＯＣＫで表示させたサブシート を消す

GOSUB_CSBACK;

サブシート を表示する

文字がグラフ ィ ッ ク処理に変わり 、テキス ト座標を使う意味がなくなってきたので、現在は

が使われています。CALL_CSSTOCK(NE,NF,MCX,MCY)

GOSUB_CSSTOCK;

サブシートの段数

サブシートの横文字数 （デフォルトは２ ４ ）

サブシートの表示開始位置 （ テキス ト座標 ）

サブシートの左上位置 （ スク リーン座標 ）

サブシートの右下位置 （ スク リーン座標 ）

NE

NF

CSI,CSJ

FX1,FY1

FX2,FY2

ＣＬａｓｓｉｃのシステム関数（Ｃ）
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円 ・円弧のデータをセッ ト し 、表示する

円の中心座標XW(4),YW(4)

円の半径XW(5)

円弧の開始角度 （ ラジアン ）XW(6)

円弧の終了角度 （ ラジアン ）XW(8)

レイヤ番号ACTIVE_LAYER

グループ番号ACTIVE_SEGMENT

色番号ACTIVE_COLOR

線種番号ACTIVE_LINE

セッ ト した円をJIKKOU

表示する=0

表示しない=1

注意 ： このルーチンでは、 ０に戻すこ とをしていませんので、必ず自分で０に

 ER

正常終了=0

異常終了!=0

参照 ： GOSUB_SET_CIRCLE;

GOSUB_EN_SET;

サブシート を作成する

CALL_CSSTOCK(NE,NF=24,mcx=MCX,mcy=MCY);

サブシートの段数

サブシートの横文字数 （デフォルトは２ ４ ）

サブシートの表示座標 （デフォルトはＭＣ Ｘ 、ＭＣ Ｙ ）

NE

NF

mcx,mcy

New!

ＣＬａｓｓｉｃのシステム関数（Ｃ・Ｄ・Ｅ）
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データの指定位置へ円データをセッ トする

円の中心座標X,Y

円の半径R

円弧の開始角度 （度 ）Q1

円弧の終了角度 （度 ）Q2

レイヤ番号C1L

グループ番号C2A

色番号C3H

線種番号C3L

セッ ト した円をJIKKOU

表示する=0

表示しない=1

注意 ： このルーチンでは、 ０に戻すこ とをしていませんので、必ず自分で０に戻して下さい

 ER

正常終了=0

異常終了!=0

参照 ： GOSUB_SET_CIRCLE;

GOSUB_EN_SET_DIRECT;

ＣＬａｓｓｉｃのシステム関数（Ｅ）
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GOSUB_GC_IN;

カーソルなし

クロスカーソル

シ ョート ク ロスカーソル

左上を基点と したボッ クス （ ド ッ ト サイズＭＣ Ｘ Ｌ ，ＭＣＹ Ｌ ）

指型またはマウス型カーソル

ラバーバンド ３ と同じ

ユーザー利用カーソル （ Ｄ Ｌ Ｌの関数ＵＳ Ａ （ ） を呼び出す ）

ラバーバンドなし

ラバーバンド （ 始点座標　ＭＳ Ｘ ，ＭＳ Ｙ ） 　

フ リーボッ クスラバーバンド ［ 始点　

画面形ボッ クス ［ 始点　 Ｒ Ｂ ３ Ｘ ０ ， Ｒ Ｂ ３ Ｙ ０ （ ス ク リーン座標 ） ］ 　

水平線ラバーバンド （ 始点座標　ＭＳ Ｘ ，ＭＳ Ｙ ） 　

垂直線ラバーバンド （ 　 　 　 　〃　 　 　 　 ） 　

ラバーバンドあ り ［ 始点　

中つまみハ ゛ ン ト ゛ ［

左下を基点と したボッ クス （ ド ッ ト サイズＭＣ Ｘ Ｌ ，ＭＣＹ Ｌ ） 　

ド ラ ッギング

指型カーソル パレッ ト番号

パレッ ト番号マウス型カーソル PATN=1,PATX=16,PATY=16,PATC=

PATN=<,PATX=5,PATY=2,PATC=→　

→　

カーソルの線種 （ １実線から ５二点鎖線まで ）

（ ウ ィ ンド ゥ座標 ） ］ 　RB2X0,RB2Y0

（ ウ ィ ンド ゥ座標 ） ］ 　

（ ウ ィ ンド ゥ座標 ） ］ 　

RB6X0,RB6Y0

RB7X0,RB7Y0/RB7X1,RB7Y1

ド ラ ッギング開始データ位置

ド ラ ッギングのオフセッ ト

ユーザー利用ラバーバンド （ ＧＯ ＴＯ 　＊ＵＳ Ｓ Ｒ ） 　

セッ ト した図形を

表示する

表示しない

ラバーバンドの線種 （ １実線から ５二点鎖線まで ）

=1

=0

=13

RB12_

GCX0,GCY0

=12

=8

=7

=6

=5

=4

=3

=2

=1

=0

=9

=8

=7

=5

=4

=1

=0CU

RB

CU_L

RB_L

JIKKOU

マウスボタンを ヒ ッ ト したと きに、マウス位置 （ スク リーン座標 ） とボタン番号を返す

ＣＵカーソルタイプ番号

ＲＢラバーバンドタイプ番号

注意 ： このルーチンでは、 ０に戻すこ とをしていませんので、必ず自分で０に戻して下さい

スク リーン座標とボタン番号

左ボタン

右ボタン

両ボタン同時 （不可能 ）SW=3

SW=2

SW=1

MCX,MCY,SW

ＣＬａｓｓｉｃのシステム関数（Ｇ）
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割り込み処理とスナップ処理を行う 、最もレベルの高い入力ルーチン

GOSUB_GC_IN_A;

と同様

スナップ処理後のウ ィンド ゥ座標

スク リーン座標とマウスボタン番号

はメ ッセージ （

） を出して消して くれます。

GOSUB_GC_IN;

GCX,GCY

MCX,MCY,SW

GOSUB_GC_IN_AM;

W_STRING

割り込み処理を行う入力ルーチン

GOSUB_GC_IN_B;

と同様

スナップ処理をしないウ ィンド ゥ座標

スク リーン座標とマウスボタン番号

はメ ッセージ （ ） を出して消して くれます。W_STRINGGOSUB_GC_IN_BM;

MCX,MCY,SW

GCX,GCY

GOSUB_GC_IN;

ＣＬａｓｓｉｃのシステム関数（Ｇ）
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ＣＬａｓｓｉｃのシステム関数（Ｇ）

GET_INI_V( char* koumoku-mei ,char* file-mei=NULL ,char* section-mei=NULL ,double default-value )

値を取る場合

変数 変数名に対応させたい文字列 未定義の場合のデフォルト値 , NULL , NULL ,  ) = GET_INI_V( 

コマンドは実行時にロード されて、終了時に破棄されてしまいます。一度設定した変数の値も 、

破棄されて無くなってしまいます。そこでつぎの使用時に変数を継承させる為に、次の２つの関

数があ り ます。独自にファ イルを開いて管理するよ り も 、簡単です。

値を記録する場合

SET_INI_V( 変数名に対応させたい文字列　，　変数  )

記録した数値を取り出す。

記録した、文字列を取り出す。

GET_INI_S( char* koumoku-mei ,char* toridasita-moji , long saidai-nagasa ,char* file-mei=NULL

 ,char* section-mei=NULL ,char* default-moji )
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メ ッセージを表示し 、キーボードから入力するルーチン

GOSUB_INPUT_SUB;

何も入力がなかった場合には、

入力された値

=c_IS_STRING

=c_IS_VALUE

=c_IS_LENGTH

=c_IS_ANGLE

=c_IS_LAYER

=c_IS_GROUP

W_STRING

W

W_STRING==""

IS

W_STRING

文字

数値の入力

距離 （長さ ） の入力

角度の入力 （ ｒ ａ ｄ ｉ ａ ｎ ）

レイヤ番号の入力

グループ番号の入力=5

=4

=3

=2

=1

=0

入力のモード

表示する メ ッセージ

一つのプリ ミ ティブを表示する

GOSUB_JIKKOU;

対象プリ ミ ティブ配列番号

表示のモード

上書き

排他的描画 （二回描画する と元に戻り ます ）

消去

合成描画 （ Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ の標準モード ）

プ リ ミ ティブを

表示する

表示しない

N_

MODE_

=n88_PSET

=n88_XOR

=n88_RESET

=n88_OR

JIKKOU

=0

=1

=3

=2

=1

=0

ＣＬａｓｓｉｃのシステム関数（Ｉ・Ｊ）
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ポップアップシート を画面上に表示する

GOSUB_KCON_APR;

ポップアップシート を画面上から消す

GOSUB_KCON_DISAPR;

ＣＬａｓｓｉｃのシステム関数（Ｋ）
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一つのレイヤをＯＮにする

GOSUB_LAYER_ON;

レイヤ番号W

一つのレイヤをＯ Ｆ Ｆにする

GOSUB_LAYER_OFF;

レイヤ番号W

ＣＬａｓｓｉｃのシステム関数（Ｌ）
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線分データをセッ ト し 、表示する

GSX,GSY

GCX,GCY

ACTIVE_LAYER

ACTIVE_SEGMENT

ACTIVE_COLOR

ACTIVE_LINE

JIKKOU

ER

=0

=1

=0

=1

線分の終点座標

線分の終点座標

レイヤ番号

グループ番号

色の種類

線種

セッ ト した線を

エラーコード

正常終了

異常終了

表示する

表示しない

GOSUB_LINE_SET;

指定位置へ線分データをセッ トする

データをセッ トする位置

始点座標

終点座標

レイヤ番号

グループ番号

色番号

線種番号

セッ ト した線を

表示する

表示しない

N_

X1,Y1

X2,Y1

C1L

C2A

C3H

C3L

JIKKOU

=0

=1

エラーコード

正常終了

異常終了

ER

=0

=1

GOSUB_LINE_SET_DIRECT;

ＣＬａｓｓｉｃのシステム関数（Ｌ）
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表示する図面範囲とスク リーン座標範囲との倍率を計算して、表示範囲を変更する 。

GOSUB_MAKE_WINDOW_D;

表示する図面の範囲

以降、 でこの範囲を表示するこ とができる

X1,Y1,X2,Y2

GOSUB_SAI;

スク リーン座標 （ 　ＭＣ Ｘ ，ＭＣＹ ） をウ ィン ド ゥ座標 （ Ｄ Ｒ Ａ ） へ変換する 。

GOSUB_MKGC;

変換するスク リーン座標

対応するウ ィンド ゥ座標 （ Ｄ Ｒ Ａ ）GCX,GCY

MCX,MCY

ＣＬａｓｓｉｃのシステム関数（Ｍ）
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ウ ィンド ゥ座標 （ ＧＣ Ｘ ， Ｇ ＣＹ ） （ Ｄ ＲＡ ） をスク リーン座標へ変換する 。

GOSUB_MKMC;

ウ ィンド ゥ座標 （ Ｄ Ｒ Ａ ）

対応する変換するスク リーン座標MCX,MCY

GCX,GCY

ウ ィンド ゥ座標 （ Ｄ Ｒ Ａ ）

対応する変換するスク リーン座標MSX,MSY

ウ ィンド ゥ座標 （ Ｇ Ｓ Ｘ ， Ｇ Ｓ Ｙ ） （ Ｄ ＲＡ ） をスク リーン座標へ変換する 。

GOSUB_MKMS;

GSX,GSY

ＣＬａｓｓｉｃのシステム関数（Ｍ）
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メ ッセージを画面左上に表示する 。

GOSUB_MA;

表示する メ ッセージW_STRING

メ ッセージをク リ アする 。

GOSUB_MC

ＣＬａｓｓｉｃのシステム関数（Ｍ）
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音ファイルを再生する 。

call_musi( char* sound-file-name )

sound-file-name 拡張子がＷＥ Ｖの音のファ イル名。フルパスで指定する 。

警告メ ッセージを流す。

GOSUB_MUSI;

ディ レク ト リにある ファ イルを書き換える事で自由なサウンドを流せます。MUSI.WAVSTD_SYS

ＣＬａｓｓｉｃのシステム関数（Ｍ）
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GOSUB_MUSI2;

よ り軽い警告メ ッセージを流す。

ディ レク ト リにある ファ イルを書き換える事で自由なサウンドを流せます。

MUSI

MUSI2.WAVSTD_SYS

未使用の指定値以降で、一番小さいレイヤ番号をサーチする 。

GOSUB_NEW_LAY;

サーチしたレイヤ番号W

W_STRING サーチ開始レイヤ番号をス ト リ ングで与え （先頭文字を とする ）"*"

ＣＬａｓｓｉｃのシステム関数（Ｍ・Ｎ）
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未使用の指定値以降で、一番小さいグループ番号をサーチする 。

GOSUB_NEW_SEG;

サーチしたグループ番号W

W_STRING サーチ開始グループ番号をス ト リ ングで与え （先頭文字を とする ）"*"

ＯＫダイアログを出して確認を促す。

message

caption]

通知する内容

ダイアログボッ クスの上の帯に書かれるタイ トル

gosub_ok(char* message ,char* caption )

ＣＬａｓｓｉｃのシステム関数（Ｎ・Ｏ）
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レイヤ番号 ・ グループ番号 ・線種 ・色のアクティブ値を待避する 。

GOSUB_PUSH_ACTIVE;

レイヤ番号 ・ グループ番号 ・線種 ・色のアクティブ値を元に戻す。

GOSUB_POP_ACTIVE;

ＣＬａｓｓｉｃのシステム関数（Ｐ）

Ⅲ- 55 -



画面をク リ アして 、図面の再表示を実行する 。

GOSUB_SAI;

最大作図範囲を表示する 。

GOSUB_SAIHYOUJI_MAX;

ＣＬａｓｓｉｃのシステム関数（Ｓ）

Ⅲ- 56 -



指定した位置からサーチ範囲内で一番近い図形の端点をサーチ。

GOSUB_SEARCH_POINT;

サーチする座標

サーチしたポイン トX,Y

X,Y

指定した位置からサーチ範囲内で一番近い円をサーチする 。

GOSUB_SEARCH_CIRCLE;

サーチする座標

サーチした円の配列格納位置 （ サーチできなかった場合にはＮ＿＜０ ）N_

X,Y

ＣＬａｓｓｉｃのシステム関数（Ｓ）
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指定した位置からサーチ範囲内で一番近い線分をサーチする 。

GOSUB_SEARCH_LINE;

サーチする座標

サーチした線分の配列格納位置 （ サーチできなかった場合にはＮ＿＜０ ）

に正の値が入っている時は、画面の１／４ ０ を超えている場合であっても 、N_1

N_

X,Y

その値が最も近い線分の番号である

指定位置からサーチ範囲以内で一番近いプリ ミ ティブをサーチして、そのプリ ミ ティブの持つ

Ｗレイヤ番号

GOSUB_SEARCH_LAYER;

サーチ座標

レイヤ番号を返す。

GCX,GCY

ＣＬａｓｓｉｃのシステム関数（Ｓ）
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指定した位置から 、サーチ範囲以内で一番近いプリ ミテ ィブ （線分 ・円 ・文字 ） 　 を 、サーチする 。

サーチする座標

サーチした線分の配列格納位置 （ サーチできなかった場合にはＮ＿＜０ ）

X,Y

N_

GOSUB_SEARCH_PRIMITIVE;

円 ・円弧のデータをセッ ト して表示する 。

円弧の開始角度

円弧の終了角度

レイヤ番号

グループ番号

色番号

線種番号

セッ ト した円を

エラーコード

(deg)

Q1

Q2

ACTIVE_LAYER

ACTIVE_SEGMENT

ACTIVE_COLOR

ACTIVE_LIN

JIKKOU

ER

円の半径R

(deg)

表示する

表示しない

=0

=1

正常終了

異常終了

=0

=1

GOSUB_SET_CIRCLE;

ＣＬａｓｓｉｃのシステム関数（Ｓ）
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再表示の時の図形の色を指定する 。

一度このルーチンをコールする と 、

GOSUB_SET_COLOR;

１～１ ５ （ 通常表示は２ ５ ５ ）

で再コールしない限り 、解除はされない。

W

W=255

ベースポイン ト （ Ｇ Ｓ Ｘ ． Ｇ Ｓ Ｙ ） を設定する 。

キー入力で ［距離→矢印 ］ などの入力で利用する座標です。

GOSUB_SET_GSXY;

ベースポイン トにする座標GCX.GCY

ＣＬａｓｓｉｃのシステム関数（Ｓ）
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SET_INI_V( char* koumoku-mei ,double set-value ,char* file-mei=NULL ,char* section-mei=NULL )

数値データを記録する 。

文字データを記録する 。

SET_INI_S( char* koumoku-mei ,char* set-moji ,char* file-mei=NULL ,char* section-mei=NULL )

ＣＬａｓｓｉｃのシステム関数（Ｓ）
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２点の成す角度を計算する 。

GOSUB_SUB_KAKUDO;

２点のＸ ， Ｙの増分

角度 （ ）radianQW

DX,DY

情報作図シート を画面上に表示する 。

GOSUB_SUB_SHEET_1_APR;

ＣＬａｓｓｉｃのシステム関数（Ｓ）
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情報作図シート を画面上から消す。

GOSUB_SUB_SHEET_1_DISAPR;

GOSUB_YES_NO;

タイプのカーソルを表示し 、マウス入力をする 。

メ ッセージ

押されたマウスのボタン番号SW

W_STRING

"Yes/No"

=2

=1 Ｙ Ｅ Ｓ

ＮＯ

メ ッセージと

ＣＬａｓｓｉｃのシステム関数（Ｓ・Ｔ・Ｕ・Ｖ・Ｘ・Ｙ・Ｚ）
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移動や拡大など 、内部データを直接編集する関数群です。伝統的にＧで始まる関数名が多いのでＧシ リーズ

と してあ り ます。

データの編集関連（Ｇシリーズ）

Ⅲ- 64 -



指定した範囲内のデータを取り込み、指定領域へ転送する 。各プ リ ミ テ ィブにおいて、全体が指定

GOSUB_GATRN;

範囲に含まれるものを対象とする 。

指定モードで線、カーソル、ボッ クスを描く 。

GOSUB_GBLIN;

MD_

TP_

CT_

CL_

X2,Y2

X1,Y1

=3

=2

=1

=0 ラ イン

ボッ クス

大きいクロスカーソル

小さいクロスカーソル

=n88_OR

=n88_RESET

=n88_XOR

=n88_PSET =0

=1

=2

=3

上書き

排他的描画 （二回描画する と元に戻り ます ）

消去

合成描画 （ Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ の標準モード ）

ラ インタイプ （ １～５ ）

描画モード

始点座標

終点座標

色 （ Ｒ Ｇ Ｂで指定 ）

形状タイプ

Ｇシリーズ関数

Ⅲ

指定範囲X1_,Y1_,X2_,Y2_

転送先N1_

- 65 -



プリ ミティブの属性を変更する 。

GOSUB_GCHAN;

A6_

A5_

A4_

A3_

A2_ 対象配列

対象バイ ト

変更対象

変更後の値

処理開始データ位置

Ｌ ＯＷバイ ト （ レイヤ、線種 ）

Ｈ Ｉ ＧＨＴバイ ト （ コマンド 、色 ）

両バイ ト （ グループ ）=3

=2

=1

=0 全てが対象

ゼロでなければその値だけを変更

=3

=2

=1 C1_

C2_

C3_

グループ番号

色及び線種番号

コマンド コード及びレイヤ番号

一つの文字列を表示する 。

GOSUB_GCHAR;

表示モード

合成描画 （ Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ の標準モード ）

消去

排他的描画 （二回描画する と元に戻り ます ）

上書き

表示する文字列の配列格納位置N_

MODE_

=n88_PSET

=n88_XOR

=n88_RESET

=n88_OR =3

=2

=1

=0

Ｇシリーズ関数
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Ｇシリーズ関数

コード型文字を線分化する 。

コード型文字データのアドレス

線分化したデータを格納するアドレス

N1_

N2_

（工事中）GOSUB_GCHAT;

Ｎ＿番目以降のデータをＣ Ｒ Ｔに表示する 。

GOSUB_GDISP;

表示するデータ開始位置

表示基点座標 （普通はゼロ ）

ド ラ ッギング時の移動量

表示モード

上書き

排他的描画 （二回描画する と元に戻り ます ）

消去

合成描画 （ Ｃ Ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ の標準モード ）

N_

X,Y

DX_,DY_

MODE_

=n88_PSET

=n88_XOR

=n88_RESET

=n88_OR

=0

=1

=2

=3
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図形を移動 ・拡大 ・縮小する 。

表示するデータ開始位置

拡大 ・縮小時の基準点座標

移動量または拡大縮小率

表示モード

N_

X,Y

DX,DY

MODE_

移動

拡大

=1

=2

ＣＬａｓｓｉｃ－ＣＡＤ

W_STRING

W1_

W2_

W3_

書き込み

呼び出し

=0

=1

パス名＋ファイル名 （拡張子を付ける ）

モード

＝０ （ データ入出力時に対象となる配列位置番号 ）

エラーコード

正常終了

異常終了及びエラーコード

=0

!=0

（異Ｖ２）GOSUB_GIODR; 

Ｇシリーズ関数

データを 、ディ スクに対して書き込みまたは呼び出しを行う 。

（異Ｖ２）GOSUB_GDXDY2;
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指定した範囲内のポイン ト を持つプリ ミ ティブを取込み、指定領域へ転送する 。

指定範囲

データの処理開始位置

無視

無視

N1_

N2_

N3_

X1_,Y1_,X2_,Y2_

Ｇシリーズ関数

データの最大値 ・最小値をサーチする 。

GOSUB_GMXMN;

サーチ開始データ位置

最小値

最大値

N1_

X1_,Y1_

X1_,Y2_

　（異Ｖ２）GOSUB_GMPIN;
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データの指定範囲のデータをコピーする 。

GOSUB_GNTRN;

転送データの開始位置

転送データの終了位置

転送先位置N3_

N2_

N1_

データの空白

GOSUB_GPACK;

処理開始アドレス

処理終了アドレス （ －１ を入れる とデータ終了位置まで ）

N1_

N2_

C1_(nn)==0 を 、詰めて圧縮する 。

Ｇシリーズ関数
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指定した範囲内に存在するポイン ト を移動する 。

GOSUB_GPINT2;

指定範囲

移動量 （実数 ）

データの処理開始位置N_

DX,DY

X1_,Y1_,X2_,Y2_

（異Ｖ２）

データを回転 ・移動する 。

処理対象データ開始位置

回転の中心座標

移動量 （実数 ）

回転角度(0.360ﾟ)Q

DX,DY

X_,Y_

N_

（異Ｖ２）GOSUB_GROTA2;

Ｇシリーズ関数
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Ｇシリーズ関数

１ Ｂ Ｙ Ｔ Ｅでデータを検索する 。

（ 該当するものがない場合　

GOSUB_GSEAR;

対象配列変数

バイ ト位置

サーチする値

データの処理開始位置

サーチしたプリ ミ テ ィブの配列格納位置

）

I1_

I2_

=1   C1_

=2   C2_

=3   C3_

=0   LOW

=1   HIGH

I3_

I4_

I5_

I1_

I1_<0

指定グループ番号をサーチし 、そのデータを指定領域へ転送する 。

サーチするグループ番号

サーチを開始するデータ位置

無視

無視

N_

D1_

D2_

D3_

（異Ｖ２）GOSUB_GSEGM;
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ＣＬａｓｓｉｃ－ＣＡＤ

拡張データ以外は作成関数が用意されています。 これらはデータ生成を簡単にするために存在します。

拡張データは入れ物の定義以外は自由に使う図形要素なので、標準のセッ ト関数があ り ません。各自のコマ

ンド内部で作成してください。

標準関数で説明されている作成関数

データ作成はこのセクシ ョ ンで解説されている以外に標準でも装備されています。

GOSUB_SET_CIRCLE;

GOSUB_LINE_SET;

GOSUB_LINE_SET_DIRECT;

GOSUB_EN_SET;

GOSUB_EN_SET_DIRECT;

データ作成関連

の基本図形は線、円／円弧、 ＡＮＫ文字、漢字文字、拡張データの５種類です。
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線と円のデータ作成

long   CALL_SET_LINE( DRADAT *dra,HDC m_hDC,long num,double xx1,double yy1,double xx2,double yy2

,long layer,long group,long color_number,long style_number ) 

どこでも構わない場合は－１ を使ってください。連続してセッ トする

場合は、戻値のセッ ト された位置番号にマイナスを付けてコールする と

セッ トが多少早くな り ます。マイナスの番号を指定する と 、絶対値の場

所以降でセッ ト出来る場所にセッ ト します。

DRADAT *dra

HDC m_hDC

long num

データの管理領域のアドレス 。通常は

作って表示したい場合に と書いてください。

セッ トするデータ位置番号

にします。

SCREEN->m_hDC

NULL

を使いまし ょ う 。XDRAPTR

それ以外は

以下省略

セッ ト した位置番号 ：異常終了< 0

線をデータにセッ トする 。

それ以外は

円 ・円弧をデータにセッ トする 。

long   CALL_SET_ARC(  DRADAT *dra,HDC m_hDC,long num,double xx,double yy,double rr,double qq1,double qq2

,long layer,long group,long color_number,long style_number) 

どこでも構わない場合は－１ を使ってください。連続してセッ トする場

合は、戻値のセッ ト された位置番号にマイナスを付けてコールする とセ

ッ トが多少早くな り ます。マイナスの番号を指定する と 、絶対値の場所

以降でセッ ト出来る場所にセッ ト します。

HDC m_hDC

long num

DRADAT *dra データの管理領域のアドレス 。通常は

作って表示したい場合に

XDRAPTR

SCREEN->m_hDC

NULL

を使いまし ょ う 。

と書いてください。

にします。

セッ トするデータ位置番号

以下省略

セッ ト した位置番号 ：異常終了< 0
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文字データ作成関数

long   CALL_SET_TEXT( DRADAT *dra,HDC m_hDC,long num,const char* moji,long type,double xx,double yy

,double width,double height,double distance,double angle,double slant,long origin

線をデータにセッ トする 。

それ以外は

どこでも構わない場合は－１ を使ってください。連続してセッ トする場合は、

,long layer,long group,long color_number,long style_number ) 

データの管理領域のアドレス 。通常は

作って表示したい場合に

にします。

と書いてください。

を使いまし ょ う 。

セッ トするデータ位置番号

セッ トする文字列

文字列のタイプ。

： 強制的にＡＮＫにします。

： 強制的に漢字にします。

DRADAT *dra

HDC m_hDC

NULL

SCREEN->m_hDC

XDRAPTR

long num

const char* moji

long type

5

6

戻値のセッ ト された位置番号にマイナスを付けてコールする とセッ トが多少早

くな り ます。マイナスの番号を指定する と 、絶対値の場所以降でセッ ト出来る

場所にセッ ト します。

以外の数値

以下省略

文字列をセッ ト した位置番号

セッ ト した文字列データの次の位置番号。

：異常終了N_ :

N1_:

< 0

： 適当にセッ ト します。
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文字データ作成関数

long  CALL_MOJI_SET( const char* moji , long num , long type  , double xx , double yy

文字列をデータにセッ トする 。

 , double width , double height , double distance , double angle , double slant , long origin )

： 異常終了

N1_

N_ < 0

long origin

double slant

double angle

double height

double width

double xx

long type

long num

const char* moji

double yy      

double distance

ＡＮＫなら ５ 、漢字なら ６ 。

５ を指定しても漢字が含まれる場合は、自動的に漢字に変わり ます。

６ を指定する と 、強制的に漢字に変わり ます。

文字の原点位置 （ ウ ィ ン ト ゛ ウ座標 ）

文字の幅 （ ウ ィン ト ゛ ウ座標単位 ）

文字の高さ （ ウ ィ ン ト ゛ ウ座標単位 ）

文字の間隔 （ ウ ィン ト ゛ ウ座標単位 ）

文字の回転角度 （度 ）

文字の傾斜角度 （度 ）

文字の原点位置コード

：文字列をセッ ト した位置番号

： セッ ト した文字列データの次の位置番号。

セッ トする文字列

セッ トするデータ位置番号

どこでも構わない場合は－１ を使ってください。連続してセッ トする場合は、

戻値のセッ ト された位置番号にマイナスを付けてコールする とセッ トが多少

早くな り ます。マイナスの番号を指定する と 、絶対値の場所以降でセッ ト出

来る場所にセッ ト します。

long  CALL_MOJI_GET( char* moji  , long num , long *type , double *xx , double* yy

データから文字列とそのサイズ等を取得する 。

文字列のバイ ト数

 , double* width , double* height , double* distance , double* angle , double* slant , long *origin )

double *

char* 

long *

double *

double *

double *

double *

double *

double *

long *

long 

文字の幅 （ ウ ィン ト ゛ ウ座標単位 ）

文字の高さ （ ウ ィ ン ト ゛ ウ座標単位 ）

文字の間隔 （ ウ ィン ト ゛ ウ座標単位 ）

文字の回転角度 （度 ）

文字の傾斜角度 （度 ）

文字の原点位置コード

取得する文字列。文字列のサイズは十分に余裕を持たせてください。通常

取得するデータ位置番号

ＡＮＫなら ５ 、漢字なら ６が戻り ます。

文字の原点位置 （ ウ ィン ト ゛ ウ座標 ）

は、 char moji[2048]; 位の宣言をしてください。

moji

num

type

xx

yy      

width

height

distance

angle

slant

origin
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データに文字列をセッ トする 。

long CALL_MOJICON_SET(MOJI_CONTROL *textatr , long num );

文字制御用の構造体のアドレス 。下のボールド文字の項目を設定します。

セッ トするデータ位置番号

どこでも構わない場合は－１ を使ってください。連続してセッ トする場合は、

： 文字列をセッ ト した位置番号

： セッ ト した文字列データの次の位置番号。

＜　 ０ ： 異常終了

戻値のセッ ト された位置番号にマイナスを付けてコールする とセッ トが多少

早くな り ます。マイナスの番号を指定する と 、絶対値の場所以降でセッ ト出

来る場所にセッ ト します。

MOJI_CONTROL *textatr

long num

N_ 

N1_

文字データ作成用標準構造体の制御
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} MOJI_CONTROL ;

long

long

double

double

double

long

double

char*

long

long

long

long

long

long

long

char*

make_moji ;

moji_type ;

last_length ;

sum_length ; 

sum_area ; 

area_close ; 

last_angle ; 

message ;

nn ; 

replace ;

gcx ;

gcy ; long

layer ;

group ;

color ;

style ;

set_string ;

５ ： ＡＮＫ 　 ６ ： 漢字

// 文字化する入力時の○×

作業用

作業用

作業用

作業用

作業用

画面左上に表示する メ ッセージ （ Ｎ ＥＷ＿Ｓ Ｔ Ｒ Ｉ ＮＧ関数で作成するこ と ）

文字属性取得時の文字データ位置

作成モード 　 ０ ： 書込　 １ ： 置換　 　 ２ ：編集　 　 ３ ： 寸書 ：

配置座標

配置レイヤ

配置グループ番号

配置カラー

配置線種

配置文字列 （ ＮＥＷ＿Ｓ Ｔ Ｒ Ｉ ＮＧ関数で作成するこ と ）

高さ入力時の○×

実寸高さ

ＤＲＡ座標高さ

幅入力時の○×

実寸幅

ＤＲＡ座標幅

間隔入力時の○×

実寸間隔

ＤＲＡ座標間隔

回転角度入力時の○×

回転角度

回転角度

傾斜角度入力時の○×

傾斜角度

傾斜角度

原点入力時の○×

原点コード 　 ０ ， １ ， ２ ， ４ ， ５ ， ６ ， ８ ， ９ ， １ ０

原点コード 　 ０ ， １ ， ２ ， ４ ， ５ ， ６ ， ８ ， ９ ， １ ０

原点浮き入力時の○×

実寸原点浮き

ＤＲＡ座標原点浮き

原点右移動量入力時の○×

実寸原点右移動量

ＤＲＡ座標原点右移動量

構造体

寸法リ ンク コード

寸法文字の属性変数

桁数を有効にする

桁数

カンマを付ける

最後のゼロをと る

// Unit( 0:mm,1:cm,2:m,3:km )

// Target mode ( Free,Line,Area,Group ) ;

// Target mode ( Free,Line,Area,Group ) ;

 // Target mode ( Free,Line,Area,Group ) ;

// Target mode ( Free,Line,Area,Group ) ;

// Input mode 0:char 1:Point 2:Length 3:Area 4:Angle

// 

// 

// 

// 

// 

// 

 MOJI_CONTROL

typedef struct s_moji_control{

long

long

long

long

double

long

long

double

long

long

double

longd

longa

double

double

long

double

double

long

long

long

long

double

long

long

double

long

hreal ;

hdra  ;

wmode 

wreal ; 

wdra  ; 

dmode ;

dreal ; 

dra  ;

mode ;

areal ;

adra  ;

smode ;

sreal ;

sdra ;

omode 

oreal ;

odra  ;

umode ;

ureal ;

udra ;

rmode ;

rreal ;

rdra ;

long

long

long

long

long

long

long

long

imode;      

tagm_axis ;   

tagm_dist ;  

tagm_area ;   

tagm_angle ;   

link_code ;

attrib ;

unit ;      

marume ;

keta ;

kanma ;

toru ;

long hmode ;

文字データ作成用標準構造体の制御

［ｍｍ］

０－３６０［ｄｅｇ］

０－３６０［ｄｅｇ］

［ｄｒａ］

０－７０，２９０－３６０［ｄｅｇ］

０－７０，２９０－３６０［ｄｅｇ］

［ｍｍ］

［ｄｒａ］

［ｍｍ］

［ｄｒａ］

［ｍｍ］

［ｄｒａ］

［ｍｍ］

［ｄｒａ］

０：Ｏｐｅｎ　１：Ｃｌｏｓｅ

［ｄｒａ］
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文字データ作成用標準構造体の制御

文字制御構造体を新し く作り ます。

MOJI_CONTROL*  NEW_MOJI_CONTROL(MOJI_CONTROL* textatr)

新たに確保した文字制御構造体のアドレス 。

最後にリ ターンする前に消去してください。

textatr = DELETE_MOJI_CONTROL( textatr ) ;

文字制御構造体のアドレス 。 ＮＵＬ Ｌ以外の場合は消去して作り替えたMOJI_CONTROL* textatr

アドレスを返します。

文字制御構造体を抹殺します。

ＭＯ Ｊ Ｉ ＿ＣＯＮＴ ＲＯ Ｌ＊　 ｔ ｅ ｘ ｔ ａ ｔ ｒ

常にＮＵ Ｌ Ｌ 。

MOJI_CONTROL*  DELETE_MOJI_CONTROL(MOJI_CONTROL* textatr)

文字制御構造体のアドレス 。
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文字制御構造体に対する様々な機能を実行します。

long CALL_MOJI_CONTROL(char* fnc , MOJI_CONTROL* textatr, char *ini_file_name , char* ini_section_name)

char* 

FromDraw

GetINI

SetINI

MakeDraReal

MakeRealDra

TRUE/FALSE｡

char* 

GetAtrtextatr->nn

char *

MOJI_CONTROL* 

機能名称

Ｉ Ｎ Ｉ ファ イルから文字属性を取得する

Ｉ Ｎ Ｉ ファ イルに文字属性を書き込む

データからＤ ｒ ａ データを作る

データから Ｒ ｅ ａ ｌ データを作る

にある文字データの属性を取得する

通常はＮＵ Ｌ Ｌ

図面から文字属性を取得する

通常はＮＵ Ｌ Ｌ

文字制御構造体のアドレス 。

fnc

textatr

ini_file_name

ini_section_name

文字データ作成用標準構造体の制御
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コマンドを作成する上でサブメニューは重要な要素にな り ます。

ウ ィンド ウズでは 「 ダイアログボッ クス 」 （ 和訳すれば 「対話箱 」 ） という名称で呼ばれるこの種の機能は、

ＣＬａｓｓｉｃ－ＣＡＤ

サブメニュー用のメモ リ を確保する

用意したサブメニューの上にボタンを貼り付けたり 、文字や絵を書いた りする 。

マウス入力を要求する 。

マウスの押された場所と連動する 、 Ｉ Ｐ Ｓボタンのチェッ クを行う 。

マウス左ク リ ッ クで自分のプログラムの実行を行う 。

マウス右ク リ ッ クで終了する

一般的なサブメニューの制御の流れは、

とな り ます。

この流れはあく まで一般的な制御の方法です。 コーディングは自由ですから 、流れも自由に設計できます。

距離入力などでは一般に増減ボタンやゼロボタンなどの制御ボタンが必要とな り ます。 これを一つ

一つ定義するのは面倒なので、標準のパターンを用意しました。

コマンドは実行時にロード されて、終了時に破棄されてしまいます。一度設定した変数の値も 、

破棄されて無くなってしまいます。そこでつぎの使用時に変数を継承させる為に、次の２つの関

数があ り ます。独自にファ イルを開いて管理するよ り も 、簡単です。

値を取る場合

コマンドが使う変数の継承

変数 変数名に対応させたい文字列 未定義の場合のデフォルト値 = GET_INI_V(  , NULL , NULL ,  )

値を記録する場合

SET_INI_V( 変数名に対応させたい文字列　，　変数  )

SET_IPS_DOUBLE2

SET_IPS_LONG2

SUBM_TARGET_SET
SUBM_COLOR_SET2

SUBM_GROUP_SET2

SUBM_LAYER_SET2

SUBM_STYLE_SET2

サブメニューの関連関数

には、 この機能のために Ｉ Ｐ Ｓボタンいう特別なボタンを用意してあ り ます。

Ⅲ- 81 -



以下の手順でサブメニュの制御を行います。基本的な制御の仕方です。

サブメニュを ３行分、横幅は２ ４列、用意して、今マウスの押された場所に表示す

注　

る準備をしなさい。 （ アンダーラインの部分は省略 ）

も使えます

NE=3; CSI=INTE(MCX/TEXT_WDIST); CSJ=INTE(MCY/TEXT_HDIST); 

GOSUB_CSSTOCK; 

ボタンをすべてク リ アしなさい

（無くても良い。実はＣ Ｓ Ｓ ＴＯＣＫでク リ アしている ）

一番上の行 （ ゼロ行目 ） にオブジェク ト選択ボタン列を作成しなさい

（ ） の中は行番号

１行目に距離入力のボタン一式を作りなさい

作成したボタンを表示しなさい

繰り返し用のラベル

”指定距離移動 ” という メ ッセージを表示して、指カーソルでマウスの入力待ちを

しなさい。

注　

CU=7;PATX=5;PATY=2;PATC=6;PATN=0;RB=0;GOSUB_GC_IN;

でもＯＫ

いま押された場所 （ ） のボタンのチェッ クをして処理をしなさい。MCX,MCY

サブメニュ上でマウスク リ ッ クがあった場合、戻り値は真。

ラベル の位置にジャンプしなさい。pp_1

サブメニュを消去しなさい。

CALL_CSSTOCK(3,24);

GOSUB_CLEAR_IPS;

距離 ",&d_mode,0,1,&d_val,NULL,0,9000,10,0,c_IS_LENGTH,0,NF-1)SET_IPS_DOUBLE(1,"

GOSUB_DRAW_IPS;

pp_1:

指定距離移動CALL_YUBI(" ");

if( GOSUB_CHECK_IPS == TRUE ){

 goto pp_1;

}

GOSUB_CSBACK;

サブメニュの基本的な作り方

SUBM_TARGET_SET( 0 ) ;
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GOSUB_CSBACK;

Ｃ Ｓ Ｓ ＴＯＣＫで表示させたサブシート を消す

サブシート を表示する

サブシートの段数ne

Ｉ Ｐ Ｓボタンは全て初期化されます。画面にサブメニューの背景色の四角形が表示されます。

サブシートの表示開始位置 （ テキス ト座標 ）

サブシートの左上位置 （ スク リーン座標 ）

サブシートの右下位置 （ スク リーン座標 ）

CSI,CSJ

FX1,FY1

FX2,FY2

サブシートの横文字数 （デフォルトは２ ４ ）nf

表示座標ｘ （ 実際は２ ド ッ ト右にな り ます ）mcx

表示座標ｙ （ 実際は２ ド ッ ト下にな り ます ）mcy

サブメニューの関連関数

CALL_CSSTOCK( long ne , long nf = 24 , long mcx = MCX , long mcy = MCY )
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GOSUB_DRAW_IPS;

作成した Ｉ Ｐ Ｓボタンを画面に表示します。

す。処理終了後，処理したボタンがあれば
処理したボタンの番号

サブメニュー内のグラフ ィ ッ ク座標ｘ
サブメニュー内のグラフ ィ ッ ク座標ｙ

サブメニュー内の列番号
サブメニュー内の行番号

，なかった場合は を返します。TRUE FALSE

GOSUB_CHECK_IPS

現在のマウスの位置で， Ｉ Ｐ Ｓボタンを全てチェッ ク して，指定されたボタンの機能を働かせま

IPSX
IPSY

IPSMCX
IPSMCY

IPSME

サブメニューの関連関数

Ⅲ- 84 -



GET_INI_V( char* koumoku-mei ,char* file-mei=NULL ,char* section-mei=NULL ,double default-value )

値を取る場合

変数 変数名に対応させたい文字列 未定義の場合のデフォルト値 , NULL , NULL ,  ) = GET_INI_V( 

コマンドは実行時にロード されて、終了時に破棄されてしまいます。一度設定した変数の値も 、

破棄されて無くなってしまいます。そこでつぎの使用時に変数を継承させる為に、次の２つの関

数があ り ます。独自にファ イルを開いて管理するよ り も 、簡単です。

値を記録する場合

SET_INI_V( 変数名に対応させたい文字列　，　変数  )

記録した数値を取り出す。

記録した、文字列を取り出す。

GET_INI_S( char* koumoku-mei ,char* toridasita-moji , long saidai-nagasa ,char* file-mei=NULL

 ,char* section-mei=NULL ,char* default-moji )

サブメニューの関連関数
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Ｉ Ｐ Ｓボタンに貼り付けられている変数の表示を更新する ．

long ( long sw , long ipsme , long mode );Xproc->call_show_ips3

Ｓ ｗに従って ｉ ｐ ｓ ｍ ｅ ボタンの表示 ・非表示を行う 。
０ ： 非表示　 １ ： 表示

Ｉ Ｐ Ｓボタン作成時に指定した Ｉ Ｐ Ｓ コード 。
０ ： 表示 ・ 非表示の状態だけ変更。次回の描画命令があるまで、表示は変わらない。

１ ： 裏にあるサブメニューのウ ィンドウにだけ描画する 。
があるまで画面は変わらない。Xprox->sub_print_line(-1)

２ ： 変更を画面にまで及ぼす。

sw

ipsme
mode 

サブメニューの関連関数

void Xproc->on_change_ips ( long *lv1  , double *sv1 = NULL  , char** tx1 = NULL )
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ＩＰＳボタンコード一覧

6

7

8

11

13

14

15

16

17

18

1

2

3

4

5

c_IPS_ADD

c_IPS_SIGN

c_IPS_NEW

c_IPS_EQU

c_IPS_ZERO

c_IPS_CHECK

c_IPS_RADIO

c_IPS_SELECT

c_IPS_EDIT

c_IPS_FONT

c_IPS_LIST

c_IPS_STATIC

c_IPS_COLOR

c_IPS_STYLE

c_IPS_SELCOL

SET_IPS(

表示形態 （凸凹平なし ）

表示文字列など

入力タイプなど

設定値など

最小値など

最大値など

倍精度整数の入力変数など

倍精度整数の参照変数

倍精度実数の入力変数など

倍精度実数の参照変数

文字列の入力変数

ボタンのタイプ

ボタンの番号

long

long

long

jj

ii2

ii1

long

long

char*

double

double

double

double

long*

long*

double*

double*

long

char**

double

double sy=-1

double swidth=-1

ips_type

sx=-1

ipsme=0

txt=NULL

sv2=NULL

sv1=NULL

lv2=NULL

lv1=NULL

max=0

min=0

tav=-1

tah=0

buf=NULL

deko=1

double sheight=-1

)

0

1

-1

98

99

枠と中身だけ表示 （平面 ）

凸型のボタン

凸型のボタン

中身だけの表示

機能するが表示なしのステルスタイプ

行番号 （ ０から始まる ）

開始列番号 （ ０から始まる ）

終了列番号 （ ＮＥ－１ まで ）

グラフ ィ ッ ク座標によるボタンの左上座標ｘ

グラフ ィ ッ ク座標によるボタンの左上座標ｙ

グラフ ィ ッ ク座標によるボタンの幅

グラフ ィ ッ ク座標によるボタンの高さ

数値入力やモード設定用に、様々なボタンコン ト ロールを用意してあ り ます。

関数を使って、サブメニュに貼り付けて使います。SET_IPS

ク リ ッ ク して数値が増減するボタンや，数値入力するボッ クスは全てこのコマンドで作成されています。

サブメニューに各種ボタンを貼り付ける関数。詳し くは 「 サブメニューの作り方 」 で説明。

エディットボタンの入力タイプ一覧

c_IS_STRING

c_IS_VALUE

c_IS_LENGTH

c_IS_ANGLE

c_IS_LAYER

c_IS_GROUP

c_IS_STRING_ANK 11

12c_IS_STRING_KANJI

1

0

2

3

4

5

サブメニューの関連関数
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タイ トルをク リ ッ ク した時に増減させる変量

先頭の×○の最小値

先頭の×○の最大値 0 1 2 3

入力する変数のアドレス

＝ボタンを押したと きに参照する変数のアドレス

入力する変数の範囲を制限する最小値

入力する変数の範囲を制限する最大値

入力変数のタイプ （数値，距離，角度等の指定 ）

ボタンを出す範囲の開始列 （ ０から始まる ）

ボタンを出す範囲の終了列 （ ＮＥ－１ まで ）

Ｉ Ｐ ＳＭＥで参照するための番号 （任意 ）

タイ トル

long 

,char* 

,double 

,long* 

,long 

,long 

,double* 

,double* 

,double 

,double 

,double 

,double 

,long 

,long 

,long 

,long 

caption

add

c_mode

c_min

c_max

d_val

r_val

d_min

d_max

zero

is_mode

ix1

ix2

ipsme

add2

サブメニューの関連関数

c_IS_STRING

c_IS_VALUE

c_IS_LENGTH

c_IS_ANGLE

c_IS_LAYER

c_IS_GROUP

c_IS_STRING_ANK

c_IS_STRING_KANJI

1

0

2

3

4

5

11

12

文字列 （ ＡＮＫ ・ 漢字兼用 ）

値

距離

角度

レイヤ

グループ

ＡＮＫ文字列

漢字文字列

それぞれのモードに従って， Ｆ Ｅ Ｐが連動します。

また ［ ／ ］ 入力時に図面からの入力方法が変わり ます。

ゼロボタンのゼロ値。制限値範囲外にする とボタンは出ない。

先頭の×○を使う時に指定する変数のアドレス 。 ＮＵ Ｌ Ｌなら出ない。

上下ボタン （ ＡＤＤボタン ） で増減させる変量。 ０で出ない。

行番号 （ ０から始まる ）

SET_IPS_DOUBLE2(

 )

jline

jline 行に実数入力のボタン群を表示する 。
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サブメニューの関連関数

SET_IPS_SELECT2(

);

文字表示のボタンで択一タイプのボタン列を造り ます。最大２ ０個の文字列まで受け付けます。

タイ トル

タイ トル

タイ トル

タイ トル

タイ トル

タイ トル

最初のボタンの表示文字列

最後のボタンの表示文字列

 long 

,long

,long

,long*

,long

,long 

,char*

jline

i1

i2

c_mode

c_min

ipsme

ch0

.....

.....

,char* ch19

SET_IPS_LONG2( (long jline,char*caption,long add,long*c_mode,long c_min,long c_max,long*d_val,long*r_val

,double d_min,double d_max,double add2,double zero,long is_mode=c_IS_VALUE

,long ix1=-1,long ix2=-1,long ipsme=0);

入力変数の型がロング （ ｌｏｎｇ ） である以外は SET_IPS_DOUBLE2(と同じ 。
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SUB_PRINT_LINE( long line_number )

指定したラインを画面に表示します。サブメニューは裏で作られていて，指示されない限り ，表
に現れません。引数に－１ を指定するか，省略する とサブメニュー全体を画面に出します。

SUBM_TARGET_SET( long jj ) ;

ｊ ｊ 行にＬ Ｉ Ｎ Ｅ ， Ａ Ｒ Ｅ Ａ ， Ｇ ＲＯＵ Ｐなどの図形選択のボタンを表示する 。

サブメニューの関連関数
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SUBM_COLOR_SET2

SUBM_GROUP_SET2 (long iline,long *group,long *mode,long mode_max,long ii,long idx,long ipsme);

(long jj,long *color,long *mode,long mode_max,long ii,long idx,long ipsme);

ｊ ｊ 行に色選択のボタン群を表示する 。

ｊ ｊ 行にグループ指定のボタン群を表示する 。

サブメニューの関連関数
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SUBM_LAYER_SET2

SUBM_STYLE_SET2

(long iline,long *layer,long *mode,long mode_max,long ii,long idx,long ipsme);

ｊ ｊ 行にレイヤ指定のボタン群を表示する 。

ｊ ｊ 行に線種指定のボタン群を表示する 。

サブメニューの関連関数
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サブメニューをボタンで制御

CALL_YUBI( char* message );

指の形をしたアイコンをだして，
ｍｅｅｓａｇｅ

を呼び出します。
になにか文字列を入れる と ，その文字列を画面左上に表示します。

GOSUB_GC_IN
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加算ボタン

ボタンを押して範囲を超えた時に最大値 （最小値 ） にとどめる （ ローテート させない ） よ うにす

るには

c_IPS_ADD

最後の５ １ ２は任意に設定できるボタン番号で、

また通常のサブメニュでは、 「 型番号 」 などのキャプシ ョ ンの上を押したと きに増減させる仕方

をよ く使います。 この場合は、

一行め （上から ２番めの行 ） の ６列から ６列 （ １列分 ） に小さな加算ボタンを 、数値の範囲

０～９ 、ボタンを押すと １づつ変化して、範囲を超えたら元にも ｄ屡よ うに設定するには、

次のよ うな指定にな り ます。

このよ うに、文字列を設定する事で、加算ボタンマークではなく 、文字を表示します。

「 距離 」 などの実数を変化させたい場合は、実数引数の場所に実数変数のアドレスを書

き込みます。

”距離”SET_IPS( 1,6,11,c_IPS_ADD,1, ,0,0,0,9,NULL,NULL,&distance,NULL,NULL,521);

”型番号” ,0,0,0,9,&type_code,NULL,NULL,NULL,NULL,521);SET_IPS( 1,6,11,c_IPS_ADD,1,

変数に代入される値です。

を実行後にGOSUB_CHECK_IPS;

IPSME

SET_IPS( 1,6,6,c_IPS_ADD,1,NULL,1,1,0,9,&type_code,NULL,NULL,NULL,NULL,501);

SET_IPS( 1,6,6,c_IPS_ADD,1,NULL,1,0,0,9,&type_code,NULL,NULL,NULL,NULL,521);

符号反転ボタンは加算値やローテート指定のない加算ボタンと同じ引数になり ます。

一行め （上から ２番めの行 ） の ６列から ６列 （ １列分 ） に小さな符号反転ボタンを 、つく るには、

次のよ うな指定にな り ます。

符号反転ボタン c_IPS_SIGN

SET_IPS( 1,6,6,c_IPS_SIGN,1,NULL,0,0,0,0,NULL,NULL,&distance,NULL,NULL,502);

ＩＰＳボタン
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レイヤやグループ番号の指定に使います。どちらのタイプかを指定します。

一行め （上から ２番めの行 ） の ６列から ６列 （ １列分 ） に小さなレイヤ空き番号ボタンを 、つく

るには、次のよ う な指定になり ます。

空き番号ボタン c_IPS_NEW

グループ番号なら

SET_IPS( 1,6,6,c_IPS_NEW,1,NULL,c_IS_LAYER,0,0,0,&layer_code,NULL,NULL,NULL,NULL,503);

SET_IPS( 1,6,6,c_IPS_NEW,1,NULL,c_IS_GROUP,0,0,0,&group_code,NULL,NULL,NULL,NULL,503);

ボタンを押したと きに、対になる値と同じにするボタンです。参照する変数をいっし ょに指定し

ます。一行め （上から ２番めの行 ） の６列から ６列 （ １列分 ） に小さなイコールボタンを 、つく

るには、次のよ う な指定になり ます。

イコールボタン c_IPS_EQU

ボタンを押すと

実数なら

SET_IPS( 1,6,6,c_IPS_EQU,1,NULL,0,0,0,0,NULL,NULL,&x_dist,&y_dist,NULL,504);

SET_IPS( 1,6,6,c_IPS_EQU,1,NULL,0,0,0,0,&x_count,&y_count,NULL,NULL,NULL,504);

に の値が入り ます。x_count y_count

ＩＰＳボタン
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ＩＰＳボタン

ゼロボタン

ボタンを押したと きに、ある変数にゼロを代入するボタンです。代入値は指定可能ですから 、

ゼロ以外の初期化にも使えます。一行め （上から ２番めの行 ） の ６列から ６列 （ １列分 ） に小さ

なゼロボタンを 、つく るには、次のよ う な指定にな り ます。

c_IPS_ZERO

SET_IPS( 1,6,6,c_IPS_ZERO,1,NULL,0,0,0,0,&x_count,NULL,NULL,NULL,NULL,505);

実数に１ ０ ０ をいれるなら

SET_IPS( 1,6,6,c_IPS_ ZERO,1,NULL,0,0,100,0,NULL,NULL,&x_dist,NULL,NULL,505);

チェックボックスボタン

ボタンを押したと きに、ある変数を ０～１ または２か３の間でローテーシ ョ ンさせて、その値に

対応するビッ トマップ （

２番めの行 ） の０列から １列 （ １列分 ） にボタンを 、つく るには、次のよ う な指定にな り ます。

文字を指定する と指定桁の最初の２桁にボタンを表示し 、残りの桁に文字を表示します。

合は、 タイプの指定を １にします。

ボタンを押すたびに の値が自動的に変わり ます。mode

c_IPS_CHECK

SET_IPS( 1,6,6,c_IPS_CHECK,1,NULL,0,0,0,1,&mode,NULL,NULL,NULL,NULL,506);

”ドラッグ”SET_IPS( 1,0,6,c_IPS_CHECK,1, ,0,0,0,1,&mode,NULL,NULL,NULL,NULL,506);

SET_IPS( 1,0,6,c_IPS_CHECK,1, ,1,0,0,1,&mode,NULL,NULL,NULL,NULL,506);

） をボタンに表示するボタン 。一行め （上からChkbox4.bmp

また、 「印刷サイズ 」 のよ うに、ボタンの上に文字をだして、押されている 、いないの識別をしたい場

”印刷サイズ”
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ラジオボタン

Ｎ者択一を行うボタンです。数個の同じ変数に割付されたラジオボタンはどれかひとつが押され

る と 、その変数にそのボタンの設定値を代入し 、そのボタンだけ選択状態にし 、他を非選択にし

ます。ビッ ト マップ （

の行 ） の０列から １列 （ ２列分 ） と ２列から ３列にボタンを 、つく るには、次のよ う な指定にな

り ます。

文字を指定する と指定桁の最初の２桁にボタンを表示し 、残りの桁に文字を表示します。

一行め （上から ２番めの行 ） と ２行目の０列から １ ２列にボタンを 、つく るには、次のよ う な指

定にな り ます。

ボタンを押すたびに の値が自動的に変わり ます。mode

c_IPS_RADIO

SET_IPS( 1,0,1,c_IPS_RADIO,1,NULL,0,0,0,1,&mode,NULL,NULL,NULL,NULL,507);

SET_IPS( 1,2,3,c_IPS_RADIO,1,NULL,1,0,0,1,&mode,NULL,NULL,NULL,NULL,507);

”ラバーバンド”

”移動”

SET_IPS( 1,0,12,c_IPS_RADIO,1,

SET_IPS( 2,0,12,c_IPS_RADIO,1,

,0,0,0,1,&mode,NULL,NULL,NULL,NULL,507);

,1,0,0,1,&mode,NULL,NULL,NULL,NULL,507);

） をボタンに表示します。一行め （上から ２番めRbutton.bmp

Ｎ者択一を行うボタンです。数個の同じ変数に割付されたラジオボタンはどれかひとつが押され

文字ラジオボタン

る と 、その変数にそのボタンの設定値を代入し 、そのボタンだけ選択状態にし 、他を非選択にし

ます。 ラジオボタンと違う点は、文字を表示したボタンである点です。一行め （上から ２番めの

行 ） の０列から ３列 （ ４列分 ） と ４列から ７列にボタンを 、つく るには、次のよ うな指定になり

ます。

ボタンを押すたびに の値が自動的に変わり ます。mode

c_IPS_SELECT

SET_IPS( 1,0,3,c_IPS_SELECT,1,"Line",0,0,0,1,&mode,NULL,NULL,NULL,NULL,508);

SET_IPS( 1,4,7,c_IPS_SELECT,1,"Area",1,0,0,1,&mode,NULL,NULL,NULL,NULL,508);

ＩＰＳボタン
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ＩＰＳボタン

文字や数値の入力に使うボタンです。

一行めの１ ０列から １ ９列 （ ２ ０列分 ） にボタンをつく るには、次のよ う な指定にな り ます。

エディットボックスボタン c_IPS_EDIT

SET_IPS( 1,10,19,c_IPS_EDIT,-1,NULL,c_IS_VALUE,0,-DBL_MAX,DBL_MAX,NULL,NULL,&distance,

NULL,NULL,511);

フォン トの選択に使うボタンです。押される と 、 リ ス ト ボッ クスを出して選択できます。

一行めの１ ０列から １ ９列 （ ２ ０列分 ） にボタンをつく るには、次のよ う な指定にな り ます。

終了前にかならず文字列を開放します。

この例では選択リ ス ト ボッ クスが幅３ ２桁、縦１ ０行分で現れます。

フォント選択ボタン c_IPS_FONT

char   *font_name = NULL ;

SET_IPS( 1,10,19,c_IPS_FONT,-1,NULL,32,10,0,0,&font_num,NULL,NULL,NULL,&font_name,513);

DELETE_STRING(font_name);

Ⅲ

入力範囲の制限
long double

これらを設定するこ とで、／スラ ッシュ入力で 「図面から入力 」 に自動的に切り替わり ます。

文字列の入力には文字列のポインタのポインタを引き渡します。

終了前にかならず文字列を開放します。

表示だけで編集させたくない場合は，編集禁止フラグを立てます。

char   *string = NULL ;

SET_IPS( 1,10,19,c_IPS_EDIT,-1,NULL,c_IS_STRING,0,0,0,NULL,NULL,NULL,NULL,&string,511);

string = DELETE_STRING(string);

SET_IPS( 1,10,19,c_IPS_EDIT,-1,NULL,c_IS_VALUE,1,-DBL_MAX,DBL_MAX,NULL,NULL,&distance,

NULL,NULL,511);
こ こを １にする

入力形式は

文字列の入力

値の入力

長さの入力

角度の入力

レイヤ番号の入力

グループの入力

c_IS_STRING

c_IS_VALUE

c_IS_LENGTH

c_IS_ANGLE

c_IS_LAYER

c_IS_GROUP

Ｉ Ｐ Ｓ コード

string

string = new_string( string , "WAHHAHHA" ) ;
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終了前にかならず文字列を開放します。

自前のリ ス トの選択に使うボタンです。押される と 、 リ ス ト ボッ クス

を出して選択できます。一行めの１ ０列から １ ９列 （ ２ ０列分 ） にボ

タンをつく るには、次のよ う な指定にな り ます。

リストボックスボタン c_IPS_LIST

char   *list[3] ;

long   sel_num=0;

SET_IPS( 1,10,19,c_IPS_LIST,-1,NULL,32,3,0,2,&sel_num,NULL,NULL,NULL,&list,514);

list[0]=new_string(NULL,

list[1]=new_string(NULL,

list[2]=new_string(NULL,

”おはよう”

”こんにちは”

”こんばんわ”

);

);

);

DELETE_STRING(list[0]);

DELETE_STRING(list[1]);

DELETE_STRING(list[2]);

この例では選択リ ス ト ボッ クスが幅３ ２桁、縦３行分で現れます。

スタティックボタン

文字や数値の表示に使います。

一行めの１ ０列から １ ９列 （ ２ ０列分 ） にボタンをつく るには、次のよ うな指定にな り ます。

このボタンは単に表示するだけではなく 、設定値を指定する事で代入機能も使えます。

また非表示にして他のボタンと重ねて生成するこ とで、デフォルトに一括変更するなどの用途に

使用します。

c_IPS_STATIC

SET_IPS( 1,10,19,c_IPS_STATIC,99,NULL,-1,150,0,0,NULL,NULL,&dist_2,NULL,NULL,515);

SET_IPS( 1,10,19,c_IPS_STATIC,99,NULL,-1,100,0,0,NULL,NULL,&dist_1,NULL,NULL,515);

”表示文字” ,-1,0,0,0,NULL,NULL,NULL,NULL,NULL,515);SET_IPS( 1,10,19,c_IPS_STATIC,0,

”表示文字” ,-1,100,0,0,NULL,NULL,&dist,NULL,NULL,515);SET_IPS( 1,10,19,c_IPS_STATIC,0,

ＩＰＳボタン
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色表示ボタン

色番号の色をボッ クス内に表示します。

一行めの１ ０列から １ ９列 （ ２ ０列分 ） にボタンをつく るには、次のよ う な指定にな り ます。

c_IPS_COLOR

SET_IPS( 1,10,19,c_IPS_COLOR,-1,NULL,0,0,1,15,&col_num,NULL,NULL,NULL,NULL,516);

線種表示ボタン

番号の線種をボッ クス内に表示します。

一行めの１ ０列から １ ９列 （ ２ ０列分 ） にボタンをつく るには、次のよ う な指定にな り ます。

c_IPS_STYLE

SET_IPS( 1,10,19,c_IPS_STYLE,-1,NULL,0,0,1,8,&style_num,NULL,NULL,NULL,NULL,517);

ＩＰＳボタン
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ＩＰＳボタン

フルカラー選択表示ボタン

指定されたフルカラーをボッ クス内に表示し 、押されるこ とで入力できます。

一行めの１ ０列から １ ９列 （ ２ ０列分 ） にボタンをつく るには、次のよ う な指定にな り ます。

c_IPS_SELCOL

SET_IPS( 1,10,19,c_IPS_SELCOL,-1,NULL,0,0,0,0,,&rgb_color,NULL,NULL,NULL,NULL,518);
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実際に距離を入力するボタンを作って見まし ょ う 。

SET_IPS(0,5,10,c_IPS_EDIT,-1,NULL,c_IS_LENGTH,0,0,DBL_MAX,NULL,NULL,&distance,NULL,NULL,777);

double   distance = 0 ;

CALL_CSSTOCK(1);

サブメニューサンプル

GOSUB_DRAW_IPS;

if( GOSUB_CHECK_IPS == TRUE ){

}

return ;

CALL_YUBI("") ;

DD1:

goto DD1 ;

これで画面にエディ ッ ト コン ト ロールのついたサブメニュが出ます。

とな り ます。

以降の意味は

ゼロ行目の５桁目から １ ０桁目にボタンをはりなさい。

ボタンのタイプはエディ ッ ト コン ト ロールで凹状態で表示しなさい。

表示様式は任せます。

入力形式は長さです

入力値の最小はゼロ 、最大はダブル変数の最大値と しなさい。

入力変数はダブル変数で変数名は 、参照変数は有り ません。

ボタンの番号は７ ７ ７番です。

distance

SET_IPS(

0,5,10

,c_IPS_EDIT,-1

,NULL

,c_IS_LENGTH

,0

,0,DBL_MAX

,NULL,NULL

,&distance,NULL

,NULL

,777

次に、入力処理がなされたと きに （  GOSUB _ CHECK _ I PS実行時 ） 、 このエディ ッ ト ボタンがど ういう動

きをするかという と 、 このボタンは常に変数 の値を表示しています。マウスでク リ ッ ク され

る と 、表示されていた数値が青バッ クの選択状態にな り 、そのまま入力可能になり ます。 こ こでは、

入力タイプに を指定していますから 、 スラ ッシュ  [/] リ ターンで、サブメニュが一

旦消えて、図面から距離を拾う事ができます。入力後リ ターンかマウス左で確定します。  [ESC] が押

される と元の値に戻します。変数 を指定している他のボタンがあれば自動的に更新します。

という処理が行われて から戻ってきます。 GOSUB _ CHECK _ I PS
distance

distance

 c_IS_LENGTH(=2)

サブメニュープログラム例
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Ａ

ABS

ACS

AKCNV$

ATAN2_DEG

ATN

Ｆ

FIELD

FILES

FIX

FOR

FPOS

FRE

索引（Ａ－Ｆ）

Ｂ

BEEP

BLOAD

BSAVE

CALL_CSSTOCK

CALL_MOJI_GET

CALL_MOJI_SET

CALL_SET_LINE

CIRCLE

CIRCLEEX

CLOSE

CLS

COLOR

COS

CSRLIN

CVI/CVS/CVD

Ｃ

Ｄ

DATE$

Ｅ

EOF

ERASE

ERLERR

ERROR

EXP

CALL_MOJI_CONTROL

CALL_MOJICON_SET

CALL_SET_ARC

CINT

DELETE_MOJI_CONTROL

Ⅲ

15

15

15

16

16

16

16

16

40

80

76

76

77

74

74

17

17

17

18

18

18

18

19

19

19

79

19

19

19

20

20

20

20

20

20

20

20
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Ｇ

GET

GOSUB

GOSUB_ACON_DISAPR

GOSUB_ALL_LAYER

GOSUB_ALL_LAYER_ON

GOSUB_ASK_LAYER

GOSUB_CAL_POINT_ON_LINE

GOSUB_CSBACK

GOSUB_CSSTOCK

GOSUB_EN_SET

GOSUB_EN_SET_DIRECT

GOSUB_GATRN

GOSUB_GBLIN

GOSUB_GC_IN_A

GOSUB_GC_IN_B

索引（Ｇ－Ｋ）

, 45

GOSUB_MKMS

GOSUB_MUSI

GOSUB_MUSI2

GOSUB_MXMN

GOSUB_POP_ACTIVE

GOSUB_PUSH_ACTIVE

GOSUB_SAI

GOSUB_SAIHYOUJI_MAX

GOSUB_SEARCH_CIRCLE

GOSUB_SEARCH_LAYER

GOSUB_SEARCH_LINE

GOSUB_SEARCH_POINT

GOSUB_SET_CIRCLE

GOSUB_SET_COLOR

GOSUB_SET_GSXY

GOSUB_SUB_KAKUDO

GOSUB_SUB_SHEET_1_APR

GOSUB_SUB_SHEET_1_DISAPR

GOSUB_YES_NO

GOSUB_GCHAR

GOSUB_GCHAT

GOSUB_GDISP

GOSUB_GDXDY

GOSUB_GIODR

GOSUB_GNTRN

GOSUB_GPACK

GOSUB_GPINT

GOSUB_GROTA

GOSUB_GSEAR

GOSUB_GSEGM

GOSUB_JIKKOU

GOSUB_KCON_APR

GOSUB_KCON_DISAPR

GOSUB_LAYER_OFF

GOSUB_LAYER_ON

GOSUB_LINE_SET

GOSUB_LINE_SET_DIRECT

GOSUB_MA

GOSUB_MAKE_WINDOW_D

GOSUB_MKMC

Ｈ

HELP

HEX$

Ｉ

INKEY$

INP

INPUT

INPUT$

INSTR

INT

Ｊ

JIS$

Ｋ

KACNV$

KEY

KILL

KINPUT

GOSUB_ACON_APR

GOSUB_GC_IN

GOSUB_GCHAN

GOSUB_INPUT_SUB

GOSUB_NEW_LAY

GOSUB_NEW_SEG

GOSUB_MKGC

GOSUB_SEARCH_PRIMITIVE

Ⅲ

36

36

37

42

43

66

66

20

20

37

38

38

39

39

40

41

50

52

53

55

55

56

56

57

58

58

57

59

59

60

60

62

62

63

20

21

21

21

21

22

22

22

22

22

23

23

23

45

45

46

53

54

49

50

65

65

43

67

67

68

68

70

70

71

71

72

72

46

47

47

48

48

51

49

63
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Ｌ

LEFT$

LEN

LINE

LINE INPUT

LINEEX

LOAD,

LOC

LOCATE

LOF

LOG

LPRINT

Ｒ

RANDOMIZE

RIGHT$

RND

ROLL

, 30

Ｍ

MERGE

MID$

MKI$/MKS$/MKD$

Ｎ

NAME

NEW_LEFT_STRING

NEW_MOJI_CONTROL

NEW_RIGHT_STRING

, 53

Ｏ

OCT$

ON . GOSUB

ON ERROR GOTO

ON HELP

OPEN

Ｐ

PAINT

PEEK

PLAY

POINT

POKE

POS

PRESET

PRINT

PRINTEX

PSET

PUT

Ｓ

SCREEN

SEARCH

SGN

SIN

SPACE$

SPC

SQR, 32

STOP ON

STR$

STRING$

SWAP

Ｔ

TAB

TAN

TIME$

Ｖ

VAL

VARPTR

VIEW

VOICE

WHILE

Ｗ

Ⅲ

索引（Ｌ－Ｚ）

23

23

24

24

24

25

25

25

25

25

25

25

25

26

26

23

31

27

27

27

27

27

27

27

28

28

28

28

28

28

29

29

30

30

31

31

31

31

31

31

32

32

32

32

32

32

32

33

33

33

33

33

34

34
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Ⅲ

索引（日本語）

文字や数値の入力ＢＯＸ

Ｉ Ｐ Ｓボタンの一般論

98

87

- 106 -



 

 

お 問 い 合 わ せ  
 

本プログラムの利用に際して操作方法などで不明な点がございましたら、まず、マニュアル

の該当項目を参照してください。 
不明な点が解決されない場合は、下記サポート係へ FAX または電子メールにてお問い合

わせください。 
FAX によるお問い合わせの場合は、「プログラム質問用紙」に必要事項をご記入の上、お送

りください。 

電子メールによるお問い合わせの場合は、プログラム質問用紙の記載内容でご記入ください。 
 
 

 
 
サポートサービスは、ユーザー登録されたお客様だけが受けることができるものです。 

｢使用許諾契約同意および登録書｣に同意されたお客様は、必要事項をご記入の上「ユーザー

登録書」を弊社までご送付ください。「ユーザー登録書」到着によって、お客様のユーザー

登録が行われ、サポートサービスが開始となります。また、登録内容に変更が生じた場合は、

変更事項を弊社販売管理部門までご連絡ください。 
 

 
 
 

＜問い合わせ先＞ 

ユーザーサポート係 
E-Mail dra-support@pivot.co.jp 
FAX（03）3235-4217 

 

＜サポート時間＞ 

弊社休業日、祝祭日を除く月曜日から金曜日の 9:30～12:00、13:00～17:00 

 

・お問い合わせの際は、必ず製品名と User-ID(シリアル番号)をお知らせください。お知らせいた

だかない場合、お客様の特定ができず、サポートをお受けできない場合があります。ご了承くだ

さい。 
・回答に要する時間はお約束できない場合があります。お問い合わせの内容やユーザーサポートが混

雑しているなどの状況によっては、回答までにお時間がかかります。 



プログラム質問用紙 

FAX（03）3235-4217【ユーザーサポ－ト】 

 
プログラム名 バージョン 

CLassic-CAD  Ver．       

シリアル No. 

貴社名 部署名 

御担当者氏名 

連絡先（住所） 都 道 区 市 
〒 府 県 郡 

ＴＥＬ （     ） 内線（    ） 

ＦＡＸ （     ） 

コンピュータ機種名（メーカー名、機種名） 

ＯＳ （□にチェックをしてください） 
□Windows 7  □Windows Vista  □Windows XP 

プリンタ （例 ＣＡＮＯＮ ＬＢＰ－Ａ４５０） 

ご質問内容の詳細   操作方法についてのご質問、ご要望をご記入ください。なお、プログラムのエラーに

つきましては、発生状況をなるべく詳しくご記入ください。 
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編 者  株式会社 建築ピボット 

発行者  千葉 貴史 
発行所  株式会社 建築ピボット 
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